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第８章 環境影響評価の結果 

第１節 調査の結果の概要並びに予測及び評価の結果 
第１項 環境の自然的構成要素の良好な状態の保持を旨として調査、予測及び評価

されるべき環境要素 
 
１ 大気質 

１．１ 調査結果の概要 

資料 8.1.1.1-1 気象調査結果(1)                     [本編 p124 対応] 

 

表 8.1.1.1-1(1) 風向別出現頻度（年間） 

全 日 昼 間 夜 間 項目 

方位 頻度（件数） 頻度（％） 頻度（件数） 頻度（％） 頻度（件数） 頻度（％）

Ｎ 1513 17.3 688 15.4 825 19.2 

NNE 578 6.6 296 6.6 282 6.6 

NE 194 2.2 82 1.8 112 2.6 

ENE 91 1.0 37 0.8 54 1.3 

Ｅ 95 1.1 25 0.6 70 1.6 

ESE 190 2.2 50 1.1 140 3.3 

SE 326 3.7 99 2.2 227 5.3 

SSE 510 5.8 253 5.7 257 6.0 

Ｓ 478 5.5 369 8.2 109 2.5 

SSW 530 6.1 464 10.4 66 1.5 

SW 272 3.1 201 4.5 71 1.7 

WSW 191 2.2 104 2.3 87 2.0 

Ｗ 233 2.7 117 2.6 116 2.7 

WNW 744 8.5 395 8.8 349 8.1 

NW 1156 13.2 531 11.9 625 14.6 

NNW 1559 17.8 729 16.3 830 19.4 

Calm 100 1.1 34 0.8 66 1.5 

調査地点：木曽岬干拓地① 

 

  表 8.1.1.1-1(2) 風向別出現頻度（年間） 

月 昼間 夜間 月 昼間 夜間 

5 月 5～18 時 19～4 時 11 月 7～16 時 17～6 時 

6 月 5～19 時 20～4 時 12 月 7～16 時 17～6 時 

7 月 5～19 時 20～4 時 1月 7～17 時 18～6 時 

8 月 6～18 時 19～5 時 2月 7～17 時 18～6 時 

9 月 6～17 時 18～5 時 3月 7～17 時 18～6 時 

10 月 6～17 時 18～5 時 4月 6～18 時 19～5 時 
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表 8.1.1.1-1(3) 季節別の風向別出現頻度 

風向 夏季（％） 秋季（％） 冬季（％） 春季（％） 

N 9.1 24.3 19.4 16.4 

NNE 2.7 7.8 9.1 6.9 

NE 1.5 2.1 3.3 2.0 

ENE 1.4 1.1 0.9 0.7 

E 2.0 1.0 0.6 0.7 

ESE 5.1 1.2 0.3 2.0 

SE 10.3 1.3 0.2 3.0 

SSE 13.6 5.0 0.6 3.9 

S 11.7 3.4 0.7 5.9 

SSW 10.2 4.3 1.6 7.9 

SW 4.1 3.2 1.3 3.8 

WSW 2.2 1.6 2.1 2.8 

W 2.2 2.4 4.4 1.6 

WNW 6.0 8.6 12.3 7.2 

NW 7.8 12.3 17.7 15.0 

NNW 8.0 19.6 24.8 19.0 

Calm 1.9 0.7 0.8 1.1 
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資料 8.1.1.1-2 気象調査結果(2)                     [本編 p125 対応] 

 

表 8.1.1.1-2(1) 風向別昼夜別の平均風速 

                                                                               単位：m/s 

期 

間 

昼夜 

別 
NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N

平

均

全日 2.3 1.9 1.5 1.7 2.7 4.0 4.7 4.3 3.5 2.8 2.9 3.8 4.4 4.5 3.6 2.6 3.5

昼間 2.5 1.9 1.7 2.1 2.5 4.7 5.3 4.4 3.6 2.8 2.4 4.1 4.8 4.8 4.2 2.8 3.8
年 

間 
夜間 2.1 1.8 1.4 1.6 2.8 3.6 4.2 3.6 3.0 3.0 3.5 3.5 4.0 4.3 3.1 2.4 3.1

全日 2.1 1.8 1.3 1.9 2.6 4.2 5.0 4.6 3.8 2.5 2.1 2.5 4.2 3.8 3.2 2.3 3.5

昼間 2.4 2.0 1.6 2.2 2.7 5.1 5.4 4.8 3.9 2.6 2.0 2.2 4.6 3.9 3.7 2.5 3.9
夏 

季 
夜間 1.8 1.7 1.1 1.7 2.5 3.7 4.5 3.6 2.7 2.4 2.2 2.8 3.4 3.6 2.6 2.0 3.0

全日 2.3 1.9 1.7 1.4 2.4 3.2 4.2 3.7 3.4 2.8 2.5 4.4 4.1 3.9 3.1 2.5 3.1

昼間 2.5 1.8 2.1 1.2 1.0 3.0 4.5 3.4 3.4 2.8 2.0 4.9 4.5 4.1 3.6 2.7 3.3
秋 

季 
夜間 2.1 2.0 1.5 1.5 3.0 3.2 4.1 4.1 3.3 2.9 3.3 3.9 3.8 3.8 2.8 2.3 2.9

全日 2.2 2.0 1.8 1.7 1.7 1.4 1.9 2.5 2.4 2.5 4.2 4.6 4.3 4.4 3.6 2.6 3.4

昼間 2.4 2.1 2.0 1.9 3.7 1.7 2.3 2.7 2.4 1.6 3.6 5.6 4.5 4.7 4.4 3.0 3.8
冬 

季 
夜間 2.1 1.9 1.6 1.7 1.3 1.0 1.8 2.2 2.3 3.3 4.6 3.9 4.1 4.1 3.0 2.4 3.1

全日 2.5 1.6 1.3 1.9 3.5 3.7 4.8 4.0 3.3 3.3 2.9 2.6 5.0 5.5 4.3 2.9 3.8

昼間 2.7 1.8 1.2 2.8 2.8 3.8 5.9 4.2 3.4 3.3 2.6 2.5 5.5 6.0 5.0 3.1 4.1
春 

季 
夜間 2.2 1.6 1.5 1.6 3.6 3.7 4.1 3.4 3.1 3.2 3.3 2.6 4.3 5.2 3.7 2.7 3.5

注）1.季節別の区分は以下のとおりである。 

   夏季：6月～8月 秋季：9月～11 月 冬季：12 月～2月 春期：3月～5月 

  2.平成 14 年 5 月 1 日 0時から観測を開始した。 
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表 8.1.1.1-2(2) 風向別風速階級別出現頻度（年間） 

単位：％ 
風速階級 

(m/s) 

昼夜 

別 
NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N

合

計

0.5 

～ 

0.9 

全日 

昼間 

夜間 

0.3 

0.2 

0.3 

0.3 

0.2 

0.3 

0.3 

0.2 

0.3 

0.2

0.1

0.3

0.2

0.1

0.2

0.1

0.1

0.1

0.2

0.2

0.3

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.0

0.1

0.2

0.1

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.3 

0.2 

0.3 

0.3 

0.3 

0.2 

0.4 

0.3 

0.6 

0.6

0.4

0.8

3.8

3.1

4.6

1.0 

～ 

1.9 

全日 

昼間 

夜間 

2.2 

1.9 

2.6 

1.0 

0.8 

1.3 

0.5 

0.2 

0.7 

0.5

0.2

0.8

0.5

0.4

0.7

0.4

0.2

0.6

0.3

0.2

0.5

0.3

0.4

0.3

0.7

1.1

0.3

0.7

1.1

0.4

0.6

0.8

0.3

0.4

0.4

0.4

0.8 

0.6 

1.0 

1.6 

1.3 

1.9 

3.3 

2.7 

4.0 

4.5

3.3

5.7

18.5

15.6

21.4

2.0 

～ 

2.9 

全日 

昼間 

夜間 

2.8 

2.6 

2.9 

0.8 

0.8 

0.9 

0.2 

0.2 

0.2 

0.3

0.1

0.4

0.8

0.2

1.3

0.6

0.3

1.0

0.6

0.5

0.7

0.7

0.9

0.4

1.9

3.2

0.5

1.0

1.5

0.4

0.6

0.8

0.4

0.6

0.7

0.5

1.5 

1.4 

1.7 

2.0 

1.5 

2.6 

5.3 

3.6 

7.1 

7.1

5.7

8.6

26.8

24.0

29.7

3.0 

～ 

3.9 

全日 

昼間 

夜間 

1.0 

1.5 

0.6 

0.1 

0.0 

0.1 

0.1 

0.1 

0.0 

0.1

0.0

0.1

0.4

0.2

0.6

0.9

0.3

1.5

0.9

0.7

1.2

1.4

2.1

0.6

1.3

2.3

0.3

0.6

1.0

0.3

0.3

0.2

0.3

0.4

0.2

0.6

1.3 

1.1 

1.6 

2.1 

1.6 

2.5 

2.6 

2.1 

3.2 

3.4

3.8

3.1

16.9

17.3

16.5

4.0 

～ 

5.9 

全日 

昼間 

夜間 

0.3 

0.4 

0.2 

0.0 

0.1 

－ 

0.0 

0.0 

－ 

0.0

0.1

－ 

0.2

0.2

0.2

1.2

0.6

1.7

2.2

1.9

2.5

2.0

3.1

0.9

1.8

3.1

0.4

0.5

0.7

0.4

0.3

0.1

0.5

0.6

0.5

0.7

2.5 

2.7 

2.3 

3.9 

3.4 

4.4 

3.1 

3.2 

2.9 

1.3

1.7

0.9

19.9

21.8

17.8

6.0 

～ 

7.9 

全日 

昼間 

夜間 

0.0 

0.0 

－

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

0.0

－

0.1

0.4

0.4

0.3

1.2

1.8

0.5

0.8

1.4

0.1

0.3

0.6

－

0.1

0.1

0.1

0.2

0.1

0.2

0.3

0.4

0.3

1.6 

2.3 

0.9 

2.3 

2.5 

2.1 

2.2 

3.2 

1.3 

0.3

0.4

0.2

9.8

13.3

6.1

8.0 

以上 

全日 

昼間 

夜間 

－

－

－

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

0.1

－

0.1

0.2

0.2

0.1

0.3

0.4

0.3

0.1

0.2

0.1

0.0

0.0

－

－

－

－

0.0

－

0.1

0.2

0.3

0.0

0.5 

0.6 

0.4 

1.0 

1.1 

0.9 

0.7 

1.3 

0.2 

0.0

0.0

0.0

3.2

4.2

2.3

合計 

全日 

昼間 

夜間 

6.6 

6.6 

6.6 

2.2 

1.8 

2.6 

1.0 

0.8 

1.3 

1.1

0.6

1.6

2.2

1.1

3.3

3.7

2.2

5.3

5.8

5.7

6.0

5.5

8.2

2.5

6.1

10.4

1.5

3.1

4.5

1.7

2.2

2.3

2.0

2.7

2.6

2.7

8.5 

8.8 

8.1 

13.2 

11.9 

14.6 

17.8 

16.3 

19.4 

17.3

15.4

19.2

100.1

100.0

99.9

    注)1.表中の「-」は、出現しなかったことを示す。 

    2.静穏は風速 0.4m/s 以下とし、合計の100%には静穏を含む。 

    3.昼夜の区分は表8.1.1.1-1(2)を参照。 

    4.合計が100とならないのは小数第2位で四捨五入を行ってい   

     るため。 

 

区分 全日 昼間 夜間 

静穏率 1.1 0.8 1.5 

欠側率 0.0 0.0 0.0 
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資料 8.1.1.1-3 気象調査結果(3)                     [本編 p126 対応] 

 

表 8.1.1.1-3(1) 地上気象観測結果 

項目 単位 年間 夏季 秋季 冬季 春期 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月

最多風向 － NNW SSE N NNW NNW NW N SSE SSE N N N NNW NNW NNW NNW N

出現率 ％ 17.8 13.6 24.3 24.8 19.0 13.2 10.6 18.8 13.8 21.8 25.3 25.8 23.1 23.8 27.7 29.3 18.3
風

向 
欠測率 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平均風速 m/s 3.5 3.5 3.1 3.4 3.8 3.3 3.2 3.6 3.8 3.1 3.1 3.2 3.0 3.7 3.6 4.4 3.7

最大値 m/s 13.2 11.7 10.1 12.4 13.2 8.8 10.1 10.8 11.7 8.8 8.9 10.1 10.5 12.4 11.3 12.7 13.2
風

速 
欠測率 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平均気温 ℃ 15.1 25.9 16.3 4.8 13.4 18.7 22.6 27.1 27.9 23.0 16.9 9.0 5.8 3.3 5.4 7.4 14.1

最高値 ℃ 36.2 36.2 31.9 18.7 27.5 27.5 33.1 34.6 36.2 31.9 27.4 18.0 18.7 14.4 16.0 19.8 26.0

最低値 ℃ -4.5 13.5 0.6 -4.5 -3.0 9.8 13.5 17.8 14.7 5.4 1.2 0.6 -4.2 -4.5 -4.4 -3.0 1.8

気

温 

欠測率 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平均湿度 ％ 74 78 76 70 70 74 75 83 76 78 76 75 74 70 67 63 75

最高値 ％ 97 95 97 96 97 97 95 95 95 96 96 97 96 96 96 96 96

最低値 ％ 22 27 31 26 22 26 27 51 40 32 38 31 36 28 26 22 22

湿

度 

欠測率 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日合計の平均 MJ/m2 14.2 19.1 12.2 9.9 15.6 16.5 17.7 19.1 20.4 14.3 13.0 9.2 7.7 9.5 12.7 16.2 14.1日

射

量 
欠測率 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

注)1.季節別の区分を以下に示す。 

   春季： 3月～5月 夏季：6月～8月  秋季： 9月～11月 冬季：12月～2月 

  2.平成14年5月1日0時から観測を開始した。 
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１．２ 予測 

1.2.1 工事の実施 

資料 8.1.2.1-1 環境大気の予測方法                    [本編ｐ134 対応] 

(1) 予測方法 

1) 工事機械等からの排出ガス 

 拡散式 

拡散式は、「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平

成 11 年 11 月）に基づき、有風時についてはプルーム式、無風・弱風時についてはパフ

式を用いた。拡散式を次に示す。 

①有風時(風速 1m/s以上の場合) 

年平均値の予測は次に示すプルーム式(長期平均式)を用いた。 

( ) ( ) ( )
⎟
⎟
⎠

⎞
⎜
⎜
⎝

⎛

⎭
⎬
⎫

⎩
⎨
⎧ +
−+

⎭
⎬
⎫

⎩
⎨
⎧ −
−= 2

z

2

2
z

2

2
Hezexp

2
Hezexp

uR
8

Q
2
1z,RC

σσσππ
・・

ｚ

ｐ  

               ( )の場合≦ 16/)/arctan(16/ ππ <− xy  

( ) 0, =zRC           (その他の場合) 

ここで、 

( )zRC ,  ：計算点 ( )zR, の濃度(ppm) 

R  ：点煙源と計算点の水平距離(m) ( )22 yxR +=  

yx,  ：計算点の yx, 座標(m) 
z  ：計算点の z座標(m) 
Qp ：点煙源強度(m

3N/s) 

u  ：風速(m/s) 
He ：有効煙突高(m) 

zσ ：鉛直(z)方向の拡散パラメータ(m) 

座標は煙源直下の地表面を原点とし、風下方向を x軸、それと直角な水平方向を y軸、

高さ方向を z軸とした。 

このプルーム式は、次に示す基本となるプルーム式から、長期的には一つの風向内(予測

計算は風向を 16 方位区分して行う)では濃度が一様であり、隣接する風向の出現頻度・風

速等が類似であると仮定して導かれたものである。すなわち、水平方向の拡散パラメータ

yσ に無関係なプルーム式となっている。「窒素酸化物総量規制マニュアル」によれば、長

期平均値に着目した場合には、有風時に使用する拡散式としては上記の式が適当であると

されている。そこで、本予測においても年平均値を予測することを考え合わせ、使用する

有風時の拡散式としては上記の式を用いた。 

1 時間値の予測は次に示す基本となるプルーム式を用いた。 

(基本となるプルーム式) 

( ) ( ) ( )
⎟
⎟
⎠

⎞
⎜
⎜
⎝

⎛

⎭
⎬
⎫

⎩
⎨
⎧ +
−+

⎭
⎬
⎫

⎩
⎨
⎧ −
−⎟

⎟
⎠

⎞
⎜
⎜
⎝

⎛
−= 2

2

2

2

2

2

2
exp

2
exp

2
exp

2
,,

zzyzy

p HezHezy
u

Q
zyxC

σσσσπσ
・・  

yσ   ：水平(y)方向の拡散パラメータ(m) 



 

 7 

 

② 無風・弱風時(風速 1m/s未満の場合) 

・無風時(風速 0～0.4m/s の場合) 

無風時は次のパフ式を用いた。 

( )
( ) ( ) ( )

⎪
⎪
⎭

⎪⎪
⎬

⎫

⎪
⎪
⎩

⎪⎪
⎨

⎧

++
+

−+
= •

2
2

2
22

2

2
2

2/3
11

2
,

zHeRzHeR

Q
zRC p

γ
α

γ
αγπ

 

  

         ( )( )の場合≦ 16//arctan16/ ππ <− xy  

( ) 0=R,zC     (その他の場合) 

ここで、 

  R2=x2+y2 
   γα ,  ：拡散パラメータに関する定数 
  ( )zRC ,  ：計算点 ( )zR, の濃度(ppm) 

R  ：点煙源と計算点の水平距離(m) ( )22 yxR +=  

yx,  ：計算点の yx, 座標(m) 
z   ：計算点の z座標(m) 

pQ  ：点煙源強度(m3N/s) 

He  ：有効煙突高(m) 
 

・弱風時(風速 0.5～0.9m/s の場合) 

弱風時は次の弱風パフ式(長期平均式)を用いた。 

( ) ( ) ( )
⎭
⎬
⎫

⎩
⎨
⎧

⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛ +
−+⎟⎟

⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛ −
−=

++−−
22

22

222

22

2 2
exp1

2
exp1

8
2
1,

ηγηηγηγππ
HezuHezuQ

zRC p ・・・・  

       ( )22

2
22 HezR −+=− γ

αη  

       ( )22

2
22 HezR ++=+ γ

αη  

   

 γα ,  ：拡散パラメータに関する定数 
( )zRC ,  ：計算点 ( )zR, の濃度(ppm) 

R  ：点煙源と計算点の水平距離(m) ( )22 yxR +=  

yx,  ：計算点の yx, 座標(m) 
z  ：計算点のｚ座標(m) 

pQ ：点煙源強度(m3N/s) 

u   ：風速(m/s) 
He：有効煙突高(m) 
 

なお、上式による予測を行う場合は、風向出現率を補正することを原則とした。 
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資料 8.1.2.1-2 工事工程と機械の稼働状況                [本編 p134 対応] 

 

工事工程と機械の稼働状況、供用後の発生車両について表 8.1.2.1-2(1)～(8)に示す。

なお、表中に示す作業機械のダンプ及び供用後の発生車両の台数は、片道の台数を示す。 

 

表 8.1.2.1-2(1) 工事工程と機械の稼働状況（1年次） 

月目

工種      
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

整地工             

補助道路             

防災工（排水路）             

防災工（沈砂池）             

ストックヤード 

フェンス工             

             

ダンプ※1            7 

ブルドーザー           4 7 

バックホー           1 4 

転圧機            2 

作業機械 

(台/時間) 

杭打ち           2 2 

※1 国道 23 号から鍋田川右岸側道路または一般県道 108 号、木曽川左岸側道路を経由し、緑風橋に至るルートから

搬出入する。 

 

表 8.1.2.1-2(2) 工事工程と機械の稼働状況（2年次） 

月目

工種      
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

わんぱく原っぱ(東) 土工             

わんぱく原っぱ(西) 土工             

ダンプ(わんぱく原っぱ盛土)※1 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88

ダンプ※2             

ブルドーザー 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15

バックホー             

転圧機             

作業機械 

(台/時間) 

杭打ち             

供用後の 

発生車両 

ストックヤー 

ド発生車両 

トラック台数※2 

（台/時間） 
7 7 5 0 0 3 7 14 12 10 11 17

※1 伊勢湾岸自動車道直下の県道 103 号(愛知)より干拓地内に至るルートから搬出入する。 

※2 国道 23 号から鍋田川右岸側道路または一般県道 108 号、木曽川左岸側道路を経由し、緑風橋に至るルートから

搬出入する。 
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表 8.1.2.1-2(3) 工事工程と機械の稼働状況（3年次） 

月目

工種      
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

わんぱく原っぱ(東) 土工             

わんぱく原っぱ(西) 土工             

ダンプ(わんぱく原っぱ盛土)※1 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

ダンプ※2             

ブルドーザー 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

バックホー             

転圧機             

作業機械 

(台/時間) 

杭打ち             

供用後の 

発生車両 

ストックヤー 

ド発生車両 

トラック台数※2 

（台/時間） 
7 7 5 0 0 3 7 15 13 10 12 18

※1 伊勢湾岸自動車道直下の県道 103 号(愛知)より干拓地内に至るルートから搬出入する。 

※2 国道 23 号から鍋田川右岸側道路または一般県道 108 号、木曽川左岸側道路を経由し、緑風橋に至るルートから

搬出入する。 

 

表 8.1.2.1-2(4) 工事工程と機械の稼働状況（4年次） 

月目

工種      
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

わんぱく原っぱ(東) 土工             

わんぱく原っぱ(西) 土工             

ダンプ(わんぱく原っぱ盛土)※1 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

ダンプ※2             

ブルドーザー 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 

バックホー             

転圧機             

作業機械 

(台/時間) 

杭打ち             

供用後の 

発生車両 

ストックヤー 

ド発生車両 

トラック台数※2 

（台/時間） 
7 7 3 0 0 2 2 12 19 39 16 16

※1 伊勢湾岸自動車道直下の県道 103 号(愛知)より干拓地内に至るルートから搬出入する。 

※2 国道 23 号から鍋田川右岸側道路または一般県道 108 号、木曽川左岸側道路を経由し、緑風橋に至るルートから

搬出入する。 
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表 8.1.2.1-2(5) 工事工程と機械の稼働状況（5年次） 

月目

工種      
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

土工             

横断暗渠工             主要幹線道路 

給水工             

わんぱく原っぱ(東) 土工             

わんぱく原っぱ(西) 土工             

ダンプ(わんぱく原っぱ盛土)※1 30 30 30 30 30 2       

ダンプ※2          15 15  

ブルドーザー 6 6 6 6 6 1 1 1 1 2 1  

バックホー       1 1 1 2 1 1 

転圧機       1 1 1 3 2 1 

作業機械 

(台/時間) 

杭打ち             

供用後の 

発生車両 

ストックヤー 

ド発生車両 

トラック台数※2 

（台/時間） 
7 7 3 0 0 2 2 13 22 45 17 16

※1 伊勢湾岸自動車道直下の県道 103 号(愛知)より干拓地内に至るルートから搬出入する。 

※2 国道 23 号から鍋田川右岸側道路または一般県道 108 号、木曽川左岸側道路を経由し、緑風橋に至るルートから

搬出入する。 
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表 8.1.2.1-2(6) 工事工程と機械の稼働状況（6年次） 

月目

工種      
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

舗装（車道）             

舗装（歩道）             

排水工             

境界 B工             

主要幹線道路 

フェンス工             

補助道路             

排水路工             

植栽基盤工             

道路（舗装）             

駐車場             

植栽工             

給水工             

わんぱく原っぱ(東)

電気施設工             

排水路工             

植栽基盤工             

道路（舗装）             

駐車場             

植栽工             

わんぱく原っぱ(西)

電気施設工             

ダンプ(わんぱく原っぱ盛土)※1             

ダンプ※2         5 22 5 5 

ブルドーザー    3 7 6 6  1 6 1 1 

バックホー    3 3 4 7 5 1 8 7 7 

転圧機         1 4 1 1 

作業機械 

(台/時間) 

杭打ち             

供用後の 

発生車両 

ストックヤー 

ド発生車両 

トラック台数※2※3

（台/時間） 
25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

※1 伊勢湾岸自動車道直下の県道 103 号(愛知)より干拓地内に至るルートから搬出入する。 

※2 国道 23 号から鍋田川右岸側道路または一般県道 108 号、木曽川左岸側道路を経由し、緑風橋に至るルートから

搬出入する。 

※3 6 年次以降は搬入・搬出量が未定であるため、6年次以降の台数は、1年次～5年次の間の各月の平均搬出・搬入

量の最大値である 25 台/時とした。 
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表 8.1.2.1-2(7) 工事工程と機械の稼働状況（7年次） 

月目

工種      
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

土工（整地工）             

土工（築山工）             

道路（盛土）             

道路（舗装）             

排水路             

駐車場             

植栽工             

給水工             

冒険広場 

電気施設工             

土工（整地工 A）             

土工（整地工 B）             

道路（盛土）             

道路（舗装）             

排水路工             

駐車場             

駐車場             

植栽工             

給水工             

デイキャンプ場 

電気施設工             

ダンプ(わんぱく原っぱ盛土)※1             

ダンプ※2      18 18 12 6  12  

ブルドーザー      9 9 3 1  4  

バックホー      2 2 3 3 14 10 10

転圧機      6 6 3 1 1 4  

作業機械 

(台/時間) 

杭打ち             

供用後の 

発生車両 

ストックヤー 

ド発生車両 

トラック台数※2※3

（台/時間） 
25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

※1 伊勢湾岸自動車道直下の県道 103 号(愛知)より干拓地内に至るルートから搬出入する。 

※2 国道 23 号から鍋田川右岸側道路または一般県道 108 号、木曽川左岸側道路を経由し、緑風橋に至るルートから

搬出入する。 

※3 6 年次以降は搬入・搬出量が未定であるため、6年次以降の台数は、1年次～5年次の間の各月の平均搬出・搬入

量の最大値である 25 台/時とした。 

 

 

表 8.1.2.1-2(8) 供用後の発生車両（8年次以降） 

供用後の発生車両（8年次以降） 台数（台／日） 

ストックヤード発生車両 トラック台数(台/日) 150 

施設利用車両 小型車（台/日） 2,500 
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資料 8.1.2.1-3 気象条件                        [本編 p134 対応] 

 

予測に使用する風向風速データは、干拓地排水機場付近で実施した通年調査結果を用い

た。 

排出源高さの風速は、「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成

12 年 11 月）に基づき、下記のべき乗則の式を用いた。 

U＝U0（H/H0）
P 

ここで、U ：高さ H（m）の風速（m/s) 
U0 ：基準高さ H0の風速（m/s) 

       H  ：排出源の高さ（m) 
       H0 ：基準とする高さ（m) 
       P ：べき指数 
べき指数 Pは郊外の場合の 1/5 とした。 
 

表 8.1.2.1-3(1) 季節別風向別出現頻度及び平均風速（昼間） 

出現頻度（％） 平均風速（m/s） 
風 向 

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 

N 15.2 8.1 22.6 17.8 3.1 2.5 2.7 3.0 

NNE 7.9 2.7 7.2 9.9 2.7 2.4 2.5 2.4 

NE 1.5 1.2 1.9 2.9 1.8 2.0 1.8 2.1 

ENE 0.8 1.0 0.8 0.7 1.2 1.6 2.1 2.0 

E 0.3 1.1 0.5 0.2 2.8 2.2 1.2 1.9 

ESE 0.7 2.5 0.8 0.1 2.8 2.7 1.0 3.7 

SE 1.5 5.7 0.4 0.2 3.8 5.1 3.0 1.7 

SSE 3.1 13.1 3.9 0.4 5.9 5.4 4.5 2.3 

S 8.8 16.2 4.1 1.0 4.2 4.8 3.4 2.7 

SSW 12.3 15.7 7.9 3.3 3.4 3.9 3.4 2.4 

SW 4.9 5.7 5.3 1.5 3.3 2.6 2.8 1.6 

WSW 3.1 2.3 2.1 1.7 2.6 2.0 2.0 3.6 

W 1.5 2.2 2.8 4.3 2.5 2.2 4.9 5.6 

WNW 7.7 6.8 8.1 13.8 5.5 4.6 4.5 4.5 

NW 12.9 7.6 11.8 16.6 6.0 3.9 4.1 4.7 

NNW 17.0 7.3 19.0 24.9 5.0 3.7 3.6 4.4 

Calm 0.7 0.9 0.8 0.6 － － － － 
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資料 8.1.2.1-5 排出源条件等（工事の実施）             [本編 p134～135 対応] 

    

ａ ユニットの排出源条件 

① ユニットの数量、排出係数 

ユニットの数量、排出係数を表 8.1.2.1-5(1))に示した。 

工事工程に基づき工事機械等の稼働が最大となる時期として、わんぱく原っぱの盛土工

事期間中で搬入土砂の量がピークとなる 2年次を選定した。 

工種ごとの工事機械の組み合わせと対応するユニット、排出係数は「道路環境影響評価

の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月）に記載してあるユニットの中か

ら設定した。 

 

表 8.1.2.1-5(1) ユニットの数量、排出係数 

排出ガス対策型 

排出係数（g/ユニット/日） 予測対象

時期 
作業内容 

設定 

ユニット 

数

量 窒素酸化物 

(NOx) 

浮遊粒子状物質 

(SPM) 

排出源高さ

（m） 

整地工 
路体盛土、

路床盛土 
15 4,729 190.5 2.9 

建設発生土の搬出入 土砂掘削 6 5,243 208.5 3.1 2 年次 

ダンプトラック運行 － 58
大型車類の自動車の走行に係る排出係数を用い

た 

出典）「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月） 

注）各ユニットの想定建設機械については、整地工がブルドーザー1 台とダンプ 2 台、建設発生土の搬出入がバック

ホー1台とダンプ 1台、ダンプトラックの運行はダンプ 1台とする。 

 

② 稼働条件 

工事機械の月作業日数は 20 日、工事時間帯は 8時から 17 時、稼働時間は 1日 6時間と

した。なお、稼働時間については、「建設機械等損量算定表（平成 16 年度版）」（（社）日本

建設機械化協会）を参考にした。 

③ 排出源の位置 

工事区域にユニットを配置し、排出源とする。ユニットの設定位置は図 8.1.2.1-4 に示

すとおりである。 

④ 予測地点の高さ 

予測範囲における予測地点の高さについて、予測地点 3地点のうち最も標高の高い源緑

橋付近の標高 0.9m を用いることとし、地盤から高さ 1.5m の位置を設定した。 

⑤ バックグラウンド濃度 

年平均値の予測には、環境大気の現況調査を行なっている源緑橋及び鍋田（愛知）にお

ける 4 季の平均値をバックグラウンド濃度とした。また、1 時間値の予測には、源緑橋及

び鍋田（愛知）における 1時間値の最大値をバックグラウンド濃度とした。 

バックグラウンド濃度を表 8.1.2.1-5(2)～(3)に示した。 
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表 8.1.2.1-5(2) 環境大気の予測（年平均値）に係るバックグラウンド濃度 

バックグラウンド濃度 
項 目 

源緑橋 鍋田（愛知） 

窒素酸化物 0.032ppm 0.033ppm 

二酸化窒素 0.021ppm 0.021ppm 

浮遊粒子状物質  0.031mg/m3  0.036mg/m3 

 

表 8.1.2.1-5(3) 環境大気の予測（1時間値）に係るバックグラウンド濃度 

バックグラウンド濃度 
項 目 

源緑橋 鍋田（愛知） 

二酸化窒素 0.062ppm 0.057ppm 

浮遊粒子状物質  0.128mg/m3  0.120mg/m3 

 

⑥ 窒素酸化物の値 

二酸化窒素の予測の過程で用いた窒素酸化物の値を以下に示す。 

 

表 8.1.2.1-5(4) 環境大気の予測（年平均値）に係る窒素酸化物の値 

予測地点 
一般車両からの寄与濃度 

(ppm) 

工事機械からの寄与濃度 

(ppm) 

最大着地濃度地点 0.0001 未満 
0.0064 

(0.0065) 

源緑橋 － 0.0003 

鍋田（愛知） － 0.0026 

下藤里① 0.0001 未満 0.0025 

 

表 8.1.2.1-5(5) 環境大気の予測（1時間値）に係る窒素酸化物の値 

予測地点 
一般車両からの寄与濃度

(ppm) 

工事機械からの寄与濃度 

(ppm) 

最大着地濃度地点 0.0051 0.2347 

源緑橋 － 0.0550 

鍋田（愛知） － 0.0971 

下藤里① 0.0051 0.0876 

 

ｂ 窒素酸化物から二酸化窒素への変換 

① 工事機械 

工事機械については、窒素酸化物から二酸化窒素への変換は、「面整備事業環境影響評価

技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11 月）に基づき、現地調査で得ら

れたバックグラウンド濃度から変換する次の式を用いた。 

 

[NO2]／[NOx]＝[NO2BG]／[NOxBG] 

ただし、[NO2]  ：バックグラウンドを含む NO2濃度（ppm） 

[NOx]  ：NOxの寄与濃度にバックグラウンドの NOｘ濃度 

を加算した値（ppm） 

[NO2BG] ：調査で得られた NO2のバックグラウンド濃度（ppm） 

[NOxBG] ：調査で得られた NOxのバックグラウンド濃度（ppm） 
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ｄ 工事機械の稼働及び土地の造成等に伴い発生する粉じん等 

 予測式 

予測式は、「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成

11 年 11 月）に基づき、次に示す式を用いた。 

 

( ) ( ){ } θ
π

 dfxxx
buA

NNa(x)C i
-b

i
b

ii

n

i

/

c
i

du
d

22

1

8

0 2
1 ++−

=

−∆+
+−

⋅
⋅
⋅⋅

= ∑∫  

ここで、 

Cd(x) ：(x)地点の地上 1.5m における降下ばいじんの予測値（t/km2/月） 

n  ：方位（＝16） 

a  ：降下ばいじん量を表す係数 

Nu  ：ユニット数 

Nd  ：季節別の平均月間工事日数（日/月） 

ui  ：風向 iの平均風速（m/s） 

＊ui＜1の場合は、u＝1とした。 

b  ：降下ばいじんの距離減衰を表す係数 

fi  ：風向 iの出現割合（％） 

c  ：風速の影響を表す係数 ただし、c＝1 

Δxi ：風向 iの発生源の奥行き距離（m） 

xi  ：風向 iの予測地点と敷地境界の距離（m） 

＊xi＜1の場合は、xi＝1とした。 

A  ：降下ばいじんの発生源の面積（m2） 
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資料 8.1.2.1-6 発生源条件等（工事の実施）               [本編 p135 対応] 

    

ａ 工事機械の発生源条件 

①ユニットの数量、降下ばいじん量及び距離減衰を表す係数 

ユニットの数量、降下ばいじん量及び距離減衰を表す係数を表 8.1.2.1-6(1)に示した。 

工事工程に基づき工事機械等の稼働が最大となる時期として、わんぱく原っぱの盛土工

事期間中で搬入土砂の量がピークとなる 2年次を選定した。 

「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11 月）

に記載されているユニットの中から、各工種の工事機械の組み合わせと対応するユニット

を設定し、降下ばいじん量及び距離減衰を表す係数を設定した。 

 

表 8.1.2.1-6(1) ユニットの数量、降下ばいじん量 a及び距離減衰を表す係数 b 

予測対象時期 工 種 設定ユニット 数 量 a b 

整地工 路体盛土、路床盛土 15 1,500 1.7 

建設発生土の搬出入 土砂掘削 6 1,500 1.7 2 年次 

ダンプトラック運行 現場内運搬（散水なし） 58 73 2.3 

出典）「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11 月） 

注）各ユニットの想定建設機械については、整地工がブルドーザー1 台とダンプ 2 台、建設発生土の搬出入がバッ

クホー1台とダンプ 1台、ダンプトラックの運行はダンプ 1台とする。 

 

②稼働条件 

工事機械の月作業日数は 20 日、工事時間帯は 8時から 17 時、稼働時間は 1日 6時間と

した。なお、稼働時間については、「建設機械等損量算定表（平成 16 年度版）」（（社）日本

建設機械化協会）を参考にした。 

③発生源の位置 

工事区域にユニットを配置し、発生源とする。ユニットの設定位置を先の図8.1.2.1-4(1)

に示した。 
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資料 8.1.2.1-7 沿道大気の予測方法                   [本編 p136 対応] 

    

ａ 工事用車両からの排出ガス 

 拡散式 

拡散式は「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月）

に基づき、有風時についてはプルーム式、弱風時についてはパフ式を用いた。 

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の濃度については、点煙源を連続して配置し、各々の点

煙源から排出される窒素酸化物（または浮遊粒子状物質）の濃度を合成して求めた。 

この場合、各々の点煙源から排出される窒素酸化物(または浮遊粒子状物質)の濃度は、

有風時(風速 1m/s を超える場合)についてはプルーム式を、また、弱風時(風速 1m/s 以下の

場合)についてはパフ式を用いた。 

 

① プルーム式：有風時(風速が 1m/s を超える場合) 

   ( ) ( ) ( )
⎥
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⎦
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QzyxC
σσσσσπ
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ここで、 

C ( )zyx ,, ： ( )zyx ,, 地点における窒素酸化物濃度(ppm)(または浮遊粒子状物質濃度(mg/m3)) 

  Q   ：点煙源の窒素酸化物の排出量(ml/s)(または浮遊粒子状物質の排出量(mg/s)) 

 u ：平均風速(m/s) 

 H ：排出源の高さ(m) 

zy σσ ,  ：水平(y),鉛直(z)方向の拡散幅(m) 
    ｘ ：風向に沿った風下距離(m) 

    ｙ ：x軸に直角な水平距離(m) 

    ｚ ：x軸に直角な鉛直距離(m) 

 
・鉛直方向の拡散幅 zσ  

830
0 31.0 Lzz += σσ                  

ここで、 0zσ  ：鉛直方向の初期拡散幅(m) 
       遮音壁がない場合     ・・・ =0zσ 1.5 
       遮音壁(高さ 3m 以上)がある場合 ・・・ =0zσ 4.0 
     L ：車道部端からの距離(L=x-W/2)(m) 
     x  ：風向に沿った風下距離(m) 

     W ：車道部幅員(m) 
 なお、 2/Wx < の場合は 0zz σσ = とした。 
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・水平方向の拡散幅 yσ  

   
81046.02/ LWy +=σ                

        なお、 2/Wx < の場合は 2/Wy =σ とした。 

② パフ式：弱風時(風速が 1m/s 以下の場合) 

    ( )
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ここで、 
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    0t   ：初期拡散幅に相当する時間(s) 
γα ,  ：拡散幅に関する係数 

 
・初期拡散幅に相当する時間 0t  

    
α20

Wt =  

  ここで、W ：車道部幅員(m) 
      α   ：以下に示す拡散幅に関する係数(m/s) 
・拡散幅に関する係数 γα ,  

3.0=α  
=γ  0.18(昼間)  

0.09(夜間)  
ただし、昼間及び夜間の区分は、原則として午前 7 時から午後 7 時までを昼間、

午後 7時から午前 7時までを夜間とした。 
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表 8.1.2.1-8(1) 車種別規制値一覧 
窒素酸化物  規制値

単位 H30 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
ガソリン 乗用車 g/km 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.08

貨物車類 軽量 g/km 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.08
中量 g/km 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.13
重量 g/kWh 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70 1.40

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.28
重量1250kgを超えるもの g/km 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0.30

貨物車類 軽量 g/km 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.28
中量 g/km 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.49
重量 g/kWh 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 3.38

単位 H15 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
ガソリン 乗用車 g/km 0.08 0.08 0.08 0.08 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25

貨物車類 軽量 g/km 0.08 0.08 0.08 0.08 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25
中量 g/km 0.13 0.13 0.13 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40
重量 g/kWh 1.40 1.40 1.40 4.50 4.50 4.50 4.50 4.50 4.50 5.50

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.28 0.28 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.50 0.50 0.50
重量1250kgを超えるもの g/km 0.30 0.30 0.40 0.40 0.40 0.40 0.60 0.60 0.60 0.60

貨物車類 軽量 g/km 0.28 0.28 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.60 0.60 0.60
中量 g/km 0.49 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70 1.30 1.30 1.30
重量 g/kWh 3.38 4.50 4.50 4.50 4.50 4.50 4.50 6.00 6.00 6.00

８車種排出係数の区分

８車種排出係数の区分

 

浮遊粒子状物質 規制値
単位 H30 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16

ガソリン 乗用車 g/km - - - - - - - - - -
貨物車類 軽量 g/km - - - - - - - - - -

中量 g/km - - - - - - - - - -
重量 g/km - - - - - - - - - -

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.013 0.013 0.013 0 013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.052
重量1250kgを超えるもの g/km 0.014 0.014 0.014 0 014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.056

貨物車類 軽量 g/km 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.052
中量 g/km 0.015 0.015 0.015 0 015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.06
重量 g/km 0.027 0.027 0.027 0 027 0.027 0.027 0.027 0.027 0.027 0.18

単位 H15 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
ガソリン 乗用車 g/km - - - - - - - - - -

貨物車類 軽量 g/km - - - - - - - - - -
中量 g/km - - - - - - - - - -
重量 g/km - - - - - - - - - -

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.052 0.052 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.2 0.2 0.2
重量1250kgを超えるもの g/km 0.056 0.056 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.2 0.2 0.2

貨物車類 軽量 g/km 0.052 0.052 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.2 0.2 0.2
中量 g/km 0.06 0.09 0.09 0.09 0.09 0.09 0.09 0.25 0.25 0.25
重量 g/km 0.18 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.7 0.7 0.7

注：－は規制がないもの

８車種排出係数の区分

８車種排出係数の区分

 

 

表 8.1.2.1-8(2) 年式別排出係数原単位（時速 40km/h） 

窒素酸化物
単位 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15

ガソリン 乗用車 g/km 0.040 0.040 0.040 0.040 0.040 0.040 0.040 0.040 0.064 0.064
貨物車類 軽量 g/km 0.039 0.039 0.039 0.039 0.039 0.039 0.039 0.039 0.062 0.062

中量 g/km 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.038 0.038
重量 g/kWh 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.041 0.041

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.145 0.145 0.145 0.145 0.145 0.145 0.145 0.145 0.290 0.290
重量1250kgを超えるもの g/km 0.145 0.145 0.145 0.145 0.145 0.145 0.145 0.145 0.290 0.290

貨物車類 軽量 g/km 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0 050 0.050 0.100 0.100
中量 g/km 0.057 0.057 0.057 0.057 0.057 0.057 0.057 0.057 0.112 0.112
重量 g/kWh 0.118 0.118 0.118 0.118 0.118 0.118 0.118 0.118 0.199 0.199

単位 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
ガソリン 乗用車 g/km 0.064 0.064 0.064 0.201 0.201 0.201 0.201 0.201 0.201

貨物車類 軽量 g/km 0.062 0.062 0.062 0.195 0.195 0.195 0.195 0.195 0.195
中量 g/km 0.038 0.038 0.117 0.117 0.117 0.117 0.117 0.117 0.117
重量 g/kWh 0.041 0.041 0.132 0.132 0.132 0.132 0.132 0.132 0.161

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.290 0.414 0.414 0.414 0.414 0.414 0.518 0.518 0.518
重量1250kgを超えるもの g/km 0.290 0.387 0.387 0.387 0.387 0.580 0.580 0.580 0.580

貨物車類 軽量 g/km 0.100 0.143 0.143 0.143 0.143 0.143 0 214 0.214 0.214
中量 g/km 0.160 0.160 0.160 0.160 0.160 0.160 0 297 0.297 0.297
重量 g/kWh 0.266 0.266 0.266 0.266 0.266 0.266 0.354 0.354 0.354

８車種排出係数の区分

８車種排出係数の区分

 
浮遊粒子状物質

単位 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15
ガソリン 乗用車 g/km 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002

貨物車類 軽量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
中量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
重量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.059 0.059
重量1250kgを超えるもの g/km 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.059 0.059

貨物車類 軽量 g/km 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0 010 0.010 0.041 0.041
中量 g/km 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.029 0.029
重量 g/km 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.042 0.042

単位 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
ガソリン 乗用車 g/km 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002

貨物車類 軽量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0 001 0.001 0.001
中量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
重量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.059 0.091 0.091 0.091 0.091 0.091 0.228 0.228 0.228
重量1250kgを超えるもの g/km 0.059 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.211 0.211 0.211

貨物車類 軽量 g/km 0.041 0.063 0.063 0.063 0.063 0.063 0.157 0.157 0.157
中量 g/km 0.044 0.044 0.044 0.044 0.044 0.044 0.122 0.122 0.122
重量 g/km 0.058 0.058 0.058 0.058 0.058 0.058 0.162 0.162 0.162

８車種排出係数の区分

８車種排出係数の区分
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表 8.1.2.1-8(3) 年式別排出係数原単位（時速 60km/h） 

窒素酸化物
単位 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15

ガソリン 乗用車 g/km 0.029 0.029 0.029 0.029 0.029 0.029 0.029 0.029 0.047 0.047
貨物車類 軽量 g/km 0.029 0.029 0.029 0.029 0.029 0.029 0.029 0.029 0.046 0.046

中量 g/km 0.022 0.022 0.022 0.022 0.022 0.022 0.022 0.022 0.041 0.041
重量 g/kWh 0.022 0.022 0.022 0.022 0.022 0.022 0.022 0.022 0.044 0.044

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.093 0.093 0.093 0.093 0.093 0.093 0.093 0.093 0.186 0.186
重量1250kgを超えるもの g/km 0.093 0.093 0.093 0.093 0.093 0.093 0.093 0.093 0.186 0.186

貨物車類 軽量 g/km 0.041 0.041 0.041 0.041 0.041 0.041 0 041 0.041 0.083 0.083
中量 g/km 0.041 0.041 0.041 0.041 0.041 0.041 0.041 0.041 0.080 0.080
重量 g/kWh 0.095 0.095 0.095 0.095 0.095 0.095 0.095 0.095 0.161 0.161

単位 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
ガソリン 乗用車 g/km 0.047 0.047 0.047 0.147 0.147 0.147 0.147 0.147 0.147

貨物車類 軽量 g/km 0.046 0.046 0.046 0.145 0.145 0.145 0.145 0.145 0.145
中量 g/km 0.041 0.041 0.127 0.127 0.127 0.127 0.127 0.127 0.127
重量 g/kWh 0.044 0.044 0.143 0.143 0.143 0.143 0.143 0.143 0.174

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.186 0.265 0.265 0.265 0.265 0.265 0.332 0.332 0.332
重量1250kgを超えるもの g/km 0.186 0.248 0.248 0.248 0.248 0.372 0.372 0.372 0.372

貨物車類 軽量 g/km 0.083 0.118 0.118 0.118 0.118 0.118 0.177 0.177 0.177
中量 g/km 0.115 0.115 0.115 0.115 0.115 0.115 0 213 0.213 0.213
重量 g/kWh 0.215 0.215 0.215 0.215 0.215 0.215 0.286 0.286 0.286

８車種排出係数の区分

８車種排出係数の区分

 
浮遊粒子状物質

単位 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15
ガソリン 乗用車 g/km 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002

貨物車類 軽量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
中量 g/km 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
重量 g/km 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.044 0.044
重量1250kgを超えるもの g/km 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.044 0.044

貨物車類 軽量 g/km 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0 007 0.007 0.029 0.029
中量 g/km 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.019 0.019
重量 g/km 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.032 0.032

単位 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
ガソリン 乗用車 g/km 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002

貨物車類 軽量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0 001 0.001 0.001
中量 g/km 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
重量 g/km 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.044 0.068 0.068 0.068 0.068 0.068 0.169 0.169 0.169
重量1250kgを超えるもの g/km 0.044 0.063 0.063 0.063 0.063 0.063 0.157 0.157 0.157

貨物車類 軽量 g/km 0.029 0.045 0.045 0.045 0.045 0.045 0.113 0.113 0.113
中量 g/km 0.028 0.028 0.028 0.028 0.028 0.028 0 078 0.078 0.078
重量 g/km 0.044 0.044 0.044 0.044 0.044 0.044 0.124 0.124 0.124

８車種排出係数の区分

８車種排出係数の区分

 

 

表 8.1.2.1-8(4)  年式別排出係数原単位（時速 80km/h） 

窒素酸化物
単位 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15

ガソリン 乗用車 g/km 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.051 0.051
貨物車類 軽量 g/km 0.035 0.035 0.035 0.035 0.035 0.035 0.035 0.035 0.056 0.056

中量 g/km 0.024 0.024 0.024 0.024 0.024 0.024 0.024 0.024 0.044 0.044
重量 g/kWh 0.024 0.024 0.024 0.024 0.024 0.024 0.024 0.024 0.047 0.047

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.114 0.114 0.114 0.114 0.114 0.114 0.114 0.114 0.228 0.228
重量1250kgを超えるもの g/km 0.114 0.114 0.114 0.114 0.114 0.114 0.114 0.114 0.228 0.228

貨物車類 軽量 g/km 0.047 0.047 0.047 0.047 0.047 0.047 0 047 0.047 0.095 0.095
中量 g/km 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.098 0.098
重量 g/kWh 0.122 0.122 0.122 0.122 0.122 0.122 0.122 0.122 0.206 0.206

単位 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
ガソリン 乗用車 g/km 0.051 0.051 0.051 0.160 0.160 0.160 0.160 0.160 0.160

貨物車類 軽量 g/km 0.056 0.056 0.056 0.175 0.175 0.175 0.175 0.175 0.175
中量 g/km 0.044 0.044 0.134 0.134 0.134 0.134 0.134 0.134 0.134
重量 g/kWh 0.047 0.047 0.151 0.151 0.151 0.151 0.151 0.151 0.185

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.228 0.326 0.326 0.326 0.326 0.326 0.407 0.407 0.407
重量1250kgを超えるもの g/km 0.228 0.304 0.304 0.304 0.304 0.456 0.456 0.456 0.456

貨物車類 軽量 g/km 0.095 0.135 0.135 0.135 0.135 0.135 0 203 0.203 0.203
中量 g/km 0.141 0.141 0.141 0.141 0.141 0.141 0 261 0.261 0.261
重量 g/kWh 0.275 0.275 0.275 0.275 0.275 0.275 0.366 0.366 0.366

８車種排出係数の区分

８車種排出係数の区分

 
浮遊粒子状物質

単位 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15
ガソリン 乗用車 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

貨物車類 軽量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
中量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
重量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.038 0.038
重量1250kgを超えるもの g/km 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.038 0.038

貨物車類 軽量 g/km 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0 006 0.006 0.025 0.025
中量 g/km 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.025 0.025
重量 g/km 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.033 0.033

単位 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
ガソリン 乗用車 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

貨物車類 軽量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0 001 0.001 0.001
中量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
重量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.038 0.059 0.059 0.059 0.059 0.059 0.148 0.148 0.148
重量1250kgを超えるもの g/km 0.038 0.055 0.055 0.055 0.055 0.055 0.137 0.137 0.137

貨物車類 軽量 g/km 0.025 0.039 0.039 0.039 0.039 0.039 0 097 0.097 0.097
中量 g/km 0.037 0.037 0.037 0.037 0.037 0.037 0.104 0.104 0.104
重量 g/km 0.045 0.045 0.045 0.045 0.045 0.045 0.127 0.127 0.127

８車種排出係数の区分

８車種排出係数の区分
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表 8.1.2.1-8(5) 年式別排出係数原単位（時速 100km/h） 

窒素酸化物
単位 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15

ガソリン 乗用車 g/km 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.080 0.080
貨物車類 軽量 g/km 0.059 0.059 0.059 0.059 0.059 0.059 0.059 0.059 0.095 0.095

中量 g/km 0.023 0.023 0.023 0.023 0.023 0.023 0.023 0.023 0.043 0.043
重量 g/kWh 0.023 0.023 0.023 0.023 0.023 0.023 0.023 0.023 0.046 0.046

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.217 0.217 0.217 0.217 0.217 0.217 0.217 0.217 0.434 0.434
重量1250kgを超えるもの g/km 0.217 0.217 0.217 0.217 0.217 0.217 0.217 0.217 0.434 0.434

貨物車類 軽量 g/km 0.068 0.068 0.068 0.068 0.068 0.068 0 068 0.068 0.136 0.136
中量 g/km 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.085 0.166 0.166
重量 g/kWh 0.198 0.198 0.198 0.198 0.198 0.198 0.198 0.198 0.335 0.335

単位 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
ガソリン 乗用車 g/km 0.080 0.080 0.080 0.249 0.249 0.249 0.249 0.249 0.249

貨物車類 軽量 g/km 0.095 0.095 0.095 0.296 0.296 0.296 0 296 0.296 0.296
中量 g/km 0.043 0.043 0.133 0.133 0.133 0.133 0.133 0.133 0.133
重量 g/kWh 0.046 0.046 0.149 0.149 0.149 0.149 0.149 0.149 0.182

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.434 0.620 0.620 0.620 0.620 0.620 0.775 0.775 0.775
重量1250kgを超えるもの g/km 0.434 0.579 0.579 0.579 0.579 0.868 0.868 0.868 0.868

貨物車類 軽量 g/km 0.136 0.195 0.195 0.195 0.195 0.195 0 292 0.292 0.292
中量 g/km 0.237 0.237 0.237 0.237 0.237 0.237 0.440 0.440 0.440
重量 g/kWh 0.446 0.446 0.446 0.446 0.446 0.446 0.594 0.594 0.594

８車種排出係数の区分

８車種排出係数の区分

 
浮遊粒子状物質

単位 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15
ガソリン 乗用車 g/km 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004

貨物車類 軽量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
中量 g/km 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003
重量 g/km 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.043 0.043
重量1250kgを超えるもの g/km 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.043 0.043

貨物車類 軽量 g/km 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0 007 0.007 0.029 0.029
中量 g/km 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.050 0.050
重量 g/km 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.044 0.044

単位 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
ガソリン 乗用車 g/km 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004

貨物車類 軽量 g/km 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0 001 0.001 0.001
中量 g/km 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003
重量 g/km 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003

ディーゼル 乗用車 重量1250kg以下 g/km 0.043 0.066 0.066 0.066 0.066 0.066 0.166 0.166 0.166
重量1250kgを超えるもの g/km 0.043 0.062 0.062 0.062 0.062 0.062 0.154 0.154 0.154

貨物車類 軽量 g/km 0.029 0.045 0.045 0.045 0.045 0.045 0.112 0.112 0.112
中量 g/km 0.074 0.074 0.074 0.074 0.074 0.074 0 207 0.207 0.207
重量 g/km 0.061 0.061 0.061 0.061 0.061 0.061 0.171 0.171 0.171

８車種排出係数の区分

８車種排出係数の区分

 

 

・年式別車種別排出係数の算出 

年式別車種別排出係数原単位に、乗用車の場合は車種構成比を、貨物車類の場合は車

両構成比と平均半積載重量を乗じて合成することにより、小型車類・大型車類別の排出

係数を算出した。図 8.1.2.1-8(2)に排出係数の合成に用いた車種構成比及び貨物車類の

平均積載重量を示す。算出結果を表 8.1.2.1-8(6)に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）「道路環境影響評価の技術手法（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月）」 

 

図 8.1.2.1-8(2) 排出係数の合成に用いた車種構成比及び平均半積載重量 

 

 

・平均半積載重量
ガソリン車 83.5%

乗用車類
74.6% ディーゼル車 16.5%

小型車類 軽量 26.1% 1.25t
ガソリン車 中量 11.6% 1.60t

重量 3.3% 2.15t
貨物車類

25.4% 軽量 9.9% 1.30t
ディーゼル車 中量 16.1% 1.70t

重量 33.0% 2.48t

ガソリン車 重量 0.6% 3.00t
大型車類

中量 0.4% 2.02t
重量 99.0% 11.53t

ディーゼル車

車両構成比
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表 8.1.2.1-8(6) 2 車種別年式別排出係数 

窒素酸化物
車種 速度 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15

40 0.0775 0.0775 0.0775 0.0775 0.0775 0.0775 0.0775 0.0775 0.1359 0.1359
60 0.0576 0.0576 0.0576 0.0576 0.0576 0.0576 0.0576 0.0576 0.1005 0.1005
80 0.0687 0.0687 0.0687 0.0687 0.0687 0.0687 0.0687 0.0687 0.1202 0.1202
100 0.1134 0.1134 0.1134 0.1134 0.1134 0.1134 0.1134 0.1134 0.1992 0.1992
40 1.3478 1.3478 1.3478 1.3478 1.3478 1.3478 1.3478 1.3478 2.2780 2.2780
60 1.0897 1.0897 1.0897 1.0897 1.0897 1.0897 1.0897 1.0897 1.8418 1.8418
80 1.3934 1.3934 1.3934 1.3934 1.3934 1.3934 1.3934 1.3934 2.3551 2.3551
100 2.2612 2.2612 2.2612 2.2612 2.2612 2.2612 2.2612 2.2612 3.8218 3.8218

車種 速度 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
40 0.1529 0.1679 0.1733 0.2692 0.2692 0.2811 0.3178 0.3178 0.3183
60 0.1140 0.1238 0.1296 0.1999 0.1999 0.2075 0.2352 0.2352 0.2358
80 0.1373 0.1493 0.1555 0.2329 0.2329 0.2423 0.2769 0.2769 0.2775
100 0.2272 0.2495 0.2555 0.3775 0.3775 0.3953 0.4530 0.4530 0.4536
40 3.0326 3.0326 3.0343 3.0343 3.0343 3.0343 4.0456 4.0456 4.0461
60 2.4519 2.4519 2.4537 2.4537 2.4537 2.4537 3.2712 3.2712 3.2717
80 3.1353 3.1353 3.1372 3.1372 3.1372 3.1372 4.1826 4.1826 4.1832
100 5.0880 5.0880 5.0898 5.0898 5.0898 5.0898 6.7866 6.7866 6.7872

小型車

大型車

小型車

大型車

 

浮遊粒子状物質
車種 速度 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15

40 0.0050 0.0050 0.0050 0.0050 0.0050 0.0050 0.0050 0.0050 0.0204 0.0204
60 0.0039 0.0039 0.0039 0.0039 0.0039 0.0039 0.0039 0.0039 0.0153 0.0153
80 0.0036 0.0036 0.0036 0.0036 0.0036 0.0036 0.0036 0.0036 0.0149 0.0149
100 0.0066 0.0066 0.0066 0.0066 0.0066 0.0066 0.0066 0.0066 0.0216 0.0216
40 0.0714 0.0714 0.0714 0.0714 0.0714 0.0714 0.0714 0.0714 0.4759 0.4759
60 0.0545 0.0545 0.0545 0.0545 0.0545 0.0545 0.0545 0.0545 0.3631 0.3631
80 0.0559 0.0559 0.0559 0.0559 0.0559 0.0559 0.0559 0.0559 0.3723 0.3723
100 0.0756 0.0756 0.0756 0.0756 0.0756 0.0756 0.0756 0.0756 0.5035 0.5035

車種 速度 H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8 H7 H6
40 0.0247 0.0290 0.0290 0.0290 0.0290 0.0290 0.0753 0.0753 0.0753
60 0.0185 0.0217 0.0217 0.0217 0.0217 0.0217 0.0559 0.0559 0.0559
80 0.0184 0.0211 0.0211 0.0211 0.0211 0.0211 0.0551 0.0551 0.0551
100 0.0269 0.0300 0.0300 0.0300 0.0300 0.0300 0.0761 0.0761 0.0761
40 0.6609 0.6609 0.6609 0.6609 0.6609 0.6609 1.8506 1.8506 1.8506
60 0.5044 0.5044 0.5044 0.5044 0.5044 0.5044 1.4123 1.4123 1.4123
80 0.5171 0.5171 0.5171 0.5171 0.5171 0.5171 1.4480 1.4480 1.4480
100 0.6993 0.6993 0.6993 0.6993 0.6993 0.6993 1.9579 1.9579 1.9579

小型車

大型車

小型車

大型車

 

 

・予測年の車種別排出係数の算出 

2 車種別年式別排出係数に、表 8.1.2.1-8(7)に示す年式別車両構成比を乗じ足し合わ

せて排出係数を求めた。予測に用いた予測年の排出係数を表 8.1.2.1-8(8)に示す。 

 

表 8.1.2.1-8(7) 年式別車両構成比 

単位：％ 

車種 予測年 1 年前 2 年前 3 年前 4 年前 5 年前 

小型車類 15.99 14.79 13.40 12.10 10.60 9.17 

大型車類 17.53 15.83 14.14 12.45 10.73 9.02 

車種 6 年前 7 年前 8 年前 9 年前 10 年前 11 年以上前

小型車類 7.63 6.06 4.46 2.93 1.84 1.03 

大型車類 7.32 5.57 3.83 2.27 1.08 0.23 

出典）「道路環境影響評価の技術手法（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月）」 

 

表 8.1.2.1-8(8) 予測年の車種別排出係数 

予測年 平成 21 年 平成 18 年 

車種 速度(km/h) 
窒素酸化物 

（g/km・台） 

浮遊粒子状物質

（g/km・台） 

窒素酸化物 

（g/km・台） 

浮遊粒子状物質

（g/km・台） 

40 0.1042 0.0113 0.1490 0.0203 

60 0.0773 0.0085 0.1105 0.0152 小型車類 

100 0.1525 0.0127 0.2164 0.0216 

40 1.7185 0.2140 2.2835 0.4306 

60 1.3895 0.1633 1.8463 0.3286 大型車類 

80 1.7767 0.1675 2.3608 0.3370 
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②車両の走行条件 

・一般車両の交通量 

一般車両の交通量は、工事期間中の交通量が現況と変らないものとして、対応する現地

調査結果の交通量を用いた。現地調査を行っていない地点三崎②については、交通の流れ

の状況等から源緑輪中と同じとした。また、工事作業は平日に行うとし、予測には平日の

交通量調査結果を用いた。愛知県側からの土砂の搬入経路として想定される県道 103 号(愛

知)の交通量は現地調査結果を用いた。交通量調査結果を表 8.1.2.1-8(10)～(11)に示す。

また、併走する伊勢湾岸自動車道の交通量については平成 22 年の計画交通量を用いた。走

行速度は各予測地点における規制速度とした。 

・工事用車両及び土砂搬入車両の交通量 

工事用車両の交通量が最大となる時期とした。工事用車両台数の最大は 360 台/日（片道）

であり、工事開始から 5年次の 10 月目である。走行速度は各予測地点における規制速度と

した。 

愛知県側からの土砂の搬入車両については、1年間の最大運搬土砂量が 831,000m3（2 年

次。工事計画より）であり、月作業日数を 20 日、時間帯を 8時から 17 時、計画地での作

業時間を 0.5 時間（工事用車両も同じとした）、トラック 1台あたりの運搬土砂 6m3とする

と、1日あたりの搬入車両台数は 700 台（片道）とした。時間帯別の車両台数は、車両配

分の均等化より、表 8.1.2.1-8(12)のとおり設定した。 

 

表 8.1.2.1-8(9) 各予測地点に対応する交通量調査地点と規制速度 

予測地点 対応する交通量調査地点 規制速度 

下藤里② 下藤里③ 40 km/h 

源緑輪中 源緑輪中 40 km/h 

三崎① 鍋田川 40 km/h 

三崎② 源緑輪中※ 40 km/h 

県道 103 号 県道 103 号（愛知） 60 km/h 

小型 100 km/h 
県道 103 号 

（愛知） 伊勢湾岸 
自動車道 

伊勢湾岸自動車道の 

H22 年計画交通量 大型 80 km/h 

※三崎②の交通量は、交通の流れの状況等により、源緑輪中を用いた。 
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表 8.1.2.1-8(10) 沿道大気の予測に用いた交通量（工事中、平日） 

下藤里②（工事中、平日）      単位：台/時   源緑輪中（工事中、平日）      単位：台/時 
一般車両 発生車両 合計 一般車両 発生車両 合計  

小型 大型 小型 大型 小型 大型
速度

 

小型 大型 小型 大型 小型 大型 
速度

0時 0 0 0 0 0 0 0 時 0 0 0 0 0 0 

1 時 0 0 0 0 0 0 1 時 0 0 0 0 0 0 

2 時 0 0 0 0 0 0 2 時 0 0 0 0 0 0 

3 時 0 0 0 0 0 0 3 時 0 0 0 0 0 0 

4 時 0 0 0 0 0 0 4 時 0 0 0 0 0 0 

5 時 0 0 0 0 0 0 5 時 0 0 0 0 0 0 

6 時 51 1 0 0 51 1 6 時 16 1 0 0 16 1 

7 時 86 7 0 0 86 7 7 時 68 2 0 0 68 2 

8 時 36 22 0 60 36 82 8 時 60 11 0 60 60 71 

9 時 24 19 0 60 24 79 9 時 38 13 0 60 38 73 

10 時 26 10 0 120 26 130 10 時 52 20 0 120 52 140 

11 時 29 15 0 120 29 135 11 時 47 7 0 120 47 127 

12 時 26 7 0 0 26 7 12 時 64 11 0 0 64 11 

13 時 26 17 0 120 26 137 13 時 54 11 0 120 54 131 

14 時 17 10 0 120 17 130 14 時 65 5 0 120 65 125 

15 時 33 13 0 60 33 73 15 時 76 12 0 60 76 72 

16 時 41 9 0 60 41 69 16 時 60 21 0 60 60 81 

17 時 76 15 0 0 76 15 17 時 99 10 0 0 99 10 

18 時 41 2 0 0 41 2 18 時 48 9 0 0 48 9 

19 時 48 6 0 0 48 6 19 時 74 4 0 0 74 4 

20 時 27 0 0 0 27 0 20 時 25 4 0 0 25 4 

21 時 17 1 0 0 17 1 21 時 16 1 0 0 16 1 

22 時 0 0 0 0 0 0 22 時 0 0 0 0 0 0 

23 時 0 0 0 0 0 0

40 

km/h

23 時 0 0 0 0 0 0 

40 

km/h

※表中の数字は往復の台数を示す。       ※表中の数字は往復の台数を示す。 
 
三崎①（工事中、平日）       単位：台/時   三崎②（工事中、平日）       単位：台/時 

一般車両 発生車両 合計 一般車両 発生車両 合計  

小型 大型 小型 大型 小型 大型
速度

 

小型 大型 小型 大型 小型 大型 
速度

0時 0 0 0 0 0 0 0 時 0 0 0 0 0 0 

1 時 0 0 0 0 0 0 1 時 0 0 0 0 0 0 

2 時 0 0 0 0 0 0 2 時 0 0 0 0 0 0 

3 時 0 0 0 0 0 0 3 時 0 0 0 0 0 0 

4 時 0 0 0 0 0 0 4 時 0 0 0 0 0 0 

5 時 0 0 0 0 0 0 5 時 0 0 0 0 0 0 

6 時 270 23 0 0 270 23 6 時 16 1 0 0 16 1 

7 時 544 25 0 0 544 25 7 時 68 2 0 0 68 2 

8 時 337 36 0 60 337 96 8 時 60 11 0 60 60 71 

9 時 137 39 0 60 137 99 9 時 38 13 0 60 38 73 

10 時 97 44 0 120 97 164 10 時 52 20 0 120 52 140 

11 時 109 34 0 120 109 154 11 時 47 7 0 120 47 127 

12 時 141 28 0 0 141 28 12 時 64 11 0 0 64 11 

13 時 131 43 0 120 131 163 13 時 54 11 0 120 54 131 

14 時 101 46 0 120 101 166 14 時 65 5 0 120 65 125 

15 時 161 44 0 60 161 104 15 時 76 12 0 60 76 72 

16 時 203 51 0 60 203 111 16 時 60 21 0 60 60 81 

17 時 362 30 0 0 362 30 17 時 99 10 0 0 99 10 

18 時 241 26 0 0 241 26 18 時 48 9 0 0 48 9 

19 時 196 13 0 0 196 13 19 時 74 4 0 0 74 4 

20 時 118 3 0 0 118 3 20 時 25 4 0 0 25 4 

21 時 69 4 0 0 69 4 21 時 16 1 0 0 16 1 

22 時 0 0 0 0 0 0 22 時 0 0 0 0 0 0 

23 時 0 0 0 0 0 0

40 

km/h

23 時 0 0 0 0 0 0 

40 

km/h

※表中の数字は往復の台数を示す。       ※表中の数字は往復の台数を示す。 
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県道 103 号(愛知)（工事中、平日）  単位：台/時  伊勢湾岸自動車道（工事中、平日）   単位：台/時 

一般車両 発生車両 合計 一般車両 発生車両 合計 速度  

小型 大型 小型 大型 小型 大型
速度

 

小型 大型 小型 大型 小型 大型 小型 大型

0時 7 2 0 0 0 0 0 時 408 1000 0 0 408 1000 

1 時 0 2 0 0 0 0 1 時 285 931 0 0 285 931 

2 時 0 2 0 0 0 0 2 時 197 891 0 0 197 891 

3 時 11 6 0 0 0 0 3 時 195 1085 0 0 195 1085 

4 時 7 14 0 0 0 0 4 時 204 1076 0 0 204 1076 

5 時 14 24 0 0 0 0 5 時 394 1334 0 0 394 1334 

6 時 94 48 0 0 0 0 6 時 1568 1568 0 0 1568 1568 

7 時 240 62 0 0 0 0 7 時 2968 1000 0 0 2968 1000 

8 時 102 41 0 132 0 132 8 時 2454 1322 0 0 2454 1322 

9 時 52 71 0 176 0 176 9 時 1822 1570 0 0 1822 1570 

10 時 86 84 0 176 0 176 10 時 1768 1752 0 0 1768 1752 

11 時 78 105 0 176 0 176 11 時 1526 1546 0 0 1526 1546 

12 時 66 59 0 175 0 175 12 時 1338 1414 0 0 1338 1414 

13 時 52 82 0 174 0 174 13 時 1600 1472 0 0 1600 1472 

14 時 67 105 0 174 0 174 14 時 1536 1536 0 0 1536 1536 

15 時 67 84 0 174 0 174 15 時 1824 1376 0 0 1824 1376 

16 時 92 77 0 44 0 44 16 時 2222 1298 0 0 2222 1298 

17 時 190 62 0 0 0 0 17 時 2532 1180 0 0 2532 1180 

18 時 109 41 0 0 0 0 18 時 2806 1098 0 0 2806 1098 

19 時 85 25 0 0 0 0 19 時 2490 902 0 0 2490 902 

20 時 40 14 0 0 0 0 20 時 1750 874 0 0 1750 874 

21 時 33 15 0 0 0 0 21 時 1286 954 0 0 1286 954 

22 時 14 3 0 0 0 0 22 時 996 924 0 0 996 924 

23 時 21 13 0 0 0 0

60

km/h

23 時 620 1108 0 0 620 1108 

100

km/h

80

km/h

※表中の数字は往復の台数を示す。       ※表中の数字は往復の台数を示す。 
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表 8.1.2.1-8(11) 沿道大気の予測に用いた交通量（工事中、休日） 

下藤里②（工事中、休日）      単位：台/時   源緑輪中（工事中、休日）      単位：台/時 

一般車両 発生車両 合計 一般車両 発生車両 合計  

小型 大型 小型 大型 小型 大型
速度

 

小型 大型 小型 大型 小型 大型 
速度

0時 0 0 0 0 0 0 0 時 0 0 0 0 0 0 

1 時 0 0 0 0 0 0 1 時 0 0 0 0 0 0 

2 時 0 0 0 0 0 0 2 時 0 0 0 0 0 0 

3 時 0 0 0 0 0 0 3 時 0 0 0 0 0 0 

4 時 0 0 0 0 0 0 4 時 0 0 0 0 0 0 

5 時 0 0 0 0 0 0 5 時 0 0 0 0 0 0 

6 時 15 0 0 0 15 0 6 時 9 1 0 0 9 1 

7 時 22 1 0 0 22 1 7 時 23 2 0 0 23 2 

8 時 30 3 0 0 30 3 8 時 60 4 0 0 60 4 

9 時 30 1 0 0 30 1 9 時 72 10 0 0 72 10 

10 時 54 1 0 0 54 1 10 時 77 4 0 0 77 4 

11 時 47 2 0 0 47 2 11 時 63 6 0 0 63 6 

12 時 26 1 0 0 26 1 12 時 71 1 0 0 71 1 

13 時 46 0 0 0 46 0 13 時 81 0 0 0 81 0 

14 時 49 0 0 0 49 0 14 時 97 3 0 0 97 3 

15 時 33 3 0 0 33 3 15 時 105 2 0 0 105 2 

16 時 35 0 0 0 35 0 16 時 88 1 0 0 88 1 

17 時 29 0 0 0 29 0 17 時 81 6 0 0 81 6 

18 時 23 0 0 0 23 0 18 時 62 2 0 0 62 2 

19 時 22 0 0 0 22 0 19 時 45 0 0 0 45 0 

20 時 16 0 0 0 16 0 20 時 11 1 0 0 11 1 

21 時 19 1 0 0 19 1 21 時 17 3 0 0 17 3 

22 時 0 0 0 0 0 0 22 時 0 0 0 0 0 0 

23 時 0 0 0 0 0 0

40 

km/h

23 時 0 0 0 0 0 0 

40 

km/h

※表中の数字は往復の台数を示す。       ※表中の数字は往復の台数を示す。 

 
三崎①（工事中、休日）       単位：台/時   三崎②（工事中、休日）       単位：台/時 

一般車両 発生車両 合計 一般車両 発生車両 合計  

小型 大型 小型 大型 小型 大型
速度

 

小型 大型 小型 大型 小型 大型 
速度

0時 0 0 0 0 0 0 0 時 0 0 0 0 0 0 

1 時 0 0 0 0 0 0 1 時 0 0 0 0 0 0 

2 時 0 0 0 0 0 0 2 時 0 0 0 0 0 0 

3 時 0 0 0 0 0 0 3 時 0 0 0 0 0 0 

4 時 0 0 0 0 0 0 4 時 0 0 0 0 0 0 

5 時 0 0 0 0 0 0 5 時 0 0 0 0 0 0 

6 時 42 2 0 0 42 2 6 時 9 1 0 0 9 1 

7 時 100 5 0 0 100 5 7 時 23 2 0 0 23 2 

8 時 121 5 0 0 121 5 8 時 60 4 0 0 60 4 

9 時 129 1 0 0 129 1 9 時 72 10 0 0 72 10 

10 時 137 8 0 0 137 8 10 時 77 4 0 0 77 4 

11 時 121 8 0 0 121 8 11 時 63 6 0 0 63 6 

12 時 150 4 0 0 150 4 12 時 71 1 0 0 71 1 

13 時 151 3 0 0 151 3 13 時 81 0 0 0 81 0 

14 時 173 9 0 0 173 9 14 時 97 3 0 0 97 3 

15 時 182 5 0 0 182 5 15 時 105 2 0 0 105 2 

16 時 167 11 0 0 167 11 16 時 88 1 0 0 88 1 

17 時 180 8 0 0 180 8 17 時 81 6 0 0 81 6 

18 時 131 3 0 0 131 3 18 時 62 2 0 0 62 2 

19 時 69 3 0 0 69 3 19 時 45 0 0 0 45 0 

20 時 64 0 0 0 64 0 20 時 11 1 0 0 11 1 

21 時 50 1 0 0 50 1 21 時 17 3 0 0 17 3 

22 時 0 0 0 0 0 0 22 時 0 0 0 0 0 0 

23 時 0 0 0 0 0 0

40 

km/h

23 時 0 0 0 0 0 0 

40 

km/h

※表中の数字は往復の台数を示す。       ※表中の数字は往復の台数を示す。 
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県道 103 号(愛知)（工事中、休日）  単位：台/時  伊勢湾岸自動車道（工事中、休日）   単位：台/時 

一般車両 発生車両 合計 一般車両 発生車両 合計 速度  

小型 大型 小型 大型 小型 大型
速度

 

小型 大型 小型 大型 小型 大型 小型 大型

0時 7 2 0 0 81 51 0 時 408 1000 0 0 408 1000 

1 時 0 2 0 0 52 53 1 時 285 931 0 0 285 931 

2 時 0 2 0 0 57 45 2 時 197 891 0 0 197 891 

3 時 11 6 0 0 55 85 3 時 195 1085 0 0 195 1085 

4 時 7 14 0 0 86 154 4 時 204 1076 0 0 204 1076 

5 時 14 24 0 0 171 300 5 時 394 1334 0 0 394 1334 

6 時 94 48 0 0 1118 445 6 時 1568 1568 0 0 1568 1568 

7 時 240 62 0 0 785 617 7 時 2968 1000 0 0 2968 1000 

8 時 102 41 0 0 490 793 8 時 2454 1322 0 0 2454 1322 

9 時 52 71 0 0 455 796 9 時 1822 1570 0 0 1822 1570 

10 時 86 84 0 0 480 745 10 時 1768 1752 0 0 1768 1752 

11 時 78 105 0 0 534 638 11 時 1526 1546 0 0 1526 1546 

12 時 66 59 0 0 474 728 12 時 1338 1414 0 0 1338 1414 

13 時 52 82 0 0 484 729 13 時 1600 1472 0 0 1600 1472 

14 時 67 105 0 0 572 680 14 時 1536 1536 0 0 1536 1536 

15 時 67 84 0 0 765 660 15 時 1824 1376 0 0 1824 1376 

16 時 92 77 0 0 1029 403 16 時 2222 1298 0 0 2222 1298 

17 時 190 62 0 0 895 244 17 時 2532 1180 0 0 2532 1180 

18 時 109 41 0 0 596 158 18 時 2806 1098 0 0 2806 1098 

19 時 85 25 0 0 308 97 19 時 2490 902 0 0 2490 902 

20 時 40 14 0 0 214 60 20 時 1750 874 0 0 1750 874 

21 時 33 15 0 0 0 0 21 時 1286 954 0 0 1286 954 

22 時 14 3 0 0 193 68 22 時 996 924 0 0 996 924 

23 時 21 13 0 0 113 50

60

km/h

23 時 620 1108 0 0 620 1108 

100

km/h

80

km/h

※表中の数字は往復の台数を示す。       ※表中の数字は往復の台数を示す。 
 

 

表 8.1.2.1-8(12) 三重県側からの工事車両台数及び愛知県側からの土砂搬入車両台数の設定 

三重県側からの工事車両台数 愛知県側からの土砂搬入車両台数 
時間帯 

入車（台） 出車（台） 入車（台） 出車（台） 

8:00 60 - 88 44 

9:00 60 - 88 88 

10:00 60 60 88 88 

11:00 60 60 88 88 
12:00 - - 87 88 
13:00 60 60 87 87 

14:00 60 60 87 87 
15:00 - 60 87 87 
16:00 - 60 - 44 

合計 360 360 700 700 
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④バックグラウンド濃度 

沿道大気現況調査地点と同一地点の予測地点（沿道大気予測地点三崎①）は、現況調査

結果の 4季の平均値及び 1時間値の最高値をそれぞれ年平均値及び 1時間値の予測に用い

るバックグラウンド濃度とした。本地点については、一般車両からの寄与濃度がバックグ

ラウンド濃度に含まれていることから、工事用車両による寄与濃度だけを負荷して予測し

た。 

その他の予測地点（沿道大気予測地点下藤里②,源緑輪中,三崎②及び県道 103 号(愛知)）

は現況調査地点（環境大気）との位置関係から考慮し、下藤里②、源緑輪中及び三崎②は

環境大気現況調査地点源緑橋を、県道 103 号(愛知)は環境大気現況調査地点鍋田を設定し

た。本地点については、一般車両からの寄与濃度と工事用車両による寄与濃度を負荷して

予測した。 

各予測地点のバックグラウンド濃度を表 8.1.2.1-8(13)～(14)に示した。 

 

表 8.1.2.1-8(13) 沿道大気の予測（年平均値）に係るバックグラウンド濃度 

バックグラウンド濃度 

項 目 予測地点 

下藤里② 

予測地点 

源緑輪中 

予測地点 

三崎① 

予測地点 

三崎② 

予測地点 

県道 103 号 

(愛知) 

窒素酸化物 0.032 ppm 0.032 ppm 0.047 ppm 0.032 ppm 0.033 ppm 

二酸化窒素 0.021 ppm 0.021 ppm 0.026 ppm 0.021 ppm 0.021 ppm 

浮遊粒子状物質 0.031 mg/m3 0.031 mg/m3 0.038 mg/m3 0.031 mg/m3 0.036 mg/m3 

 

表 8.1.2.1-8(14) 沿道大気の予測（1時間値）に係るバックグラウンド濃度 

バックグラウンド濃度 

項 目 予測地点 

下藤里② 

予測地点 

源緑輪中 

予測地点 

三崎① 

予測地点 

三崎② 

予測地点 

県道 103 号 

(愛知) 

二酸化窒素 0.062 ppm 0.062 ppm 0.073 ppm 0.062 ppm 0.057 ppm 

浮遊粒子状物質 0.128 mg/m3 0.128 mg/m3 0.120 mg/m3 0.128 mg/m3 0.120 mg/m3 

 

⑤ 窒素酸化物の値 

二酸化窒素の予測の過程で用いた窒素酸化物の値を以下に示す。 
 

表 8.1.2.1-8(15) 沿道大気の予測（年平均値）に係る窒素酸化物の値 

予測地点 
一般車両からの寄与濃度

(ppm) 

工事機械からの寄与濃度 

(ppm) 

下藤里② 0.0001 未満 0.0001 

源緑輪中 0.0001 0.0003 

三崎① － 0.0001 

三崎② 0.0001 0.0002 

県道 103 号（愛知） 0.0005 0.0001 

 

表 8.1.2.1-8(16) 沿道大気の予測（1時間値）に係る窒素酸化物の値 

予測地点 
一般車両からの寄与濃度 

(ppm) 

工事機械からの寄与濃度 

(ppm) 

下藤里② 0.0008 0.0043 

源緑輪中 0.0013 0.0068 

三崎① － 0.0057 

三崎② 0.0014 0.0074 

県道 103 号（愛知） 0.0030 0.0064 
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ｂ 窒素酸化物から二酸化窒素への変換 

「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月）に基づき、

現地調査で得られたバックグラウンド濃度から変換する次の式を用いた。 

[NO2]＝0.0587[NOx]0 416（1－[NOx]BG／[NOx]T）
0 630 

ここで、[NOx]  ：窒素酸化物の対象道路の寄与濃度（ppm） 

[NO2]  ：二酸化窒素の対象道路の寄与濃度（ppm） 

[NOx]BG ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度（ppm） 

[NOx]T  ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度と対象道路の寄与濃度の合計

       値（ppm） 

              （[NOx]T＝[[NOx]＋[NOx]]BG） 

 

ｃ 年平均値から年間 98％値（又は年間 2％除外値）への換算 

年平均値から年間 98％値（又は年間 2％除外値）への換算は、「道路環境影響評価の技術

手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月）に示されている表 8.1.2.1-8(17)の換

算式を用いた。 

 

表 8.1.2.1-8(17) 年平均値から年間 98％値（年間 2％除外値）への換算式 

項 目 換 算 式 

二酸化窒素 

[年間 98％値]＝a（[NO2]BG＋[NO2]R）＋b 

a＝1.12＋0.58・exp（－[NO2]R／[NO2]BG） 

b＝0.0112－0.0049・exp（－[NO2]R／[NO2]BG） 

浮遊粒子状物質 

[年間 2％除外値]＝a（[SPM]BG＋[SPM]R）＋b 

a＝1.87＋0.86・exp（－[SPM]R／[SPM]BG） 

b＝0.0081－0.0174・exp（－[SPM]R／[SPM]BG） 

注）[NO2]R ：二酸化窒素の道路寄与濃度の年平均値（ppm） 
[NO2]BG ：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm） 
[SPM]R ：浮遊粒子状物質の道路寄与濃度の年平均値（mg/m

3） 

[SPM]BG ：浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値（mg/m
3） 
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資料 8.1.2.1-9 工事用車両の走行に伴い発生する粉じんの予測式       [本編 p137対応] 

 

(1) 予測式 

予測式は、「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月）

に基づき、次に示す式を用いた。 

Cd（x）＝a・（u/u0）
－b・（x/x0）

－c 

ここで、Cd（x）  ：工事用車両 1台の運行により発生源 1m2から発生し拡散する

粉じん等のうち発生源からの距離 x（m）の地点の地上 1.5m に

堆積する降下ばいじん量（t/km2/m2/台） 

 a  ：基準降下ばいじん量（t/km2/m2/台） 

  （基準風速時の基準距離における工事用車両 1 台当たりの発生

 源 1m2からの降下ばいじん量） 

 u  ：平均風速（m/s） 

 u0   ：基準風速（u0＝1m/s） 

 b  ：風速の影響を表す係数（b＝1） 

 x   ：風向に沿った風下距離（m） 

 x0   ：基準距離（m）（x0＝1m） 

 c  ：降下ばいじんの拡散を表す係数 
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資料 8.1.2.1-10 車両の発生源条件（工事の実施）              [本編 p137 対応] 

 

(1) 車両の発生源条件 

①降下ばいじん量及び距離減衰を表す係数 

工事用車両の降下ばいじん量及び距離減衰を表す係数を、「道路環境影響評価の技術手

法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月）に基づき設定し、表 8.1.2.1-10(1)に示

した。 

なお、予測には舗装路の係数を用いた。 

 

表 8.1.2.1-10(1) 基準降下ばいじん量 a及び降下ばいじんの拡散を表す係数ｃ 

工事用道路の状況 a ｃ 

未舗装散水なし 0.061 

未舗装散水あり 0.041 

舗装路 0.0087 

2.3 

注）パラメータ a及びｃの値は工事用車両通行帯の幅員を 3.5ｍとして解析する 

ことにより設定されたもの。 

出典）「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月） 

 
②車両の走行条件 

工事用車両の交通量が最大となる時期とした。工事用車両台数の最大は 360 台/日（片道）

であり、工事開始から 5年次の 10 月目である。走行速度は各予測地点における規制速度と

した。 

土砂の搬入車両は、先の「資料 8.1.2.1-8 ａ 車両の排出源条件等」と同様とした。 

③発生源及び予測地点の位置、高さ 

発生源については工事用車両が走行する道路の幅員内に工事用車両の通行帯を設定した。

工事用車両の走行に係る粉じん等は、設定した工事用車両の通行帯から一様に発生するも

のとした。予測地点は道路敷地境界における高さ 1.5m とした。 

各予測地点の道路断面は、先の「資料 8.1.2.1-8 ａ 車両の排出源条件等」に示す図

8.1.2.1-8(3)～(4)と同様とした。 
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資料 8.1.2.1-11 環境大気 1 時間値の予測結果(二酸化窒素･浮遊粒子状物質) 

    [本編 p142 対応] 

 

(1) 1 時間値 

気象条件のうち、風向については事業実施区域の北側に保全対象となる集落が存在する

ことから、南系の風向の出現頻度が高い SSW（南南西）とした。また、風速は、有風（1m/s

以上）と、無風（0.4m/s 以下）及び弱風（0.5～0.9m/s）では一般的に有風時の方が高濃

度が出現するとされており、有風時の中では風速が弱いほど高濃度が出現する。これらの

ことから今回の予測では、パターンを変えた予備計算によって最悪時となった風速 1m/s の

時に予測を行った。大気安定度については、工事が昼間であることから強不安定（Ａ）か

ら中立（Ｄ）の場合について予測を行い、最も高濃度となった大気安定度Ｄの時について

結果をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1.2.1-11(1) 1 時間値の予測結果（二酸化窒素：2年次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1.2.1-11(2) 1 時間値の予測結果（浮遊粒子状物質：2年次） 
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資料 8.1.2.1-12 環境大気 降下ばいじんの予測結果            [本編 p143 対応] 

 
(1) 工事機械の稼働及び土地の造成等に伴い発生する粉じん等 

昼間の時間帯における季節別風向出現割合及び季節別風向別平均風速を用いて、季節別

に風向の全方向に対して降下ばいじん量を算出し、その中でも最も寄与量が高くなった風

向時の数値を予測結果とした。 

最大寄与量は敷地境界に出現し、予測対象時期の敷地境界における季節別月間降下ばい

じん量の予測結果は表 8.1.2.1-12(1)に示すとおりである。これによると、南風の出現頻

度の高い夏季を除くと、北系の風の時に降下ばいじん量が多く秋季に最大となり、

3.419t/km2/月と予測された。このときの敷地境界から風下 1km までの寄与量を図

8.1.2.1-12(1)に示した。 

 

表 8.1.2.1-12(1) 降下ばいじんの予測結果（最大寄与量） 

単位：t/km2/月 

季 節 最大寄与量予測結果 
バックグラウンド 

降下ばいじん総量 

春 2.608（SSW） 2.66 

夏 2.832（SSW） 2.79 

秋 3.419 （N）  2.49 

冬 2.567（WNW） 2.11 

注）1.バックグラウンド降下ばいじん総量は、環境大気の現地調査を行った干拓地内ストックヤード予定地付近木曽    

      岬干拓地②における各季の調査結果とした。 

    2.表中の（ ）内は、最も寄与量が高くなった風向を示し、数値はその風向時の敷地境界における予測値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1.2.1-12(1) 降下ばいじんの予測結果（2年次：秋季） 
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資料 8.1.2.2-2 環境大気 排出源条件等（存在及び供用）           [本編 p149 対応] 

 

(1) 予測方法 

1) 環境大気 

ａ作業機械等からの排出ガス 

発生車両等からの排出ガスの大気予測は、「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建

設省都市局都市計画課、平成 11 年 11 月）に基づき行なった。 

予測手順、拡散式、気象条件、バックグラウンド濃度、窒素酸化物から二酸化窒素への

変換及び年平均値から年間 98％値（又は年間 2％除外値）への換算は、先の「資料 8.1.2.1-1 

環境大気 1)工事機械等からの排出ガス」と同様とした。 

 

ア 計画施設を利用する車両及びストックヤードにおける搬出入車両の排出係数 

計画施設を利用する車両及びストックヤードにおける搬出入車両に係る予測に用いる車

種別排出係数を「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11

月）に基づき設定し、表 8.1.2.2-2(1)に示した。 

 
表 8.1.2.2-2(1) 計画施設を利用する車両に係る予測に用いる車種別排出係数 

項 目 窒素酸化物（g/km･台） 浮遊粒子状物質（g/km･台） 

車 種 小型車類 大型車類 小型車類 大型車類 

平均走行速度 20km/h 0.118 2.08 0.007 0.107 

出典）「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月） 

 

イ 作業機械等の排出係数 

作業機械等からの排出ガスが最大となる時期として、ストックヤードにおいて建設発生

土の搬出入作業を 6箇所で行なう場合を設定した。 

「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月）に記載し

ているユニットの中から、建設発生土の搬出入作業の作業機械の組み合わせと対応するユ

ニットを設定した。 

作業機械に係るユニットの数量及び排出係数を表 8.1.2.2-2(2)に示した。 

 

表 8.1.2.2-2(2) 作業機械に係るユニットの数量、排出係数 

排出ガス対策型 

排出係数（g/ユニット/日） 作業種類 
設定 

ユニット 

数

量
NOx SPM 

排出源高さ（m）

ストックヤードにおける建設

発生土搬出入 
土砂掘削 6 5,243 208.5 3.1 

出典）「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11 月） 

注） ユニットの想定建設機械については、バックホー1台とダンプ 1台とする。 

 

ウ 施設内交通の走行条件及び作業機械の稼働条件 

① 施設内交通の走行条件 

計画施設を利用する車両の台数及び走行時間帯を「木曽岬干拓地 広場設計業務委託報

告書」（三重県、平成 16 年 3 月）に基づき設定し、施設内交通の走行条件としてまとめ、
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表 8.1.2.2-2(3)に示した。 

なお、施設内を走行する車両の速度を 20km/h とし、車両台数は次のようにして算出した。 

 

・施設利用者数＝年間参加者数×最大日率 

       ＝494,803×1/66＝7,497 人 

・車両台数  ＝施設利用者数/3＝2,499 

       ≒2,500 台/日 

 

*1:最大日率は、「観光計画の手法」より 1/30～1/100 とされており、中間値の 1/66 とした。 

*2:車 1台当りの平均乗用人員は、「観光計画の手法」より 2～3人とされており、最大値の 3台とした。 

 

表 8.1.2.2-2(3) 施設内交通の走行条件 

車 種 台 数 走行速度 走行時間帯 

小型車類 2,500 台/日 20km/h 9 時～17 時 

※台数は片道の台数を示す。 

 

② 作業機械の稼働条件 

ストックヤードにおける建設発生土搬出入作業の月作業日数は 20 日、作業時間帯は 8時

から 17 時、稼働時間は 1日 6時間とした。また、計画施設を利用する車両は、毎日施設が

開いているものと想定し、時間は 9時から 17 時とした。なお、稼働時間については、「建

設機械等損量算定表（平成 16 年度版）」（（社）日本建設機械化協会）を参考にした。 

エ 排出源の位置 

計画施設を利用する車両の排出源については点煙源を施設の駐車場位置及び収容台数

（「木曽岬干拓地整備事業 公園緑地設計業務委託報告書」参照）に合わせ配置した。点煙

源の高さは路面高さ＋1m とした。 

作業機械等の排出源についてはストックヤード区域に設定したユニットを配置した。 

ユニット（作業機械等の排出源）の設定位置は図 8.1.2.2-1(1)に示した。 

オ その他 

二酸化窒素の予測の過程で用いた窒素酸化物の値は以下に示す。 

 

表 8.1.2.2-2(4) 環境大気の予測（年平均値）に係る窒素酸化物の値 

予測地点 
一般車両からの寄与濃度

(ppm) 

作業機械からの寄与濃度 

(ppm) 

最大着地濃度地点 0.0001 未満 0.0045 

源緑橋 － 0.0001 

鍋田（愛知） － 0.0003 

下藤里① 0.0001 未満 0.0011 

 

表 8.1.2.2-2(5) 環境大気の予測（1時間値）に係る窒素酸化物の値 

予測地点 
一般車両からの寄与濃度 

(ppm) 

作業機械からの寄与濃度 

(ppm) 

最大着地濃度地点 0.0042 0.1750 

源緑橋 － 0.0557 

鍋田（愛知） － 0.1155 

下藤里① 0.0042 0.0952 
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資料 8.1.2.2-3 環境大気 発生源条件等（存在及び供用）           [本編 p149 対応] 

 

(1) 作業機械等の稼働に伴い発生する粉じん等 

1) 作業機械等の発生源条件 

①降下ばいじん量及び距離減衰を表す係数 

作業機械等の稼働に伴い発生する粉じん等が最大となる時期として、ストックヤードに

おいて建設発生土の搬出入作業を 6箇所で行なう場合を設定した。 

「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11 月）

に記載しているユニットの中から、建設発生土の搬出入作業の作業機械の組み合わせと対

応するユニットを設定した。作業機械に係るユニットの数量、降下ばいじん量及び距離減

衰を表す係数を表 8.1.2.2-3(1)に示した。 

搬出入車両の降下ばいじん量及び距離減衰を表す係数も同様に、「面整備事業環境影響評

価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11 月）に基づき設定し、表

8.1.2.2-3(2)に示した。なお、予測には現場内運搬（散水なし）での係数を用いた。 

 

     表 8.1.2.2-3(1) 作業機械等に係るユニットの数量、降下ばいじん量 a及び 

             距離減衰を表す係数 b 

作業種類 設定ユニット 数 量 a b 

ストックヤードにおける建設

発生土搬出入 
土砂掘削 6 1,500 1.7 

出典）「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11 月） 

注） ユニットの想定建設機械については、バックホー1台とダンプ 1台とする。 

 

表 8.1.2.2-3(2) 搬出入車両 1台当たりの降下ばいじん量 a及び 

           距離減衰を表す係数 b 

分 類 a b 

現場内運搬（散水なし） 73 

現場内運搬（散水あり） 23 

現場内運搬（舗装路） 7.5 

2.3 

         出典）「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11 月） 

           注）係数 aは、作業用道路延長 L＝300m として求められた値。 

 

②稼働条件 

ストックヤードにおける建設発生土搬出入作業の月作業日数は 20 日、作業時間帯は 8時

から 17 時、稼働時間は 1日 6時間とした。なお、稼働時間については、「建設機械等損量

算定表（平成 16 年度版）」（（社）日本建設機械化協会）を参考にした。 

③発生源の位置 

ストックヤード区域にユニットを配置し、発生源とする。ユニットの設定位置を先の図

8.1.2.2-1(1)に示した。地盤の高さについては、工事中と同じとした。 
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資料 8.1.2.2-4 沿道大気 排出源条件等（存在及び供用）           [本編 p149 対応] 

 

(1) 沿道大気 

1) 車両の排出源条件 

①大気汚染物質排出量 

発生車両に係る予測に用いる車種別排出係数は、先の「資料 8.1.2.1-8 a 車両の排出

源条件等」と同様に算出した。予測年度は、工事着手を平成 17 年度と仮定した時の供用開

始年度の平成 24 年度とした。表 8.1.2.2-4(1)に予測に用いた排出係数を示す。 

 
表 8.1.2.2-4(1) 予測年の車種別排出係数 

車種 速度(km/h) 窒素酸化物（g/km・台） 浮遊粒子状物質（g/km・台） 

40 0.0842 0.0068 

60 0.0625 0.0052 小型車類 

100 0.1232 0.0083 

40 1.4266 0.1038 

60 1.1534 0.0792 大型車類 

80 1.4749 0.0812 

 

②車両の走行条件 

・一般車両の交通量 

一般車両の交通量は、現況と変らないものとして現地調査結果の交通量を用いた。表

8.1.2.2-4(3)～8.1.2.2-4(4)に予測に用いた交通量を示す。現地調査を行っていない地点

三崎②については、周辺道路及び交通の流れの状況から地点源緑輪中と同じとした。走行

速度は各予測地点における規制速度とした。 

・発生車両の交通量 

発生車両の交通量が最大となる時期とした。事業計画によると、供用時における事業実

施区域への来車台数は、大型車（ストックヤードの搬出入車両）が 150 台/日（片道）、小

型車が 2,500 台/日（片道）である。時間帯別の車両台数の設定を表 8.1.2.2-4(5)に示し

た。走行速度は各予測地点における規制速度とした。 

 

表 8.1.2.2-4(2) 各予測地点に対応する交通量調査地点と規制速度 

予測地点 対応する交通量調査地点 規制速度 

下藤里② 下藤里③ 40 km/h 

源緑輪中 源緑輪中 40 km/h 

三崎① 鍋田川 40 km/h 

三崎② 源緑輪中※ 40 km/h 

※三崎②の交通量は、交通の流れの状況等により、源緑輪中を用いた。 
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表 8.1.2.2-4(3) 沿道大気の予測に用いた交通量（供用時、平日） 

下藤里②（供用時、平日）      単位：台/時   源緑輪中（供用時、平日）      単位：台/時 
一般車両 発生車両 合計 一般車両 発生車両 合計  

小型 大型 小型 大型 小型 大型
速度

 

小型 大型 小型 大型 小型 大型 
速度

0時 0 0 0 0 0 0 0 時 0 0 0 0 0 0 

1 時 0 0 0 0 0 0 1 時 0 0 0 0 0 0 

2 時 0 0 0 0 0 0 2 時 0 0 0 0 0 0 

3 時 0 0 0 0 0 0 3 時 0 0 0 0 0 0 

4 時 0 0 0 0 0 0 4 時 0 0 0 0 0 0 

5 時 0 0 0 0 0 0 5 時 0 0 0 0 0 0 

6 時 51 1 0 0 51 1 6 時 16 1 0 0 16 1 

7 時 86 7 0 0 86 7 7 時 68 2 0 0 68 2 

8 時 36 22 0 25 36 47 8 時 60 11 0 25 60 36 

9 時 24 19 420 25 444 44 9 時 38 13 420 25 458 38 

10 時 26 10 420 50 446 60 10 時 52 20 420 50 472 70 

11 時 29 15 835 50 864 65 11 時 47 7 835 50 882 57 

12 時 26 7 835 0 861 7 12 時 64 11 835 0 899 11 

13 時 26 17 830 50 856 67 13 時 54 11 830 50 884 61 

14 時 17 10 830 50 847 60 14 時 65 5 830 50 895 55 

15 時 33 13 415 25 448 38 15 時 76 12 415 25 491 37 

16 時 41 9 415 25 456 34 16 時 60 21 415 25 475 46 

17 時 76 15 0 0 76 15 17 時 99 10 0 0 99 10 

18 時 41 2 0 0 41 2 18 時 48 9 0 0 48 9 

19 時 48 6 0 0 48 6 19 時 74 4 0 0 74 4 

20 時 27 0 0 0 27 0 20 時 25 4 0 0 25 4 

21 時 17 1 0 0 17 1 21 時 16 1 0 0 16 1 

22 時 0 0 0 0 0 0 22 時 0 0 0 0 0 0 

23 時 0 0 0 0 0 0

40 

km/h

23 時 0 0 0 0 0 0 

40 

km/h

※表中の数字は往復の台数を示す。       ※表中の数字は往復の台数を示す。 
 
 
三崎①（供用時、平日）       単位：台/時   三崎②（供用時、平日）       単位：台/時 

一般車両 発生車両 合計 一般車両 発生車両 合計  

小型 大型 小型 大型 小型 大型
速度

 

小型 大型 小型 大型 小型 大型 
速度

0時 0 0 0 0 0 0 0 時 0 0 0 0 0 0 

1 時 0 0 0 0 0 0 1 時 0 0 0 0 0 0 

2 時 0 0 0 0 0 0 2 時 0 0 0 0 0 0 

3 時 0 0 0 0 0 0 3 時 0 0 0 0 0 0 

4 時 0 0 0 0 0 0 4 時 0 0 0 0 0 0 

5 時 0 0 0 0 0 0 5 時 0 0 0 0 0 0 

6 時 270 23 0 0 270 23 6 時 16 1 0 0 16 1 

7 時 544 25 0 0 544 25 7 時 68 2 0 0 68 2 

8 時 337 36 0 25 337 61 8 時 60 11 0 25 60 36 

9 時 137 39 420 25 557 64 9 時 38 13 420 25 458 38 

10 時 97 44 420 50 517 94 10 時 52 20 420 50 472 70 

11 時 109 34 835 50 944 84 11 時 47 7 835 50 882 57 

12 時 141 28 835 0 976 28 12 時 64 11 835 0 899 11 

13 時 131 43 830 50 961 93 13 時 54 11 830 50 884 61 

14 時 101 46 830 50 931 96 14 時 65 5 830 50 895 55 

15 時 161 44 415 25 576 69 15 時 76 12 415 25 491 37 

16 時 203 51 415 25 618 76 16 時 60 21 415 25 475 46 

17 時 362 30 0 0 362 30 17 時 99 10 0 0 99 10 

18 時 241 26 0 0 241 26 18 時 48 9 0 0 48 9 

19 時 196 13 0 0 196 13 19 時 74 4 0 0 74 4 

20 時 118 3 0 0 118 3 20 時 25 4 0 0 25 4 

21 時 69 4 0 0 69 4 21 時 16 1 0 0 16 1 

22 時 0 0 0 0 0 0 22 時 0 0 0 0 0 0 

23 時 0 0 0 0 0 0

40 

km/h

23 時 0 0 0 0 0 0 

40 

km/h

※表中の数字は往復の台数を示す。       ※表中の数字は往復の台数を示す。 
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表 8.1.2.2-4(4) 沿道大気の予測に用いた交通量（供用時、休日） 

下藤里②（供用時、休日）      単位：台/時   源緑輪中（供用時、休日）      単位：台/時 

一般車両 発生車両 合計 一般車両 発生車両 合計  

小型 大型 小型 大型 小型 大型
速度

 

小型 大型 小型 大型 小型 大型 
速度

0時 0 0 0 0 0 0 0 時 0 0 0 0 0 0 

1 時 0 0 0 0 0 0 1 時 0 0 0 0 0 0 

2 時 0 0 0 0 0 0 2 時 0 0 0 0 0 0 

3 時 0 0 0 0 0 0 3 時 0 0 0 0 0 0 

4 時 0 0 0 0 0 0 4 時 0 0 0 0 0 0 

5 時 0 0 0 0 0 0 5 時 0 0 0 0 0 0 

6 時 15 0 0 0 15 0 6 時 9 1 0 0 9 1 

7 時 22 1 0 0 22 1 7 時 23 2 0 0 23 2 

8 時 30 3 0 0 30 3 8 時 60 4 0 0 60 4 

9 時 30 1 420 0 450 1 9 時 72 10 420 0 492 10 

10 時 54 1 420 0 474 1 10 時 77 4 420 0 497 4 

11 時 47 2 835 0 882 2 11 時 63 6 835 0 898 6 

12 時 26 1 835 0 861 1 12 時 71 1 835 0 906 1 

13 時 46 0 830 0 876 0 13 時 81 0 830 0 911 0 

14 時 49 0 830 0 879 0 14 時 97 3 830 0 927 3 

15 時 33 3 415 0 448 3 15 時 105 2 415 0 520 2 

16 時 35 0 415 0 450 0 16 時 88 1 415 0 503 1 

17 時 29 0 0 0 29 0 17 時 81 6 0 0 81 6 

18 時 23 0 0 0 23 0 18 時 62 2 0 0 62 2 

19 時 22 0 0 0 22 0 19 時 45 0 0 0 45 0 

20 時 16 0 0 0 16 0 20 時 11 1 0 0 11 1 

21 時 19 1 0 0 19 1 21 時 17 3 0 0 17 3 

22 時 0 0 0 0 0 0 22 時 0 0 0 0 0 0 

23 時 0 0 0 0 0 0

40 

km/h

23 時 0 0 0 0 0 0 

40 

km/h

※表中の数字は往復の台数を示す。       ※表中の数字は往復の台数を示す。 

 
 
三崎①（供用時、休日）       単位：台/時   三崎②（供用時、休日）       単位：台/時 

一般車両 発生車両 合計 一般車両 発生車両 合計  

小型 大型 小型 大型 小型 大型
速度

 

小型 大型 小型 大型 小型 大型 
速度

0時 0 0 0 0 0 0 0 時 0 0 0 0 0 0 

1 時 0 0 0 0 0 0 1 時 0 0 0 0 0 0 

2 時 0 0 0 0 0 0 2 時 0 0 0 0 0 0 

3 時 0 0 0 0 0 0 3 時 0 0 0 0 0 0 

4 時 0 0 0 0 0 0 4 時 0 0 0 0 0 0 

5 時 0 0 0 0 0 0 5 時 0 0 0 0 0 0 

6 時 42 2 0 0 42 2 6 時 9 1 0 0 9 1 

7 時 100 5 0 0 100 5 7 時 23 2 0 0 23 2 

8 時 121 5 0 0 121 5 8 時 60 4 0 0 60 4 

9 時 129 1 420 0 549 1 9 時 72 10 420 0 492 10 

10 時 137 8 420 0 557 8 10 時 77 4 420 0 497 4 

11 時 121 8 835 0 956 8 11 時 63 6 835 0 898 6 

12 時 150 4 835 0 985 4 12 時 71 1 835 0 906 1 

13 時 151 3 830 0 981 3 13 時 81 0 830 0 911 0 

14 時 173 9 830 0 1003 9 14 時 97 3 830 0 927 3 

15 時 182 5 415 0 597 5 15 時 105 2 415 0 520 2 

16 時 167 11 415 0 582 11 16 時 88 1 415 0 503 1 

17 時 180 8 0 0 180 8 17 時 81 6 0 0 81 6 

18 時 131 3 0 0 131 3 18 時 62 2 0 0 62 2 

19 時 69 3 0 0 69 3 19 時 45 0 0 0 45 0 

20 時 64 0 0 0 64 0 20 時 11 1 0 0 11 1 

21 時 50 1 0 0 50 1 21 時 17 3 0 0 17 3 

22 時 0 0 0 0 0 0 22 時 0 0 0 0 0 0 

23 時 0 0 0 0 0 0

40 

km/h

23 時 0 0 0 0 0 0 

40 

km/h

※表中の数字は往復の台数を示す。       ※表中の数字は往復の台数を示す。 
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表 8.1.2.2-4(5) 時間帯別の車両台数の設定 

小型車 大型車（ストックヤードの搬出入車両） 
時間帯 

入車(台) 出車(台) 入車(台) 出車(台) 

8:00 - - 25 - 

9:00 420 - 25 - 

10:00 420 - 25 25 

11:00 415 420 25 25 

12:00 415 420 - - 

13:00 415 415 25 25 

14:00 415 415 25 25 

15:00 - 415 - 25 

16:00 - 415 - 25 

合計 2,500 2,500 150 150 

 

 

③排出源及び予測地点の位置 

先の「資料 8.1.2.1-8 a 車両の排出源条件等」と同様とした。 

④バックグラウンド濃度 

先の「資料 8.1.2.1-8 a 車両の排出源条件等」と同様とした。なお、二酸化窒素の予

測の過程で用いた窒素酸化物の値は以下に示す。 

 

表 8.1.2.2-4(6) 沿道大気の予測（年平均値）に係る窒素酸化物の値 

予測地点 
一般車両からの寄与濃度

(ppm) 

工事機械からの寄与濃度 

(ppm) 

下藤里② 0.0001 未満 0.0001 

源緑輪中 0.0001 0.0003 

三崎① － 0.0001 

三崎② 0.0001 0.0002 

 

表 8.1.2.2-4(7) 沿道大気の予測（1時間値）に係る窒素酸化物の値 

予測地点 
一般車両からの寄与濃度

(ppm) 

工事機械からの寄与濃度 

(ppm) 

下藤里② 0.0008 0.0034 

源緑輪中 0.0013 0.0056 

三崎① － 0.0046 

三崎② 0.0014 0.0059 
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資料8.1.2.2-5 環境大気 1時間値の予測結果(二酸化窒素･浮遊粒子状物質)  [本編p153対応] 

 

(1) 1 時間値 

気象条件は、「資料 8.1.2.1-11 環境大気 1 時間値の予測結果」と同様に、風向は SSW

（南南西）、風速は 1m/s、大気安定度はＤの時について結果をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1.2.2-5(1) 1 時間値の予測結果（二酸化窒素） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1.2.2-5(2) 1 時間値の予測結果（浮遊粒子状物質） 
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資料 8.1.2.2-6 環境大気 降下ばいじんの予測結果            [本編 p153 対応] 

 

(1) 作業機械等の稼働に伴い発生する粉じん等 

予測は、「資料 8.1.2.1-5 排出源条件等 d 工事機械の稼働及び土地の造成等に伴い発生

する粉じん等」と同様に行った。 

最大寄与量の出現場所である敷地境界における季節別月間降下ばいじん量の予測結果は、

表 8.1.2.2-6(1)に示すとおりである。これによると、秋季に最大となり、2.054t/km2/月と

予測された。このときの敷地境界から風下 1km までの寄与量を図 8.1.2.2-6(1)に示した。 

 

表 8.1.2.2-6(1) 降下ばいじんの予測結果（最大寄与量） 

季 節 
最大寄与量 

（t/km2/月） 

バックグラウンド 

降下ばいじん総量 

（t/km2/月） 

春 1.202（SSW） 2.66 

夏 1.533 （S） 2.79 

秋 2.054 （N） 2.49 

冬 1.450（NNE） 2.11 

注）1.バックグラウンド降下ばいじん総量は、環境大気の現地調査を行った干拓地内ストックヤード予定地付近木曽  

      岬干拓地②における各季の調査結果とした。 

    2.表中の（ ）内は、最も寄与量が高くなった風向を示し、表中の数値はその風向時の敷地境界における予測値 

      である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1.2.2-6(1) 降下ばいじんの予測結果（秋季） 

 

 

 

0.000

0.500

1.000

1.500

2.000

2.500

0 200 400 600 800 1000

敷地境界からの風下距離（ｍ）

降
下
ば
い
じ
ん
の
寄
与
量

(
t/
k
m
2 /
月
)



 

50 

２ 騒音 

２．１ 調査結果の概要 

資料8.2.1.1-1 環境騒音の現地調査結果                 [本編p166対応] 

 
調 査 地 点：下藤里① 
調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 

表 8.2.1.1-1(1) 現地調査結果（下藤里① 平日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 49 54 69 

7～8 51 56 77 

8～9 50 56 68 

9～10 57 63 75 

10～11 51 55 77 

11～12 52 56 79 

12～13 50 54 71 

13～14 55 58 78 

14～15 51 54 74 

15～16 49 54 70 

16～17 51 56 73 

17～18 50 55 69 

18～19 46 52 65 

19～20 48 54 73 

20～21 46 51 68 

昼間 

21～22 45 49 65 

51 55 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 
注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 

 
調 査 地 点：下藤里① 
調査年月日：平成 14 年 11 月 9 日（土） 

表 8.2.1.1-1(2) 現地調査結果（下藤里① 休日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 51 55 78 

7～8 52 57 80 

8～9 50 55 67 

9～10 57 61 78 

10～11 60 62 86 

11～12 50 55 70 

12～13 49 53 78 

13～14 50 54 73 

14～15 53 57 75 

15～16 50 53 72 

16～17 51 56 77 

17～18 49 55 76 

18～19 45 52 74 

19～20 45 49 68 

20～21 45 50 66 

昼間 

21～22 41 44 59 

52 54 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：下藤里① 
調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.2.1.1-1(3) 現地調査結果（下藤里① 休日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 47 50 66 

7～8 48 52 69 

8～9 50 53 74 

9～10 49 54 75 

10～11 49 53 71 

11～12 47 52 70 

12～13 54 56 72 

13～14 51 55 72 

14～15 50 53 76 

15～16 52 56 77 

16～17 51 55 77 

17～18 47 51 71 

18～19 46 50 65 

19～20 48 51 75 

20～21 47 52 63 

昼間 

21～22 45 49 64 

49 53 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 

 

 

調 査 地 点：下藤里② 
調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.2.1.1-1(4) 現地調査結果（下藤里② 平日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 51 53 75 

7～8 55 57 81 

8～9 53 55 77 

9～10 57 63 77 

10～11 56 57 87 

11～12 54 58 82 

12～13 56 57 85 

13～14 58 59 84 

14～15 56 56 87 

15～16 53 56 84 

16～17 54 57 79 

17～18 56 57 80 

18～19 56 56 84 

19～20 52 54 83 

20～21 48 50 67 

昼間 

21～22 50 51 79 

55 56 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：下藤里② 
調査年月日：平成 14 年 11 月 9 日（土） 
 

表 8.2.1.1-1(5) 現地調査結果（下藤里② 休日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 51 54 74 

7～8 56 58 82 

8～9 53 56 81 

9～10 56 60 84 

10～11 60 62 85 

11～12 55 58 80 

12～13 55 57 82 

13～14 58 57 87 

14～15 54 57 84 

15～16 54 55 83 

16～17 55 58 79 

17～18 52 53 80 

18～19 48 51 77 

19～20 46 49 68 

20～21 48 51 78 

昼間 

21～22 47 47 77 

55 55 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 

 

 

調 査 地 点：下藤里② 
調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.2.1.1-1(6) 現地調査結果（下藤里② 休日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 50 52 72 

7～8 50 53 75 

8～9 50 53 76 

9～10 53 56 79 

10～11 51 55 72 

11～12 51 54 78 

12～13 50 52 77 

13～14 50 53 76 

14～15 52 53 81 

15～16 55 59 84 

16～17 55 58 81 

17～18 52 51 80 

18～19 48 49 77 

19～20 55 52 87 

20～21 48 52 69 

昼間 

21～22 47 48 72 

52 53 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：鍋田 
調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.2.1.1-1(7) 現地調査結果（鍋田 平日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 53 57 77 

7～8 56 60 77 

8～9 54 58 81 

9～10 56 61 77 

10～11 52 57 76 

11～12 52 57 76 

12～13 53 56 79 

13～14 56 59 80 

14～15 57 59 85 

15～16 55 58 87 

16～17 55 60 84 

17～18 55 58 80 

18～19 57 59 83 

19～20 53 57 79 

20～21 47 52 70 

昼間 

21～22 48 51 70 

54 57 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 

 

 

調 査 地 点：鍋田 
調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.2.1.1-1(8) 現地調査結果（鍋田 休日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 46 50 62 

7～8 49 54 72 

8～9 51 55 76 

9～10 51 54 76 

10～11 50 54 72 

11～12 49 53 74 

12～13 51 53 79 

13～14 48 52 75 

14～15 48 53 69 

15～16 51 55 73 

16～17 50 54 73 

17～18 49 53 72 

18～19 49 51 74 

19～20 47 51 70 

20～21 48 51 75 

昼間 

21～22 47 49 68 

49 53 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 
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資料8.2.1.2-1 道路交通騒音の現地調査結果               [本編p169対応] 

 
調 査 地 点：下藤里③ 
調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.2.1.2-1(1)  現地調査結果（下藤里③ 平日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 50 55 73 

7～8 53 58 77 

8～9 52 58 72 

9～10 64 64 75 

10～11 52 55 73 

11～12 52 58 72 

12～13 49 55 71 

13～14 56 59 81 

14～15 52 54 75 

15～16 51 55 74 

16～17 53 57 77 

17～18 52 57 75 

18～19 48 54 74 

19～20 49 56 69 

20～21 48 53 68 

昼間 

21～22 45 49 67 

54 56 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 

 

調 査 地 点：下藤里③ 
調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.2.1.2-1(2)  現地調査結果（下藤里③ 休日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 46 49 62 

7～8 48 52 75 

8～9 48 52 70 

9～10 47 53 67 

10～11 50 54 76 

11～12 47 53 67 

12～13 53 56 77 

13～14 48 54 67 

14～15 49 52 76 

15～16 50 55 77 

16～17 48 53 69 

17～18 45 50 64 

18～19 45 49 63 

19～20 45 51 67 

20～21 47 52 64 

昼間 

21～22 44 49 61 

48 52 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：鍋田川 
調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.2.1.2-1(3)  現地調査結果（鍋田川 平日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 66 71 86 

7～8 71 74 99 

8～9 66 73 86 

9～10 66 71 94 

10～11 65 70 90 

11～12 64 70 90 

12～13 63 70 85 

13～14 64 70 87 

14～15 65 70 94 

15～16 65 71 88 

16～17 66 72 87 

17～18 67 73 91 

18～19 66 73 85 

19～20 64 71 86 

20～21 61 68 81 

昼間 

21～22 60 66 83 

66 71 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 

 

 

調 査 地 点：鍋田川 
調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.2.1.2-1(4)  現地調査結果（鍋田川 休日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 59 63 79 

7～8 63 68 85 

8～9 62 69 81 

9～10 61 67 81 

10～11 61 69 82 

11～12 61 69 89 

12～13 62 68 87 

13～14 62 68 92 

14～15 63 69 85 

15～16 62 68 82 

16～17 64 70 93 

17～18 63 70 84 

18～19 62 68 81 

19～20 60 65 80 

20～21 60 65 83 

昼間 

21～22 58 63 81 

62 68 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：源緑輪中 
調査年月日：平成 15 年 11 月 27 日（木） 
 

表 8.2.1.2-1(5)  現地調査結果（源緑輪中 平日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 57  57  86  

7～8 62  66  87  

8～9 62  67  86  

9～10 62  65  90  

10～11 64  70  87  

11～12 61  65  86  

12～13 64  68  91  

13～14 61  65  86  

14～15 61  66  85  

15～16 63  68  89  

16～17 64  68  90  

17～18 65  70  90  

18～19 61  65  89  

19～20 62  65  86  

20～21 59  60  86  

昼間 

21～22 59  57  90  

62 65 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 

 

 

調 査 地 点：源緑輪中 
調査年月日：平成 15 年 12 月 7 日（日） 
 

表 8.2.1.2-1(6)  現地調査結果（源緑輪中 休日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 55  57  82  

7～8 60  60  88  

8～9 61  64  86  

9～10 62  67  86  

10～11 61  66  87  

11～12 61  65  86  

12～13 62  67  86  

13～14 60  66  81  

14～15 63  69  86  

15～16 62  69  83  

16～17 61  67  87  

17～18 63  67  94  

18～19 61  65  83  

19～20 60  63  83  

20～21 56  57  85  

昼間 

21～22 57  58  81  

61 64 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：県道 103 号(愛知) 
調査年月日：平成 16 年 8 月 25 日（水） 
 

表 8.2.1.2-1(7)  現地調査結果（県道 103 号(愛知) 平日） 

等価騒音

レベル 

(dB) 

時間率騒音 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

LAeq LA5 LAmax LAeq LA5 

6～7 64 70 86 

7～8 68 73 92 

8～9 64 69 90 

9～10 66 71 87 

10～11 66 71 89 

11～12 66 71 89 

12～13 65 70 87 

13～14 65 71 84 

14～15 64 70 84 

15～16 66 72 88 

16～17 66 70 88 

17～18 64 69 87 

18～19 63 67 87 

19～20 61 65 83 

20～21 59 64 80 

昼間 

21～22 60 63 89 

65 69 

注)1 LAeqの基準時間帯平均騒音レベルは、エネルギー平均により求めた。 

注)2 L5の基準時間帯平均騒音レベルは算術平均により求めた。 
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資料 8.2.1.2-2 交通量・車速の現地調査結果              [本編 p169 対応] 

 
調 査 地 点：下藤里③ 
調査年月日：調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.2.1.2-2(1) 現地調査結果（下藤里③ 平日） 

大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車

0 9 9 0 0.0 47 1 42 43 0 2.3 71 1 51 52 0 1.9 59

3 17 20 0 15.0 62 4 69 73 3 5.5 71 7 86 93 3 7.5 66

6 15 21 0 28.6 72 16 21 37 0 43.2 67 22 36 58 0 37.9 69

3 13 16 0 18.8 57 16 11 27 0 59.3 57 19 24 43 0 44.2 57

7 14 21 0 33.3 56 3 12 15 0 20.0 52 10 26 36 0 27.8 54

4 14 18 0 22.2 50 11 15 26 1 42.3 55 15 29 44 1 34.1 52

3 13 16 0 18.8 56 4 13 17 0 23.5 52 7 26 33 0 21.2 54

9 17 26 0 34.6 53 8 9 17 1 47.1 58 17 26 43 1 39.5 56

1 7 8 0 12.5 56 9 10 19 0 47.4 53 10 17 27 0 37.0 55

4 16 20 0 20.0 57 9 17 26 2 34.6 52 13 33 46 2 28.3 54

0 28 28 0 0.0 59 9 13 22 0 40.9 54 9 41 50 0 18.0 57

6 63 69 1 8.7 70 9 13 22 0 40.9 55 15 76 91 1 16.5 62

1 32 33 1 3.0 62 1 9 10 0 10.0 61 2 41 43 1 4.7 61

3 37 40 1 7.5 71 3 11 14 0 21.4 64 6 48 54 1 11.1 67

0 20 20 0 0.0 76 0 7 7 0 0.0 71 0 27 27 0 0.0 74

1 10 11 0 9.1 68 0 7 7 0 0.0 67 1 17 18 0 5.6 67

51 325 376 3 13.6 61 103 279 382 7 27.0 60 154 604 758 10 20.3 60

8:00

17:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

東方向

7:00

観測時間

6:00

大型車
混入率
（％）

交通量（台/時） 交通量（台/時）

平日（H14.11.6）

大型車
混入率
（％）

西方向

15:00

16:00

21:00

合計

18:00

19:00

20:00

断面

交通量（台/時） 大型車
混入率
（％）

 
注) 大型車混入率(%)は、二輪車を除いて算出した。 

 

調 査 地 点：下藤里③ 
調査年月日：調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.2.1.2-2(2) 現地調査結果（下藤里③ 休日） 

大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車

0 4 4 0 0.0 43 0 11 11 0 0.0 65 0 15 15 0 0.0 54

0 8 8 0 0.0 56 1 14 15 0 6.7 66 1 22 23 0 4.3 61

2 12 14 2 14.3 54 1 18 19 0 5.3 55 3 30 33 2 9.1 55

0 16 16 2 0.0 57 1 14 15 0 6.7 51 1 30 31 2 3.2 54

0 30 30 0 0.0 57 1 24 25 0 4.0 60 1 54 55 0 1.8 58

2 23 25 0 8.0 47 0 24 24 0 0.0 49 2 47 49 0 4.1 48

0 14 14 0 0.0 53 1 12 13 0 7.7 55 1 26 27 0 3.7 54

0 26 26 2 0.0 54 0 20 20 2 0.0 54 0 46 46 4 0.0 54

0 33 33 2 0.0 40 0 16 16 3 0.0 50 0 49 49 5 0.0 45

1 16 17 2 5.9 50 2 17 19 1 10.5 50 3 33 36 3 8.3 50

0 17 17 2 0.0 52 0 18 18 1 0.0 54 0 35 35 3 0.0 53

0 17 17 0 0.0 58 0 12 12 0 0.0 52 0 29 29 0 0.0 55

0 10 10 0 0.0 65 0 13 13 0 0.0 58 0 23 23 0 0.0 62

0 9 9 0 0.0 57 0 13 13 0 0.0 57 0 22 22 0 0.0 57

0 9 9 0 0.0 61 0 7 7 0 0.0 56 0 16 16 0 0.0 59

0 9 9 0 0.0 55 1 10 11 0 9.1 47 1 19 20 0 5.0 51

5 253 258 12 1.9 54 8 243 251 7 3.2 55 13 496 509 19 2.6 54

西方向 東方向

大型車
混入率
（％）

大型車
混入率
（％）

13:00

14:00

15:00

休日（H14.11.10）

断面

交通量（台/時） 大型車
混入率
（％）

交通量（台/時） 交通量（台/時）

20:00

21:00

合計

16:00

17:00

18:00

19:00

9:00

10:00

11:00

12:00

観測時間

6:00

7:00

8:00

 
注) 大型車混入率(%)は、二輪車を除いて算出した。 

 車速(km/h)  車速(km/h)  車速(km/h)

 車速(km/h) 車速(km/h) 車速(km/h)
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調 査 地 点：鍋田川 
調査年月日：調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.2.1.2-2(3) 現地調査結果（鍋田川 平日） 

大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車

13 41 54 0 24.1 59 10 229 239 1 4.2 56 23 270 293 1 7.8 58

12 88 100 6 12.0 57 13 456 469 4 2.8 54 25 544 569 10 4.4 55

25 167 192 4 13.0 60 11 170 181 0 6.1 63 36 337 373 4 9.7 62

24 72 96 1 25.0 52 15 65 80 1 18.8 55 39 137 176 2 22.2 53

24 58 82 2 29.3 54 20 39 59 2 33.9 55 44 97 141 4 31.2 54

27 57 84 2 32.1 54 7 52 59 2 11.9 49 34 109 143 4 23.8 51

12 73 85 0 14.1 55 16 68 84 2 19.0 45 28 141 169 2 16.6 50

22 62 84 1 26.2 55 21 69 90 0 23.3 48 43 131 174 1 24.7 51

29 52 81 1 35.8 52 17 49 66 1 25.8 48 46 101 147 2 31.3 50

31 93 124 1 25.0 60 13 68 81 1 16.0 47 44 161 205 2 21.5 54

32 119 151 1 21.2 59 19 84 103 2 18.4 49 51 203 254 3 20.1 54

18 260 278 1 6.5 60 12 102 114 1 10.5 50 30 362 392 2 7.7 55

12 154 166 0 7.2 64 14 87 101 2 13.9 53 26 241 267 2 9.7 59

8 127 135 0 5.9 56 5 69 74 0 6.8 49 13 196 209 0 6.2 52

2 70 72 1 2.8 59 1 48 49 1 2.0 54 3 118 121 2 2.5 56

3 35 38 0 7.9 60 1 34 35 2 2.9 53 4 69 73 2 5.5 57

294 1528 1822 21 16.1 57 195 1689 1884 22 10.4 52 489 3217 3706 43 13.2 55

観測時間

平日（H14.11.6）

交通量（台/時） 大型車
混入率
（％）

交通量（台/時） 大型車
混入率
（％）

北方向 南方向 断面

交通量（台/時） 大型車
混入率
（％）

6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

合計

20:00

21:00

 
注) 大型車混入率(%)は、二輪車を除いて算出した。 

 

調 査 地 点：鍋田川 
調査年月日：調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.2.1.2-2(4) 現地調査結果（鍋田川 休日） 

大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車

2 13 15 0 13.3 66 0 29 29 1 0.0 48 2 42 44 1 4.5 57

2 41 43 1 4.7 57 3 59 62 0 4.8 55 5 100 105 1 4.8 56

3 61 64 0 4.7 59 2 60 62 2 3.2 52 5 121 126 2 4.0 55

0 59 59 2 0.0 62 1 70 71 1 1.4 49 1 129 130 3 0.8 55

4 60 64 1 6.3 62 4 77 81 0 4.9 46 8 137 145 1 5.5 54

2 67 69 1 2.9 63 6 54 60 0 10.0 54 8 121 129 1 6.2 58

2 65 67 0 3.0 64 2 85 87 1 2.3 50 4 150 154 1 2.6 57

3 75 78 2 3.8 66 0 76 76 1 0.0 50 3 151 154 3 1.9 58

4 100 104 5 3.8 67 5 73 78 3 6.4 50 9 173 182 8 4.9 58

3 103 106 0 2.8 59 2 79 81 3 2.5 54 5 182 187 3 2.7 56

7 86 93 2 7.5 63 4 81 85 0 4.7 46 11 167 178 2 6.2 55

3 86 89 1 3.4 63 5 94 99 0 5.1 49 8 180 188 1 4.3 56

2 59 61 1 3.3 61 1 72 73 0 1.4 53 3 131 134 1 2.2 57

1 27 28 0 3.6 53 2 42 44 0 4.5 52 3 69 72 0 4.2 52

0 21 21 1 0.0 57 0 43 43 3 0.0 55 0 64 64 4 0.0 56

0 19 19 0 0.0 58 1 31 32 0 3.1 59 1 50 51 0 2.0 58

38 942 980 17 3.9 61 38 1025 1063 15 3.6 51 76 1967 2043 32 3.7 56

観測時間

平日（H14.11.6）

北方向 南方向 断面

大型車
混入率
（％）

交通量（台/時）

6:00

7:00

大型車
混入率
（％）

交通量（台/時） 大型車
混入率
（％）

交通量（台/時）

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

合計

20:00

21:00

 
注) 大型車混入率(%)は、二輪車を除いて算出した。 

 車速(km/h)  車速(km/h)
 車速(km/h)

 車速(km/h) 車速(km/h)
 車速(km/h)
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調 査 地 点：源緑輪中 
調査年月日：調査年月日：平成 15 年 11 月 27 日（木） 
 

表 8.2.1.2-2(5) 現地調査結果（源緑輪中 平日） 

大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車

6:00 1 8 9 0 11.1 47 0 8 8 0 0.0 42 1 16 17 0 5.9 45

7:00 1 13 14 0 7.1 48 1 55 56 2 1.8 48 2 68 70 2 2.9 48

8:00 7 29 36 2 19.4 47 4 31 35 0 11.4 43 11 60 71 2 15.5 45

9:00 8 18 26 0 30.8 50 5 20 25 1 20.0 42 13 38 51 1 25.5 46

10:00 12 21 33 0 36.4 46 8 31 39 0 20.5 42 20 52 72 0 27.8 44

11:00 4 26 30 1 13.3 49 3 21 24 1 12.5 46 7 47 54 2 13.0 47

12:00 5 34 39 1 12.8 51 6 30 36 2 16.7 50 11 64 75 3 14.7 51

13:00 8 26 34 0 23.5 47 3 28 31 1 9.7 46 11 54 65 1 16.9 47

14:00 2 33 35 1 5.7 53 3 32 35 2 8.6 46 5 65 70 3 7.1 49

15:00 6 44 50 1 12.0 50 6 32 38 0 15.8 47 12 76 88 1 13.6 48

16:00 10 35 45 1 22.2 45 11 25 36 0 30.6 46 21 60 81 1 25.9 45

17:00 1 53 54 2 1.9 58 9 46 55 0 16.4 46 10 99 109 2 9.2 51

18:00 3 32 35 0 8.6 48 6 16 22 0 27.3 47 9 48 57 0 15.8 48

19:00 1 63 64 1 1.6 53 3 11 14 0 21.4 44 4 74 78 1 5.1 48

20:00 2 16 18 0 11.1 46 2 9 11 0 18.2 50 4 25 29 0 13.8 48

21:00 0 8 8 0 0.0 53 1 8 9 0 11.1 54 1 16 17 0 5.9 53

合計 71 459 530 10 13.4 49 71 403 474 9 15.0 46 142 862 1004 19 14.1 48

観測時間
交通量（台/時） 交通量（台/時）

断面北方向
大型車
混入率
(%)

大型車
混入率
(%)

南方向

交通量（台/時） 大型車
混入率
(%)

度

平日 （H.15.11.27）

 

注) 大型車混入率(%)は、二輪車を除いて算出した。 

 

 

調 査 地 点：源緑輪中 
調査年月日：調査年月日：平成 15 年 12 月 7 日（日） 
 

表 8.2.1.2-2(6) 現地調査結果（源緑輪中 休日） 

大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車

6:00 1 4 5 1 20.0 42 0 5 5 0 0.0 37 1 9 10 1 10.0 39

7:00 1 12 13 0 7.7 49 1 11 12 0 8.3 41 2 23 25 0 8.0 44

8:00 2 29 31 2 6.5 45 2 31 33 0 6.1 44 4 60 64 2 6.3 44

9:00 3 25 28 0 10.7 42 7 47 54 2 13.0 38 10 72 82 2 12.2 40

10:00 2 25 27 0 7.4 43 2 52 54 0 3.7 45 4 77 81 0 4.9 44

11:00 4 22 26 0 15.4 43 2 41 43 1 4.7 44 6 63 69 1 8.7 44

12:00 1 37 38 0 2.6 48 0 34 34 0 0.0 43 1 71 72 0 1.4 46

13:00 0 40 40 0 0.0 46 0 41 41 0 0.0 42 0 81 81 0 0.0 44

14:00 2 59 61 0 3.3 47 1 38 39 0 2.6 47 3 97 100 0 3.0 47

15:00 0 75 75 1 0.0 48 2 30 32 1 6.3 43 2 105 107 2 1.9 45

16:00 1 51 52 1 1.9 40 0 37 37 3 0.0 43 1 88 89 4 1.1 41

17:00 3 50 53 1 5.7 43 3 31 34 1 8.8 43 6 81 87 2 6.9 43

18:00 2 41 43 0 4.7 44 0 21 21 0 0.0 48 2 62 64 0 3.1 46

19:00 0 36 36 0 0.0 46 0 9 9 1 0.0 41 0 45 45 1 0.0 44

20:00 1 9 10 1 10.0 47 0 2 2 0 0.0 41 1 11 12 1 8.3 46

21:00 2 13 15 0 13.3 50 1 4 5 0 20.0 41 3 17 20 0 15.0 47

合計 25 528 553 7 4.5 45 21 434 455 9 4.6 43 46 962 1008 16 4.6 44

観測時間

休日 （H.15.12.7）

北方向 南方向 断面

交通量（台/時） 大型車
混入率
(%)

度 交通量（台/時）交通量（台/時） 大型車
混入率
(%)

大型車
混入率
(%)

 
注) 大型車混入率(%)は、二輪車を除いて算出した。 

 車速(km/h)
 車速(km/h) 車速(km/h)

 車速
(km/h)  車速

(km/h)
 車速
(km/h)
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調 査 地 点：県道 103 号(愛知) 
調査年月日：調査年月日：平成 16 年 8 月 25 日（水） 
 

表 8.2.1.2-2(7) 現地調査結果（県道 103 号(愛知) 平日） 

大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車 大型車 小型車 計 二輪車

6:00 26 71 97 0 26.8 76 22 23 45 0 48.9 69 48 94 142 0 33.8 72

7:00 50 207 257 0 19.5 75 12 33 45 0 26.7 76 62 240 302 0 20.5 75

8:00 24 76 100 0 24.0 75 17 26 43 0 39.5 71 41 102 143 0 28.7 73

9:00 33 27 60 0 55.0 69 38 25 63 0 60.3 78 71 52 123 0 57.7 73

10:00 50 34 84 0 59.5 69 34 52 86 1 39.5 66 84 86 170 1 49.4 68

11:00 40 26 66 1 60.6 67 65 52 117 0 55.6 77 105 78 183 1 57.4 72

12:00 20 40 60 0 33.3 70 39 26 65 0 60.0 67 59 66 125 0 47.2 69

13:00 46 28 74 0 62.2 63 36 24 60 0 60.0 61 82 52 134 0 61.2 62

14:00 60 36 96 0 62.5 64 45 31 76 0 59.2 70 105 67 172 0 61.0 67

15:00 41 30 71 0 57.7 60 43 37 80 0 53.8 51 84 67 151 0 55.6 55

16:00 37 33 70 0 52.9 59 40 59 99 0 40.4 54 77 92 169 0 45.6 57

17:00 15 27 42 0 35.7 76 47 163 210 0 22.4 59 62 190 252 0 24.6 67

18:00 16 25 41 0 39.0 78 25 84 109 0 22.9 64 41 109 150 0 27.3 71

19:00 8 21 29 0 27.6 63 17 64 81 0 21.0 58 25 85 110 0 22.7 60

20:00 5 16 21 0 23.8 68 9 24 33 0 27.3 64 14 40 54 0 25.9 66

21:00 11 9 20 0 55.0 65 4 24 28 0 14.3 65 15 33 48 0 31.3 65

全時間 482 706 1188 1 40.6 69 493 747 1240 1 39.8 66 975 1453 2428 2 40.2 67

観測時間
交通量（台/時） 交通量（台/時）

断面東方向
大型車
混入率
(%)

大型車
混入率
(%)

西方向

交通量（台/時） 大型車
混入率
(%)

平日 （H.16.8.25）

 

注) 大型車混入率(%)は、二輪車を除いて算出した。 

 

車速

(km/h)

車速

(km/h)

車速

(km/h)
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２．２ 予測 

2.2.1 工事の実施 

資料 8.2.2.1-1 建設作業騒音の予測式                  [本編 p172 対応] 

 

予測式は、「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成

11 年 11 月）に基づき、次の式を用いた。 

ユニットの作業範囲及び施設の位置に点音源を設定し、予測地点における各点音源から

の伝搬計算を行い合成 LAeqを求めた。合成 LAeqに、L5と LAeqとの差 ΔL を加える方法に

よって予測した。 

なお、地表面効果ΔLg iによる減衰量は、安全側をみて、「0」とした。 

∑
=

=
n

i

L
Aeq

AeqiL
1

10/
10 10log10  

 LAeqi＝LWi－8－20log10ri＋ΔLg i＋ΔLd i 

 LA5 ＝LAeq＋ΔL 
ここに、 LAeq  ：予測地点における等価騒音レベル（dB） 

      LWi  ：音源 iのパワーレベル（dB） 
LAeq i    ：音源 iによる予測地点における等価騒音レベル（dB） 
r i  ：音源 iと予測地点の距離（m） 
ΔLg i ：地表面効果による補正量（dB） 
ΔLd i ：回折効果による補正量（dB） 
LA5  ：予測地点における騒音レベルの 90％レンジの上端値(dB) 
ΔL  ：等価騒音レベルと LA5との差（dB） 

 

また、ダンプトラックについてのパワーレベルの算出は以下の式を用い、計画地での作

業時間を 0.5 時間とした。 

 Lw,j＝Lj+10log10(1／ｔ) 

Lw,j   ：ユニットの見かけのパワーレベル（dB） 
L j  ：ユニットのエネルギーレベル（dB） 
ｔ  ：継続時間 
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資料 8.2.2.1-2 建設作業騒音の予測条件（工事の実施）          [本編 p172 対応] 

 

(1) ユニット及びその数量 

工事工程に基づき工事機械等の稼働が最大となる時期として、わんぱく原っぱの盛土工

事期間中で搬入土砂の量がピークとなる 2年次を選定した。 

「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11

月）に記載しているユニットの中から、各工種ごとの工事機械の組み合わせと対応するユ

ニットを設定した。 

本事業の工種ごとに設定したユニットとその数量を表 8.2.2.1-2(1)に示した。 

 

表 8.2.2.1-2(1) 設定したユニット及びその数量 

予測対象 

時 期 
工 種 

設 定 

ユニット 
数量

パワー

レベル

(dB) 

エネルギー 

レベル 

(dB) 

ΔＬ 

(dB) 

卓 越 

周波数(HZ)

整地工 路床盛土工 15 108 － 3 250 

ダンプトラック運行 
現場内運搬 

（未舗装） 
58 － 107 -5 400 

工事開始 

2 年次 

 
建設発生土の搬出入作業 土砂掘削 6 104 － 5 400 

注）各ユニットの想定建設機械については、整地工がブルドーザー1台とダンプ 2台、ダンプトラックの運行はダンプ

1台、建設発生土の搬出入がバックホー1台とダンプ 1台とする。 

 

(2) ユニットの配置 

ユニットの配置を図 8.2.2.1-2(1)に示した。計画地内の地上高さは、計画地北側（伊勢

湾岸自動車道より北側）は標高 4.52m、計画地南側（伊勢湾岸自動車道より南側）は工事

終了時の最も高い地点である標高-0.2m（事業計画より。冒険広場内の築山をのぞく。）と

した。また、音源の高さは地上 1.5m とした。 

(3) 遮音壁の位置 

木曽岬干拓地を取り囲む堤防により遮音効果が見込めることから、堤防を遮音壁と見な

して回折効果を算出した。遮音壁（堤防）の高さは、現在と同じ標高 6.2m とした。 

(4) 予測高さ 

予測地点の高さは、安全側の仮定として、予測地点のうち最も標高の高い源緑橋地点付

近の標高 0.9m を用いた。 
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資料 8.2.2.1-3 道路交通騒音の予測式                 [本編 p172 対応] 

 

(1) 予測式 

予測式は、次に示す（社）日本音響学会の ASJ RTN-Model 2003 を用いた。 

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ⋅⋅=

3600
N10log10L 10/L

10Aeq
AE  

 ∑ ⋅=
i

i
10/L

0
10AE t10

T
1log10L ipA ∆  

T0 ：基準時間，1 [s] 

LpA,i ：i 番目の区間を通過する自動車による予測地点における騒音レベル［dB ］ 

Δti ：自動車が i 番目の区間を通過する時間 [s] 

LAeq ：等価騒音レベル [dB] 

LAE ：ユニットパターンの時間積分値をレベル表示した値 

（単発騒音暴露レベル） [dB] 

N ：交通量 [台/h] 

 

LPA，i＝LWA－8－20log10ri＋ΔLd i＋ΔLg i 

ここで、 

 LPA,i  ：i 番目の区間を通過する自動車による予測地点における騒音レベル[dB] 

 LWA  ：自動車走行騒音の A特性音響パワーレベル [dB] 

 ri  ：i 番目の区間を通過する自動車から予測地点までの距離 [m] 

 ΔLd,i：i 番目の区間を通過する自動車に対する回折効果に関する補正量 [dB] 

 ΔLg,i：i 番目の区間を通過する自動車に対する地表面効果に関する補正量[dB] 

 

車両のパワーレベルは、下記に示す一般道路におけるパワーレベル式を用いて計算し

た。 

・大型車類：LWA＝53.2＋30log10V 

・小型車類：LWA＝46.7＋30log10V 

ここで、 LWA ：A 特性パワーレベル(dB) 

         V  ：走行速度（km/h） 
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資料編 8.2.2.1-4 道路交通騒音の予測条件（工事の実施）        [本編 p172 対応] 

 

(1) 予測条件 

1) 交通量 

ａ 一般車両 

一般車両の交通量は、工事期間中の交通量が現況と変らないものとして現地調査結果

（資料 8.2.1.2-2 参照）の交通量を用いた。 

現地調査を実施していない三崎地点については、同じ県道 108 号沿いにある源緑輪中地

点の調査結果を用いた。なお、工事作業は平日のみ行うこととし、予測には平日の交通量

調査結果を用いた。 

ｂ 工事用車両 

予測に用いた工事用車両の交通量は、交通量が最大となる時期の値とした。事業内容に

より走行ルートが異なるため、ストックヤード・施設整備については三重県側のルートを

走行し、工事用車両の最大は工事開始から 5 年次の 10 月目で 360 台/日（片道）である。

また、愛知県側からの土砂搬入車両については、愛知県側のルートを走行し、土砂搬入量

がピークとなる 2 年次で、工事用車両は 700 台/日（片道）である。なお、三重県側のル

ートでは地点ごとの工事用車両の走行台数が確定していないことから、各地点とも全ての

工事用車両が走行するものとして、予測を行った。 

2) 走行速度 

走行速度は各予測地点における規制速度とした。 

3) 音源の位置、高さ 

各予測地点の道路断面を図 8.2.2.1-4(1)～(2)に示した。車線の中央に音源を配置し、

無指向性点音源が反射面（路面）上の高さ 0m にあり、2π空間に音を放射しているものと

した。 
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図 8.2.2.1-4(2) 各予測地点の道路断面 

 

 

 

 



 

73 

2.2.2 存在及び供用 

資料 8.2.2.2-1 作業騒音の予測条件（存在及び供用）          [本編 p177 対応] 

 

(1) ユニット及びその数量 

作業機械等から発生する騒音レベルが最大となる時期として、ストックヤードにおいて

建設発生土の搬出入作業を 6箇所で行う場合を設定した。 

「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11

月）に記載しているユニットの中から、建設発生土の搬出入作業の工事機械の組み合わせ

と対応するユニットを設定した。 

設定したユニットとその数量を表 8.2.2.2-1(1)に示した。 

 

表 8.2.2.2-1(1) 設定したユニット及びその数量 

作業内容 設定ユニット 数 量 
パワーレベル 

(dB) 

ΔＬ 

(dB) 

卓越周波数

(HZ) 

建設発生土の搬出入作業 土砂掘削 6 104 5 400 

注）ユニットの想定建設機械については、バックホー1台とダンプ 1台とする。 

 

(2) ユニットの配置 

ユニットの配置を図 8.2.2.2-1(1)に示した。 

計画地内の地上高さは、安全側の仮定として、ストックヤードの最も高い地点である標

高 3.0m 地点（事業計画より。冒険広場内の築山をのぞく。）を基準とした。なお、音源の

高さは地上 1.5m とした。 

(3) 遮音壁の位置 

木曽岬干拓地を取り囲む堤防により遮音効果が見込めることから、堤防を遮音壁と見な

して回折効果を算出した。遮音壁（堤防）の高さは、現在と同じ標高 6.2m とした。 

(4) 予測高さ 

予測地点の高さは、安全側の仮定として、予測地点のうち最も標高の高い源緑橋地点付

近の標高 0.9m を用いた。 
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資料 8.2.2.2-2 道路交通騒音の予測条件（存在及び供用）        [本編 p177 対応] 

 

(1) 交通量 

1) 一般車両 

一般車両の交通量は、供用時の交通量が現況と変らないものとして現地調査結果の交通

量（資料 8.2.1.2-2 参照）を用いた。現地調査を実施していない三崎地点については、同

じ県道 108 号沿いにある源緑輪中地点の調査結果を用いた。 

2) 発生車両 

発生車両の交通量が最大となる時期とした。事業計画によると、供用時における事業実

施区域への来車台数は、2,650 台/日（片道）であり、そのうち大型車（ストックヤードの

搬出入車両）が 150 台/日（片道）、小型車が 2,500 台/日（片道）である。安全側の仮定

として、各地点とも全ての発生車両が走行するものとして、予測を行った。 

(2) 走行速度 

走行速度は各予測地点における規制速度とした。 

(3) 音源の位置、高さ 

各予測地点の道路断面は、先の「資料 8.2.2.1-4 道路交通騒音の予測条件（工事の実

施）」と同様とした。車線の中央に音源を配置し、無指向性点音源が反射面（路面）上の

高さ 0m にあり、2π空間に音を放射しているものとした。 
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３ 振動 

３．１調査結果の概要 
資料 8.3.1.1-1 環境振動の現地調査結果               [本編 p187 対応] 

 

調 査 地 点：下藤里① 

調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.3.1.1-1(1) 現地調査結果（下藤里① 平日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 <30 <30 

8 <30 42 

9 <30 40 

10 <30 43 

11 33 50 

12 <30 37 

13 <30 41 

14 35 43 

15 <30 44 

16 <30 <30 

17 34 50 

18 <30 34 

昼間 

19 <30 42 

<30 50 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 

 

調 査 地 点：下藤里① 

調査年月日：平成 14 年 11 月 9 日（土） 
 

表 8.3.1.1-1(2) 現地調査結果（下藤里① 休日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 <30 41 

8 <30 37 

9 <30 42 

10 <30 30 

11 <30 35 

12 <30 <30 

13 <30 43 

14 <30 34 

15 <30 36 

16 <30 33 

17 <30 37 

18 <30 42 

昼間 

19 <30 32 

<30 43 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：下藤里① 

調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.3.1.1-1(3) 現地調査結果（下藤里① 休日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 <30 36 

8 <30 38 

9 <30 40 

10 <30 30 

11 <30 35 

12 32 46 

13 33 46 

14 <30 34 

15 31 41 

16 35 52 

17 <30 40 

18 <30 41 

昼間 

19 <30 33 

<30 52 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 

 

 

調 査 地 点：下藤里② 

調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.3.1.1-1(4) 現地調査結果（下藤里② 平日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 <30 41 

8 <30 42 

9 <30 38 

10 <30 42 

11 33 49 

12 <30 42 

13 <30 43 

14 34 45 

15 <30 41 

16 31 41 

17 33 63 

18 <30 35 

昼間 

19 <30 34 

<30 63 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：下藤里② 

調査年月日：平成 14 年 11 月 9 日（土） 
 

表 8.3.1.1-1(5) 現地調査結果（下藤里② 休日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 30 39 

8 <30 35 

9 <30 36 

10 <30 34 

11 <30 40 

12 <30 33 

13 <30 47 

14 <30 35 

15 <30 41 

16 <30 35 

17 <30 42 

18 <30 37 

昼間 

19 <30 34 

<30 47 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 

 
 

調 査 地 点：下藤里② 

調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.3.1.1-1(6) 現地調査結果（下藤里② 休日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 <30 31 

8 <30 41 

9 <30 44 

10 <30 31 

11 <30 34 

12 32 47 

13 35 50 

14 <30 32 

15 32 41 

16 36 55 

17 <30 43 

18 <30 38 

昼間 

19 <30 38 

<30 55 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：鍋田 

調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.3.1.1-1(7) 現地調査結果（鍋田 平日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 32 48 

8 33 57 

9 31 54 

10 31 43 

11 31 59 

12 31 72 

13 30 47 

14 35 58 

15 32 61 

16 33 53 

17 32 54 

18 <30 58 

昼間 

19 <30 61 

31 72 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 

 

 

調 査 地 点：鍋田 

調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.3.1.1-1(8) 現地調査結果（鍋田 休日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 <30 35 

8 <30 36 

9 <30 40 

10 <30 38 

11 30 36 

12 <30 37 

13 <30 39 

14 31 41 

15 <30 37 

16 <30 38 

17 <30 35 

昼間 

18 <30 <30 

<30 41 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：曙 

調査年月日：平成 14 年 11 月 12 日（火） 
 

表 8.3.1.1-1(9) 現地調査結果（曙 平日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 <30 35 

8 <30 36 

9 <30 40 

10 <30 38 

11 30 36 

12 <30 37 

13 <30 39 

14 31 41 

15 <30 37 

16 <30 38 

17 <30 35 

昼間 

18 <30 <30 

<30 41 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 
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資料 8.3.1.1-2 道路交通振動の現地調査結果             [本編 p189 対応] 

 

調 査 地 点：下藤里③ 

調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.3.1.1-2(1) 現地調査結果（下藤里③ 平日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 ＜30 46 

8 ＜30 41 

9 ＜30 40 

10 ＜30 42 

11 ＜30 43 

12 ＜30 37 

13 ＜30 37 

14 31 45 

15 ＜30 76 

16 ＜30 ＜30 

17 ＜30 41 

18 ＜30 34 

昼間 

19 ＜30 38 

<30 76 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 

 
 

調 査 地 点：下藤里③ 

調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.3.1.1-2(2) 現地調査結果（下藤里③ 休日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 ＜30 30 

8 ＜30 31 

9 ＜30 34 

10 ＜30 33 

11 ＜30 ＜30 

12 ＜30 45 

13 ＜30 42 

14 ＜30 32 

15 ＜30 35 

16 ＜30 46 

17 ＜30 38 

18 ＜30 38 

昼間 

19 ＜30 ＜30 

<30 46 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：鍋田川 

調査年月日：平成 14 年 11 月 6 日（水） 
 

表 8.3.1.1-2(3) 現地調査結果（鍋田川 平日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 34 42 

8 33 46 

9 34 53 

10 32 51 

11 31 52 

12 33 50 

13 31 52 

14 35 56 

15 32 55 

16 31 55 

17 34 54 

18 31 54 

昼間 

19 32 52 

33 56 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 

 

 

 

調 査 地 点：鍋田川 

調査年月日：平成 14 年 11 月 10 日（日） 
 

表 8.3.1.1-2(4) 現地調査結果（鍋田川 休日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 ＜30 54 

8 ＜30 39 

9 ＜30 43 

10 ＜30 53 

11 53 66 

12 37 59 

13 ＜30 43 

14 ＜30 55 

15 31 59 

16 ＜30 42 

17 ＜30 49 

18 ＜30 53 

昼間 

19 ＜30 49 

30 66 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：源緑輪中 

調査年月日：平成 15 年 11 月 27 日（木） 
 

表 8.3.1.1-2(5) 現地調査結果（源緑輪中 平日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 ＜30 58  

8 ＜30 51  

9 ＜30 45  

10 31  56  

11 31  49  

12 32  56  

13 33  59  

14 ＜30 46  

15 32  53  

16 31  61  

17 33  60  

18 33  60  

昼間 

19 31  43  

31 61 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 

 

 

 

調 査 地 点：源緑輪中 

調査年月日：平成 15 年 12 月 7 日（日） 
 

表 8.3.1.1-2(6) 現地調査結果（源緑輪中 休日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

7 ＜30 43  

8 ＜30 48  

9 ＜30 39  

10 30  50  

11 ＜30 48  

12 ＜30 47  

13 ＜30 41  

14 30  58  

15 ＜30 39  

16 ＜30 53  

17 ＜30 57  

18 ＜30 44  

昼間 

19 ＜30 38  

<30 58 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 
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調 査 地 点：県道 103 号(愛知) 

調査年月日：平成 16 年 8 月 25 日（水） 
 

表 8.3.1.1-2(7) 現地調査結果（県道 103 号(愛知) 平日） 

時間率振動 

レベル 

(dB) 

基準時間帯 

(dB) 時間帯 
観測 

時間 

L10 Lmax L10 Lmax 

夜間 6 41 53   

7 41 53 

8 41 49 

9 44 57 

10 44 53 

11 47 56 

12 42 51 

13 44 57 

14 45 58 

15 43 54 

16 44 60 

17 42 49 

18 43 51 

昼間 

19 42 51 

43 60 

20 40 48 

21 41 50 

22 38 44 

23 41 47 

24 40 48 

1 38 47 

2 42 47 

3 38 47 

4 40 50 

夜間 

5 41 47 

40 50 

     注) L10の基準時間帯平均振動レベルは算術平均により求めた。 
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３．２ 予測 

3.2.1 工事の実施 

資料 8.3.2.1-1 建設作業振動の予測式                 [本編 p193 対応] 

 

予測式は、「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成

11 年 11 月）に基づき、次の式を用いた。 

ユニットの作業範囲及び施設の位置に振動源を設定し、予測地点における各振動源から

の伝搬計算を行い合成振動レベルを求めた。なお、固結地盤の内部減衰係数は安全をみて

α=0.001 を用いた。 

 

 L(r)＝L(r0)－15log10(r/r0)－8.68α(r－r0) 
ここで、 L(r) ：予測地点における振動レベル（dB） 

L(r0) ：基準点における振動レベル（dB） 
r  ：建設機械またはユニットの稼動位置から予測点までの距離(m) 
r0  ：建設機械またはユニットの稼動位置から基準点までの距離(5m) 

α  ：内部減衰係数（固結地盤 0.001） 
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資料 8.3.2.1-2 建設作業振動の予測条件（工事の実施）         [本編 p193 対応] 

 

(1) ユニット及びその数量 

工事工程に基づき工事機械等の稼働が最大となる時期として、わんぱく原っぱの盛土

工事期間中で搬入土砂の量がピークとなる 2年次を選定した。 

「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11

月）に記載しているユニットの中から、工種ごとの工事機械の組み合わせと対応するユ

ニットを設定した。本事業の工種ごとに設定したユニットとその数量を表 8.3.2.1-2(1)

に示した。 

 

表 8.3.2.1-2(1) 設定したユニット及びその数量 

予測対象 
時期 

工 種 設定ユニット 数量 
基準点 

振動レベル 
（dB） 

整地工 路体・路床盛土工 15 69 

ダンプトラック運行 現場内運搬（未舗装） 58 57 
工事開始 

2 年次 
建設発生土の搬出入作業 土砂掘削 6 54 

注)1 ユニットと基準点の距離：5m 

注)2 各ユニットの想定建設機械については、整地工がブルドーザー1 台とダンプ 2台、ダンプトラックの運行

はダンプ 1 台、建設発生土の搬出入がバックホー1 台とダンプ 1台とする。 
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資料 8.3.2.1-3 道路交通振動の予測式                [本編 p193 対応] 

 

予測式は、「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11

月）に基づき、次の式を用いた。 

L10=L10* + ΔL 

ΔL=a・log10 (log10Q’) - a・Log10 (Log10 Q) 

ここで、 

L10   ：振動レベルの 80パーセントレンジの上端値の予測値(dB) 

L10* ：現況の振動レベルの 80パーセントレンジの上端値(dB) 

ΔL ：工事用車両による振動レベルの増分(dB) 

Q  ：現況の 500 秒間の 1車線当りの等価交通量（台/500 秒/車線） 

Q’  ：工事用車両の上乗せ時の 500 秒間の 1車線当りの等価交通量 

   （台/500 秒/車線） 

  ( ){ }HCHL NNKN
M
1

600,3
500

++××=  

Ｍ  ：上下車線合計の車線数 

NL  ：現況の小型車時間交通量（台/時） 

NH  ：現況の大型車時間交通量（台/時） 

NHC ：工事用車両台数（台/時） 

K  ：大型車の小型車への換算係数 K=13 

a  ：定数 a=47 
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資料 8.3.2.1-4 道路交通振動の予測条件（工事の実施）        [本編 p193 対応] 

 

(1) 振動源条件 

1) 交通量 

ａ 一般車両 

一般車両の交通量は、工事期間中の交通量が現況と変らないものとして現地調査結果

の交通量を用いた。 

現地調査を実施していない三崎地点については、同じ県道 108 号沿いにある源緑輪中

地点の調査結果を用いた（資料 8.2.1.2-2(5)参照）。なお、工事作業は平日のみ行うこ

ととし、予測には交通量調査結果から各地点における最大の交通量を用いた。 

ｂ 工事用車両 

予測に用いた工事用車両の交通量は、交通量が最大となる時期の値とした。事業内容

により走行ルートが異なるため、ストックヤード・施設整備については三重県側のルー

トを走行し、工事用車両の最大は工事開始から 5年次の 10 月目で 360 台/日（片道）で

ある。また、愛知県側からの搬入については、愛知県側のルートを走行し、土砂搬入量

がピークとなる 2年次で、工事用車両は 700 台/日（片道）である。なお、三重県側のル

ートでは地点ごとの工事用車両の走行台数が確定していないことから、各地点とも全て

の工事用車両が走行するものとして、予測を行った。時間帯別車両台数の設定は、資料

8.1.2.1-8(10)参照。 

2) 予測設定条件 

予測計算に用いた予測設定条件を予測地点別に表 8.3.2-1-4 に示した。なお、予測計

算に必要な大型車から小型車への換算係数 K及び定数ａは、「道路環境影響評価の技術手

法」の記載に基づいた。 

 

表 8.3.2.1-4 道路交通振動の予測設定条件  

項目 

地点名 

車線数 
Ｍ 

大型車の小型車への 
換算係数 K 

定数ａ 

下藤里③ 1 13 47 

鍋田川 2 13 47 

源緑輪中 2 13 47 

三崎 2 13 47 

県道 103 号(愛知) 4 13 47 
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3.2.2 存在及び供用 

資料 8.3.2.2-1 作業振動の予測条件（存在及び供用）         [本編 p198 対応] 

 

(1) 予測式 

予測式は、「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平

成 11 年 11 月）に基づき、次の式を用いた。 

ユニットの作業範囲及び施設の位置に振動源を設定し、予測地点における各振動源か

らの伝搬計算を行い合成振動レベルを求めた。なお、固結地盤の内部減衰係数は安全を

みてα=0.001 を用いた。 

 

 L(r)＝L(r0)－15log10(r/r0)－8.68α(r－r0) 
ここで、 L(r)  ：予測地点における振動レベル（dB） 

L(r0) ：基準点における振動レベル（dB） 
r  ：作業機械またはユニットの稼動位置から予測点までの距離(m) 

r0  ：作業機械またはユニットの稼動位置から基準点までの距離(5m) 
α  ：内部減衰係数(固結地盤 0.001) 

 

(2) 予測条件 

1) ユニット及びその数量 

作業機械等から発生する振動レベルが最大となる時期として、ストックヤードにおい

て建設発生土の搬出入作業を 6箇所で行う場合を設定した。 

「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11

月）に記載しているユニットの中から、建設発生土の搬出入作業の工事機械の組み合わ

せと対応するユニットを設定した。 

設定したユニットとその数量を表 8.3.2.2-1(1)に示した。 

 

表 8.3.2.2-1(1) ユニット及びその数量 

作業内容 設定ユニット 数 量
基準点振動レベル 

(dB) 

建設発生土の搬出入作業 土砂掘削 6 54 

注)1 ユニットと基準点の距離：5m 

注)2 ユニットの想定建設機械については、バックホー1台とダンプ 1 台とする。 

 

2) ユニットの配置 

ユニットの配置を図 8.3.2.2-1(1)に示した。 
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資料 8.3.2.2-2 道路交通振動の予測条件（存在及び供用）       [本編 p198 対応] 

(1) 予測式 

予測式は、「道路環境影響評価の技術手法」（財団法人道路環境研究所、平成 12 年 11

月）に基づき、次の式を用いた。 

L10=L10* +ΔL 
ΔL=a・log10 (log10Q’) - a・Log10 (Log10 Q) 

ここで、 
L10   ：振動レベルの 80パーセントレンジの上端値の予測値(dB) 
L10* ：現況の振動レベルの 80パーセントレンジの上端値(dB) 
ΔL ：発生車両による振動レベルの増分(dB) 

Q  ：現況の 500 秒間の 1車線当りの等価交通量（台/500 秒/車線） 

Q’  ：発生車両の上乗せ時の 500 秒間の 1 車線当りの等価交通量 

   （台/500 秒/車線） 

  ( ){ }HCHL NNKN
M
1

600,3
500

++××=  

M  ：上下線合計の車線数 

NL  ：現況の小型車時間交通量（台/時） 

NH  ：現況の大型車時間交通量（台/時） 

NHC ：発生車両台数（台/時） 

K  ：大型車の小型車への換算係数 K=13 

a  ：定数 a=47 

 

(2) 振動源条件 

1) 交通量 

ａ 一般車両 

一般車両の交通量は、供用時の交通量が現況と変らないものとして現地調査結果の交

通量（資料 8.2.1.2-2 参照）を用いた。現地調査を実施していない三崎地点については、

同じ県道 108 号沿いにある源緑輪中地点の調査結果を用いた。なお、予測には交通量調

査結果から各地点における最大の交通量を用いた。 

ｂ 発生車両 

発生車両の交通量が最大となる時期とした。事業計画によると、供用時における事業

実施区域への来車台数は、2,650 台/日（片道）であり、そのうち大型車（ストックヤー

ドの搬出入車両）が 150 台/日（片道）、小型車が 2,500 台/日（片道）である。安全側の

仮定として、各地点とも全ての発生車両が走行するものとして、予測を行った。時間帯

別車両台数の設定は、資料 8.1.2.2-4(3)参照。 

2)予測設定条件 

予測計算に用いた予測設定条件を予測地点別に表 8.3.2.2-2(1)に示した。なお、予測

計算に必要な大型車から小型車への換算係数 K及び定数ａは、「道路環境影響評価の技術

手法」の記載に基づいた。 
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表 8.3.2.2-2(1) 道路交通振動の予測設定条件  

項目 

地点名 

車線数 
Ｍ 

大型車の小型車への 
換算係数 K 

定数ａ 

下藤里③ 1 13 47 

鍋田川 2 13 47 

源緑輪中 2 13 47 

三崎 2 13 47 
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４ 水質 

 ４．１ 調査結果の概要 

資料 8.4.1.1-1 平水時の水質調査結果                [本編 p206 対応] 

 

(1) 平水時の水質調査結果 

平水時の水質調査結果を表 8.4.1.1-1(1)～表 8.4.1.1-1(4)に示す。図 8.4.1.1-1(1)～

図 8.4.1.1-1(3)には、各項目の季節変化を示す。 

 

表 8.4.1.1-1(1) 平水時の水質調査結果（春季） 

調査地点 

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ西水路 排水機場水路 木曽川① 調査項目等 単位 

下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 

採水時刻 － 9:45 13:30 10:10 13:50 10:45 14:40 

ｐＨ － 7.0 7.3 8.1 7.1 7.5 7.9 

ＢＯＤ mg/L 2.1 3.4 3.7 6.7 1.6 1.6 

ＣＯＤ mg/L 4.5 5.6 8.8  11 1.9 2.3 

ＳＳ mg/L 6.4 7.0 4.6 9.6 8.6 6.1 

ＤＯ mg/L 6.0 7.9 8.0  15 8.1 8.0 

大腸菌群数 MPN/100m L 70 46 14   9  70    700 

ｎ-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L  < 0.5  < 0.5  < 0.5  < 0.5  < 0.5  < 0.5 

Ｔ－Ｎ mg/L  0.93  0.95 1.1 1.8  0.57  0.57 

Ｔ－Ｐ mg/L   0.050   0.067  0.31  0.39   0.030   0.032

水温 ℃   20.4   23.0   20.9   22.5   18.9   19.4 

外観 － 帯黄 帯黄 帯黄 帯黄 ほぼ透明 ほぼ透明

塩分 －    7.50    6.54    3.96    5.27    5.82    2.82 

流量 m3/分    8.5    7.1   27.1   26.2 － － 

調査日：平成 14 年 5 月 13 日 
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表 8.4.1.1-1(2) 平水時の水質調査結果（夏季） 

調査地点 

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ西水路 排水機場水路 木曽川① 調査項目等 単位 

下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 

採水時刻 － 9:30 13:30 10:30 14:00 10:00 13:40 

ｐＨ － 8.4 8.7 8.5 8.6 7.5 7.5 

ＢＯＤ mg/L 7.2  11  12  11 1.7 1.9 

ＣＯＤ mg/L  12  15  15  16 4.1 4.3 

ＳＳ mg/L  16  27  26  60 6.6 9.3 

ＤＯ mg/L  12  12  11  14 6.5 7.2 

大腸菌群数 MPN/100m L 23 23 17  26 26  49 

ｎ-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 

Ｔ－Ｎ mg/L 1.1 1.8 2.9 3.0  0.53  0.36 

Ｔ－Ｐ mg/L  0.54  0.55 1.3 1.3   0.083   0.061 

水温 ℃ 27.5 30.3 32.8 31.8 31.0 31.6 

外観 － 微混濁 微混濁 微混濁 微混濁 微混濁 微混濁 

塩分 － 17.2 17.3 18.3 18.3 20.4 15.3 

流量 m3/分    8.0    7.9  2.0     11 － － 

カドミウム mg/L  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001 

全シアン化合物 mg/L  < 0.1  < 0.1  < 0.1  < 0.1  < 0.1  < 0.1 

鉛 mg/L  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005 

六価クロム mg/L  < 0.04  < 0.04  < 0.04  < 0.04  < 0.04  < 0.04 

砒素 mg/L  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005  < 0.005 

総水銀 mg/L  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005 

アルキル水銀 mg/L  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005 

ＰＣＢ mg/L  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005 

四塩化炭素 mg/L  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ mg/L  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L  < 0.0004  < 0.0004  < 0.0004  < 0.0004  < 0.0004  < 0.0004 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005  < 0.0005 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L  < 0.0006  < 0.0006  < 0.0006  < 0.0006  < 0.0006  < 0.0006 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L  < 0.004  < 0.004  < 0.004  < 0.004  < 0.004  < 0.004 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002  < 0.0002 

ベンゼン mg/L  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001  < 0.001 

チウラム mg/L  < 0.0006  < 0.0006  < 0.0006  < 0.0006  < 0.0006  < 0.0006 

シマジン mg/L  < 0.0003  < 0.0003  < 0.0003  < 0.0003  < 0.0003  < 0.0003 

チオベンカルブ mg/L  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002 

セレン mg/L  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002  < 0.002 

亜硝酸性窒素及び 

硝酸性窒素 
mg/L  < 0.02  < 0.02  < 0.02  < 0.02  < 0.02  < 0.02 

ほう素 mg/L    2.1    2.1    2.2    2.2 2.4 2.0 

ふっ素 mg/L    0.24    0.23    0.35    0.39  0.24  0.24 

調査日：平成 14 年 8 月 8 日 
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表 8.4.1.1-1(3) 平水時の水質調査結果（秋季） 

調査地点 

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ西水路 排水機場水路 木曽川① 調査項目等 単位 

下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 

採水時刻 － 10:00 14:00 10:30 14:20 10:40 14:00 

ｐＨ － 7.6 7.9 8.4 8.3 7.9 8.0 

ＢＯＤ mg/L 2.3 3.0 3.4 2.7 0.9 0.9 

ＣＯＤ mg/L 5.1 6.4  10 8.1 3.1 1.9 

ＳＳ mg/L  10  12  29  17 6.3 5.8 

ＤＯ mg/L 5.6 9.3  12  12 7.5 9.0 

大腸菌群数 MPN/100m L 350 350 70 23  6 22 

ｎ-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L  < 0.5  < 0.5  < 0.5  < 0.5  < 0.5  < 0.5 

Ｔ－Ｎ mg/L  0.60  0.62  0.48  0.50  0.37  0.50 

Ｔ－Ｐ mg/L  0.35  0.39  0.18  0.19   0.041   0.036

水温 ℃   15.0   10.5   10.1   11.5   13.5   12.7 

帯黄 帯黄 帯黄 帯黄 
外観 － 

微混濁 微混濁 微混濁 微混濁
ほぼ透明 ほぼ透明

塩分 －   17.6   18.2   13.2   13.4   21.1   12.3 

流量 m3/分   10.2    7.8   23.2   15.9 － － 
調査日：平成 14 年 11 月 20 日 

 

表 8.4.1.1-1(4) 平水時の水質調査結果（冬季） 

調査地点 

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ西水路 排水機場水路 木曽川① 調査項目等 単位 

下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 

採水時刻 － 8:50 12:15 9:30 12:20 9:10 12:40 

ｐＨ － 7.1 7.5 8.3 8.3 7.8 7.9 

ＢＯＤ mg/L 1.9 4.4 7.7 8.8 1.8 1.6 

ＣＯＤ mg/L 5.3 8.5  14  15 2.8 2.5 

ＳＳ mg/L 6.6 8.0  10  14 1.9 1.5 

ＤＯ mg/L 7.5  11  12  14 9.0  10 

大腸菌群数 MPN/100m L 23  11  4  4  0  0 

ｎ-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L  < 0.5  < 0.5  < 0.5  < 0.5  < 0.5  < 0.5 

Ｔ－Ｎ mg/L  0.71  0.93  0.69 1.0  0.40  0.45 

Ｔ－Ｐ mg/L  0.15  0.22  0.19  0.17   0.030   0.029

水温 ℃   10.5   11.5    8.5    8.0    8.0    9.0 

外観  微混濁 微混濁 微混濁 微混濁 ほぼ透明 ほぼ透明

塩分 －   14.4   16.8    8.71    9.19   19.4   14.0 

流量 m3/分   19.7   16.0   19.3   26.7 － － 
調査日：平成 15 年 2 月 14 日 
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(1) 降雨時の水質調査結果（平成 15 年） 

平成 15 年の降雨時の水質調査結果を表 8.4.1.2-1(1)に、平成 16 年の調査結果は表

8.4.1.2-1(2)に示す。 

表 8.4.1.2-1(1) 降雨時の水質調査結果（平成 15 年） 

平成 15 年 6 月 18 日 平成 15 年 6 月 19 日 
調査地点 

調査 

項目等 
単位 

上げ潮 下げ潮 上げ潮 

採水時刻 － 16:00 16:45 17:50 10:45 11:50 12:50 16:35 17:35 18:35

ＳＳ mg/L 14 16 14 6 6 7 8 8 12 

水温 ℃ 21.0 21.5 21.5 22.0 22.2 23.0 23.7 23.6 23.6

外観  黄白濁 黄白濁 黄白濁 黄白濁 黄白濁 黄白濁 黄白濁 黄白濁 黄白濁

塩分 － 2.9 3.3 3.3 2.6 2.1 2.1 2.2 2.3 2.4 

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ 

西水路 

流量 m3/分 9.24 9.36 9.00 9.30 9.00 9.18 8.46 8.22 8.46

採水時刻 － 16:10 17:05 18:05 11:05 12:05 13:05 16:50 17:50 18:50

ＳＳ mg/L 10 9 7 11 12 9 15 10 10 

水温 ℃ 23.4 23.5 23.5 23.8 23.7 23.8 24.0 24.1 24.0

外観  灰茶濁 灰茶濁 灰茶濁 灰茶濁 灰茶濁 灰茶濁 灰茶濁 灰茶濁 灰茶濁

塩分 － 9.7 9.9 9.5 8.5 8.3 8.2 8.4 8.3 8.4 

排水機場

水路 

流量 m3/分 84.0 89.4 79.2 79.2 81.6 84.0 84.0 86.4 79.8

採水時刻 － 16:00 17:00 18:00 11:00 12:00 13:00 16:50 17:50 18:50

ＳＳ mg/L 22 11 5 5 8 10 17 16 16 

水温 ℃ 22.8 21.3 21.5 22.4 22.2 22.4 22.0 21.7 22.0

外観  黄白濁 黄白濁 微淡黄 微淡黄 微淡黄 微淡黄 黄白濁 黄白濁 黄白濁

塩分 － 4.3 3.8 5.0 7.9 5.1 3.8 3.3 4.7 6.6 

木曽川① 

流量 m3/分 － － － － － － － － － 

 

表 8.4.1.2-1(2)  降雨時の水質調査結果（平成 16 年） 

調査地点 
調査月日 

及び時刻 

SS 

(mg/L) 

温度 

(℃) 
外観 

塩分 

(‰) 

流量 

(m3/分) 

8 月 30 日 

18:00 
250 － 暗灰濁 － － 

東水路① 
8 月 31 日 

9:30 
26 － 灰茶濁 － － 

中央水路 
8 月 31 日 

9:15 
49 － 灰茶濁 － － 

8 月 30 日 

18:30 
290 － 黄白濁 － － 

木曽川② 
8 月 31 日 

10:00 
11 － 淡白濁 － － 

注）1.平成 15 年 6 月 18 日の調査は、28mm/h の降雨より約 48 時間後に実施。 

  2.平成 15 年 6 月 19 日の調査は、28mm/h の降雨より約 72 時間後に実施。 

  3.平成 16 年 8 月 30 日の調査は、57mm/h の降雨より約 3時間後に実施。 

  4.平成 16 年 8 月 31 日の調査は、12mm/h の降雨より約 3時間後、57mm/h の降雨より約 18 時間後に実施。 

  5.降雨データは、調査地点から最も近い津地方気象台桑名観測所における観測結果。 

資料 8.4.1.2-1 降雨時の水質調査結果                 [本編 p207 対応]
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４．２ 予測 

4.2.1 工事の実施 

資料 8.4.2.1-1 降雨時に造成面から発生する濁水の予測        [本編 p211 対応] 

 

(1) 濁水発生量の算出 

降雨時に造成面から発生する濁水発生量は、「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」

（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11 月）に基づき算出した。算出にあたっては、工

事区域の流域区分ごとの面積と降雨強度及び工事区域の地表面の状態により設定する雨水

流出係数を考慮して、次のように算出した。 

000,1
22

000,1
11 AIfAIfQ ⋅

⋅+
⋅

⋅=  

 
ここで、  Q  :雨水流出量（m3/h） 
          I  :降雨強度（mm/h） 
          1f  :造成区域の雨水流出係数(＝0.5） 
          2f  :非造成区域の雨水流出係数(＝0.3) 
          1A  :流域内の造成区域面積（m2） 
          2A  :流域内の非造成区域面積（m2） 
 

(2) 表面積及び滞留時間の算出 

表面積及び滞留時間は、沈砂設備等の床面積及び容量と濁水流入量を用いて、次のよう

に算出した。 

 

表面積負荷（m/h）＝ 

 

 

滞留時間（h）＝ 

 

 

(3) 排水機場水路における SS 濃度の算出 

排水機場水路は、東水路（中央水路経由）及び西水路が合流した水路であるため、排水

機場水路における SS 濃度は、各水路での SS 濃度と雨水流出量を用いて、次のように完全

混合式により算出した。 

10

1100

qq
qCqC

C
+

⋅+⋅
=  

 

ここで、C  ：混合後の SS 濃度(mg/L) 
    10 ,CC  ：各水路における SS 濃度(mg/L) 
    10 ,qq  ：各水路における雨水流出量(m3/h) 
 
 
 
 

沈砂設備等への濁水流入量（m3/h） 

沈砂設備等の床面積（m2）

沈砂設備等の貯水容量（m3）

沈砂設備等への濁水流入量（m3/h） 
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資料 8.4.2.1-2 公共用水域における拡散式              [本編 p211 対応] 

 

次に示す岩井・井上の式を用いた。 

一様な一方向の定常流が存在する 2次元の無限の広がりを持つ海洋中において、点状汚濁

源から連続的に汚濁物質が放出される場合の拡散計算式である。 

( )ηλ
π 02

exp
2

Kt
K
ux

KKd
qS

xyx
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−=  

ここで、 S  ：浮遊物質量(SS)の濃度(mg/L) 
q  ：単位時間当たりの発生汚濁負荷量(μg/s) 
u  ：ｘ方向の定常流流速(cm/s) 

xK  ：ｘ方向の拡散係数(cm2/s) 

yK  ：ｙ方向の拡散係数(cm2/s) 
λ  ：汚濁物質の減少係数(1/s) 
d  ：汚濁物質の混合層の厚さ(cm) 
( )η0K  ：第 2種ベッセル関数 

 

( ) ( )dttK ∫
∞

−=
0

0 coshexp ηη  

 

⎟
⎟
⎠

⎞
⎜
⎜
⎝

⎛
+= 2

2

2

21
2 yxx K

y
K
x

K
uη  

 

なお、 y＝0とし、かつ、 KKK yx == 、λ＝0と仮定すると Kxu 2/ ＞50 の条件

のもとでは、以下のような式となる。予測ではこの式を用いた。 

 

Kuxd
q

K
xuK

K
xu

dK
qS

ππ 222
exp

2 0 ≈⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛⋅⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛=  

 
ここで、x：流入点からの距離(cm) 
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資料 8.4.2.1-3 予測条件（工事の実施）              [本編 p211,p213 対応]

 

(1) 雨水流出係数の設定 

雨水流出係数は、「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、

平成 11 年 11 月）に基づき設定した。 

雨水流出係数は、工事時の地表面の状態により設定するものとし、工事区域が造成区域

（基本的に裸地面）の場合は 0.5、非造成区域（植栽等のある区域）の場合は 0.3 とした。 

(2) 降雨強度の設定 

「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」（建設省都市局都市計画課、平成 11 年 11

月）によると、予測で用いる降雨強度は事業実施区域の周辺地域における日常的な降雨量

を設定することとしている。事業実施区域に最も近い津地方気象台桑名観測所における過

去 10 年間の年別の最大 1 時間降水量を表 8.4.2.1-3(1)に示す。本地域では降雨強度は弱

く、50mm/h 以上の年が 2回であり、ほとんどの年が 30mm/h 前後となっており、過去 10 年

間の平均が 37mm/h である。そこで、本予測の対象とする降雨強度として、過去 10 年間の

年別最大 1時間降水量の平均値 37mm/h を設定した。 

 

表 8.4.2.1-3(1) 桑名観測所の年別最大 1時間降水量 

観測年（年） 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 
10 年間

平均 

最大 1時間降水量

（mm/h） 
32 21 34 17 57 70 48 34 26 29 37 

出典)：地域気象観測所データ（気象庁） 

注）2000 年には東海豪雨が発生している。 

参考）気象庁の気象観測法の区分では、降雨強度により弱雨、並雨、強雨の 3段階である。弱雨は瞬間強度 0.0～3.0mm/h

未満（気象庁の区分：強度 0）、並雨は瞬間強度 3.0～15.0mm/h 未満（同：強度 1）、強雨は瞬間強度 15.0mm/h 以

上（同：強度 2）と区分している。 

 

(3) 沈砂設備の条件 

事業実施区域内には、沈砂設備として沈砂池を、わんぱく原っぱ（東側）に 9ヶ所、わ

んぱく原っぱ（西側）に 3ヶ所、デイキャンプ場に 6ヶ所、冒険広場に 3ヶ所、ストック

ヤードに 12 ヶ所設置するものとして予測を行った。 

事業実施区域内に設置する沈砂設備の条件を表 8.4.2.1-3(2)に、想定した沈砂池の概要

を図 8.4.2.1-3(1)に、配置を図 8.4.2.1-3(2)に示す。 
 

表 8.4.2.1-3(2) 予測時に想定した沈砂設備の条件 

沈砂設備等 設置場所 設置数
沈砂池 1ヶ所 

あたりの容量(m3)

沈砂池 1ヶ所あた

りの床面積(m2) 

わんぱく原っぱ（東側） 9 156 16 

デイキャンプ場 6 156 16 

わんぱく原っぱ（西側） 3 156 16 

冒険広場 3 156 16 

沈砂池 

ストックヤード 12 156 16 
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【平面図】

【断面図】

 

図 8.4.2.1-3(1) 予測時に想定した沈砂池の形状 

 

予測時には、図 8.4.2.1-3(1)のような形状の沈砂池を、図 8.4.2.1-3(3)の流域面積の区

分毎に、図 8.4.2.1-3(2)のように設置することを想定した。 

図 8.4.2.1-3(2) 予測時に想定した沈砂池の概要 

 

なお、実際の濁水の発生は、搬入される土砂成分等の影響を受ける。そのため、持ち込

まれる土砂について事前に試験を実施し、沈砂池から外周水路へ排出される排出水の SS

濃度が降雨時の現況調査結果（250mg/L）を超えないよう、裸地となる面積、降雨強度等も

考慮して適切に沈砂池を設置する。 

わんぱく原っぱ（東側・西側） 

 

 

 

 

（わんぱく原っぱでは、各流域面積について、このように設置することを想定） 
 

デイキャンプ場 

 

 

 

 

（デイキャンプ場では、各流域面積について、このように設置することを想定） 
 
冒険広場 

 

 

 

（冒険広場では、各流域面積について、このように設置することを想定） 
 
ストックヤード 

 

 

 

 

（ストックヤードでは、これを 6ヶ所設置することを想定） 

 外周水路へ 
沈砂池 

（1段目） （2段目） 

濁水流入 

 外周水路へ

沈砂池 

（1段目） （2段目） （3段目）

濁水流入 

 外周水路へ 
沈砂池 

（1段目） （2段目） 

濁水流入 

 外周水路へ 
沈砂池 

濁水流入 
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(4) その他の条件 

その他の条件を次に示す。 

 

表 8.4.2.1-3(3) その他の条件 

  予測条件：降雨強度 37(mm/h)の場合 

対象箇所 流域番号 
流域面積

A1(m2) 

流出

係数

降雨 

強度 

(mm/h)

沈砂池 1ヶ

所あたりの

表面積負荷

(m/h) 

沈砂池

の 

設置数

対象流域の

沈砂池の 

濁水流入量 

(m3/h) 

対象流

域内の

沈砂池

の貯水

容量 

(m3) 

滞留

時間

（h）

東 1 59,700 0.5 37 69.0 3 1,104 468 0.424

東 2 127,300 0.5 37 147.2 3 2,355 468 0.199

わんぱく

原っぱ 

(東側) 東 3 129,500 0.5 37 149.7 3 2,396 468 0.195

東 4 110,168 0.5 37 127.4 2 2,038 312 0.153

東 5 111,492 0.5 37 128.9 2 2,063 312 0.151
デイキャ

ンプ場 
東 6 109,697 0.5 37 126.8 2 2,029 312 0.154

わんぱく

原っぱ 

(西側) 

西 1 107,200 0.5 37 124.0 3 1,983 468 0.236

西 2 94,067 0.5 37 108.8 1 1,740 156 0.090

西 3 102,266 0.5 37 118.2 1 1,892 156 0.082冒険広場 

西 4 98,440 0.5 37 113.8 1 1,821 156 0.086

ストック

ヤード 

ストック 

ヤード 
126,800 0.5 37 146.6 12 2,346 1872 0.798

     

 

対象箇所 流域番号 
流域面積

A1(m2) 

流出 

係数 

降雨 

強度 

(mm/h)

沈砂池 1ヶ

所あたりの

表面積負荷

(m/h) 

沈砂池

の 

設置数

対象流域の

沈砂池の 

濁水流入量 

(m3/h) 

対象流

域内の

沈砂池

の貯水

容量 

(m3) 

滞留 

時間 

（h） 

東 1 59,700 0.5 15 28.0 3 448 468 1.045 

東 2 127,300 0.5 15 59.7 3 955 468 0.490 

わんぱく

原っぱ 

(東側) 東 3 129,500 0.5 15 60.7 3 971 468 0.482 

東 4 110,168 0.5 15 51.6 2 826 312 0.378 

東 5 111,492 0.5 15 52.3 2 836 312 0.373 
デイキャ

ンプ場 
東 6 109,697 0.5 15 51.4 2 823 312 0.379 

わんぱく

原っぱ 

(西側) 

西 1 107,200 0.5 15 50.3 3 804 468 0.582 

西 2 94,067 0.5 15 44.1 1 705 156 0.221 

西 3 102,266 0.5 15 47.9 1 767 156 0.203 冒険広場 

西 4 98,440 0.5 15 46.1 1 738 156 0.211 

ストック

ヤード 

ストック 

ヤード 
126,800 0.5 15 59.4 12 951 1872 1.968 

参考予測条件：降雨強度 15(mm/h)の場合 
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  参考予測条件：降雨強度 57(mm/h)の場合 

対象箇所 流域番号 
流域面積

A1(m2) 

流出 

係数 

降雨 

強度 

(mm/h)

沈砂池 1ヶ

所あたりの

表面積負荷

(m/h) 

沈砂池

の 

設置数

対象流域の

沈砂池の 

濁水流入量 

(m3/h) 

対象流

域内の

沈砂池

の貯水

容量 

(m3) 

滞留

時間

（h）

東 1 59,700 0.5 57 106.3 3 1,701 468 0.275

東 2 127,300 0.5 57 226.8 3 3,628 468 0.129

わんぱく 

原っぱ 

(東側) 東 3 129,500 0.5 57 230.7 3 3,691 468 0.127

東 4 110,168 0.5 57 196.2 2 3,140 312 0.099

東 5 111,492 0.5 57 198.6 2 3,178 312 0.098
デイキャン

プ場 
東 6 109,697 0.5 57 195.4 2 3,126 312 0.100

わんぱく 

原っぱ 

(西側) 

西 1 107,200 0.5 57 191.0 3 3,055 468 0.153

西 2 94,067 0.5 57 167.6 1 2,681 156 0.058

西 3 102,266 0.5 57 182.2 1 2,915 156 0.054冒険広場 

西 4 98,440 0.5 57 175.3 1 2,806 156 0.056

ストック 

ヤード 

ストック 

ヤード 
126,800 0.5 57 225.9 12 3,614 1872 0.518
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次に、沈降試験結果をもとに、沈降速度分布曲線を各採取試料について以下の関係式で

求めた。 

b)ln(a
C
C

0

t +⋅= υ  

ただし、 C0 ：初期濃度(mg/L) 

    Ct ：t 時間後の濃度 

    υ ：沈降速度（＝表面積負荷）(m/h) 

    a,b ：係数 

 

なお、沈砂池排出口における SS 濃度は、各試料の沈降速度分布曲線と前述の予測条件を

用いて求めた。 

 

(7) 岩井・井上の式における予測条件の設定 

x 方向の定常流流速(cm/s)は、「伊勢湾潮流図」（海上保安庁、平成 7 年）によると伊勢

湾の中央部で約 0.5～0.6 ノット(約 25～30cm/s)であるため、25cm/s に設定した。 

拡散係数は、「瀬戸内海環境保全臨時措置法施行規則第 4条第 1項の事前評価について」

（昭和 49 年 4 月 9日環水規第 76 号）より 104cm2/s とした。 

汚濁物質の混合層の厚さ(cm)は、海の干満の影響を受けるため干潮と満潮の平均を用い

100cm とした。 

流入点からの距離については 100cm とした。 

単位時間当たりの発生汚濁負荷量については、排水機場の SS 濃度と排水機場の処理能力

（=0.55（m3/s））を単位換算し掛け合わせて算出した。 



 

116 

 

資料 8.4.2.1-4 沈降試験結果                     [本編 p211 対応]

 

 沈降試験結果を表 8.4.2.1-4 に示した。 

 

表 8.4.2.1-4(1) 沈降試験結果 

わんぱく原っぱ 

（東側） 

わんぱく原っぱ

（西側） 
デイキャンプ場 冒険広場 ストックヤード

経過 

時刻 

（分） 

沈降速度 

（m/h） 
SS 

濃度 

(mg/L) 

残留率 

Ct/C0 

SS 

濃度 

(mg/L)

残留率

Ct/C0 

SS 

濃度 

(mg/L)

残留率

Ct/C0 

SS 

濃度 

(mg/L)

残留率 

Ct/C0 

SS 

濃度 

(mg/L) 

残留率

Ct/C0

2 29.469 634 0.317 680 0.340 530 0.265 251 0.126 528 0.264

5 11.682 600 0.300 638 0.319 520 0.260 186 0.093 502 0.251

10 5.788 572 0.286 480 0.240 490 0.245 144 0.072 488 0.244

30 1.912 516 0.258 372 0.186 412 0.206 102 0.051 432 0.216

60 0.947 440 0.220 288 0.144 350 0.175 72 0.036 332 0.166

120 0.469 390 0.195 230 0.115 298 0.149 57 0.029 214 0.107

240 0.232 314 0.157 178 0.089 234 0.117 45 0.023 161 0.081

360 0.153 264 0.132 138 0.069 202 0.101 36 0.018 133 0.067

480 0.114 239 0.120 127 0.064 176 0.088 32 0.016 113 0.057

1440 0.038 173 0.087 79 0.040 149 0.075 24 0.012 78 0.039

2880 0.019 108 0.054 49 0.025 79 0.040 16 0.008 76 0.054

注）初期濃度は 2,000(mg/L)とした。 

 

 

表 8.4.2.1-4(2) 沈降速度分布曲線 

関係式 
わんぱく原っぱ

（東側） 

わんぱく原っぱ

（西側） 
デイキャンプ場 冒険広場 ストックヤード

a 0.0378 0.0455 0.0332 0.0152 0.0373 

b 0.2115 0.1702 0.1725 0.0512 0.1570 ba
C
Ct +⋅= )ln(

0

υ  

R2 0.9810 0.9583 0.9809 0.8964 0.9415 

C0 ：初期濃度  

Ct ：t時間後の濃度 

v ：初期濃度 
a, b ：係数 
R ：相関係数 
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資料 8.4.2.1-5 予測結果（工事の実施）                [本編 p212 対応]

 

工事の実施の際の水質の予測結果を表 8.4.2.1-5 に示した。ただし、この予測結果は、木曽岬

干拓地にある土砂により行っているため、実際に搬入される土砂のものとはなっていない。従っ

て、下記の予測結果は、搬入土砂が木曽岬干拓地にある土砂と同等と想定した場合の予測結果で

ある。 

 

表 8.4.2.1-5 予測結果比較表（工事の実施） 

項 目 予測 1 予測 2 予測 3 現況降雨時最大

ストックヤード西水路(mg/L) 118 153 171 

参考：東水路②(mg/L) 99 129 145 

排水機場水路(mg/L) 153 185 202 

250 

（東水路） 

予
測
結
果 

木曽川①(mg/L) 47 57 63 290 

降雨強度(mm/h) 15 37 57 － 

予
測
条
件 

沈 砂 池 

・(ストックヤード) 

床面積 16m2の沈砂池 12 ヶ 

・(わんぱく原っぱ(東側)) 

床面積 16m2の沈砂池 9 ヶ 

・(わんぱく原っぱ(西側)) 

床面積 16m2の沈砂池 3 ヶ 

・(デイキャンプ場) 

床面積 16m2の沈砂池 6 ヶ 

・(冒険広場) 

床面積 16m2の沈砂池 3 ヶ 

－ 

備 考 

降雨強度は、気象

庁の気象観測法

の区分で強雨に

区 分 さ れ る

15mm/h とした。

降雨強度は、桑名

観測所の年別時

間雨量の最大値

の 10 年間の平均

値とした。 

降雨強度は、現況

調査時の時間最

大雨量とした。 － 

注）1.造成工事において発生する濁水の初期濃度は 2,000(mg/L)とした。 

2.排水機場水路では、東水路と西水路が合流するため、完全混合式により予測した。 

3.公共用水域予測地点における SS 濃度は、排水機場の予測結果を用いて、公共用水域における拡散式により算出した。 
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4.2.2 存在及び供用 

資料 8.4.2.2-1 予測条件（存在及び供用）               [本編 p213 対応]

 

(1) 降雨強度等 

降雨強度、土砂沈砂特性及び岩井・井上の式における予測条件の設定は、資料 8.4.2.1-3

と同様とした。 

(2) 雨水流出係数の設定 

雨水流出係数は、供用時の地表面の状態により設定するものとし、裸地面の場合は 0.5、

植栽等のある区域の場合は 0.3 とした。 

(3) 沈砂設備等の条件 

事業実施区域内には、沈砂設備としてストックヤード内の 12 ヶ所に沈砂池を設置するも

のとして予測を行った。 

事業実施区域内に設置する沈砂設備等の条件を表 8.4.2.2-1(1)に、配置を図

8.4.2.2-1(1)に示す。想定した沈砂池の概要は「資料 8.4.2.1-3 予測条件（工事の実施）」

と同様とした。 

 

表 8.4.2.2-1(1) 沈砂設備等の条件 

沈砂設備等 設置場所 設置数
沈砂池 1ヶ所 

あたりの容量(m3)

沈砂池 1ヶ所あた

りの床面積(m2) 

沈砂池 ストックヤード 12 156 16 

 

 

 

(4) その他の条件等 

その他の条件を次に示す。 

 

表 8.4.2.2-1(2) その他の条件 

流域番号 
流域面積

A1(m2) 

流出 

係数 

降雨 

強度 

(mm/h)

沈砂池 1

ヶ所あた

りの表面

積負荷 

(m2/h) 

沈砂池

の 

設置数

対象流域の

沈砂池への

濁水流入量

(m3/h) 

対象流

域内の

沈砂池

への貯

水容量 

(m3) 

滞留 

時間 

（h）

ストック 

ヤード 
126,800 0.5 15 59.4 12 951 1872 1.968

ストック 

ヤード 
126,800 0.5 37 146.6 12 2,346 1872 0.798

ストック 

ヤード 
126,800 0.5 57 225.9 12 3,614 1872 0.518
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資料 8.4.2.2-2 予測結果（存在及び供用）               [本編 p213 対応]

 

工事の実施の際の水質の予測結果を表 8.4.2.2-2 に示した。ただし、この予測結果は、木曽岬

干拓地にある土砂により行っているため、実際に搬入される土砂のものとはなっていない。従っ

て、下記の予測結果は、搬入土砂が木曽岬干拓地にある土砂と同等と想定した場合の予測結果で

ある。 

 

表 8.4.2.2-2 予測結果比較表（存在及び供用） 

項 目 予測 1 予測 2 予測 3 現況降雨時最大 

ストックヤード西水路(mg/L) 117 153 171 

排水機場水路(mg/L) 117 153 171 

250 

（東水路） 

予
測
結
果 

木曽川①(mg/L) 37 47 53 290 

降雨強度(mm/h) 15 37 57 － 予
測
条
件 沈 砂 池 

・(ストックヤード) 

床面積 16 ㎡の沈砂池 12 ヶ 
－ 

備 考 

降雨強度は、気象

庁の気象観測法の

区分で強雨に区分

される15mm/hとし

た。 

降雨強度は、桑名

観測所の年別時間

雨量の最大値の 10

年間の平均値とし

た。 

降雨強度は、現況

調査時の時間最大

雨量とした。 

 

注）1.造成工事において発生する濁水の初期濃度は 2,000(mg/L)とした。 

2.排水機場水路では、東水路と西水路が合流するため、完全混合式により予測した。 

3.公共用水域予測地点における SS 濃度は、排水機場の予測結果を用いて、公共用水域における拡散式により算出した。 
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５ 地形及び地質 

５．２ 予測 

5.2.1 存在及び供用 

(4) 予測方法 

資料 8.5.2.1-1 側方流動                      [本編 p227～228 対応] 

 

「平成 7年度木曽岬地区堤防安全性等点検業務 報告書」（東海農政局木曽岬干拓建設事
業所）(以下既往報告書)を参考に沈下量の計算を行い、沈下量との関係から側方流動量を推
定した。 
1) 計算断面モデル 

 ①ストックヤード（盛土高:5.02m、盛土勾配 1：2） 

 ②わんぱく原っぱ（盛土高:5.02m、盛土勾配 1：5） 

盛 土

  盛土高:5.02m γt=1.7g/cm3

沖積砂質土層 層厚14.1m γt=1.71g/cm3

沖積粘土層 層厚12.7m γt=1.60g/cm3

砂質土層

T.P.+4.52m

T.P.-0.5m

沖積シルト層（下部） 層厚6.2m γt=1.70g/cm3

沖積シルト層（上部） 層厚6.6m γt=1.70g/cm3

1:2～1
:5

（排水層）

（排水層）

（圧密層厚D=25.5ｍ）

（最大排水距離H=12.75ｍ）

（最大排水距離H=12.75ｍ）

 
図 8.5.2.1-1(1) 沈下量計算等標準断面図 

 
2) 土質条件 

土質条件は、既往報告書を参考とした。また、盛土に使用する土砂の土質定数は現在不

明であることから、一般的な盛土材の定数を用いる。 
 

表 8.5.2.1-1(1) 土質定数 

単位体積重量 g/cm3 強度特性 圧密特性 変形特性 

地 

 

層 

平 

均 

Ｎ 

値 

γt γsat γ’ 

内部

摩擦角

φ(°)

粘着力

ｃ 

(tf/m2)

圧縮

指数

Cc

体積 

圧縮係数

mv 

(m2/tf)

圧密

係数

Cv 

(cm2/d)

ポ 

ア 

ソ 

ン 

比 

変形 

係数 

E 

(tf/m2) 

備 

 

考 

11.8 3304 上部沖積砂質土層 
As 17.2 

1.71 1.77 0.77 30 2.0    0.33 
4816 下部

沖積ｼﾙﾄ層 
(上部) 
Asi-u 

－ 1.70 1.70 0.70 0 5.5 0.5 0.0024 1500 0.48 1155  

沖積ｼﾙﾄ層 
(下部) 
Asi-L 

－ 1.70 1.70 0.70 0 6.5 0.5 0.0024 700 0.48 1365  

沖積粘土層 
Ac 

－ 1.60 1.60 0.60 0 
0.39Z
+3.6

0.5 0.0035 160 0.48 3486  

計画盛土 － 1.7 1.8 0.8 30        
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x1 

R2 β2 

β 

β1 

R1 

(x,y,z) 

yσ  

●帯荷重 

帯荷重は線荷重による応力σyを帯幅について積分することによって求められる。 

帯幅を X1から X2とすると帯荷重による応力は以下のようになる。 
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上式において、 12 βββ −= , φ＝ 12 ββ + とおくと 

( )βφβ
π

σ +⋅= cossinq
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圧密に要する時間は、以下に示す式により算出した。 

・ Tv
cv
Ht

2

･=  

   t ：圧密に要する時間(day) 
   H ：最大排水距離(cm)  圧密層厚 D0とする時 
               両面排水の場合 H=D0/2 
               片面排水の場合 H=D0 
     （圧密対象層である沖積シルト層、沖積粘土層の上下に分布する沖積砂質土層は、圧密層に比べ透水性が大き

く排水層として期待できるため、両面排水で計算を行った。） 

    cv：圧密係数(cm2/day) 
   Tv：圧密度 Uv に対応する時間係数 
     （沈下速度の計算は、圧密層を構成する各土層の cv 値の中から最小値の土層の cv 値をとり、下記に示した圧

密層厚に換算し、単一土層として計算している。沈下速度の計算は、上述した市販ソフトにより行った。） 

q 

x2 x 

y

図 8.5.2.1-1(7) 帯荷重による地中応力 
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資料 8.5.2.1-2 すべり破壊                       [本編 p230 対応] 

 

木曽岬干拓地の地盤上に計画盛土高さ(5.02m)を行う際に、地盤及び盛土自体のすべり破

壊発生の有無を安定計算により確認した。 

   1) 計算断面モデル 

側方流動の計算断面モデルのうち、盛土勾配の厳しいストックヤードの断面モデルとし

た。 

   2) 計算断面モデル 

側方流動の検討で使用した土質条件と同様とした。 

   3) 計算方法 

安定計算は以下に示す有効応力法を用いて行った。なお、実際の計算は市販ソフトウェ

ア（富士通エフアイピイ「安定計算プログラムＣＯＳＴＡＮＡ」）を用いた。 

・有効応力法 

αΣ
φαΣ

sinW
)'tancos'Wl'c(Fs

⋅
⋅⋅+⋅

=  

   Fs：安全率 
ｃ’ ：有効応力に関する土の粘着力 
ｌ ：細片部のすべり面の長さ 
α ：細片部のすべり面平均傾斜角 

   φ’ ：有効応力に関するせん断抵抗角 
   Ｗ ：細片の土の全重量 
   Ｗ’ ：地下水位以下の浮力を考えた細片の有効重量 
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資料 8.5.2.1-3 予測結果                        [本編 p230 対応] 

 
1) 沈下量と圧密沈下時間 

盛土中央部における沈下時間と沈下量及び最終沈下量は、表 8.5.2.1-3(1)に示すとおり

である。盛土中央部での最終沈下量は 0.64m であるが、圧密度が 90％となる沈下時間は約

11.5 年の時間を要する結果となった。 

 

表 8.5.2.1-3(1) 沈下時間と沈下量(盛土中央部) 

圧密度(%) 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

沈下時間(日) 40 157 352 625 977 1422 2000 2815 4209 ∞ 

沈下量(m) 0.064 0.128 0.192 0.256 0.320 0.384 0.449 0.513 0.577 0.640

 

 

図 8.5.2.1-3(1) 盛土中央部における圧密度～圧密時間曲線 

 

2) 地盤の安定性 

安定計算結果は図 8.5.2.1-3(2)に示すとおりである。その結果、最小の安全率は約 2.3

となり、安全率 1.2 を十分に満足している結果となった（安全率が 1 未満になると破壊を

意味する）。従って、想定した土質条件では盛土による地盤の破壊は起こらないため地盤の

破壊による周辺地盤への影響も起こらないこととなる。 

なお、地下水位は干拓地地盤高さとし、計算に用いた地盤の定数等は同図の中に記載し

た。 

 
 



 

 

図 8.5.2.1-3(2) 等安全率図（常時）

ストックヤード  

縮尺 ； 1/ 821  

最小安全率 F S MIN = 2.331 

円弧の中心 X = 53.00 （ｍ）

Y = 47.00 （ｍ）

半径 R = 8.40 （ｍ）

抵抗モーメント M R = 3182.2 （ｋＮ・ｍ）

起動モーメント M D = 1365.0 （ｋＮ・ｍ）

層番号 飽和重量 湿潤重量 内部摩擦角 粘着力 粘着力の 水平震度 鉛直震度  

（ｋＮ／ｍ
3
)（ｋＮ／ｍ

3
) （度） （ｋＮ／ｍ

2
) 一次係数 

1 16 00 16 00 0 00 36 00 0 39 0 000 0 000

2 17.00 17.00 0.00 65.00 0.00 0.000 0.000  

3 17 00 17 00 0 00 55 00 0 00 0 000 0 000

4 17 70 17 10 30 00 20 00 0 00 0 000 0 000

5 18 00 17 00 30 00 0 00 0 00 0 000 0 000

粘着力の基準Ｙ座標  = 0.000 （ｍ）
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６ 陸生動物 

 ６．１ 調査結果の概要 

資料 8.6.1.2 鳥類                         [本編 p254 対応] 

 

表 8.6.1.2 (1) 鳥類確認種一覧(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年度 平成15年度
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 渡り区分 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥 ○ ○
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥 ○ ○ ○
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥 ○ ○ ○
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 ﾎｵｼﾞﾛｶﾞﾓ Bucephala clangula 冬鳥 ○
23 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥 ○ ○ ○
24 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥 ○
25 ｶﾜｱｲｻ Mergus merganser 冬鳥(稀) ○
26 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 ﾊﾁｸﾏ Pernis apivorus 旅鳥 ○ ○
28 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥) ○ ○ ○ ○
29 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥 ○ ○ ○
31 ｹｱｼﾉｽﾘ Buteo lagopus 冬鳥(稀) ○
32 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
33 ｻｼﾊﾞ Butastur indicus 旅鳥 ○ ○
34 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥 ○
36 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
40 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥 ○ ○
41 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥 ○
43 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥 ○ ○ ○ ○
44 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 ｵｵﾊﾞﾝ Fulica atra 冬鳥 ○
46 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥 ○ ○ ○ ○
47 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
48 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥） ○ ○ ○ ○
49 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥） ○ ○ ○ ○ ○
50 ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ Charadrius mongolus 旅鳥 ○ ○
51 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥 ○
52 ﾀﾞｲｾﾞﾝ Pluvialis squatarola 旅鳥 ○
53 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
54 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
55 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥 ○ ○ ○
56 ﾄｳﾈﾝ Calidris ruficollis 旅鳥 ○ ○ ○
57 ﾋﾊﾞﾘｼｷﾞ Calidris subminuta 旅鳥 ○
58 ｵｼﾞﾛﾄｳﾈﾝ Calidris temminckii 旅鳥 ○
59 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥 ○ ○
60 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥 ○ ○ ○
61 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥 ○
62 ｵﾊﾞｼｷﾞ Calidris tenuirostris 旅鳥 ○ ○
63 ｱｶｱｼｼｷﾞ Tringa totanus 旅鳥 ○
64 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥 ○
65 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥 ○ ○ ○ ○
66 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
67 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥 ○ ○ ○
68 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
69 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
70 ｿﾘﾊｼｼｷﾞ Xenus cinereus 旅鳥 ○ ○
71 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥 ○
72 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥 ○ ○
73 ﾎｳﾛｸｼｷﾞ Numenius madagascariensis 旅鳥 ○
74 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
75 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥 ○
76 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
77 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥 ○ ○ ○
78 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀) ○ ○
79 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
80 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
81 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀) ○ ○ ○
82 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀) ○ ○ ○
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表 8.6.1.2 (1) 鳥類確認種一覧(2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年度 平成15年度
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 渡り区分 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季
83 (ﾁﾄﾞﾘ) (ｶﾓﾒ) ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
84 ｽﾞｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus saundersi 冬鳥 ○
85 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥 ○ ○
86 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥） ○ ○ ○ ○ ○
87 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
88 ｱｵﾊﾞﾄ Sphenurus sieboldii 旅鳥 ○
89 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥 ○ ○ ○ ○
90 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥） ○
91 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀) ○
92 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus pacificus 旅鳥 ○ ○
93 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
94 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥 ○ ○ ○
95 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥 ○
96 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
97 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥 ○ ○ ○ ○
98 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
99 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥） ○
100 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥 ○ ○
101 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥 ○ ○ ○ ○ ○
102 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
103 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
104 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥 ○ ○
105 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
106 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥 ○
107 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
108 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
109 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥 ○
110 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
111 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥 ○ ○ ○
112 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥） ○ ○ ○ ○
113 ｸﾛﾂｸﾞﾐ Turdus cardis 旅鳥 ○
114 ｱｶﾊﾗ Turdus chrysolaus 冬鳥 ○
115 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥 ○ ○ ○ ○
116 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
117 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
118 ｺﾖｼｷﾘ Acrocephalus bistrigiceps 旅鳥 ○
119 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
120 ﾒﾎﾞｿﾑｼｸｲ Phylloscopus borealis 旅鳥 ○
121 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥 ○ ○
122 ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ Phylloscopus coronatus 旅鳥 ○
123 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
124 ﾋﾀｷ ｷﾋﾞﾀｷ Ficedula narcissina 旅鳥 ○
125 ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ Muscicapa dauurica 旅鳥 ○
126 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀) ○
127 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○
128 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀） ○
129 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥 ○ ○ ○
130 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
131 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
132 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥 ○ ○
133 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
134 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
135 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥 ○
136 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
137 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥 ○
138 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
139 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥 ○
140 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
141 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥 ○
142 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥 ○ ○ ○
143 ｼﾒ Coccothraustes coccothraustes 旅鳥 ○
144 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
145 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
146 ｶﾗｽ ｶｹｽ Garrulus glandarius 旅鳥 ○
147 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥 ○ ○
148 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥 ○ ○
149 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
150 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
計 14目 36科 151種 - 95種 57種 85種 74種 98種 51種 95種 69種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica - ○
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) Columba livia - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ｲﾝｺ ｲﾝｺ ｾｷｾｲｲﾝｺ Melopsittacus undulatus - ○
4 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava - ○ ○
総計 15目 38科 154種 - 96種 58種 87種 75種 99種 53種 97種 71種
注1)
注2)

注3)

注4)

注5)

外来種

弥富野鳥園における鳥類の繁殖の情報については、弥富野鳥園ホームページ
（http://www.pref.aichi.jp/kankyo/shizen/yasei/yatomi/yatomi.html）を参照した。

種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。

シギ・チドリ類：春:3月～5月、夏:6月～7月、秋:8月～11月、冬:12月～2月
その他の鳥類：春:3月～5月、夏:6月～8月、秋:9月～11月、冬:12月～2月とした。
渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲であ
る鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては
「三重県立博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
渡り区分の解説は以下の通り。
留鳥 ：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
(留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
夏鳥 :春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種
冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(1/24) 

 

 

 

渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 2 2 2 2 1
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥 2
4 ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 17 29 39 13 57 22 31 12 18 14 27 7 21 32 6 10 35 28
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 6 2 1 1 1 1 1 3 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 1 1 4 1 1 5
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 1 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 3 3 3 1 1 1 101 5 4
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 5 2 1 2
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 80 47 54 22 15 26 70 21 20 12 27 12 2 1 1 2
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 2 2 58 7 55 34 11 4
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 4
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 3 1
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 2 4 1 2 3 2 2
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥)
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 1 2 4 4 1 2 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 1 1 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1 2 1 1 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 3 2 2 3 1 1 1 1 6 5
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 1 3
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥） 1
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥 1 1 2 2
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 2 1 7 2 3 6 4 14 12 46 33
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 4 1 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥 1
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥 2
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 1 1 2 3 1
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥 2
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥 32 28 46 86 10 20 4 1 2 4 42 14 25 9 40
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥 1 11 3
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 4
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥） 1
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 3 2 1 1 2 1 30 34
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥）
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 1 1 2 2 9 8 3 5 1 7 4 19 19
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 2 4 2 1 1 11 5 3 2 5
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥 1
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 3 1 2
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 2 1
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 5 1 5 3 3 10 1
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 1 13 21 2
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 2 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥 2
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 5 5 6 2 3 2 2 6 1 6 8 15 18 29 27
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 2 1 2 1
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 2 1 4 2 1
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥 1
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 8 5 1 5 22 10 31 17 26 6 16 4 2 5 6
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥 3 4 3
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 1 1 2
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 2 2
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 2 3 3 1 6
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥 1
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 4 7 1 1
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 2 1 24 2 7 1
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥 2
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 19 8 6 2 10 5 1 2 24 2 7 13 10 10 29 87 161
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 2 2 6 8 7 2 16
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 26 18 7 2 18 15 21 4 9 1 62 4 8 31 82
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 1 1 20 3 10 2 3 2 2 2 3 18 9
計 14目 36科 - 18種 15種 18種 11種 31種 21種 22種 14種 24種 17種 28種 11種 10種 14種 20種 15種 25種 24種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞ Columba livia - 1 1 2 4 6 2 1
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成14年4月

123種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(2/24) 

 

 

 

 

渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 24 25 25 50 31 15 22 19 8 14 22 19 10 4 1 6 9 14
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 2 1 7 1 2
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 2 1 3 3 1 1
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 4 2 2 2 1 2 1 1 4 3 2
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 3 1 1 3 3
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 14 2
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 4 4 1 7 3 4 4 1 3 3 1 1 2 3 3
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 1
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 25 14 35 22 18 10 35 3 12 7 10 13 6 1 5 3 7
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 1
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 1
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥 1
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥）
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥)
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 2 1 1 8 1 1 3 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥)
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 4 2 6 4 6 3 1 1 2 1 1 2
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥 1
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥 3 1 1
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 2 3 2 1 2 3
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥 1
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 1 9 12 2 7 11 9 4 16 12
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥 2 2
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥 16 1
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 2 1 2
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥 2 2 12 2 9 20 21 9
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥 1
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥 1 1 14
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥 37 31 36 1 1 1 4 7 6 2 3
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥 6 1
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 1
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥 6
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 2
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥 1 2
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥） 32 42 36 72 3 6 1 2 6 7 2 3 1
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 6 10 1 4 5 2 1 2 2 3 3 5 9 34
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 1 7 3 4 6 1 14 10 7 5 2 1 2 10 8
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 3 1 4 1 4 2 3 10 1
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 3 2 1
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 1 1 2
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 2
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥）
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 6 3 1 6 6 2 6 8 5 8 7 2 2
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 7 12 24 43 21 35 36 25 13 34 38 35 1 12 4 1 2
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 2
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 3 2 5 8
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 4 6 17 24 123 15 20 82 3 9 44 26 26 11 57 30
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 2 1 3 1 14 31 6 5 5 3
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 18 6 2 3 17 1 4 6 3 1 4 1 1 1 54 50
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 7 3 1 2 5 8 4 3 52 31
計 14目 36科 - 16種 16種 17種 23種 20種 9種 16種 21種 17種 16種 16種 16種 19種 21種 20種 19種 16種 16種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 4 1 23 4 6 2 1
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成14年5月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(3/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 1
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 183 93 143 94 34 71 18 1224 4 66 1 7 13 2 9 1 34 300
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 1 6 1 1 1 3
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥 1
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 14 3 1 14 5 37 11
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 3 3 2 9 3 2 2 1 10 6 6
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 1 4 3
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 4 1 2 1 2 5 2 21 7
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 2 2 11 13 3 7 11 1 13 2 2 2 14 6
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 30 8 39 2 20 4 42 9 15 6 23 4 1 6 9 29 2 2
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥 1
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 1 1 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥)
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 2 5 1 2
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥)
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 1 7 2 1 13 1 1 1 1 5
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥 1 1
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 2 2 2 4 1
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥） 2 2
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 1 9 8 3 1 12 5 15 25 31 5
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥 1
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥 1
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥)
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥 1 1
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥） 5 3 9 11 3 3 2 8 2 5 1
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 4 6 18 1 6 3 2 4 2 8 1 1 7 11
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 3
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 2 2 6 6 2 3 6 2 4 10 8 4 3 8 5 6 3
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 6 3 45 1 13 2 4 39 7 22 9 6 8 29 14 1 4
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 4
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 2
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 2 1
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥）
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 5 3 5 2 5 4 4 4 7 5
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 6 7 14 19 31 75 63 28 19 13 5 16 2 2 10 6 1 1
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥 1
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 2 1 1
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 1 5 3 1 1 4
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 2 9 8 2 291 1 13 526 19 60 1 37 21 130 55
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 4 4 16 45 37 10 15
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 11 6 3 19 5 2 1 3 2 11
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 2 2 1 5 3 6 3 5 2 170
計 14目 36科 - 14種 14種 16種 11種 21種 12種 18種 17種 17種 14種 19種 17種 14種 14種 20種 12種 16種 12種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 3 3 1 4 2 6 33 12
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成14年6月

123種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(4/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 1 2
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 23 30 181 600 10 13 57 64 21 57 142 51 3 3 19 19 46 63
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 6 1 12 6 1 3 4
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 2 1 2 4 4 3 7
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 4 1 2 3 4 3 1 2 1 5 5 6 4
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 1 1 1 1 1 2 1
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 2 4 1 3 1 3 6 6 4 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 5 7 7 2 3 8 4 1 8 1 5 1 2 2 4 4 12 3
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 9 29 12 2 6 4 10 10 9 9 1 18
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 6
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 2
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥)
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 1 2 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 1 2 2 2 1
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥 1
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥 4
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 1 3 4 6 6
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥） 3
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 3 4 3 2 10 5 2 2 3 3 68 68 29 50
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 4 6 6 1 1 1 1 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 1
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥） 3 4 1 1 2 6
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 3 5 23 3 3 4 3 2 1 1 8 9
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 2 3 27 3 1 1 1 8 13 2 1 1 12 12 5 6
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 37 12 110 12 7 4 5 13 16 15 37 13 20 4 34 34 1 3
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 1
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 2 4
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 2 2 3
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥）
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 4 9 1 4 3 6 2 2 16 14
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 3 13 28 18 41 37 44 72 21 19 15 17 4 6 13 13 3 1
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 1 369 3 3 22 12 20 5 6 6
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 19 5 143 25 48 18 5 15 267 34 6 1 42 49 57 57
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 2 17 1 18 15 128 128
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 2 11 3 4 1 7 2 17 52 6 1 4 13 13 81 32
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 4 8 1 10 2 3 4 1 2 80 32
計 14目 36科 - 13種 15種 16種 10種 19種 16種 14種 12種 22種 18種 18種 12種 14種 14種 21種 22種 17種 16種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 4 1 1 20 13 13 24 17 17
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成14年7月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(5/24) 

 

 

渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 1 8 7
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 22 131 95 272 29 1021 124 3 40 16 66 10 4 2 10 26 1023
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 16 2 1 3 2 3 1
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 1 4 10 7
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 3 1 3 4 1 5 5 5 3 4 4 2 40 12
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 1 12 5 1 1 2 3
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 3 1 43 4 1 2 8 2
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 4 8 4 7 25 2 6 2 10 2 2 4 2 2 7 5
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 6 22 4 21 2 1 20 18 2 1 2 2 25 9
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 1
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 1 2 1 1 3 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥)
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 2 3 2
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥)
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 1 1 6 5
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 1 1 10 5 5
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 2 5 14 6 10 21 37 101
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 6 2
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 1 2 3 2 2
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 1 48 6
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 3 3 1 26 4 9 2 9 4 7 3 6 1 1 18
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥） 1
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1 1 1 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 1 7 11 3 1 1 6 3 9 2 4 7 7
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥 200 7 20 154 81 39 35 10
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 148 17 837 386 244 3 70 1 21 45 59 63 10 7 27 44 15
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥） 1 1
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥 39 1
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 3
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 1 1
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 1 1
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 11
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 2 3 4 4 6 1
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 3 6 19 24 21 9 50 1 24 19 8 12 4 3 12 6 3
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 1
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 1 3 2 105 8 29 14 2 24 37 12 7 14
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 12 3 3 6 54 10 2 332 31 51 7 120 40 45 40
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 2 16 41 19 13 2 65
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 2 2 12 5 1 5 3 11 5 30 23
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 3 18 6 4 6 1 28 15
計 14目 36科 - 14種 11種 20種 9種 22種 15種 17種 8種 19種 13種 21種 18種 14種 17種 17種 14種 15種 17種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 1 23 2 94 48 70 67
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成14年8月

123種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(6/24) 

 

 

渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 8 1
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 11 35 26 71 12 26 25 228 29 58 14 8 10 1 12 26 67 172
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 2 3 1 11
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥 1
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 4 13 10 11 12 5
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 3 6 8 5 1 2 8 7 14 3 3 3 5 10 6 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 4 2 2 1 2 2 1 2 15 13 3 2
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 2 1 1 5 4 4 1 3 1 2 4
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 3 8 3 1 1 2 5 7 2 2 1 2 1
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 29 19 3 10 6 14 4 1
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 2
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥 1 1
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 1 2 2 2 2 4 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥)
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 1 1 4 2 3 3
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥)
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 3 1 1 2 1 1 1 1
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥 2
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 12 3
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥） 1
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 3 2 13 27 19 26 13
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 3 5
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥 1
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 2 1 1 1 1 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥 2 4 4 4
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 2 2
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 1 15
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥） 4
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 2 1 20 4 7 7 63 7 3 10 6 5 1 2 6
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1 3 1 1 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 3 5 6 2
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥 9 2 6 20 39
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 10 5 61 8 3 40 11 1 37 10 4 7 2
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 3 15 1 2 1
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 1
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 34 1 1 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥 1
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 2 1
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 5 1 7 26 15 4 9 12
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀） 1
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 2 1 2
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 21 5 20 7 20 2
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 6 4 20 11 91 5 1 27 770 61 17 40 29 64 215 27
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 4 14 13 8 5 70 84
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 5 2 1 4 1 6 11 3 5 6 12 4 49 193
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 2 10 3 5 5 3 1 1 3 1 51 185
計 14目 36科 - 10種 16種 21種 13種 19種 11種 18種 16種 18種 21種 14種 15種 10種 14種 16種 13種 15種 9種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica - 3
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 2 13 44 66 42 56 50
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成14年9月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(7/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 7 29 9
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 10 16 17 25 28 36 48 48 21 9 24 17 8 4 10 11 42 31
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 1 1 1
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 1
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 3 8 3 1 3 3 3 1 7 3 11 2
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 5 30 15
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 7 6 1 1 1 1 11 5
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 8 9 2 2 2 9 9 1 6 1 1 2 2
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 26 82 15 17 4 1 2
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 43 43
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 1 1 2 2
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 2 1 7 9 1 17 17
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥) 1
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 1 2 4 4 2
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 2 2 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 2 2 2 3 2
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 2 19 35 16 21 11 1
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 5 3 6
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥 1 1 1 1
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 1 1 1 1 1 5 3
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥 1 1
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 3
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 15 5 21 11 6 6
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 3 1 30 9 14 14 2 2 8 1 9 2 3 9 6
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1 1 1 1 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥 1
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 3 1 4 3 9 9 9 2 8 7 1
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥 42 124 4 6 491 491 103 2
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 2 4 4 2 2
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 25 5 2 3 3 2 2 7 1 7 31 14 7
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 6 11 3 2 2
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 1 1 3 2 4 4 5 1 2 2
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 3 3 5 2 11 11 4 3 7 5 1 4 2 3 2
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥 26 26 1
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥）
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 1 1
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 2 1 14 14
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥 1 1
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 2 5 2
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 50 1 216 2 1256 65 65 19 2 6
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 104 27 88 27 69 9 32 32 175 195 16 16 66 111 7 245
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 1 5 122 15 7 12
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 2 5 38 19 8 13 13 138 107 19 31 46 236
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 1 3 2 7 8 19 19 3 50 6 21 4 8 58 239
計 14目 36科 - 16種 14種 17種 13種 17種 18種 29種 28種 18種 16種 17種 15種 10種 10種 11種 12種 15種 17種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica - 1
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞ Columba livia - 15 9 9 4 3
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成14年10月

123種



 

140 

表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(8/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 3 2 6
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥 1
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 56 41 29 33 10 2 7 310 13 15 43 3 1 81 6 1237 68
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 1
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 2 1 4 1 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 3 2
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 4 4 8 2 4 2 1 1 1 1 2 2 1 1
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 18 19 5 7
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 8 18 23 13 3 38 1 9 3 1
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 10 9 30 95 130 60 124 10 2 13 81
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥 24
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 2
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥 6 180 50 4
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 2 1 2 2 1 1 2
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 2 3
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 14 1 5 2 1 1 4 6 3 1 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥) 1
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1 1 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 1
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 2 1 1
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 1 4 1 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥) 1
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 2 1 1 1 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1 1 1 3
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 3 2 2 4 2
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥 1
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 3 17 22 19 9 3 1
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥 4 2 6
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥 12
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥 1 3
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 2 1 2 2 4
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 2
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥 1
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀) 1
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥 5 6
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥 2
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 3 9 2 2
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 10 11 4 2 2 1 1 2 2 3 2 5
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥 1
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1 1 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 1 2 2 3 2 5 4 4 3
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥 1
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥 3
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 1 1 3 6 4 5 5 4 10 48 8 11 3
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 2 1 1
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥 3
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 5 13 3 8 7 7 11 11
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 3 1 4 3 2 3 1 6 4 11 23
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 1 5 1 8 1 7 4 5 3 2 2 5 3 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 1 3 3 1 4 4 3 1 1 2 1 1 3
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥 1
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 1 3
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1 1 5 4
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 2 6 1 4 5 1 1
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥 1
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥 1 4
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 10 3 2 1 7 8
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 2 1
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 6 3 2
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 6 1 1 5
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 3 7 9 9 5 10 5 10 28 16
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥 1
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 28 45 16 4 19 24 14 142 55 16 1 53 45 153 122
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 8 70 2 31 48 45 75 107
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 8 1 1 14 1 12 14 9 7 371 74
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 5 1 20 7 3 1 4 6 312 56
計 14目 36科 - 17種 12種 22種 12種 29種 19種 26種 25種 23種 19種 18種 13種 12種 13種 22種 21種 17種 13種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 7 1 20 19 9 36
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成14年11月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(9/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 2 4 1 1
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥 1
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 9 4016 10032 8015 9 16 2113 806 46 600 6711 974 4 25 4 45 2298
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 1
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 2 1 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 4 1 1 2 1 2
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 2
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 6 24 57 2
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 18 1 199 150 20 8
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 19 12
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 5 2 1 2 2 2
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 2 7 5 1
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 4 2 6 2 1 2 3 5 2 2
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥) 1
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 1 1 1
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1 3 2 1 1
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 2 5 6 3 1 1 1 2 1 1 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥) 1
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 1 1 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 2 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 2 1
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 11 10 4 2 1
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥 7
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 1 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 3
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 1 2
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥 2
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥 3 13 3 46
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀) 2 1
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 2 71
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 4 1 15 2 13 10 1 1 2 2 1
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 2 2 1 2 2 1 2 2 5 11 2
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 1 1 5 3 1 4 6 4 17 9
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 3
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 3 24 2 23 10 8 13 8 5
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 1 5 2 8 1 2 6 3 2 1
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 2 1 1 2 2 3 1 2 4 2 1 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 1 4 1 4 4 3 2 1
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 3 6 4 3 1 17 7 2 2 1
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1 1 7 5 1 7
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 4 5 1 2
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥 6 2
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 10 8 2 26 6 6 4
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 42 2
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 6 1 4 2 11 6
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 2 77 25 5 1
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 21 33 1 9 4 29 3 10 7 8 4 38
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥 3 1 1
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥 1
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 150 10 1 30 76 70 17 6 55 56 68 53
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 1 14 2 8 7 50 13 82 10
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 4 6 10 25 3 45 15 5 6 14 7 90 237
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 11 22 1 21 20 4 1 59 213
計 14目 36科 - 9種 10種 14種 10種 30種 21種 28種 21種 23種 21種 16種 14種 13種 11種 17種 14種 13種 18種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 7 25 8 14
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成14年12月

123種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(10/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 1 1 2 2 3
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥 5 2 4 1 2 2 1
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 13 26 53 78 27 35 230 121 21 3 73 138 15 8 49 30
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 1 1
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 2 1 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 1 1 1 2 1 1 1
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 5 1
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 10 190 150 60 19
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 8
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 300 8 4 1
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 1 6 6 4 2 5
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥 1
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 2 2 2 3 2 1 4 5 1 1 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥) 1
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 1 2 1 1 1 1
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1 2 2 1 1 1
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 5 1 16 2 4 5 1 2 2
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥) 1 1
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 1 2
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 1 9 2 12 8 2
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥 8 1 5
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥 2
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 1 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 2 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 3
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥 2 2
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀) 1
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 1 4
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 17 26 18 2 4 6 3 1
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥 1
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥）
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 2 2 2 1 3 8 6 8
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 2 2 1 7 1 3 7 8 3 18 6
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 2
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 18 4 4 6 1 3 38 8 6 10
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 1 11 1 3 2 6 12 5 8 4 9 14 9 4 19 3
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 3 1 3 1 1 1 2 1 2 3 1 1 1 5
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥 1 1
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 1 2 3 3 2 3 4 1 3 1
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥） 1
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥 1
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 1 2 24 2 4 3 4 3 12 12 3 5 2 1 7 12 1 4
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1 3 4 1 1
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 1 1 2
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀) 12 5
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥 1
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥 2 4
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 2 1 2 18 5 2 15 6 33 7
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 3 1 13 3 6 4 1 3
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 3 3 25 8
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 3 3 18 6 20 22 3
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 33 6 40 5 23 56 27 3 4 13 28
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥 3 2 1 3
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 5 20 20 38 5 25 30 40 167 18 27 45 38 100 33
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 60 80 3 6 7 34 228 11
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 7 63 48 194 3 87 20 5 7 6 46 120 14
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 15 6 3 2 21 141 4 1 1 70 7
計 14目 36科 - 12種 15種 21種 13種 28種 27種 27種 26種 20種 23種 20種 15種 11種 9種 18種 14種 18種 14種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 1 3 2 6 9 14
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成15年1月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(11/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 4 6 5 2
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥 9 7 1 4 1 1
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 13 63 294 172 56 48 76 46 25 138 744 265 2 29 14 32 77
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 1
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 1 1 2 3
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 2 2 1 1 1 1
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 36 7 3
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 50 145 100 70 80
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 2 7
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 9 13 3 1
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥 2
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 4 2 6 5 2 6 5 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 2
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 1 2 1 1
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 2 3 2 1 2 1 2
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 7 1 18 4 1 5 4 1 2 1 1 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 3 1 8 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1 1 4 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 1 2
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥 1
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 4 3 11 12 4 1
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥 4
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 1 3
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥 3
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥 1
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀) 1
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 11
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 4 18 6 2 9 5 2 1 1 3 1
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀) 1
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 3 1 1 4 1 11 4
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 2 1 5 4 3 3 3 3 13 7
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 1 1
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 7 13 2 3 6 1 7 4 2 3 3
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 3 1 9 1 6 5 11 1 4 12 18 15 23 7
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 2 2 5 1 2 1 4 2 1 1 1 2 2
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 1 2 5 2 3 5 3 6 2 3 7 3
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥 1 1
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 1 4 5 15 8 10 9 14 6 6 6 2 7 2 13 20 19
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 5 3 3 2 2
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥 10
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥 2 2
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 3 3 1 18 8 22 19 38 6
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥 3
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 15 6 10 7 3 11 2
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 2 3 2 5 2 12
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 3 27 14 23 3 3 1
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 11 3 30 10 2 18 9 1 5 29 19
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥 2
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥 1 5 3
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥 1
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 20 3 37 4 36 2 16 131 161 13 25 31 86 40 20
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 11 1 1 515 4 7 7 49 45 106 81
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 10 13 4 80 15 1 2 23 5 3 2 41 63 133 119
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 1 3 41 13 4 2 47 6 3 3 1 3 91 10
計 14目 36科 - 11種 13種 22種 15種 33種 25種 24種 24種 19種 25種 16種 14種 11種 12種 14種 13種 17種 19種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 2 7 7 25 7
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成15年2月
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(12/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 15 11 3 4
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥 2 2 1
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 43 34 148 13 43 20 78 7 36 3 83 16 12 3 7 12
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥 1
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 1 5 3 1 1
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 103 48 5 15
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 43 72 4 8 23 16 31 21
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 9 395 25 341 304 60 70
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥 16 2
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 2
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 5 3 12 29 26
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 15 3 16 5 14 1
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥 2
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 2 22 1 4 2 1 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 1 1 1 1
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1 2 2
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 3 20 19 8 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥) 1 1
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 2 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1 1 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 2 1 3
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥） 2
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 3 4 3 6 10 7
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥 1 7 4
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 1 1 3
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 1 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 1 2
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥 3 7 1
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀) 2 1 1 1
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 38
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 2 5 7 5 2 3 3 6 2 3 2 2 7 1
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥 1
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥）
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 3 3 7 4 1 7 10 10 8 9
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 1 2 1 2 6 3 1 13 6
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 1 1 1 2
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 9 22 1 3 3 1 2 1 3
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 1 1 2 12 5 5
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 2 2 3 2
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 1 1 2 1 1 4 1
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥） 1
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 1 1 6 3 11 6 4 8 1 1 1 9 4 12 16
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 4 2
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 20 8 3 3 2 1 47 16 1 6
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 2 17 1 3 9 20
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 1 2 1 2 4
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 176 1 61 1 2
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 7 1 5 16 85 3 1 1 3 14 28 17
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥 1 2 1
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 235 16 8 10 75 168 3 4 23 30 50 32
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 50 11 12 7 44 2 13
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 23 19 1 33 37 2 2 81 15 2 1 2 8 208 140
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 5 29 4 17 1 159 21
計 14目 36科 - 11種 11種 19種 14種 22種 20種 24種 20種 18種 16種 14種 14種 10種 11種 17種 15種 20種 15種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 11 14 1 6 24
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成15年3月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(13/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 3 1
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 116 26 34 11 9 4 26 4 13 26 66 2 21 6 36 4 26 25
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 2 2 5 2
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 1 1
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 2 1 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 2 1 2 1 1 1 1 1 2 4
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 2
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 17 10 48 21 13 2 27 11 16 9 63 25 2 3
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 3 19 28 38 4 10 3
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 16 16
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 1 1 1 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥)
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥 1
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 2 6 3 3 1 4
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 2 1 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 4 1 3 1 6 1 2 3 4 1 1 1 1
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥 1
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥 1
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 1 2 2 1 1
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 3 1 1 1 3 5 19 20 8 9
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 3 3 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥 2
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 1
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥 7 1 1 2 1 2 20 41 15 2 23 73 12 5 50
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥 2 2 4
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀) 1
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 7 3 4 4 1 2 3 1 1 3 3 5 2 3 7
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 3 3 5 2 18 1 5 4 4 1 4 1 6 8 7 5
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 2 2 1 1 3 6 11 1
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 1 1 2 3 2 2 1
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥）
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 13 9 1 3 1 1 2
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 7 1 6 13 1 1
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 1 1 1 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 1 2 1 5 7 6 3 1 2 4 2 3 5 13 10 7 7
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 3 1 1 2 6 3 1 5 3
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 11 8 19 19 9 14 29 10 9 4 21 12 2
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 3 2 1 2 2 1
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 1 2 3 2 3 1
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 6 1 2 9 7
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 1 1 2 2
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 15 6 14 9 8 4 2 9 26 8 47 32 26 20 26 66
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 3 10 26 27 3 6
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 3 1 11 5 11 3 3 5 3 8 2 10 5 41 86
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 1 3 2 5 1
計 14目 36科 - 21種 14種 16種 15種 21種 14種 16種 21種 18種 15種 23種 16種 14種 14種 24種 15種 15種 15種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 2 21 1 8 18 1
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成15年4月

123種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(14/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 16 14 79 25 8 14 73 9 39 6 43 11 24 1 13 2 37 22
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 1 3 1
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 1 4 1 2
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 4 1 1 1 1 4 2 3 1 1 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 1
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 2 2 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 4 1 1 2 2 1 1 2 2 1
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 21 13 13 6 4 4 16 4 16 3 20 14 3 2 3 10
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 8 2 1 2
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥）
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥)
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 1 1 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥)
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 2 1 3 2 5 2 2 1 7 2 7 4
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 3 1 1 2 3
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 1 1 6 3 10 8 31 14
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥 1
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥 1
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 3 1 1 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥 1 1 21 28
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 2 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥 2 1 15 4 2 2 4 13 3 10 15 3
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 1
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥 1 3
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥 1
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀) 1
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥） 1 2 11 17 4 2 6 3
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 2 2 2 5 7 4 2 4 6 2 1 1 1 2 8 6
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥）
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 2 2 5 5 2 2 3 1 6 5 4 3 2 6 4 10 8
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 7 1 3 4 10 5 11 6 3 12
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 6 1
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥）
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 1
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 2 3
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥）
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 2 1 4 4 1 1 5 4 1 1
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 22 24 10 16 33 19 11 6 19 6 23 41 1 1 3 2 3 4
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 1
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 2 1 3
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 7 14 8 10 15 16 1 58 18 4 1 38 38 34 23 53 33
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 5 5 3 1 1 1 4 2 3 8
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 4 2 1 1 8 1 2 1 1 3 5 3 2 55 29
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 5 3 1 2 13 6 7 1 37 16
計 14目 36科 - 15種 11種 11種 14種 18種 21種 11種 8種 22種 11種 16種 12種 14種 16種 17種 13種 21種 19種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 6 18 7 4 12
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成15年5月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(15/24) 

 

 

渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 5 20 10 10 3 10 3 11 4 17 1 4 2 8 2 53 44
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 1 1 2 1 3 5
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 25 4
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 3 1
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 2 1 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 2 5 1 1 1 1 1 2 3 1 1 1 1 2 3
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 25 8 33 12 10 2 6 3 22 5 9 5 5 3 3 4 15 5
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 1
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 1 2 1 1 2
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥)
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 3 1 5 2 2 1 1 2 2 2 1 7 2
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥 4 1
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 2 1 1 2
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 6 6 15 13 21 24
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥)
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥） 2 2 1 2 2 1
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 8 3 2 1 23 2 4 1 2 2 2 1 3
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 3 2 5 8 3 2 9 1 2 8 6 9 5 12 18
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 8 2 10 11 18 4 4 16 7 3 11 32
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥）
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥）
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 3 2 1 2 3 5 8 1 2 1
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 38 20 26 18 30 21 16 9 11 8 46 35 4 1 4 1
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 1 3
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 2 1 1 2 4 4 2 2 5 1 2
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 63 52 10 4 89 56 1 6 107 61 22 3 65 27 43 60 74 32
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 10 3 4 3 3 2 1 7
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 3 3 2 2 1 9 10 1 44 20
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 1 1 4 1 1 2 1 15 20
計 14目 36科 - 17種 15種 12種 12種 15種 10種 14種 11種 11種 12種 14種 11種 13種 14種 15種 16種 15種 17種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 11 1 6 2 2
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成15年6月
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(16/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 10 10 52 15 6 6 18 1 7 18 40 10 3 1 3 49 65
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 2 7 2 3 1 1 1 1 11
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 2 1 1 8 5 4
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 2 2 1 3 1 1 3 1 5 1 5 3 3
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 5 2 4
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 1 1 6 2
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 3 5 5 5 2 1 1 1 1 3
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 10 10 1 4 1 3 2 2 4 6
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 3 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥)
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 3 1 1 2 2 5 2
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥)
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 6 1 1 2 1
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥 1
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥 1 2 4
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 1 3 1 6 9 8 22
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 6 15 16 32 79 111
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 1 1 2
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀) 2
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥） 5
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 5 3 15 6 24 3 3 1 7 3 5 4 1 2 1 7
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 2 3 6 1 1 2 1 2 2 2 6 6 8
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 50 12 116 25 42 3 10 3 27 28 18 15 8 30 12 15 20 35
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 4
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥）
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 1 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥）
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 1 2 1
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 40 15 30 30 18 8 26 16 15 11 51 57 3 2 11 8 11 8
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 5 1 6 53 16 32 44 1 11 31 6 7 15 4 40 63
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 32 15 29 18 135 75 8 25 78 47 6 12 30 33 23 57 143 138
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 6 2 3 9 66 1 3 16 1 6
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 3 2 1 2 3 14 3 5 41 28
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 3 1 8 5 3 2 4 7 6 7
計 14目 36科 - 14種 11種 13種 8種 13種 15種 12種 9種 14種 12種 15種 11種 14種 16種 19種 12種 21種 21種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 4 2 5 3 2 28 7
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成15年7月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種



 

149 

表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(17/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 9 3 42 16 8 5 27 13 45 2 42 9 4 1 43 64
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 1 1 1 1
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 57 1 173 98 13 18
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 2 4 1 7 1 3 3 5 1 1 1 2 2 12 8 8 23
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 2 3 2 3 2 2 13
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 6 7 1 1 1 5 16 20
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 1 3 3 1 2 1 1 1 2 1 2
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 2 2 8 3 3 3 19 1 9 2
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 1 1 1 1 1 1 2 2 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥)
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 1 1 1 1 1 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥) 2 1 1
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥)
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 1 7 12 2
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥 1 8 3 6
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥） 1
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥） 1
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 21 13 33 35 41 51
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 3
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 2 2 1 4 2 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥 1
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 2 5 2 9 32 1 2 3 4 5 3 2 1 2 3 6 6
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 2 1 1 1 1 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 1 1 5 9
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥 3 9 2 12 44
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 3 9 41 5 30 74 4 3 15 16 21 3 4 1 4 6 4 30
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 2 4
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 1
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥 1
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 1 1 1
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 24 14 28 21 25 14 32 12 12 4 38 27 3 4 8 4 7 6
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 2 1
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 14 114 1 18 1 196 12 47 34 1 59 1 8 4 2 41 80
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 111 45 22 178 1244 1 18 50 7 25 14 93 57 455 740
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 17 4 41
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 16 1 2 1 2 1 1 3 14 3 9 76 40
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 8 4 16 5 2 2 11 8
計 14目 36科 - 16種 15種 15種 9種 19種 14種 13種 7種 16種 16種 18種 9種 13種 13種 17種 15種 17種 20種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 8 15 55 2 2 8 16
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava - 1 1

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成15年8月

123種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(18/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 1
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 7 34 14 69 12 34 11 113 4 17 46 9 2 23 18
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 6 2 1 1 1 1
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 4 9 4 4 3 33
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 3 2 1 3 1 2 5 1 7 8
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 3 3 5 10 1 14
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 2 4 2 9 24
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 5 12 2 3 2 3 1 2 2 1 4 1 1
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 18 8 1 4
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 1 2 1 2 1 4 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1 1 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 2 2 1 2 1 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥) 1 2 1
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 2 2 1 3 2 1
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥 2
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 15 13 7 37 15
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 4 4
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥 5
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥 1 1
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 1 1 36 23 2 1 1 4 3 1 2 3 7 3
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1 1 3
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 1 2 1
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥 40 7
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 5 10 10 6 2 4 7 7 56 13 12 9 1 1 6 2
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 5 3 1 2 1
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥）
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 1
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 2
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥）
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 1 1
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 1 14 7 13 3 14 15 1 14 8 1
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 35 46 264 5 14 2 83 2 75 1 2 1 20
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 11 7 9 171 375 39 19 1 41 48 29 25 244 126
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 41 20 2 8
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 2 1 1 4 48 12 5 6 8 55 45
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 3 3 25 15 5 5 1 1 1 1 10 8
計 14目 36科 - 9種 8種 10種 8種 12種 12種 12種 11種 13種 14種 15種 12種 15種 15種 11種 9種 17種 19種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 4 32 2 1
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava - 1 2

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成15年9月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(19/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 4 1 5
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 3 3 721 23 5 11 3 3 11 12 317 9 1 3 1 4 28 62
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 2
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥 2
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 1 1 4 5 1 2 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥 1 2
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 2 2 5 4 2
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 1 3 1 2 1 1 2 1
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 1
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 5 26 22 24 3 13 25 1
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 2 2 2
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 4 2
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥 1
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 2 1 2 1 3 3 2 1 1 1 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 5 1 2 1 2 1 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1 1 1 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 1 8 5
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 9 31 7 12 21 10
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 3 1 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 2 2
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 3 3 1
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 3 4 8 1 1 2 1 1 1 3 4 10
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 2 1 2 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥 1
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 6 16 2 2 1 2 1 4 3 9 8
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥 50 11 275 10 9 46 6 150 18
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥 5 20 2
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥 2 1 1
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 7 4 14 3 4 1 4 1 1 18 1 6 13 3 10
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 1 6 2 1 4
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥 4
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 79 1 1 5 41 6 4 2 3
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 2 3 6 4 5 6 5 3 1 2 7 3 2 3 1 6 4 3
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥 1 1 5 2 1 3 4
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 5 4 1 3 8 3 1
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 3 1 2
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 13 15 1 122 706 10 1 5 5 1 7
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 108 27 39 73 8 553 20 42 104 23 69 301 486
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 13 16 1 7 20 69 6 33
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 2 1 3 1 12 1 11 5 14 4 41 85
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 6 2 7 3 2 2 1 3 6
計 14目 36科 - 15種 12種 15種 16種 14種 14種 12種 15種 19種 14種 17種 14種 16種 15種 10種 10種 20種 21種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 2 48 2 2 4 24 5
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava - 1 2

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成15年10月

123種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(20/24) 

 

 

 

渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 1 1 15
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 4 8 15 30 2 3 12 12 7 14 12 9 5 1 4 4 10 17
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥 1
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 1 1 2 2 1 1 3
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 1 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 1 1 2 2 3 1 2 2
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 5 5
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 5 20 11 13 7 11 6 6 10 24
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 5 15 13 60 81 12 27 30 14 15
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 2
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 2
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 3
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 3 2 1 1 1 1 3 1 2 1 2
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1 1 1 2
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 1 1
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 4 5 4 1 1 4 1 3 4
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥) 1
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 2 1 6 3 1 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1 1 1 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 2
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 15 6 8 10
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥 2 13
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 2 2
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥)
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 2 1
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥 2
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 1 2 7 1 2 9 4 1 1 1 3
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 2 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥 1
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 1 1 1 1 3 1 1 4 11
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 2 1 1 1 8 4 4 1 10 7
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 1
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥 2 1
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 1 4 52 1 1 6 3 2 23 108
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 2 2 4 2 4 3 6 4 1
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 3 3 4 2 5 3 4 2 3 3 2 3 3 1 1 1 3 3
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 3 4 1 5 1 4 1 2 1 2
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥 1
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥） 1
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 2 1
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1 6 1 2 2 2 6 2 2
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 2 1 1 1
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 4 9 4 8 2 3 2 8 5
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 1 3
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 2 11
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 25 14 29 9 8 12 7 14 8 19 11 3
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥 2
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 2 4 20 1 6 2
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥 1
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 20 1 8 35 10 9 147 32 23 52 63 14 78 33 116
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 3 2 3
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 2 1 1 7 8 94 64
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 1 1 1 1 1 1 6 2 8 16 13
計 14目 36科 - 15種 15種 22種 20種 18種 15種 15種 18種 20種 19種 13種 16種 12種 16種 8種 9種 20種 18種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 3 2
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成15年11月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(21/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 2 3 7
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 3 6 8 377 9 2 5 456 3 1 5 744 3 2 6 1 12 8
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 1 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1 1 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 2 1 1 2 1 2
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 1 8
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 1 5 2 55 1
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 25 135 80 150 1 181 8 9
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 9 18 14 9 2 1 1 1 19
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 4 1 5 12 1 1
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥 9 1 1
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 1 3 2 4 1 3 4 1 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1 2
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 1 1 1 1
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1 1 1
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 2 1 1 2 1 2 2 1 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥) 2 1 1 1
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 1 1 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1 1 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥 2
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 1
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 2 8 19 22 22 43
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥 39 66
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 7 1 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 9
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 3 1 1 4 1 2 1 3 1 1 1 1 1 5 4
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1 3 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 1 1 1 3 2 14 31
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 2 1 4 4 1 6 4 17 10
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥）
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 4 11 9 15 3 4 1 1 41 15 109 137
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 2 3 12 1 3 7 4 3 2
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 4 1 1 1 1 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 1 1 2 1 2 3 1
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 8 4 3 15 5 8 10 1 2 3
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1 3 1 4 2 1
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥 1
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥 14
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 5 11 1 7 2 6 3 10 7 4 4 3
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 3
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 1 2
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 1 14 16 28 2 5 8 3 17 9 8
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 2 2 19 11 7 35 8 1 1 6 20
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥 2
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 25 6 9 3 1 9 31 65 80 362 146
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 3 16 11 50 6 9 33 73 16
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥 3 2
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 3 1 1 10 7 1 9 5 1 17 11 15 6 128 118
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 3 9 1 4 1 6 3
計 14目 36科 - 15種 14種 24種 17種 15種 11種 20種 15種 20種 13種 20種 13種 15種 16種 9種 9種 25種 19種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 21 3 6 12
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成15年12月
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(22/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 3 8 7 3
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥 2
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 25 13 81 8 5 5 2 10 18 4 21 17 1 3 8 1 9 43
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 1 3 1 1 1
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 30 3 37
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 3 6 5 70 31 3 2 1
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥 1
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 4
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥 4 2
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 2 8 3 13 10 3 10
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 8 6 8 3 1
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥 19 1
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥 2
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 2 3 2 1 2 2 1 1 1 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 2 1 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥 1
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 1 1
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1 1 2 2 2
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 3 2 1 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥) 1
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥) 1
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥 1
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 3
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 3 6 11 21 14
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥 38 24
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥)
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥 2
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 2 4 3 5 11 2 2 1 20 2
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥 1
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥） 1 1
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 1 1 3 6 1 1 24 23
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 1 6 5 2 9 2
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 1
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 2 2 1 1 12 2 2 4 6 7 9 4 49 94
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 2 6 4 2 7 2
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 6 1 2 2 1 1 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 1 1 1 2 1 1 1
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 4 1 1 1 4 3 2 6 2 3 1 14 9
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1 2 3 1 1 1
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥 2
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥 4 10 1
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 3 13 2 11 5 2 3 14 7 5
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 1 3 1
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 2 18 18 21 6 3 4 37 10
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 15 2 2 8 6 7 1 50
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥 1 2
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 15 32 10 2 3 2 128 30 25 18 391 150
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 2 6 1 23 2 29 162 18
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥 3
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 3 2 6 5 7 2 7 5 6 1 128 102
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 3 11 3 3 2 2 5 1 8 1
計 14目 36科 - 21種 10種 24種 12種 19種 8種 21種 9種 14種 7種 14種 8種 16種 12種 13種 10種 28種 16種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 87 68 10 1 2
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成16年1月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種



 

155 

表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(23/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 2 2 9
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 14 26 41 92 2 2 31 4 11 17 30 90 1 6 3 2 6
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥 1
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥 1
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 1 1 1 4
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 81 52 80 45
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 2 28 53 12 1 4
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥 2 4
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥 2 7
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 14 1 1
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 6 30
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥 11 5
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥 4 2
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 2 1 4 2 1 4 1
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1 1 1 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 1 1 1 2 1
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1 1 1 1 1 1 1
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 5 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 1 1 1 2 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥)
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 1 1
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 1 1 4 3 10 9 16
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥 8 18
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 1 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥) 1
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 1 1 1
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥 1
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥） 1
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 3 22 1 12 11 2 1 1 4 6 12 3
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥 1
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥）
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 2 2 1 3 6 4 2 1 45 42
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 1 1 4 7 1 1 12
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥）
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 1 1 4 1 4 8 1 2 11 58 85
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 1 1 2 5 4 6 7 2 1 4
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 1 2 1 2 3 3 3 2 2 3 2 2 3
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 1 3 3 1 3 2 2 1 2 4 2 1
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 5 4 3 6 2 1 1 9 5 7 5 4 6 7 7 12 39
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1 2 2 1 1 1 1 1
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥 1
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥 2 3 4 4 6 3
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 8 11 2 3 16 15 11 3 15 7 2 4
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 2 2
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 2 2 1 3
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 30 22 13 13 9 7 6 1 3 3 14 10
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 2 5 9 7 1 12 2 182 213
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 69 5 32 17 4 1 9 13 51 55 38 9 578 315
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 8 4 1 4 56 9 26 43
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥 1
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥 1
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 4 10 4 11 5 6 2 14 8 3 127 231
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 4 8 2 1 5 2 1 6 2 1 2 7 6
計 14目 36科 - 13種 17種 20種 18種 14種 16種 19種 22種 13種 17種 16種 16種 17種 19種 11種 11種 26種 22種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 4 1 2 8 6 4
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

外来種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
平成16年2月

123種
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表 8.6.1.2 (2) 鳥類(ラインセンサス調査)確認種一覧(24/24) 

 渡り
No. 目 名 科 名 種 名 学 名 区分 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Tachybaptus ruficollis 留鳥 1 2 6
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis 冬鳥
3 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus 冬鳥
4 ﾍ ﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥 8 2 31 23 7 13 6 23 31 21 45 5 2 9 1 10 18
5 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax 留鳥
6 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus 夏鳥
7 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis 夏鳥
8 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥
9 ﾁｭｳｻｷﾞ Egretta intermedia 夏鳥
10 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta 留鳥
11 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 3 2 1 4 2
12 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos 冬鳥 3
13 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥 2 68 39 10 40 6 16
14 ｺｶﾞﾓ Anas crecca 冬鳥 37 9 80 50 24 89 2 2
15 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera 冬鳥
16 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope 冬鳥
17 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta 冬鳥
18 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ Anas clypeata 冬鳥 4
19 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina 冬鳥 15 1
20 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula 冬鳥 11 1
21 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila 冬鳥 3
22 ﾐｺｱｲｻ Mergus albellus 冬鳥 7 3 7
23 ｳﾐｱｲｻ Mergus serrator 冬鳥
24 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus （留鳥） 1 1 1 2 2
25 ﾄﾋﾞ Milvus migrans (留鳥)
26 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis (留鳥) 1 2 1 1
27 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 旅鳥
28 ﾉｽﾘ Buteo buteo 冬鳥 1 1 1 1 1 1
29 ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ Circus cyaneus 冬鳥 1 1 3 1 1
30 ﾏﾀﾞﾗﾁｭｳﾋ Circus melanoleucos 旅鳥
31 ﾁｭｳﾋ Circus spilonotus 留鳥 1 1 1 2 1
32 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus (留鳥)
33 ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco columbarius 冬鳥 1 4 1
34 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus (留鳥)
35 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ Coturnix japonica 冬鳥
36 ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥 1 1
37 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus 冬鳥
38 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca 旅鳥
39 ﾊﾞﾝ Gallinula chloropus 夏鳥
40 ﾁﾄﾞﾘ ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ Rostratula benghalensis 夏鳥
41 ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ Charadrius dubius 夏鳥
42 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus (留鳥）
43 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ Charadrius alexandrinus (留鳥）
44 ﾑﾅｸﾞﾛ Pluvialis fulva 旅鳥
45 ｹﾘ Vanellus cinereus 留鳥 6 12 4 6 34 24
46 ﾀｹﾞﾘ Vanellus vanellus 冬鳥 15 17
47 ｼｷﾞ ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ Arenaria interpres 旅鳥
48 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ Calidris acuminata 旅鳥
49 ﾊﾏｼｷﾞ Calidris alpina 冬鳥
50 ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ Calidris ferruginea 旅鳥
51 ｺｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa stagnatilis 旅鳥
52 ｱｵｱｼｼｷﾞ Tringa nebularia 旅鳥
53 ｸｻｼｷﾞ Tringa ochropus 旅鳥 1 1 1 1
54 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ Tringa glareola 旅鳥
55 ｷｱｼｼｷﾞ Heteroscelus brevipes 旅鳥
56 ｲｿｼｷﾞ Actitis hypoleucos (留鳥)
57 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ Limosa lomosa melanuroides Gould 旅鳥
58 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ Numenius arquata 旅鳥
59 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ Numenius phaeopus 旅鳥
60 ｺｼｬｸｼｷﾞ Numenius minutus 迷鳥
61 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago 冬鳥 2 2
62 ｵｵｼﾞｼｷﾞ Gallinago hardwickii 旅鳥
63 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ Himantopus himantopus 留鳥(稀)
64 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus 冬鳥
65 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus argentatus 冬鳥
66 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ Larus schistisagus 冬鳥(稀)
67 ｶﾓﾒ Larus canus 冬鳥(稀)
68 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris (留鳥）
69 ｱｼﾞｻｼ Sterna hirundo 旅鳥
70 ｺｱｼﾞｻｼ Sterna albifrons (夏鳥）
71 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥 1 4 8 5 3 1 1 6 9 2 9 1 5 11
72 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ Asio flammeus 冬鳥
73 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ Ninox scutulata (夏鳥）
74 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus affinis 冬鳥(稀)
75 ﾌﾞｯﾎ ｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis (留鳥）
76 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱﾘｽｲ Jynx torquilla 冬鳥
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 旅鳥
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis 留鳥 2 1 2 1 1 8 4 5 5 6 23 26
79 ﾂﾊﾞﾒ ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ Riparia riparia 旅鳥
80 ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥
81 ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ Hirundo daurica (夏鳥）
82 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 旅鳥
83 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 旅鳥
84 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba (留鳥) 1 2 2 6 5 8
85 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis (留鳥） 1
86 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni 旅鳥
87 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta 冬鳥 2 13 16 46
88 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 旅鳥
89 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 2 2 2 15 12 2 1 2 3
90 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥 1 1 1 3 1 1 1 1 1
91 ｵｵｶﾗﾓｽﾞ Lanius sphenocercus 迷鳥
92 ﾂｸﾞﾐ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥 2 1 1 1 3 2
93 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata 旅鳥
94 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ Monticola solitarius (留鳥）
95 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥
96 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥 4 1 3 1 14 6 6 5 7 8 14 6 12 10 11 9 20 12
97 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone (留鳥） 1 2 1 1
98 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥
99 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus borealoides 旅鳥
100 ｾｯｶ Cisticola juncidis 留鳥
101 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 冬鳥(稀)
102 ﾂﾘｽｶﾞﾗ ﾂﾘｽｶﾞﾗ Remiz pendulinus 冬鳥
103 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 冬鳥（稀）
104 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 冬鳥
105 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 冬鳥 2 1 4 1
106 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Bucephala clangula 冬鳥 32 12 3 11 29 5 4 48 24 14 13 4
107 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata 冬鳥
108 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica 冬鳥 22 4
109 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala 冬鳥 1 6 3 4 1 2
110 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis 旅鳥
111 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ Emberiza schoeniclus 冬鳥 7 44 22 54 5 6 3 1 2 1 19 13
112 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla 旅鳥
113 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 8 2 1 3 2 1 2 47 4 5 2 3 9 15 53
114 ﾍﾞﾆﾋﾜ Carduelis flammea 冬鳥
115 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥 2
116 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula 冬鳥
117 ｲｶﾙ Eophona personata 旅鳥
118 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 19 3 22 15 14 2 19 11 2 28 69 12 12 222 143
119 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥 10 9 37 19 58
120 ｺｸﾏﾙｶﾞﾗｽ Corvus dauuricus 冬鳥 3 3
121 ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ Corvus frugilegus 冬鳥 1
122 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 6 3 7 1 1 3 12 7 3 4 11 5 8 5 180 121
123 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 1 1 1 7 3 14 6 5 2 24 7
計 14目 36科 - 13種 9種 21種 15種 17種 10種 22種 15種 19種 14種 15種 17種 16種 13種 9種 8種 24種 22種

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica -
2 ﾊﾄ ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ Columba livia - 2 16 5 81 23 18
3 ｽｽﾞﾒ ｶｴﾃﾞﾁｮｳ ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Amandava amandava -

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）.」に従った。
注2)渡り区分は現地調査結果に基づき判断し、木曽岬干拓地及びその周辺の渡り区分とした（ここで言う周辺とは、鳥類相の調査範囲である、
鍋田干拓地、源緑輪中、木曽川河口等に加え、弥富野鳥園を含む範囲とした）が、現地調査結果から判断がつかない種に関しては「三重県立

    留鳥：現地調査結果から、木曽岬干拓地及びその周辺に一年中生息し、繁殖していると考えられた種
  (留鳥)：ほぼ年間を通して確認されているが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
留鳥(稀)：周辺地域に留鳥として生息し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    夏鳥：春に越冬地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で繁殖していると考えられた種
(夏鳥)：周辺地域に夏鳥として渡来し繁殖するが、木曽岬干拓地及びその周辺では繁殖していないと考えられた種
冬鳥：秋に繁殖地から渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺で越冬していると考えられた種

冬鳥(稀)：周辺地域に冬鳥として渡来し、木曽岬干拓地及びその周辺に稀に飛来してくると考えられた種
    旅鳥：繁殖地と越冬地を往復する渡り途中の春秋だけに出現する種
迷鳥：本来の生息地や渡りのコースからはずれて、木曽岬干拓地及びその周辺に偶発的に出現すると考えられた種

R8 R9
平成16年3月

123種

博物館、1979.三重県立博物館研究報告 自然科学第1号 2.三重県の鳥類相」に準じた。
注3)渡り区分の解説は以下の通り

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外来種
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資料 8.6.1.4 昆虫類                        [本編 p279 対応] 

 

表 8.6.1.4 (1) 陸生昆虫類確認種一覧(1/13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 目 名 科 名 種 名 学 名 平成14年度 平成15年度

1 ﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Hypogastruridae gen. sp. ○
2 ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Neanuridae gen. sp. ○
3 ｼﾛﾄﾋﾞﾑｼ ｼﾛﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Onychiuridae gen. sp. ○
4 ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Isotomidae gen. sp. ○
5 ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科類 Entomobryidae gen. spp. ○ ○
6 ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Sminthuridae gen. sp. ○
7 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｵｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Cercion sieboldii ○
8 ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ Ischnura asiatica ○
9 ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ Ischnura senegalensis ○
10 ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ Copera annulata ○
11 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ ﾎｿﾐｵﾂﾈﾝﾄﾝﾎﾞ Indolestes peregrinus ○
12 ｵﾆﾔﾝﾏ ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii ○
13 ﾔﾝﾏ ﾈｱｶﾖｼﾔﾝﾏ Aeschnophlebia anisoptera ○
14 ｱｵﾔﾝﾏ Aeschnophlebia longistigma ○
15 ｷﾞﾝﾔﾝﾏ Anax parthenope ○
16 ﾄﾝﾎﾞ ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ Crocothemis servilia ○
17 ﾊﾗﾋﾞﾛﾄﾝﾎﾞ Lyriothemis pachygastra ○
18 ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ Orthetrum albistylum ○
19 ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ Pantala flavescens ○
20 ﾅﾂｱｶﾈ Sympetrum darwinianum ○
21 ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ Sympetrum eroticum ○
22 ｱｷｱｶﾈ Sympetrum frequens ○
23 ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ Sympetrum infuscatum ○
24 ﾏｲｺｱｶﾈ Sympetrum kunckeli ○
25 ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella germanica ○
26 ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica ○
27 ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ Hierodula patellifera ○
28 ｺｶﾏｷﾘ Statilia maculata ○
29 ﾁｮｳｾﾝｶﾏｷﾘ Tenodera angustipennis ○
30 ｵｵｶﾏｷﾘ Tenodera aridifolia ○
31 ｵｵｶﾏｷﾘの一種 Tenodera sp. ○
32 ｼﾛｱﾘ ﾐｿﾞｶﾞｼﾗｼﾛｱﾘ ｲｴｼﾛｱﾘ Coptotermes formosanus ○
33 ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ Reticulitermes speratus ○
34 ﾊﾞｯﾀ ｹﾗ ｹﾗ Gryllotalpa orientalis ○
35 ｺｵﾛｷﾞ ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus campester ○
36 ﾐﾂｶﾄﾞｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus doenitzi ○
37 ﾓﾘｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus sylvestris ○
38 ｸﾏｺｵﾛｷﾞ Mitius minor ○
39 ﾀﾝﾎﾞｺｵﾛｷﾞ Modicogryllus siamensis ○
40 ﾋｹﾞｼﾛｽｽﾞ Polionemobius flavoantennalis ○
41 ｼﾊﾞｽｽﾞ Polionemobius mikado ○
42 ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ Teleogryllus emma ○
43 ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ Velarifictorus micado ○
44 ｺｵﾛｷﾞ科類 Gryllidae gen. spp. ○
45 ｸｻﾋﾊﾞﾘ ｷﾝﾋﾊﾞﾘ Natula matsuurai ○
46 ｸｻﾋﾊﾞﾘ Svistella bifasciata ○
47 ｷｱｼﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ Trigonidium japonicum ○
48 ｽｽﾞﾑｼ ｽｽﾞﾑｼ Meloimorpha japonicus ○
49 ﾏﾂﾑｼ ﾏﾂﾑｼ Xenogryllus marmoratus ○
50 ｸﾏｽｽﾞﾑｼ ｸﾏｽｽﾞﾑｼ Sclerogryllus punctatus ○
51 ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ Ornebius kanetataki ○
52 ｱﾘﾂｶｺｵﾛｷﾞ ｱﾘﾂｶｺｵﾛｷﾞ Myrmecophilus sapporensis ○
53 ｸﾛｱﾘﾂｶｺｵﾛｷﾞ Myrmecophilus teranishii ○
54 ｶﾝﾀﾝ ﾋﾛﾊﾞﾈｶﾝﾀﾝ Oecanthus euryelitra ○
55 ｶﾝﾀﾝ Oecanthus longicauda ○
56 ｷﾘｷﾞﾘｽ ｾｽｼﾞﾂﾕﾑｼ Ducetia japonica ○
57 ｻﾄｸﾀﾞﾏｷﾓﾄﾞｷ Holochlora japonica ○
58 ﾂﾕﾑｼ Phaneroptera falcata ○
59 ｱｼｸﾞﾛﾂﾕﾑｼ Phaneroptera nigroantennata ○
60 ﾋﾒｷﾞｽ Eobiana engelhardti ○
61 ｳｽｲﾛｻｻｷﾘ Conocephalus chinensis ○
62 ｺﾊﾞﾈｻｻｷﾘ Conocephalus japonicus ○
63 ﾎｼｻｻｷﾘ Conocephalus maculatus ○
64 ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ Euconocephalus varius ○
65 ｸｻｷﾘ Ruspolia lineosa ○
66 ｼﾌﾞｲﾛｶﾔｷﾘﾓﾄﾞｷ Xesthophrys javanicus ○
67 ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ Atractomorpha lata ○
68 ﾊﾞｯﾀ ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ Acrida cinerea ○
69 ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ Gonista bicolor ○
70 ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ Locusta migratoria ○
71 ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ Oedaleus infernalis ○
72 ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ Trilophidia japonica ○
73 ﾏﾀﾞﾗﾊﾞｯﾀ Aiolopus thalassinus ○
74 ﾅｷｲﾅｺﾞ Mongolotettix japonicus ○
75 ﾂﾁｲﾅｺﾞ Nomadacris japonica ○
76 ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ Oxya yezoensis ○
77 ﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾄｹﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ Criotettix japonicus ○
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表 8.6.1.4 (1) 陸生昆虫類確認種一覧(2/13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 目 名 科 名 種 名 学 名 平成14年度 平成15年度

78 (ﾊﾞｯﾀ) (ﾋｼﾊﾞｯﾀ) ﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ Euparatettix insularis ○
79 ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica ○
80 ﾋﾒﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix minor ○
81 ﾋｼﾊﾞｯﾀの一種 Tetrix sp. ○
82 ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾊﾏﾍﾞﾊｻﾐﾑｼ Anisolabis maritima ○
83 ｷｱｼﾊｻﾐﾑｼ Euborellia plebeja ○
84 ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ Gonolabis marginalis ○
85 ｵｵﾊｻﾐﾑｼ ｵｵﾊｻﾐﾑｼ Labidura riparia japonica ○ ○
86 ﾁｬﾀﾃﾑｼ ﾎｿﾁｬﾀﾃ ﾎｿﾁｬﾀﾃの一種 Stenopsocus sp. ○
87 ﾁｬﾀﾃﾑｼ類 Psocoptera fam. & gen. spp. ○
88 ｶﾒﾑｼ ﾋｼｳﾝｶ ﾖﾓｷﾞﾋｼｳﾝｶ Oecleopsis artemisiae ○
89 ﾋｼｳﾝｶ Pentastiridius apicalis ○
90 ｳﾝｶ ﾎｿﾐﾄﾞﾘｳﾝｶ Saccharosydne procerus ○
91 ﾅｶﾞｳﾝｶの一種 Stenocranus sp. ○
92 ﾃﾗｳﾁｳﾝｶ Terauchiana singularis ○
93 ｺﾌﾞｳﾝｶ Tropidocephala brunnipennis ○
94 ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ Laodelphax striatella ○
95 ｺﾞﾏﾌｳﾝｶ Phyllodinus nigropunctatus ○
96 ｳﾝｶ科の一種 Delphacidae gen. sp. ○
97 ﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ ﾏﾀﾞﾗﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ Pamendanga matsumurae ○
98 ｺｶﾞｼﾗｳﾝｶ ｳｽｸﾞﾛｺｶﾞｼﾗｳﾝｶ Akotropis fumata ○
99 ｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ﾋﾗﾀｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ Ossoides lineatus ○
100 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ﾄﾋﾞｲﾛﾊｺﾞﾛﾓ Mimophantia maritima ○
101 ｾﾐ ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ Graptopsaltria nigrofuscata ○
102 ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ Meimuna opalifera ○
103 ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ Platypleura kaempferi ○
104 ｺｶﾞｼﾗｱﾜﾌｷ ｺｶﾞｼﾗｱﾜﾌｷ Eoscartopis assimilis ○
105 ｱﾜﾌｷﾑｼ ﾊﾏﾍﾞｱﾜﾌｷ Aphrophora maritima ○
106 ﾎｼｱﾜﾌｷ Aphrophora stictica ○
107 ﾖｺﾊﾞｲ ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ Batracomorphus mundus ○
108 ｸﾛﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ Penthimia nitida ○
109 ｲﾈﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ Stroggylocephalus agrestis ○
110 ﾎｼﾖｺﾊﾞｲ Xestocephalus japonicus ○
111 ﾎｿｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ Nirvana pallida ○
112 ﾏｴｼﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ Kolla atramentaria ○
113 ｶﾝｷﾂﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Apheliona ferruginea ○
114 ﾋﾄﾂﾒﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Ishiharella polyphemus ○
115 ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Edwardsiana flavescens ○
116 ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲの一種 Edwardsiana sp. ○
117 ﾖﾂﾓﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Empoascanara limbata ○
118 ﾖﾓｷﾞﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Eupteryx minuscula ○
119 ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Arboridia apicalis ○
120 ﾎｼﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Limassolla multipunctata ○
121 ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ亜科類 Typhlocybinae gen. spp. ○
122 ﾋｼﾓﾝﾖｺﾊﾞｲ Hishimonus sellatus ○
123 ﾐﾄﾞﾘﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｲ Balclutha incisus ○
124 ﾌﾀﾃﾝﾖｺﾊﾞｲの一種 Macrosteles sp. ○
125 ﾄﾊﾞﾖｺﾊﾞｲ Alobaldia tobae ○
126 ｼﾛﾐｬｸｲﾁﾓﾝｼﾞﾖｺﾊﾞｲ Paramesodes albinervosus ○
127 ｲﾈﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｲ Recilia oryzae ○
128 ﾍﾞﾆｽｼﾞﾄｶﾞﾘﾖｺﾊﾞｲ Stymphalus rubrolineatus ○
129 ﾄｶﾞﾘﾖｺﾊﾞｲ Doratulina producta ○
130 ｸﾛﾐｬｸｲﾁﾓﾝｼﾞﾖｺﾊﾞｲ Exitianus indicus ○
131 ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ Nephotettix cincticeps ○
132 ﾖｺﾊﾞｲ科類 Cicadellidae gen. spp. ○
133 ｷｼﾞﾗﾐ ﾋﾗｽﾞｷｼﾞﾗﾐ Livia jesoensis ○
134 ｵﾋﾞｷｼﾞﾗﾐ Aphalara fasciata ○
135 ｲﾀﾄﾞﾘﾏﾀﾞﾗｷｼﾞﾗﾐ Aphalara itadori ○
136 ｸﾜｷｼﾞﾗﾐ Anomoneura mori ○
137 ﾔﾏﾄｷｼﾞﾗﾐ Accizia jamatonica ○
138 ｷｼﾞﾗﾐ属の一種 Psylla sp. ○
139 ｸﾛﾄｶﾞﾘｷｼﾞﾗﾐ Trioza nigra ○
140 ｱﾌﾞﾗﾑｼ ﾍｸｿｶｽﾞﾗﾋｹﾞﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ Acyrthosiphon nipponicum ○
141 ｸｽｵﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ Sinomegoura citricola ○
142 ｱﾌﾞﾗﾑｼ科類 Aphididae gen. spp. ○ ○
143 ｲﾄｱﾒﾝﾎﾞ ﾋﾒｲﾄｱﾒﾝﾎﾞ Hydrometra procera ○
144 ｱﾒﾝﾎﾞ ｱﾒﾝﾎﾞ Gerris paludum ○
145 ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ Gerris latiabdominis ○
146 ﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ ｺﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ Saldula ornatula ○
147 ｳｽｲﾛﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ Saldula pallipes ○
148 ｺｵｲﾑｼ ｺｵｲﾑｼ Diplonychus japonicus ○
149 ﾐｽﾞﾑｼ ﾊﾗｸﾞﾛｺﾐｽﾞﾑｼ Sigara nigroventralis ○
150 ｺﾐｽﾞﾑｼ Sigara substriata ○
151 ﾏﾂﾓﾑｼ ｺﾏﾂﾓﾑｼ Anisops ogasawarensis ○
152 ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｽﾞｱｶｼﾀﾞｶｽﾐｶﾒ Monalocoris filicis ○
153 ｺｱｵｶｽﾐｶﾒ Apolygus lucorum ○
154 ﾂﾔﾏﾙｶｽﾐｶﾒ属の一種 Apolygus sp. ○
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表 8.6.1.4 (1) 陸生昆虫類確認種一覧(3/13) 
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155 (ｶﾒﾑｼ) (ｶｽﾐｶﾒﾑｼ) ﾑﾓﾝﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒの一種 Lygocoris sp. ○
156 ﾌﾀﾄｹﾞﾑｷﾞｶｽﾐｶﾒ Stenodema calcaratum ○
157 ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ Stenotus rubrovittatus ○
158 ｳｽﾓﾝﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ Taylorilygus pallidulus ○
159 ｺﾐﾄﾞﾘﾁﾋﾞﾄﾋﾞｶｽﾐｶﾒ Campylomma chinensis ○
160 ﾁﾋﾞﾄﾋﾞｶｽﾐｶﾒ属の一種 Campylomma sp. ○
161 ﾊｼﾘｶｽﾐｶﾒ属の一種 Hallodapus sp. ○
162 ﾋｮｳﾀﾝｶｽﾐｶﾒ Pilophorus setulosus ○
163 ｸﾛﾋｮｳﾀﾝｶｽﾐｶﾒ Pilophorus typicus ○
164 ｼﾗｹﾞﾖﾓｷﾞｶｽﾐｶﾒ Plagiognathus albipennis ○
165 ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科の一種 Miridae gen. sp. ○
166 ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ ﾊﾈﾅｶﾞﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ Nabis stenoferus ○
167 ﾊﾅｶﾒﾑｼ ﾂﾔﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼ Orius nagaii ○
168 ﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼ Orius sauteri ○
169 ﾔｻﾊﾅｶﾒﾑｼ Amphiareus obscuriceps ○
170 ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ｳﾁﾜｸﾞﾝﾊﾞｲ Cantacader lethierryi ○
171 ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ Stephanitis pyrioides ○
172 ｻｼｶﾞﾒ ﾄｹﾞｻｼｶﾞﾒ Polididus perarmatus ○
173 ｼﾏｻｼｶﾞﾒ Sphedanolestes impressicollis ○
174 ﾓﾓﾌﾞﾄﾄﾋﾞｲﾛｻｼｶﾞﾒ Oncocephalus femoratus ○
175 ﾏﾀﾞﾗｶﾓﾄﾞｷｻｼｶﾞﾒ Empicoris rubromaculatus ○
176 ﾋﾞﾛｳﾄﾞｻｼｶﾞﾒ Ectrychotes andreae ○
177 ｱｶｼﾏｻｼｶﾞﾒ Haematoloecha nigrorufa ○
178 ｸﾛﾓﾝｻｼｶﾞﾒ Peirates turpis ○
179 ｷｲﾛｻｼｶﾞﾒ Sirthenea flavipes ○
180 ｲﾄｶﾒﾑｼ ﾋﾒｲﾄｶﾒﾑｼ Metacanthus pulchellus ○
182 ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒｼﾞｭｳｼﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Tropidothorax belogolowi ○
183 ｼﾞｭｳｼﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Tropidothorax cruciger ○
184 ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Nysius plebejus ○
185 ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼの一種 Nysius sp. ○
186 ﾋﾒﾋﾗﾀﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Cymus aurescence ○
187 ﾋﾗﾀﾅｶﾞｶﾒﾑｼ属の一種 Cymus sp. ○
188 ｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Dimorphopterus pallipes ○
189 ﾎｿｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Macropes obnubilus ○
190 ﾋﾒｵｵﾒｶﾒﾑｼ Geocoris proteus ○
191 ﾖﾂﾎﾞｼﾁﾋﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Botocudo japonicus ○
192 ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Metochus abbreviatus ○
193 ﾋﾗﾀﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Pachybrachius luridus ○
194 ｻﾋﾞﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Pamerarma rustica ○
195 ﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Panaorus albomaculatus ○
196 ｼﾛﾍﾘﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Panaorus japonicus ○
197 ｷﾍﾞﾘﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Paraparomius lateralis ○
198 ｸﾛｱｼﾎｿﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Paromius exiguus ○
181 ﾐﾅﾐﾎｿﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Paromius piratoides ○
199 ｲﾁｺﾞﾁﾋﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Stigmatonotum geniculatum ○
200 ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Chauliops fallax ○
201 ﾎｼｶﾒﾑｼ ﾌﾀﾓﾝﾎｼｶﾒﾑｼ Pyrrhocoris sibiricus ○
202 ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta cincticollis ○
203 ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta gutta ○
204 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ Leptocorisa chinensis ○
205 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ Riptortus clavatus ○
206 ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾄｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ Coriomeris scabricornis ○
207 ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ Cletus punctiger ○
208 ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ Homoeocerus unipunctatus ○
209 ﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ Hygia opaca ○
210 ｷﾊﾞﾗﾍﾘｶﾒﾑｼ Plinachtus bicoloripes ○
211 ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ｽｶｼﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ Liorhyssus hyalinus ○
212 ｱｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ Rhopalus maculatus ○
213 ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ Stictopleurus punctatonervosus ○
214 ﾏﾙｶﾒﾑｼ ﾏﾙｶﾒﾑｼ Megacopta punctatissima ○
215 ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾂﾁｶﾒﾑｼ Geotomus pygmaeus ○
216 ﾂﾁｶﾒﾑｼ Macroscytus japonensis ○
217 ｶﾒﾑｼ ｵｵｸﾛｶﾒﾑｼ Scotinophara horvathi ○
218 ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ Scotinophara lurida ○
219 ｳｽﾞﾗｶﾒﾑｼ Aelia fieberi ○
220 ﾄｹﾞｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris aeneus ○
221 ﾏﾙｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris guttiger ○
222 ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris ventralis ○
223 ﾂﾔｱｵｶﾒﾑｼ Glaucias subpunctatus ○
224 ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ Halyomorpha picus ○
225 ﾐﾔﾏｶﾒﾑｼの一種 Hermolaus sp. ○
226 ﾌﾀﾃﾝｶﾒﾑｼ Laprius gastricus ○
227 ｽｺｯﾄｶﾒﾑｼ Menida scotti ○
228 ｲﾁﾓﾝｼﾞｶﾒﾑｼ Piezodorus hybneri ○
229 ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ Plautia crossota ○
230 ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ Gonopsis affinis ○
231 ﾂﾉｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾊｻﾐﾂﾉｶﾒﾑｼ Acanthosoma forficula ○
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表 8.6.1.4 (1) 陸生昆虫類確認種一覧(4/13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 目 名 科 名 種 名 学 名 平成14年度 平成15年度

232 (ｶﾒﾑｼ) (ﾂﾉｶﾒﾑｼ) ｱｵﾓﾝﾂﾉｶﾒﾑｼ Dichobothrium nubilum ○
233 ﾋﾒﾂﾉｶﾒﾑｼ Elasmucha putoni ○
234 ｴｻｷﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ Sastragala esakii ○
235 ﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ Sastragala scutellata ○
236 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ属の一種 Hemerobius sp. ○
237 ﾁｬﾊﾞﾈﾋﾒｶｹﾞﾛｳ Micromus numerosus ○
238 ｸｻｶｹﾞﾛｳ ｸﾓﾝｸｻｶｹﾞﾛｳ Chrysopa formosa ○
239 ﾔﾏﾄｸｻｶｹﾞﾛｳ Chrysoperla carnea ○
240 ｲﾂﾎﾞｼｱｶﾏﾀﾞﾗｸｻｶｹﾞﾛｳ Mallada cognatella ○
241 ｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ ｺｶｽﾘｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ Distoleon contubernalis ○
242 ﾎｼｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ Glenuroides japonicus ○
243 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾝﾐｮｳ ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ Cicindela elisae ○
244 ｵｻﾑｼ ﾏｲﾏｲｶﾌﾞﾘ Damaster blaptoides ○
245 ｵｵｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ Leptocarabus kumagaii ○
246 ｺﾋﾒﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ Clivina vulgivaga ○
247 ﾎｿﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ Scarites acutidens ○ ○
248 ﾅｶﾞﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ Scarites terricola ○
249 ｱﾄﾓﾝﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Bembidion niloticum ○
250 ﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ属の一種 Bembidion sp. ○
251 ﾑﾂﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Paratachys plagiatus ○
252 ｳｽｵﾋﾞｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Paratachys sericans ○
253 ｸﾘｲﾛｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Tachyura fumicata ○
254 ﾖﾂﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Tachyura laetifica ○
255 ｵｵｺﾞﾐﾑｼ Lesticus magnus ○
256 ｵｵﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus fortis ○
257 ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus microcephalus ○
258 ｷﾝﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus planicollis ○
259 ﾏﾙｶﾞﾀﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus subovatus ○
260 ｱｼﾐｿﾞﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus sulcitarsis ○ ○
261 ﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ属の一種 Pterostichus sp. ○
262 ﾑﾗｻｷｵｵｺﾞﾐﾑｼ Trigonognatha coreana ○
263 ｱｵｸﾞﾛﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Agonum chalcomus ○
264 ｾｱｶﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Dolichus halensis ○
265 ｵｵﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Platynus magnus ○
266 ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus arcuaticollis ○
267 ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus cycloderus ○
268 ﾋﾒﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus dulcigradus ○
269 ｺｱｵﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ Amara chalcophaea ○ ○
270 ｵｵﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ Amara gigantea ○
271 ﾅｶﾞﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ Amara macronota ○
272 ﾋﾒﾂﾔﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ Amara nipponica ○ ○
273 ﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ属の一種 Amara sp. ○
274 ｹｳｽｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus griseus ○
275 ﾋﾒｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus jureceki ○
276 ｳｽｱｶｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus sinicus ○
277 ｸﾋﾞﾅｶﾞｺﾞﾓｸﾑｼ Oxycentrus argutoroides ○
278 ｶﾗｶﾈｺﾞﾓｸﾑｼ Platymetopus flavilabris ○
279 ｷｲﾛﾁﾋﾞｺﾞﾓｸﾑｼ Acupalpus inornatus ○
280 ｷﾍﾞﾘｺﾞﾓｸﾑｼ Anoplogenius cyanescens ○
281 ｺｸﾛﾋﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Bradycellus subditus ○
282 ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus difficilis ○
283 ﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus fulvicornis ○
284 ﾑﾈｱｶﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus propinquus ○
285 ｲﾂﾎｼﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus quinquepustulatus ○
286 ｺｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius circumdatus ○
287 ｺｱﾄﾜｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius hamifer ○
288 ﾋﾒｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius inops ○
289 ｵｵｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius micans ○
290 ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius naeviger ○
291 ｺｶﾞｼﾗｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius variicornis ○ ○
292 ｱﾄﾜｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius virgulifer ○
293 ﾁｬﾊﾞﾈｸﾋﾞﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Odacantha aegrota ○
294 ﾄｹﾞｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Aephnidius adelioides ○ ○
295 ｸﾛｽｼﾞｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Anchista binotata ○
296 ｽｼﾞﾐｽﾞｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Apristus grandis ○
297 ﾐｽﾞｷﾞﾜｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Demetrias marginicollis ○
298 ﾎｿｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Dromius prolixus ○
299 ﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ ｵｵﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ Brachinus scotomedes ○ ○
300 ﾐｲﾃﾞﾗｺﾞﾐﾑｼ Pheropsophus jessoensis ○ ○
301 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Guignotus japonicus ○
302 ｹｼｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Hyphydrus japonicus ○
303 ﾁｬｲﾛﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Liodessus megacephalus ○
304 ﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Agabus japonicus ○
305 ﾎｿｾｽｼﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Copelatus weymarni ○
306 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus pulverosus ○
307 ｺｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Hydaticus grammicus ○
308 ｳｽｲﾛｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Hydaticus rhantoides ○
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表 8.6.1.4 (1) 陸生昆虫類確認種一覧(5/13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 目 名 科 名 種 名 学 名 平成14年度 平成15年度

309 (ｺｳﾁｭｳ) ｶﾞﾑｼ ｾｽｼﾞｹｼｶﾞﾑｼ Cercyon aequalis ○
310 ｹｼｶﾞﾑｼ属の一種 Cercyon sp. ○
311 ｾﾏﾙｹｼｶﾞﾑｼ Cryptopleurum subtile ○
312 ｷﾍﾞﾘﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ Enochrus japonicus ○
313 ｷｲﾛﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ Enochrus simulans ○
314 ｺｶﾞﾑｼ Hydrochara affinis ○
315 ﾋﾒｶﾞﾑｼ Sternolophus rufipes ○
316 ﾀﾏｶﾞﾑｼ Amphiops mater ○
317 ﾔﾏﾄｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ Berosus japonicus ○
318 ﾄｹﾞﾊﾞｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ Berosus lewisius ○
319 ｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ Berosus signaticollis ○
320 ﾋｹﾞﾌﾞﾄﾁﾋﾞｼﾃﾞﾑｼ ﾔﾏﾄﾋｹﾞﾌﾞﾄﾁﾋﾞｼﾃﾞﾑｼ Colon japonicum ○
321 ﾁﾋﾞｼﾃﾞﾑｼ ﾙｲｽﾁﾋﾞｼﾃﾞﾑｼ Catops angustitarsis ○
322 ﾁﾋﾞｼﾃﾞﾑｼ属の一種 Catops sp. ○
323 ｼﾃﾞﾑｼ ﾋﾛｵﾋﾞﾓﾝｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus investigator ○
324 ﾔﾏﾄﾓﾝｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus japonicus ○ ○
325 ﾏｴﾓﾝｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus maculifrons ○
326 ｵｵﾓﾓﾌﾞﾄｼﾃﾞﾑｼ Necrodes asiaticus ○
327 ﾊﾈｶｸｼ ｾｽｼﾞﾁﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Micropeplus fulvus ○
328 ﾁﾋﾞｸﾛｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus latiusculus ○
329 ﾙｲｽｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus lewisius ○
330 ｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼの一種 Anotylus sp. ○
331 ｽﾞｸﾞﾛｱｶﾁﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Atheta weisei ○
332 ﾂﾏｸﾞﾛｶﾜﾍﾞﾊﾈｶｸｼ Bledius lucidus ○
333 ｵｵﾂﾉﾊﾈｶｸｼ Bledius salsus ○
334 ﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Carpelimus vagus ○
335 ｱｶｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Oxytelus incisus ○
336 ｸﾛﾋﾒｶﾜﾍﾞﾊﾈｶｸｼ Platystethus operosus ○
337 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾒﾀﾞｶﾊﾈｶｸｼ Stenus cicideloides ○
338 ﾒﾀﾞｶﾊﾈｶｸｼ属の一種 Stenus sp. ○
339 ｸﾛｽﾞﾄｶﾞﾘﾊﾈｶｸｼ Lithocharis nigriceps ○
340 ｸﾛﾅｶﾞｴﾊﾈｶｸｼ Ochthephilum densipenne ○
341 ｱｵﾊﾞｱﾘｶﾞﾀﾊﾈｶｸｼ Paederus fuscipes ○ ○
342 ﾁﾋﾞﾄｶﾞﾘﾊﾈｶｸｼ Sunius debilicornis ○
343 ｽﾞｸﾞﾛﾋﾒﾅｶﾞﾊﾈｶｸｼ Leptacinus angustus ○
344 ｳｽｱｶﾊﾞﾎｿﾊﾈｶｸｼ Othius medius ○
345 ｱｶﾊﾞﾎｿﾊﾈｶｸｼ Othius rufipennis ○
346 ｷｱｼﾁﾋﾞｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ Philonthus numata ○
347 ﾋﾒﾎｿｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ Philonthus wusthoffi ○
348 ｸﾛｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼの一種 Philonthus sp. ○
349 ﾔﾏﾄｲｸﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Mycetoporus discoidalis ○
350 ﾋﾒｷﾉｺﾊﾈｶｸｼの一種 Sepedophilus sp. ○
351 ｺｸﾛﾏﾙｸﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Tachinus diminutus ○
352 ｸﾛｽﾞﾏﾙｸﾋﾞﾊﾈｶｸｼの一種 Tachinus sp. ○
353 ｸﾛｽﾞｼﾘﾎｿﾊﾈｶｸｼ Tachyporus celatus ○
354 ｼﾘﾎﾞｿﾊﾈｶｸｼ亜科の一種 Tachyporinae gen. sp. ○
355 ｸﾛｻﾋﾞｲﾛﾊﾈｶｸｼ Ocypus lewisius ○
356 ｷﾊﾞﾈｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Falagria sapida ○
357 ﾔﾏﾄﾋﾗﾀｷﾉｺﾊﾈｶｸｼ Gyrophaena niponensis ○
358 ﾂﾔｹｼｷﾊﾞﾈﾁﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Nehemitropa sordida ○
359 ｱｶｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Santhota sparsa ○
360 ｸﾋﾞｱｶｱﾘﾉｽﾊﾈｶｸｼ Zyras pictus ○
361 ﾊﾈｶｸｼ科類 Staphylinidae gen. spp. ○
362 ｱﾘﾂﾞｶﾑｼ ﾎｿｸｼﾋｹﾞｱﾘﾂﾞｶﾑｼ Pilopius discedens ○
363 ｱﾘﾂﾞｶﾑｼ科の一種 Pselaphidae gen. sp. ○
364 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐﾀﾞﾏｼ ﾂﾏｱｶﾏﾙﾊﾅﾉﾐﾀﾞﾏｼ Eucinetus haemorrhoidalis ○
365 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ ﾋﾒﾁﾋﾞﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Cyphon puncticeps ○
366 ﾁﾋﾞﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属の一種 Cyphon sp. ○
367 ﾄﾋﾞｲﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Scirtes japonicus ○
368 ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ ｺｸﾜｶﾞﾀ Macrodorcas rectus ○
369 ﾋﾗﾀｸﾜｶﾞﾀ Serrognathus platymelus ○
370 ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus atripennis ○
371 ﾐﾂﾉｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus tricornis ○
372 ｵｵｸﾛｺｶﾞﾈ Holotrichia parallela ○
373 ｵｵｺﾌｷｺｶﾞﾈ Melolontha frater ○
374 ﾋｹﾞｺｶﾞﾈ Polyphylla laticollis ○
375 ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera castanea ○
376 ﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera japonica ○
377 ﾋﾒﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera orientalis ○
378 ｵｵﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera renardi ○
379 ﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ属の一種 Maladera sp. ○
380 ﾜﾀﾘﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈの一種 Nipponoserica sp. ○
381 ｺｲﾁｬｺｶﾞﾈ Adoretus tenuimaculatus ○
382 ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ Anomala albopilosa ○
383 ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ Anomala cuprea ○
384 ﾔﾏﾄｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ Anomala japonica ○
385 ﾊﾝﾉﾋﾒｺｶﾞﾈ Anomala puncticollis ○
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386 (ｺｳﾁｭｳ) (ｺｶﾞﾈﾑｼ) ﾋﾒｺｶﾞﾈ Anomala rufocuprea ○
387 ﾁﾋﾞｻｸﾗｺｶﾞﾈ Anomala schoenfeldti ○
388 ｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ Blitopertha orientalis ○
389 ｺｶﾞﾈﾑｼ Mimela splendens ○
390 ｳｽﾁｬｺｶﾞﾈ Phyllopertha diversa ○
391 ﾏﾒｺｶﾞﾈ Popillia japonica ○
392 ﾋﾗﾀﾊﾅﾑｸﾞﾘ Nipponovalgus angusticollis ○
393 ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ Oxycetonia jucunda ○
394 ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ Protaetia orientalis ○
395 ｶﾅﾌﾞﾝ Rhomborrhina japonica ○
396 ｶﾌﾞﾄﾑｼ Allomyrina dichotoma ○
397 ﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ ｼﾗﾌﾁﾋﾞﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ Simplocaria bicolor ○
398 ﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ ﾀﾃｽｼﾞﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ Heterocerus fenestratus ○
399 ﾀﾏﾑｼ ﾅｶﾞﾋﾗﾀﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ Habroloma yuasai ○
400 ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾏﾀﾞﾗﾁﾋﾞｺﾒﾂｷ Aeoloderma agnata ○
401 ｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus binodulus ○ ○
402 ﾎｿｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus fuliginosus ○ ○
403 ﾋﾒｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus scrofa ○
404 ｵｵﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ Aphotistus notabilis ○
405 ｱｶﾋｹﾞﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ Neopristilophus serrifer ○
406 ﾆｾｸﾁﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ Lanecarus palustris ○
407 ﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾒﾂｷ Neotrichophorus junior ○
408 ｸﾛﾂﾔｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus annosus ○
409 ﾋﾗﾀｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus koikei ○
410 ｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus legatus ○
411 ｸﾛｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus senilis ○
412 ｷｱｼﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾒﾂｷ Migiwa tutus ○
413 ｸﾛｺﾊﾅｺﾒﾂｷ Paracardiophorus opacus ○
414 ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ ﾅｶﾞﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ Aulonothroscus longulus ○
415 ﾁｬｲﾛﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ Trixagus turgidus ○
416 ﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ ｺｸﾛﾊﾅﾎﾞﾀﾙ Libnetis granicollis ○
417 ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｾﾎﾞｼｼﾞｮｳｶｲ Athemus vitellinus ○
418 ｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ ｶﾄﾞﾏﾙｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ Dermestes haemorrhoidalis ○
419 ｸﾛﾋｹﾞﾌﾞﾄｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ Thaumaglossa hilleri ○
420 ｶﾏｷﾘﾀﾏｺﾞｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ Thaumaglossa rufocapillata ○
421 ﾋﾒﾏﾙｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ Anthrenus verbasci ○
422 ｶｯｺｳﾑｼ ﾔﾏﾄﾋﾒﾒﾀﾞｶｶｯｺｳﾑｼ Neohydnus hozumii ○
423 ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ｹｼｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ Dasytes vulgaris ○
424 ｸﾛｷｵﾋﾞｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ Laius niponicus ○
425 ﾂﾏｷｱｵｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ Malachius prolongatus ○
426 ｹｼｷｽｲ ｸﾛﾊﾅｹｼｷｽｲ Carpophilus chalybeus ○
427 ｸﾘｲﾛﾃﾞｵｷｽｲ Carpophilus marginellus ○
428 ｶﾀﾍﾞﾆﾃﾞｵｷｽｲ Urophorus humeralis ○
429 ﾎｿｷﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Epuraea parilis ○
430 ﾏﾒﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Haptoncurina paulula ○
431 ﾓﾝﾁﾋﾞﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Haptoncus ocularis ○
432 ﾓﾝﾁﾋﾞﾋﾗﾀｹｼｷｽｲの一種 Haptoncus sp. ○
433 ｱｶﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ Lasiodactylus pictus ○
434 ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ Stelidota multiguttata ○
435 ﾖﾂﾎﾞｼｹｼｷｽｲ Librodor japonicus ○
436 ﾈｽｲﾑｼ ﾎｿﾃﾞｵﾈｽｲ Europs temporis ○
437 ｺﾊﾞｹﾃﾞｵﾈｽｲ Mimemodes japonus ○
438 ﾄﾋﾞｲﾛﾃﾞｵﾈｽｲ Monotoma picipes ○
439 ﾋﾒﾊﾅﾑｼ ﾄﾋﾞｲﾛﾋﾒﾊﾅﾑｼ Olibrus consanguineus ○
440 ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ ﾋﾗﾑﾈﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ Protosilvanus lateritius ○
441 ﾎｿﾑﾈﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ Silvanoprus angusticollis ○
442 ﾐﾂｶﾄﾞｺﾅﾋﾗﾀﾑｼ Silvanoprus scuticollis ○
443 ﾋﾒﾌﾀﾄｹﾞﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ Silvanus lewisi ○
444 ﾐﾂﾓﾝｾﾏﾙﾋﾗﾀﾑｼ Psammoecus triguttatus ○
445 ｷｽｲﾑｼ ｹﾅｶﾞｾﾏﾙｷｽｲ Atomaria horridula ○
446 ｷｲﾛｾﾏﾙｷｽｲ Atomaria lewisi ○
447 ﾅｶﾞﾏﾙｷｽｲ Atomaria punctatissima ○
448 ﾏﾙｶﾞﾀｷｽｲ Curelius japonicus ○
449 ｷｽｲﾑｼ科の一種 Crypotphagidae gen. sp. ○
450 ｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ ｷｲﾛﾑｸｹﾞｵｵｷﾉｺ Cryptophilus cryptophagoides ○
451 ﾋﾒﾑｸｹﾞｵｵｷﾉｺ Cryptophilus propinquus ○
452 ｹﾅｶﾞﾏﾙｷｽｲ Toramus glisonothoides ○
453 ｷﾑﾈﾋﾒｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ Anadastus atriceps ○
454 ﾐｼﾞﾝﾑｼ ﾑｸｹﾞﾐｼﾞﾝﾑｼ Sericoderus lateralis ○
455 ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾃﾝﾄｳ Horniolus fortunatus ○
456 ﾌﾀﾎｼﾃﾝﾄｳ Hyperaspis japonica ○
457 ｵｼﾏﾋﾒﾃﾝﾄｳ Nephus oshimensis ○
458 ｾｽｼﾞﾋﾒﾃﾝﾄｳ Nephus patagiatus ○
459 ﾊﾞﾊﾞﾋﾒﾃﾝﾄｳ Scymnus babai ○
460 ｸﾛﾍﾘﾋﾒﾃﾝﾄｳ Scymnus hoffmanni ○
461 ﾋﾒﾃﾝﾄｳ属の一種 Scymnus sp. ○
462 ﾋﾒｱｶﾎｼﾃﾝﾄｳ Chilocorus kuwanae ○
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№ 目 名 科 名 種 名 学 名 平成14年度 平成15年度

463 (ｺｳﾁｭｳ) (ﾃﾝﾄｳﾑｼ) ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳ Phymatosternus lewisii ○
464 ﾍﾞﾀﾞﾘｱﾃﾝﾄｳ Rodolia cardinalis ○
465 ｼﾛｼﾞｭｳｺﾞﾎｼﾃﾝﾄｳ Calvia quindecimguttata ○
466 ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ Coccinella septempunctata ○
467 ﾅﾐﾃﾝﾄｳ Harmonia axyridis ○
468 ｼﾞｭｳｻﾝﾎｼﾃﾝﾄｳ Hippodamia tredecimpunctata ○
469 ｷｲﾛﾃﾝﾄｳ Illeis koebelei ○
470 ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ Propylea japonica ○
471 ﾋﾒﾏｷﾑｼ ｳｽｷｹｼﾏｷﾑｼ Corticaria japonica ○
472 ｸﾛｵﾋﾞｹｼﾏｷﾑｼ Corticaria ornata ○
473 ｳｽﾁｬｹｼﾏｷﾑｼ Cortinicara gibbosa ○
474 ﾔﾏﾄｹｼﾏｷﾑｼ Melanophthalma japonica ○
475 ﾋﾒﾏｷﾑｼ Stephostethus chinensis ○
476 ｺｷﾉｺﾑｼ ﾁｬｲﾛｺｷﾉｺﾑｼ Typhaea stercorea ○
477 ﾊﾅﾉﾐ ｸﾛﾊﾅﾉﾐ Mordella brachyura ○
478 ｶｸﾞﾔﾋﾒﾊﾅﾉﾐ Mordellina kaguyahime ○
479 ﾌﾀｵﾋﾞﾋﾒﾊﾅﾉﾐ Mordellina signatella ○
480 ﾓﾝﾋﾒﾊﾅﾉﾐ属の一種 Mordellina sp. ○
481 ｱｶﾋﾒﾊﾅﾉﾐ Mordellistenoda aka ○
482 ﾊﾅﾉﾐ科類 Mordellidae gen. spp. ○
483 ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ｱｵｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ Xanthochroa waterhousei ○
484 ｱﾘﾓﾄﾞｷ ｹｵﾋﾞｱﾘﾓﾄﾞｷ Anthelephila cribriceps ○
485 ﾖﾂﾎﾞｼﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ Pseudoleptaleus valgipes ○
486 ﾊﾅﾉﾐﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾅｶﾞﾀﾊﾅﾉﾐの一種 Anaspis sp. ○
487 ﾁﾋﾞｷｶﾜﾑｼ ﾋﾗﾀｸﾁｷﾑｼﾀﾞﾏｼ Prostominia lewisi ○
488 ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Luprops orientalis ○
489 ｸﾁｷﾑｼ ｳｽｲﾛｸﾁｷﾑｼ Allecula simiola ○
490 ｸﾘｲﾛｸﾁｷﾑｼ Borboresthes acicularis ○
491 ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｺｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Gonocephalum coriaceum ○
492 ﾋﾒｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Gonocephalum persimile ○ ○
493 ｶﾐｷﾘﾑｼ ｱﾄﾓﾝｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Pterolophia granulata ○
494 ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ Anoplophora malasiaca ○
495 ｼﾛｽｼﾞｶﾐｷﾘ Batocera lineolata ○
496 ｼﾗｵﾋﾞｺﾞﾏﾌｹｼｶﾐｷﾘ Exocentrus guttulatus ○
497 ﾊﾑｼ ﾑﾅｷﾙﾘﾊﾑｼ Smaragdina semiaurantiaca ○
498 ﾑﾈﾐｿﾞﾋﾒﾂﾂﾊﾑｼ Coenobius sulcicollis ○
499 ﾊﾞﾗﾙﾘﾂﾂﾊﾑｼ Cryptocephalus approximatus ○
500 ｱｵﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ Basilepta fulvipes ○
501 ﾋﾒｷﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ Pagria signata ○
502 ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ Scelodonta lewisii ○
503 ﾖﾓｷﾞﾊﾑｼ Chrysolina aurichalcea ○
504 ｺｶﾞﾀﾙﾘﾊﾑｼ Gastrophysa atrocyanea ○
505 ﾔﾅｷﾞﾙﾘﾊﾑｼ Plagiodera versicolora ○
506 ｳﾘﾊﾑｼ Aulacophora femoralis ○
507 ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ Aulacophora nigripennis ○
508 ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ Medythia nigrobilineata ○
509 ﾖﾂﾎﾞｼﾊﾑｼ Paridea quadriplagiata ○
510 ｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ Altica cyanea ○
511 ｽｼﾞｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ Altica latericosta ○
512 ｺｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ Altica viridicyanea ○
513 ﾂﾌﾞﾉﾐﾊﾑｼ Aphthona perminuta ○
514 ｻﾒﾊﾀﾞﾂﾌﾞﾉﾐﾊﾑｼ Aphthona strigosa ○
515 ﾊﾈﾅｼﾄﾋﾞﾊﾑｼ Batophila acutangula ○
516 ﾌﾀｲﾛﾋｻｺﾞﾄﾋﾞﾊﾑｼ Chaetocnema bicolorata ○
517 ﾋﾒﾄﾞｳｶﾞﾈﾄﾋﾞﾊﾑｼ Chaetocnema concinnicollis ○
518 ﾋｻｺﾞﾄﾋﾞﾊﾑｼ Chaetocnema ingenua ○
519 ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ Phyllotreta striolata ○
520 ﾅﾄﾋﾞﾊﾑｼ Psylliodes punctifrons ○
521 ﾀﾞｲｺﾝﾅｶﾞｽﾈﾄﾋﾞﾊﾑｼ Psylliodes subrugosa ○
522 ｸﾛﾄｹﾞﾊﾑｼ Hispellinus moerens ○
523 ｵﾄｼﾌﾞﾐ ｸﾛｹｼﾂﾌﾞﾁｮｯｷﾘ Auletobius uniformis ○
524 ﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ ﾋﾒｹﾌﾞｶﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ Apion praecarium ○
525 ｳｽｲﾛﾁﾋﾞｿﾞｳﾑｼ Nanophyes usuironis ○
526 ｿﾞｳﾑｼ ｻﾋﾞﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ属の一種 Scepticus sp. ○
527 ﾊｺﾍﾞﾀｺｿﾞｳﾑｼ Hypera basalis ○
528 ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾀｺｿﾞｳﾑｼ Hypera postica ○
529 ﾔｻｲｿﾞｳﾑｼ Listroderes costirostris ○
530 ﾊｽｼﾞｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ Lixus acutipennis ○
531 ｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ Lixus impressiventris ○
532 ｱｶｲﾈｿﾞｳﾓﾄﾞｷ Dorytomus roelofsi ○
533 ﾎﾟﾌﾟﾗｲﾈｿﾞｳﾓﾄﾞｷ Dorytomus urakoae ○
534 ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ Lissorhoptrus oryzophilus ○
535 ｳｽｸﾞﾛｱｼﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ Gryporrhynchus obscurus ○
536 ﾋﾗｾﾉﾐｿﾞｳﾑｼ Rhynchaenus dorsoplanatus ○
537 ｴﾉｷﾉﾐｿﾞｳﾑｼ Rhynchaenus horii ○
538 ﾑﾈｽｼﾞﾉﾐｿﾞｳﾑｼ Rhynchaenus takabayashii ○
539 ﾉﾐｿﾞｳﾑｼ属類 Rhynchaenus  spp. ○
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540 (ｺｳﾁｭｳ) (ｿﾞｳﾑｼ) ｲﾁｺﾞﾊﾅｿﾞｳﾑｼ Anthonomus bisignifer ○
541 ｱｶｱｼｸﾁﾌﾞﾄｻﾙｿﾞｳﾑｼ Rhinoncus cribricollis ○
542 ｺﾌﾞﾅｼｸﾁﾌﾞﾄｻﾙｿﾞｳﾑｼ Rhinoncus perpendicularis ○
543 ﾀﾞｲｺﾝｻﾙｿﾞｳﾑｼ Ceuthorhynchidius albosuturalis ○
544 ｱｵﾊﾞﾈｻﾙｿﾞｳﾑｼ Ceutorhynchus ibukianus ○
545 ﾀﾃﾞｻﾙｿﾞｳﾑｼ Homorosoma asperum ○
546 ﾔﾅｷﾞｼﾘｼﾞﾛｿﾞｳﾑｼ Cryptorhynchus lapathi ○
547 ﾆｾﾏﾂﾉｼﾗﾎｼｿﾞｳﾑｼ Shirahoshizo rufescens ○
548 ﾊﾁ ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ ｱｶｽｼﾞﾁｭｳﾚﾝｼﾞ Arge nigrinodosa ○
549 ﾆﾎﾝﾁｭｳﾚﾝｼﾞ Arge nipponensis ○
550 ﾊﾊﾞﾁ ﾊｸﾞﾛﾊﾊﾞﾁ Allantus luctifer ○
551 ﾜﾗﾋﾞﾊﾊﾞﾁ Aneugmeus kiotonis ○
552 ｾｸﾞﾛｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ Athalia infumata ○
553 ｵｽｸﾞﾛﾊﾊﾞﾁ Dolerus similis ○
554 ｶﾀｱｶｽｷﾞﾅﾊﾊﾞﾁ Loderus genucinctus ○
555 ｺｼﾏﾊﾊﾞﾁ Pachyprotasis pallidiventris ○
556 ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ﾌﾞﾗﾝｺｻﾑﾗｲｺﾏﾕﾊﾞﾁの一種 Apanteles sp. ○
557 ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科類 Braconidae gen. spp. ○ ○
558 ﾋﾒﾊﾞﾁ ｼﾛﾓﾝﾋﾗﾀﾋﾒﾊﾞﾁの一種 Coccygomimus sp. ○
559 ｱｵﾑｼﾋﾗﾀﾋﾒﾊﾞﾁ Itoplectis naranyae ○
560 ｲﾖﾋﾒﾊﾞﾁ Amblyjoppa proteus ○
561 ﾋﾒﾊﾞﾁ科類 Ichneumonidae gen. spp. ○
562 ｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ ｷｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ Brachymeria lasus ○
563 ﾁﾋﾞﾂﾔｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ Antrocephalus japonicus ○
564 ﾊﾈｼﾞﾛｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ Epitranus albipennis ○
565 ｺﾊﾞﾁ上科 ｺﾊﾞﾁ上科類 Chalcidoidea fam. & gen. spp. ○
566 ﾀﾏﾊﾞﾁ ﾀﾏﾊﾞﾁ科の一種 Cynipidae gen. sp. ○
567 ｾｲﾎﾞｳ ﾂﾏﾑﾗｻｷｾｲﾎﾞｳ Chrysis splendidula ○
568 ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ科の一種 Bethylidae gen. sp. ○
569 ｺﾂﾁﾊﾞﾁ ｽｼﾞｺﾂﾁﾊﾞﾁの一種 Tiphia  sp. ○
570 ﾂﾁﾊﾞﾁ ｵｵﾓﾝﾂﾁﾊﾞﾁ Scolia histrionica ○
571 ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Campsomeriella annulata ○
572 ﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Campsomeris schulthessi ○
573 ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis ○
574 ﾆｾﾊﾘｱﾘ Hypoponera sauteri ○
575 ﾆｾﾊﾘｱﾘ属の一種 Hypoponera sp. ○
576 ﾃﾗﾆｼﾊﾘｱﾘ Ponera scabra ○
577 ｹﾌﾞｶﾊﾘｱﾘ Trachymesopus pilosior ○
578 ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster matsumurai ○
579 ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster osakensis ○
580 ｸﾎﾞﾐｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster vagula ○
581 ﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ Leptothorax congruus ○ ○
582 ﾊﾘﾅｶﾞﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ Leptothorax spinosior ○
583 ﾋﾒｱﾘ Monomorium intrudens ○ ○
584 ｼﾜｸｼｹｱﾘ Myrmica kotokui ○
585 ｺﾂﾉｱﾘ Oligomyrmex yamatonis ○
586 ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens ○ ○
587 ｲｶﾞｳﾛｺｱﾘ Smithistruma benten ○
588 ﾔﾏﾄｳﾛｺｱﾘ Smithistruma japonica ○
589 ﾉｺﾊﾞｳﾛｺｱﾘ属の一種 Smithistruma sp. ○
590 ﾄﾌｼｱﾘ Solenopsis japonica ○
591 ｳﾛｺｱﾘ Strumigenys lewisi ○
592 ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum ○ ○
593 ﾙﾘｱﾘ Iridomyrmex itoi ○ ○
594 ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ Camponotus tokioensis ○
595 ｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica japonica ○ ○
596 ｱﾒｲﾛｹｱﾘ Lasius umbratus ○
597 ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius japonicus ○
598 ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes ○ ○
599 ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ Cyphononyx dorsalis ○
600 ｱｹﾎﾞﾉﾍﾞｯｺｳ Anoplius eous ○
601 ｵｵｼﾛﾌﾍﾞｯｺｳ Episyron arrogans ○
602 ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ科の一種 Pompilidae gen. sp. ○
603 ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ ｵｵﾌﾀｵﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ Anterhynchium flavomarginatum ○
604 ｷﾎﾞｼﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ Eumenes fraterculus ○
605 ﾐｶﾄﾞﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ Eumenes micado ○
606 ｻﾑﾗｲﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ Eumenes samuray ○
607 ﾐｶﾄﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ Euodynerus nipanicus ○
608 ﾁﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ Stenodynerus frauenfeldi ○
609 ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾌﾀﾓﾝｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes chinensis ○
610 ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes jadwigae ○
611 ﾓﾝｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa crabro ○
612 ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa mandarinia ○
613 ｱﾅﾊﾞﾁ ｺｸﾛｱﾅﾊﾞﾁ Isodontia nigella ○
614 ｶｵｷﾝﾌﾟｾﾝ Psen caocinnus ○
615 ｷｱｼﾏｴﾀﾞﾃ Psenulus carinifrons ○
616 ﾋﾒｺｵﾛｷﾞﾊﾞﾁ Liris festinans ○
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表 8.6.1.4 (1) 陸生昆虫類確認種一覧(9/13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 目 名 科 名 種 名 学 名 平成14年度 平成15年度

617 (ﾊﾁ) (ｱﾅﾊﾞﾁ) ﾅﾐｼﾞｶﾞﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ Trypoxylon petiolatum ○
618 ｻｶｸﾞﾁｷﾞﾝｸﾞﾁ Ectemnius schletteri ○
619 ﾅﾐｷﾞﾝｸﾞﾁﾊﾞﾁ属の一種 Ectemnius sp. ○
620 ﾅﾐﾂﾁｽｶﾞﾘ Cerceris hortivaga ○
621 ﾏﾙﾓﾝﾂﾁｽｶﾞﾘ Cerceris japonica ○
622 ｱﾅﾊﾞﾁ科の一種 Sphecidae gen. sp. ○
623 ﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ ﾁﾋﾞﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ属の一種 Hylaeus sp. ○
624 ｺﾊﾅﾊﾞﾁ ｱｶｶﾞﾈｺﾊﾅﾊﾞﾁ Halictus aerarius ○
625 ﾂﾞﾏﾙﾂﾔｺﾊﾅﾊﾞﾁ Lasioglossum proximatum ○
626 ﾊｷﾘﾊﾞﾁ ﾂﾞｸﾞﾛﾊｷﾘﾊﾞﾁ Chalicodoma monticola ○
627 ﾊﾞﾗﾊｷﾘﾊﾞﾁ Megachile nipponica ○
628 ﾋﾒﾂﾂﾊｷﾘﾊﾞﾁ Megachile subalbuta ○
629 ﾊﾞﾗﾊｷﾘﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ Megachile tsurugensis ○
630 ﾊｷﾘﾊﾞﾁ属の一種 Megachile sp. ○
631 ｺｼﾌﾞﾄﾊﾅﾊﾞﾁ ﾔﾏﾄﾂﾔﾊﾅﾊﾞﾁの一種 Ceratina sp. ○
632 ｸﾏﾊﾞﾁ Xylocopa appendiculata ○
633 ﾐﾂﾊﾞﾁ ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ Apis mellifera ○
634 ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｴｿﾞﾎｿｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Nephrotoma cornicina ○
635 ｷｲﾛﾎｿｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Nephrotoma virgata ○
636 ﾏﾀﾞﾗｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula coquilleti ○
637 ﾔﾁｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula serricauda ○
638 ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula aino ○
639 ｸﾛｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula patagiata ○
640 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の一種 Tipula sp. ○
641 ｾｱｶﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Limonia pulchra ○
642 ｶｽﾘﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Limnophila japonica ○
643 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科類 Tipulidae gen. spp. ○
644 ﾁｮｳﾊﾞｴ ﾁｮｳﾊﾞｴ科類 Psychodidae gen. spp. ○
645 ｶ ﾋﾄｽｼﾞｼﾏｶ類 Aedes spp. ○
646 ｲｴｶの一種 Culex sp. ○
647 ﾇｶｶ ﾇｶｶ科類 Ceratopogonidae gen. spp. ○
648 ﾕｽﾘｶ ﾔﾊｽﾞｶﾕｽﾘｶ Procladius sagittalis ○
649 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ Ablabesmyia moniliformis ○
650 ｶｽﾘﾓﾝﾕｽﾘｶ Tanypus punctipennis ○
651 ﾔﾏﾄｲｿﾕｽﾘｶ Telmatogeton japonicus ○
652 ﾏﾄﾞｵｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Bryophaenocladius sp. ○
653 ﾌﾀｽｼﾞﾂﾔﾕｽﾘｶ Cricotopus bicinctus ○
654 ﾅｶｵﾋﾞﾂﾔﾕｽﾘｶ Cricotopus triannulatus ○
655 ﾐﾂｵﾋﾞﾂﾔﾕｽﾘｶ Cricotopus trifasciatus ○
656 ｺﾑﾅﾄｹﾞﾕｽﾘｶ Limnophyes minimus ○
657 ｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Orthocladius sp. ○
658 ﾋﾒｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Psectrocladius aquatronus ○
659 ﾋﾒｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Psectrocladius sp. ○
660 ﾆｾﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Pseudosmittia sp. ○
661 ﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ Smittia aterrima ○
662 ﾋﾒｸﾛﾕｽﾘｶ Smittia pratora ○
663 ﾌﾁｸﾞﾛﾕｽﾘｶ Chironomus circumdatus ○
664 ﾋｼﾓﾝﾕｽﾘｶ Chironomus flaviplumus ○
665 ｳｽｲﾛﾕｽﾘｶ Chironomus kiiensis ○
666 ﾎﾝｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ Chironomus nippodorsalis ○
667 ﾔﾏﾄﾕｽﾘｶ Chironomus nipponensis ○
668 ｵｵﾕｽﾘｶ Chironomus plumosus ○
669 ｼｵﾕｽﾘｶ Chironomus salinarius ○
670 ｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ Chironomus yoshimatsui ○
671 ｲｼｶﾞｷﾕｽﾘｶ Cladopelma edwardsi ○
672 ｼﾛｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ Cryptochironomus albofasciatus ○
673 ｲﾉｳｴﾕｽﾘｶ Dicrotendipes inouei ○
674 ｲﾎﾞﾎｿﾐﾕｽﾘｶ Dicrotendipes lobiger ○
675 ﾒｽｸﾞﾛﾕｽﾘｶ Dicrotendipes pelochloris ○
676 ｸﾛﾕｽﾘｶ Einfeldia dissidens ○
677 ﾊｲｲﾛﾕｽﾘｶ Glyptotendipes tokunagai ○
678 ｵｵﾐﾄﾞﾘﾕｽﾘｶ Lipiniella goryoensis ○
679 ｺｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属の一種 Microchironomus sp. ○
680 ﾐﾅﾐﾕｽﾘｶ Nilodorum biroi ○
681 ﾕﾐｶﾞﾀﾆｾｺﾌﾞﾅｼﾕｽﾘｶ Parachironomus arcuatus ○
682 ﾌﾄｵｹﾊﾞﾈﾕｽﾘｶ Polypedilum convexum ○
683 ｱｻｶﾜﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum asakawaense ○
684 ﾐﾔｺﾑﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum kyotoense ○
685 ﾔﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum nubifer ○
686 ｷﾐﾄﾞﾘﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum convictum ○
687 ﾔﾏﾄﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum japonicum ○
688 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属の一種 Polypedilum sp. ○
689 ｵｵﾔﾏﾋｹﾞﾕｽﾘｶ Tanytarsus oyamai ○
690 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属類 Tanytarsus  spp. ○
691 ﾕｽﾘｶ科類 Chironomidae gen. spp. ○
692 ｶﾊﾞｴ ﾏﾀﾞﾗｶﾊﾞｴ Sylvicola japonica ○
693 ｹﾊﾞｴ ｸﾛｱｼﾎﾞｿｹﾊﾞｴ Bibio holomaurus ○
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表 8.6.1.4 (1) 陸生昆虫類確認種一覧(10/13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 目 名 科 名 種 名 学 名 平成14年度 平成15年度

694 (ﾊｴ) (ｹﾊﾞｴ) ﾒｽｱｶｱｼﾎﾞｿｹﾊﾞｴ Bibio simulans ○
695 ﾊｸﾞﾛｹﾊﾞｴ Bibio tenebrosus ○
696 ｸﾛﾄｹﾞﾅｼｹﾊﾞｴ Plecia adiastola ○
697 ｸﾛﾄｹﾞﾅｼｹﾊﾞｴの一種 Plecia hadrosoma ○
698 ｸﾛﾄｹﾞﾅｼｹﾊﾞｴの一種 Plecia membranifera ○
699 ﾆｾｹﾊﾞｴ ﾆｾｹﾊﾞｴ科の一種 Scatopsidae gen. sp. ○
700 ﾀﾏﾊﾞｴ ﾀﾏﾊﾞｴ科類 Cecidomyiidae gen. spp. ○
701 ｷﾉｺﾊﾞｴ ｷﾉｺﾊﾞｴ科類 Mycetophilidae gen. spp. ○
702 ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科類 Sciaridae gen. spp. ○
703 ﾐｽﾞｱﾌﾞ ｴｿﾞﾎｿﾙﾘﾐｽﾞｱﾌﾞ Actina jezoensis ○
704 ｱﾒﾘｶﾐｽﾞｱﾌﾞ Hermetia illucens ○
705 ﾂﾘｱﾌﾞ ｸﾛﾊﾞﾈﾂﾘｱﾌﾞ Ligyra tantalus ○
706 ｽｷﾊﾞﾂﾘｱﾌﾞ Villa limbata ○
707 ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｱﾒｲﾛﾎｿﾑｼﾋｷ Leptogaster trimucronotata ○
708 ｼｵﾔｱﾌﾞ Promachus yesonicus ○
709 ｼﾛｽﾞﾋﾒﾑｼﾋｷ Philonicus albiceps ○
710 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ ﾅｶﾞﾚｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ属の一種 Hilara sp. ○
711 ﾓﾓﾌﾞﾄｾﾀﾞｶｵﾄﾞﾘﾊﾞｴの一種 Hybos sp. ○
712 ｱｶﾒｾﾀﾞｶｵﾄﾞﾘﾊﾞｴの一種 Syneches sp. ○
713 ﾓﾓﾌﾞﾄｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ属類 Platypalpus  spp. ○
714 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Empididae gen. sp. ○
715 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ﾏﾀﾞﾗｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ Psilopus nebulosus ○
716 ﾏﾀﾞﾗｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴの一種 Psilopus sp. ○
717 ｱｼﾅｶﾞｷﾝﾊﾞｴ属類 Dolichopus  spp. ○
718 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科類 Dolichopodidae gen. spp. ○
719 ﾉﾐﾊﾞｴ ﾉﾐﾊﾞｴ科類 Phoridae gen. spp. ○
720 ｱﾀﾏｱﾌﾞ ｱﾀﾏｱﾌﾞ科の一種 Pipunculidae gen. sp. ○
721 ﾊﾅｱﾌﾞ ｸﾛﾋﾗﾀｱﾌﾞ Betasyrphus serarius ○
722 ﾍﾘﾋﾗﾀｱﾌﾞ Didea alneti ○
723 ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ Episyrphus balteatus ○
724 ﾅﾐﾎｼﾋﾗﾀｱﾌﾞ Eupeodes frequens ○
725 ｴｿﾞｺﾋﾗﾀｱﾌﾞ Metasyrphus corollae ○
726 ﾎｿﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ Sphaerophoria macrogaster ○
727 ｷﾀﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ Sphaerophoria philanthus ○
728 ﾎｼﾂﾔﾋﾗﾀｱﾌﾞ Melanostoma scalare ○
729 ﾏｶﾞﾘｹﾋﾗﾀｱﾌﾞの一種 Platycheirus pennipes ○
730 ｷｱｼﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ Paragus haemorrhous ○
731 ｼﾏﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ Paragus fasciatus ○
732 ｺﾋﾗﾀﾊﾅｱﾌﾞ属の一種 Pipiza sp. ○
733 ﾏﾄﾞﾋﾗﾀｱﾌﾞ Eumerus japonicus ○
734 ｷｺﾞｼﾊﾅｱﾌﾞ Eristalinus quinquestriatus ○
735 ｼﾏﾊﾅｱﾌﾞ Eristalis cerealis ○
736 ﾊﾅｱﾌﾞ Eristalis tenax ○
737 ｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ Helophilus virgatus ○
738 ｼﾏｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ Mesembrius flaviceps ○
739 ｵｵﾊﾅｱﾌﾞ Phytomia zonata ○
740 ﾒﾊﾞｴ ﾏﾀﾞﾗﾒﾊﾞｴ Myopa buccata ○
741 ﾃﾞｶﾞｼﾗﾊﾞｴ ｽﾌｪｺﾐｴﾗ属の一種 Sphecomyiella sp. ○
742 ﾐﾊﾞｴ ﾋﾗﾔﾏｱﾐﾒｹﾌﾞｶﾐﾊﾞｴ Campiglossa hirayamae ○
743 ﾋﾛｸﾁﾊﾞｴ ﾀﾞｲｽﾞｺﾝﾘｭｳﾊﾞｴ Rivellia apicalis ○
744 ﾔﾁﾊﾞｴ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾔﾁﾊﾞｴ Sepedon aenescens ○
745 ﾊﾏﾍﾞﾊﾞｴ ﾊﾏﾍﾞﾊﾞｴ Coelopa frigida ○
746 ｼﾏﾊﾞｴ ﾔﾌﾞｸﾛｼﾏﾊﾞｴ Minettia longipennis ○
747 ｼﾏﾊﾞｴ科類 Lauxaniidae gen. spp. ○
748 ｸﾁｷﾊﾞｴ ｸﾁｷﾊﾞｴ科の一種 Clusiidae gen. sp. ○
749 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科類 Agromyzidae gen. spp. ○
750 ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科類 Chloropidae gen. spp. ○
751 ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ科類 Ephydridae gen. spp. ○
752 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila annulipes ○
753 ｵｳﾄｳｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila suzukii ○
754 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ属類 Drosophila  spp. ○
755 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科類 Drosophilidae gen. spp. ○
756 ﾄｹﾞﾊﾈﾊﾞｴ ﾄｹﾞﾊﾈﾊﾞｴ科の一種 Heleomyzidae gen. sp. ○
757 ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科類 Sphaeroceridae gen. spp. ○
758 ﾌﾝﾊﾞｴ ﾋﾒﾌﾝﾊﾞｴ Scathophaga stercoraria ○
759 ﾊﾅﾊﾞｴ ﾊｺﾍﾞﾊﾅﾊﾞｴ Delia echinata ○
760 ﾀﾈﾊﾞｴ Delia platura ○
761 ｹﾌﾞｶｸﾛﾊﾅﾊﾞｴ Paregle vetula ○
762 ﾊﾅﾊﾞｴ科類 Anthomyiidae gen. spp. ○
763 ﾋﾒｲｴﾊﾞｴ ﾋﾒｲｴﾊﾞｴ属類 Fannia  spp. ○
764 ｲｴﾊﾞｴ ｸﾛｲｴﾊﾞｴ Musca bezzi ○
765 ﾋﾒｸﾛﾊﾞｴ Hydrotaea ignava ○
766 ﾔﾏﾄﾄｹﾞﾊﾅﾊﾞｴ Phaonia japonica ○
767 ｲｴﾊﾞｴ科類 Muscidae gen. spp. ○
768 ｸﾛﾊﾞｴ ｹﾌﾞｶｸﾛﾊﾞｴ Aldrichina grahami ○
769 ｵｵｸﾛﾊﾞｴ Calliphora lata ○
770 ﾋﾛｽﾞｷﾝﾊﾞｴ Lucilia sericata ○
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表 8.6.1.4 (1) 陸生昆虫類確認種一覧(11/13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 目 名 科 名 種 名 学 名 平成14年度 平成15年度

771 (ﾊｴ) (ｸﾛﾊﾞｴ) ｷﾝﾊﾞｴ Lucilia caesar ○
772 ﾎﾎｸﾞﾛｵﾋﾞｷﾝﾊﾞｴ Chrysomya pinguis ○
773 ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ Stomorhina obsoleta ○
774 ﾆｸﾊﾞｴ ｾﾝﾁﾆｸﾊﾞｴ Sarcophaga peregrina ○
775 ｼﾘｸﾞﾛﾆｸﾊﾞｴ Sarcophaga melanura ○
776 ﾅﾐﾆｸﾊﾞｴ Sarcophaga similis ○
777 ﾆｸﾊﾞｴ属類 Sarcophaga  spp. ○
778 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ ﾌﾞﾗﾝｺﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ Exorista japonica ○
779 ｶｲｺﾉｳｼﾞﾊﾞｴ Blepharipa zebina ○
780 ｾｽｼﾞﾅｶﾞﾊﾘﾊﾞｴ Dexia flavipes ○
781 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科類 Tachinidae gen. spp. ○
782 ﾄﾋﾞｹﾗ ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche brevilineata ○
783 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis ○
784 ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera japonica ○
785 ﾁｮｳ ﾏｶﾞﾘｶﾞ ﾏｶﾞﾘｶﾞ科の一種 Incurvariidae gen. sp. ○
786 ﾎﾞｸﾄｳｶﾞ ﾊｲｲﾛﾎﾞｸﾄｳ Phragmataecia castaneae ○
787 ﾊﾏｷｶﾞ ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ Adoxophyes honmai ○
788 ﾌﾀﾓﾝﾄｶﾞﾘﾊﾞﾋﾒﾊﾏｷ Bactra hostilis ○
789 ﾖﾓｷﾞﾈﾑｼｶﾞ Epiblema foenella ○
790 ﾄﾋﾞﾓﾝｼﾛﾋﾒﾊﾏｷ Eucosma metzneriana ○
791 ﾎｿﾊﾞﾁﾋﾞﾋﾒﾊﾏｷ Lobesia aeolopa ○
792 ﾆｾﾏﾒｻﾔﾋﾒﾊﾏｷ Matsumuraeses falcana ○
793 ﾅﾂﾊｾﾞﾋﾒﾊﾏｷ Olethreutes moderata ○
794 ﾊﾏｷｶﾞ科類 Tortricidae gen. spp. ○
795 ﾐﾉｶﾞ ｼﾊﾞﾐﾉｶﾞ Nipponopsyche fuscescens ○
796 ﾊﾞﾝﾊﾞﾘﾅ属の一種 Bambalina sp. ○
797 ﾋﾛｽﾞｺｶﾞ ﾏﾀﾞﾗﾏﾙﾊﾋﾛｽﾞｺｶﾞ Hypophrictis conspersa ○
798 ﾓﾄｷﾒﾝｺｶﾞ Opogona thiadelta ○
799 ﾎｿｶﾞ ﾎｿｶﾞ科の一種 Gracillariidae gen. sp. ○
800 ｽｶﾞ ｺﾅｶﾞ Plutella xylostella ○
801 ﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ ﾎｿｵﾋﾞｷﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ Cryptolechia malacobyrsa ○
802 ｶﾚﾊﾁﾋﾞﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ Tyrolimnas anthraconesa ○
803 ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞｷﾊﾞｶﾞ Autosticha kyotensis ○
804 ﾐﾂﾎﾞｼｷﾊﾞｶﾞ Autosticha modicella ○
805 ﾂﾂﾐﾉｶﾞ ﾂﾂﾐﾉｶﾞ科の一種 Coleophoridae gen. sp. ○
806 ｶｻﾞﾘﾊﾞｶﾞ ﾍﾞﾆﾓﾝﾄｶﾞﾘﾎｿｶﾞ Labdia semicoccinea ○
807 ｷﾞﾝｽｼﾞﾄｶﾞﾘﾎｿｶﾞ Stagmatophra niphostica ○
808 ｷﾊﾞｶﾞ ﾀﾃｼﾞﾏｷﾊﾞｶﾞ Helcystogramma arotraea ○
809 ｷﾊﾞｶﾞ科類 Gelechiidae gen. spp. ○
810 ｲﾗｶﾞ ｱｵｲﾗｶﾞ Parasa consocia ○
811 ﾋﾛﾍﾘｱｵｲﾗｶﾞ Parasa lepida ○
812 ﾒｲｶﾞ ﾎｿﾊﾞﾔﾏﾒｲｶﾞ Scoparia isochroalis ○
813 ﾖｼﾂﾄｶﾞ Chilo luteellus ○
814 ﾆｶﾒｲｶﾞﾓﾄﾞｷ Chilo nipponella ○
815 ﾆｶﾒｲｶﾞ Chilo suppressalis ○
816 ｼﾛｽｼﾞﾂﾄｶﾞ Crambus argyrophorus ○
817 ﾅｶｸﾞﾛﾂﾄｶﾞ Crambus virgatellus ○
818 ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ Parapediasia teterrella ○
819 ｸﾛｽｼﾞｷｵｵﾉﾒｲｶﾞ Acropentias aurea ○
820 ﾋﾒﾄｶﾞﾘﾉﾒｲｶﾞ Anania verbascalis ○
821 ｼﾛﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Bocchoris inspersalis ○
822 ﾀｲﾜﾝｳｽｷﾉﾒｲｶﾞ Botyodes diniasalis ○
823 ｱｶｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Bradina angustalis ○
824 ﾓﾝｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Bradina geminalis ○
825 ﾋﾒｱｶｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Bradina trigonalis ○
826 ｷﾍﾞﾘﾊﾈﾎﾞｿﾉﾒｲｶﾞ Circobotys aurealis ○
827 ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ Cnaphalocrocis medinalis ○
828 ﾊﾈﾅｶﾞｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ Cnaphalocrocis pilosa ○
829 ﾜﾀﾍﾘｸﾛﾉﾒｲｶﾞ Diaphania indica ○
830 ｷｱﾔﾋﾒﾉﾒｲｶﾞ Diasemia accalis ○
831 ｱﾔﾅﾐﾉﾒｲｶﾞ Eurrhyparodes accessalis ○
832 ｸﾛﾍﾘｷﾉﾒｲｶﾞ Goniorhynchus butyrosa ○
833 ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ Herpetogramma luctuosalis ○
834 ﾏﾒﾉﾒｲｶﾞ Maruca vitrata ○
835 ｸﾛﾐｽｼﾞﾉﾒｲｶﾞ Omiodes similis ○
836 ﾌｷﾉﾒｲｶﾞ属の一種 Ostrinia sp. ○
837 ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ Palpita nigropunctalis ○
838 ﾋﾛﾊﾞｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Paranacoleia lophophoralis ○
839 ｸﾋﾞｼﾛﾉﾒｲｶﾞ Piletocera aegimiusalis ○
840 ｺｶﾞﾀｼﾛﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Piletocera sodalis ○
841 ｳｽｲﾛｷﾝﾉﾒｲｶﾞ Pleuroptya punctimarginalis ○
842 ｷﾑｼﾞﾉﾒｲｶﾞ Prodasycnemis inornata ○
843 ﾀﾃｼﾏﾉﾒｲｶﾞ Sclerocona acutella ○
844 ﾏｴｷｼﾀｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Sitochroa umbrosalis ○
845 ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ Spoladea recurvalis ○
846 ｼﾛｽｼﾞｴｸﾞﾘﾉﾒｲｶﾞ Sufetula sunidesalis ○
847 ﾋﾒﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞ Elophila turbata ○
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表 8.6.1.4 (1) 陸生昆虫類確認種一覧(12/13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 目 名 科 名 種 名 学 名 平成14年度 平成15年度

771 (ﾊｴ) (ｸﾛﾊﾞｴ) ｷﾝﾊﾞｴ Lucilia caesar ○
772 ﾎﾎｸﾞﾛｵﾋﾞｷﾝﾊﾞｴ Chrysomya pinguis ○
773 ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ Stomorhina obsoleta ○
774 ﾆｸﾊﾞｴ ｾﾝﾁﾆｸﾊﾞｴ Sarcophaga peregrina ○
775 ｼﾘｸﾞﾛﾆｸﾊﾞｴ Sarcophaga melanura ○
776 ﾅﾐﾆｸﾊﾞｴ Sarcophaga similis ○
777 ﾆｸﾊﾞｴ属類 Sarcophaga  spp. ○
778 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ ﾌﾞﾗﾝｺﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ Exorista japonica ○
779 ｶｲｺﾉｳｼﾞﾊﾞｴ Blepharipa zebina ○
780 ｾｽｼﾞﾅｶﾞﾊﾘﾊﾞｴ Dexia flavipes ○
781 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科類 Tachinidae gen. spp. ○
782 ﾄﾋﾞｹﾗ ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche brevilineata ○
783 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis ○
784 ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera japonica ○
785 ﾁｮｳ ﾏｶﾞﾘｶﾞ ﾏｶﾞﾘｶﾞ科の一種 Incurvariidae gen. sp. ○
786 ﾎﾞｸﾄｳｶﾞ ﾊｲｲﾛﾎﾞｸﾄｳ Phragmataecia castaneae ○
787 ﾊﾏｷｶﾞ ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ Adoxophyes honmai ○
788 ﾌﾀﾓﾝﾄｶﾞﾘﾊﾞﾋﾒﾊﾏｷ Bactra hostilis ○
789 ﾖﾓｷﾞﾈﾑｼｶﾞ Epiblema foenella ○
790 ﾄﾋﾞﾓﾝｼﾛﾋﾒﾊﾏｷ Eucosma metzneriana ○
791 ﾎｿﾊﾞﾁﾋﾞﾋﾒﾊﾏｷ Lobesia aeolopa ○
792 ﾆｾﾏﾒｻﾔﾋﾒﾊﾏｷ Matsumuraeses falcana ○
793 ﾅﾂﾊｾﾞﾋﾒﾊﾏｷ Olethreutes moderata ○
794 ﾊﾏｷｶﾞ科類 Tortricidae gen. spp. ○
795 ﾐﾉｶﾞ ｼﾊﾞﾐﾉｶﾞ Nipponopsyche fuscescens ○
796 ﾊﾞﾝﾊﾞﾘﾅ属の一種 Bambalina sp. ○
797 ﾋﾛｽﾞｺｶﾞ ﾏﾀﾞﾗﾏﾙﾊﾋﾛｽﾞｺｶﾞ Hypophrictis conspersa ○
798 ﾓﾄｷﾒﾝｺｶﾞ Opogona thiadelta ○
799 ﾎｿｶﾞ ﾎｿｶﾞ科の一種 Gracillariidae gen. sp. ○
800 ｽｶﾞ ｺﾅｶﾞ Plutella xylostella ○
801 ﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ ﾎｿｵﾋﾞｷﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ Cryptolechia malacobyrsa ○
802 ｶﾚﾊﾁﾋﾞﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ Tyrolimnas anthraconesa ○
803 ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞｷﾊﾞｶﾞ Autosticha kyotensis ○
804 ﾐﾂﾎﾞｼｷﾊﾞｶﾞ Autosticha modicella ○
805 ﾂﾂﾐﾉｶﾞ ﾂﾂﾐﾉｶﾞ科の一種 Coleophoridae gen. sp. ○
806 ｶｻﾞﾘﾊﾞｶﾞ ﾍﾞﾆﾓﾝﾄｶﾞﾘﾎｿｶﾞ Labdia semicoccinea ○
807 ｷﾞﾝｽｼﾞﾄｶﾞﾘﾎｿｶﾞ Stagmatophra niphostica ○
808 ｷﾊﾞｶﾞ ﾀﾃｼﾞﾏｷﾊﾞｶﾞ Helcystogramma arotraea ○
809 ｷﾊﾞｶﾞ科類 Gelechiidae gen. spp. ○
810 ｲﾗｶﾞ ｱｵｲﾗｶﾞ Parasa consocia ○
811 ﾋﾛﾍﾘｱｵｲﾗｶﾞ Parasa lepida ○
812 ﾒｲｶﾞ ﾎｿﾊﾞﾔﾏﾒｲｶﾞ Scoparia isochroalis ○
813 ﾖｼﾂﾄｶﾞ Chilo luteellus ○
814 ﾆｶﾒｲｶﾞﾓﾄﾞｷ Chilo nipponella ○
815 ﾆｶﾒｲｶﾞ Chilo suppressalis ○
816 ｼﾛｽｼﾞﾂﾄｶﾞ Crambus argyrophorus ○
817 ﾅｶｸﾞﾛﾂﾄｶﾞ Crambus virgatellus ○
818 ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ Parapediasia teterrella ○
819 ｸﾛｽｼﾞｷｵｵﾉﾒｲｶﾞ Acropentias aurea ○
820 ﾋﾒﾄｶﾞﾘﾉﾒｲｶﾞ Anania verbascalis ○
821 ｼﾛﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Bocchoris inspersalis ○
822 ﾀｲﾜﾝｳｽｷﾉﾒｲｶﾞ Botyodes diniasalis ○
823 ｱｶｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Bradina angustalis ○
824 ﾓﾝｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Bradina geminalis ○
825 ﾋﾒｱｶｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Bradina trigonalis ○
826 ｷﾍﾞﾘﾊﾈﾎﾞｿﾉﾒｲｶﾞ Circobotys aurealis ○
827 ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ Cnaphalocrocis medinalis ○
828 ﾊﾈﾅｶﾞｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ Cnaphalocrocis pilosa ○
829 ﾜﾀﾍﾘｸﾛﾉﾒｲｶﾞ Diaphania indica ○
830 ｷｱﾔﾋﾒﾉﾒｲｶﾞ Diasemia accalis ○
831 ｱﾔﾅﾐﾉﾒｲｶﾞ Eurrhyparodes accessalis ○
832 ｸﾛﾍﾘｷﾉﾒｲｶﾞ Goniorhynchus butyrosa ○
833 ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ Herpetogramma luctuosalis ○
834 ﾏﾒﾉﾒｲｶﾞ Maruca vitrata ○
835 ｸﾛﾐｽｼﾞﾉﾒｲｶﾞ Omiodes similis ○
836 ﾌｷﾉﾒｲｶﾞ属の一種 Ostrinia sp. ○
837 ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ Palpita nigropunctalis ○
838 ﾋﾛﾊﾞｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Paranacoleia lophophoralis ○
839 ｸﾋﾞｼﾛﾉﾒｲｶﾞ Piletocera aegimiusalis ○
840 ｺｶﾞﾀｼﾛﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Piletocera sodalis ○
841 ｳｽｲﾛｷﾝﾉﾒｲｶﾞ Pleuroptya punctimarginalis ○
842 ｷﾑｼﾞﾉﾒｲｶﾞ Prodasycnemis inornata ○
843 ﾀﾃｼﾏﾉﾒｲｶﾞ Sclerocona acutella ○
844 ﾏｴｷｼﾀｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Sitochroa umbrosalis ○
845 ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ Spoladea recurvalis ○
846 ｼﾛｽｼﾞｴｸﾞﾘﾉﾒｲｶﾞ Sufetula sunidesalis ○
847 ﾋﾒﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞ Elophila turbata ○
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表 8.6.1.4 (1) 陸生昆虫類確認種一覧(13/13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 目 名 科 名 種 名 学 名 平成14年度 平成15年度

925 (ﾁｮｳ) ｶﾉｺｶﾞ ｶﾉｺｶﾞ Amata fortunei ○
926 ﾔｶﾞ ｳｽﾍﾞﾘｹﾝﾓﾝ Anacronicta nitida ○
927 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ Helicoverpa armigera ○
928 ﾂﾒｸｻｶﾞ Heliothis maritima ○
929 ﾀﾏﾅﾔｶﾞ Agrotis ipsilon ○
930 ｵｵｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ Agrotis tokionis ○
931 ｵｵﾊﾞｺﾔｶﾞ Diarsia canescens ○
932 ｺｳｽﾁｬﾔｶﾞ Diarsia deparca ○
933 ｸﾛｸﾓﾔｶﾞ Hermonassa cecilia ○
934 ｼﾛﾓﾝﾔｶﾞ Xestia cnigrum ○
935 ｵｵﾌﾀｵﾋﾞｷﾖﾄｳ Mythimna grandis ○
936 ｳﾗｷﾞﾝｷﾖﾄｳ Mythimna hamifera ○
937 ｸｻｼﾛｷﾖﾄｳ Mythimna loreyi ○
938 ｽｼﾞｼﾛｷﾖﾄｳ Mythimna striata ○
939 ﾌﾀｵﾋﾞｷﾖﾄｳ Mythimna turca ○
940 ﾋﾒｳｽｸﾞﾛﾖﾄｳ Athetis lapidea ○
941 ﾋﾒｻﾋﾞｽｼﾞﾖﾄｳ Athetis stellata ○
942 ｷｽｼﾞﾂﾏｷﾘﾖﾄｳ Callopistria japonibia ○
943 ｸﾛﾓｸﾒﾖﾄｳ Dypterygia caliginosa ○
944 ﾍﾞﾆﾓﾝﾖﾄｳ Oligonyx vulnerata ○
945 ﾃﾝｵﾋﾞﾖﾄｳ Sesamia turpis ○
946 ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ Spodoptera depravata ○
947 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ Spodoptera litura ○
948 ｼﾛｽｼﾞｱｵﾖﾄｳ Trachea atriplicis ○
949 ｸﾛｽｼﾞｷﾉｶﾜｶﾞ Nycteola asiatica ○
950 ｼﾛﾓﾝｺﾔｶﾞ Erastroides fentoni ○
951 ﾏｴｳｽﾄｶﾞﾘｺﾔｶﾞ Hyposada hirashimai ○
952 ｸﾛﾓﾝｺﾔｶﾞ Koyaga senex ○
953 ﾋﾒﾈｼﾞﾛｺﾔｶﾞ Maliattha signifera ○
954 ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ Naranga aenescens ○
955 ﾖﾓｷﾞｺﾔｶﾞ Phyllophila obliterata ○
956 ｴｿﾞｷﾞｸｷﾝｳﾜﾊﾞ Ctenoplusia albostriata ○
957 ﾐﾂﾓﾝｷﾝｳﾜﾊﾞ Ctenoplusia agnata ○
958 ﾅｶｸﾞﾛｸﾁﾊﾞ Grammodes geometrica ○
959 ﾆｾｳﾝﾓﾝｸﾁﾊﾞ Mocis ancilla ○
960 ｵｵｳﾝﾓﾝｸﾁﾊﾞ Mocis undata ○
961 ﾎｿｵﾋﾞｱｼﾌﾞﾄｸﾁﾊﾞ Dysgonia arctotaenia ○
962 ｸﾛﾃﾝｶﾊﾞｱﾂﾊﾞ Anachrostis nigripunctalis ○
963 ｷﾝｽｼﾞｱﾂﾊﾞ Colobochyla salicalis ○
964 ﾋﾒｴｸﾞﾘﾊﾞ Oraesia emarginata ○
965 ｱｶｴｸﾞﾘﾊﾞ Oraesia excavata ○
966 ｳｽｸﾞﾛｾﾆｼﾞﾓﾝｱﾂﾊﾞ Paragona inchoata ○
967 ｸﾛｽｼﾞﾋﾒｱﾂﾊﾞ Schrankia costaestrigalis ○
968 ｷｼﾀｱﾂﾊﾞ Hypena claripennis ○
969 ｱｵｱﾂﾊﾞ Hypena subcyanea ○
970 ｷﾏｴｱﾂﾊﾞ Adrapsa ablualis ○
971 ｳｽｷﾐｽｼﾞｱﾂﾊﾞ Herminia arenosa ○
972 ｵｵｼﾗﾅﾐｱﾂﾊﾞ Hipoepa fractalis ○
973 ｿﾄｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ Hydrillodes lentalis ○
974 ﾋﾛｵﾋﾞｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ Hydrillodes morosa ○
975 ﾌｻｷﾊﾞｱﾂﾊﾞ Mosopia sordidum ○
976 ｵｵｱｶﾏｴｱﾂﾊﾞ Simplicia niphona ○
977 ﾆｾｱｶﾏｴｱﾂﾊﾞ Simplicia xanthoma ○
978 ﾑﾓﾝｷｲﾛｱﾂﾊﾞ Stenhypena nigripuncta ○
計 15目 209科 978種 - 964種 38種

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1995. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（無脊椎動物編Ⅱ）.」に従った。

注2)「～の一種」、「～類」等、種まで同定できないものについても便宜上１種として扱った。
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表 8.6.1.4 (2) 陸生昆虫類（ライトトラップ調査ボックス法)確認種一覧(1/3) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月５月７月９月10月４月５月７月９月 10月
ﾊ ｯﾀ ｺｵﾛｷ ｸﾏｺｵﾛｷ Mitius minor 1

ｸｻﾋﾊﾞﾘ ｷﾝﾋﾊﾞﾘ Natula matsuurai 3
ｷｱｼﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ Trigonidium japonicum 2 9 3

ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ Ornebius kanetataki 1 1
ｶﾒﾑｼ ｱﾜﾌｷﾑｼ ﾊﾏﾍﾞｱﾜﾌｷ Aphrophora maritima 5

ﾖｺﾊﾞｲ ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ Batracomorphus mundus 1
ﾎｼﾖｺﾊﾞｲ Xestocephalus japonicus 86 3 3
ﾎｿｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ Nirvana pallida 1
ｶﾝｷﾂﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Apheliona ferruginea 1
ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Edwardsiana flavescens 1
ﾖﾓｷﾞﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Eupteryx minuscula 3
ﾎｼﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Limassolla multipunctata 1
ﾐﾄﾞﾘﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｲ Balclutha incisus 2
ｼﾛﾐｬｸｲﾁﾓﾝｼﾞﾖｺﾊﾞｲ Paramesodes albinervosus 1 1 1
ﾍﾞﾆｽｼﾞﾄｶﾞﾘﾖｺﾊﾞｲ Stymphalus rubrolineatus 1

ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｳｽﾓﾝﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ Taylorilygus pallidulus 10 6 1
ｺﾐﾄﾞﾘﾁﾋﾞﾄﾋﾞｶｽﾐｶﾒ Campylomma chinensis 1 1
ｼﾗｹﾞﾖﾓｷﾞｶｽﾐｶﾒ Plagiognathus albipennis 1

ﾊﾅｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼ Orius sauteri 1
ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Nysius plebejus 1
ﾎｼｶﾒﾑｼ ﾌﾀﾓﾝﾎｼｶﾒﾑｼ Pyrrhocoris sibiricus 1
ｶﾒﾑｼ ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ Scotinophara lurida 6

ﾌﾀﾃﾝｶﾒﾑｼ Laprius gastricus 1 1
ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ ﾁｬﾊﾞﾈﾋﾒｶｹﾞﾛｳ Micromus numerosus 1
ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｱﾄﾓﾝﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Bembidion niloticum 1 2

ﾑﾂﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Paratachys plagiatus 1
ｵｵﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Platynus magnus 1
ｷｲﾛﾁﾋﾞｺﾞﾓｸﾑｼ Acupalpus inornatus 1 10
ｷﾍﾞﾘｺﾞﾓｸﾑｼ Anoplogenius cyanescens 2
ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus difficilis 6
ﾑﾈｱｶﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus propinquus 2
ﾎｿｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Dromius prolixus 1

ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Guignotus japonicus 1
ﾎｿｾｽｼﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Copelatus weymarni 2
ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus pulverosus 1

ｶﾞﾑｼ ｹｼｶﾞﾑｼ属の一種 Cercyon sp. 1
ﾋﾒｶﾞﾑｼ Sternolophus rufipes 2 1
ﾔﾏﾄｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ Berosus japonicus 1
ﾄｹﾞﾊﾞｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ Berosus lewisius 1

ﾊﾈｶｸｼ ﾂﾏｸﾞﾛｶﾜﾍﾞﾊﾈｶｸｼ Bledius lucidus 12
ｵｵﾂﾉﾊﾈｶｸｼ Bledius salsus 2
ﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Carpelimus vagus 2 2 56 3
ｱｶｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Oxytelus incisus 1
ｸﾛｽﾞﾄｶﾞﾘﾊﾈｶｸｼ Lithocharis nigriceps 1
ｽﾞｸﾞﾛﾋﾒﾅｶﾞﾊﾈｶｸｼ Leptacinus angustus 2
ﾊﾈｶｸｼ科類 Staphylinidae gen. spp. 22 1

ﾏﾙﾊﾅﾉﾐﾀﾞﾏｼ ﾂﾏｱｶﾏﾙﾊﾅﾉﾐﾀﾞﾏｼ Eucinetus haemorrhoidalis 2
ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ ﾁﾋﾞﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属の一種 Cyphon sp. 2 6

ﾄﾋﾞｲﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Scirtes japonicus 2
ｺｶﾞﾈﾑｼ ｵｵｺﾌｷｺｶﾞﾈ Melolontha frater 5 1

ﾋｹﾞｺｶﾞﾈ Polyphylla laticollis 1 1
ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera castanea 29 1 1 11
ﾜﾀﾘﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈの一種 Nipponoserica sp. 1 24
ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ Anomala albopilosa 29 23 1
ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ Anomala cuprea 1
ﾔﾏﾄｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ Anomala japonica 1
ﾊﾝﾉﾋﾒｺｶﾞﾈ Anomala puncticollis 40 54
ﾋﾒｺｶﾞﾈ Anomala rufocuprea 2 11
ﾁﾋﾞｻｸﾗｺｶﾞﾈ Anomala schoenfeldti 2

ﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ ﾀﾃｽｼﾞﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ Heterocerus fenestratus 1 1
ｺﾒﾂｷﾑｼ ｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus binodulus 1

ｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus legatus 2
ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ﾂﾏｷｱｵｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ Malachius prolongatus 1
ｹｼｷｽｲ ﾏﾒﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Haptoncurina paulula 1
ｷｽｲﾑｼ ｹﾅｶﾞｾﾏﾙｷｽｲ Atomaria horridula 2

ｷｲﾛｾﾏﾙｷｽｲ Atomaria lewisi 1 8
ﾏﾙｶﾞﾀｷｽｲ Curelius japonicus 1 43

ｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ ｹﾅｶﾞﾏﾙｷｽｲ Toramus glisonothoides 4
ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾅﾐﾃﾝﾄｳ Harmonia axyridis 1
ﾋﾒﾏｷﾑｼ ｳｽﾁｬｹｼﾏｷﾑｼ Cortinicara gibbosa 1

ﾔﾏﾄｹｼﾏｷﾑｼ Melanophthalma japonica 5
ﾊﾅﾉﾐ ﾌﾀｵﾋﾞﾋﾒﾊﾅﾉﾐ Mordellina signatella 4
ﾊﾑｼ ｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ Altica cyanea 1

ﾂﾌﾞﾉﾐﾊﾑｼ Aphthona perminuta 1 1
ｿﾞｳﾑｼ ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ Lissorhoptrus oryzophilus 24

目
平成14年度

学名種科 事業実施区域外事業実施区域内
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表 8.6.1.4 (2) 陸生昆虫類(ライトトラップ調査ボックス法)確認種一覧(2/3) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月５月７月９月10月４月５月７月９月 10月
ﾊﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科類 Braconidae gen. spp. 2

ﾋﾒﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種 Ichneumonidae gen. sp. 1
ｱﾘ ﾙﾘｱﾘ Iridomyrmex itoi 2

ｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica japonica 8 64
ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius japonicus 3 2

ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ﾔﾁｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula serricauda 4 1 4
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の一種 Tipulidae gen. sp. 1 9 1

ﾁｮｳﾊﾞｴ ﾁｮｳﾊﾞｴ科の一種 Psychodidae gen. sp. 1 2 1
ｶ ﾋﾄｽｼﾞｼﾏｶ類 Aedes spp. 8
ﾇｶｶ ﾇｶｶ科の一種 Ceratopogonidae gen. sp. 1 1 4 3
ﾕｽﾘｶ ﾔﾊｽﾞｶﾕｽﾘｶ Procladius sagittalis 6 105 14 4 117 8

ｶｽﾘﾓﾝﾕｽﾘｶ Tanypus punctipennis 9 3 1 23 11 1
ﾔﾏﾄｲｿﾕｽﾘｶ Telmatogeton japonicus 1
ﾌﾀｽｼﾞﾂﾔﾕｽﾘｶ Cricotopus bicinctus 2 4 1
ﾐﾂｵﾋﾞﾂﾔﾕｽﾘｶ Cricotopus trifasciatus 3 51 7 4 679 1
ﾋﾒｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Psectrocladius aquatronus 6
ﾆｾﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Pseudosmittia sp. 2
ﾌﾁｸﾞﾛﾕｽﾘｶ Chironomus circumdatus 1
ﾋｼﾓﾝﾕｽﾘｶ Chironomus flaviplumus 1 6 4
ｳｽｲﾛﾕｽﾘｶ Chironomus kiiensis 1 6 27 1
ﾎﾝｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ Chironomus nippodorsalis 1 1
ｵｵﾕｽﾘｶ Chironomus plumosus 5 15
ｼｵﾕｽﾘｶ Chironomus salinarius 20 2 4
ｼﾛｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ Cryptochironomus albofasciatus 14
ﾒｽｸﾞﾛﾕｽﾘｶ Dicrotendipes pelochloris 1
ｸﾛﾕｽﾘｶ Einfeldia dissidens 1 1
ｺｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属の一種 Microchironomus sp. 2
ﾐﾅﾐﾕｽﾘｶ Nilodorum biroi 3 27 2 3 10
ﾕﾐｶﾞﾀﾆｾｺﾌﾞﾅｼﾕｽﾘｶ Parachironomus arcuatus 5
ﾔﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum nubifer 6 7 2
ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属の一種 Polypedilum sp. 1
ｵｵﾔﾏﾋｹﾞﾕｽﾘｶ Tanytarsus oyamai 349 2 25 215 2
ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属の一種 Tanytarsus sp. 1

ﾀﾏﾊﾞｴ ﾀﾏﾊﾞｴ科の一種 Cecidomyiidae gen. sp. 1
ｷﾉｺﾊﾞｴ ｷﾉｺﾊﾞｴ科類 Mycetophilidae gen. spp. 4 1 1 2
ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科類 Sciaridae gen. spp. 6 25 25 40 4 4 14 12 19 3
ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｱﾒｲﾛﾎｿﾑｼﾋｷ Leptogaster trimucronotata 1
ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ ﾅｶﾞﾚｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ属の一種 Hilara sp. 11

ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Empididae gen. sp. 1
ﾉﾐﾊﾞｴ ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種 Phoridae gen. sp. 1
ﾊﾏﾍﾞﾊﾞｴ ﾊﾏﾍﾞﾊﾞｴ Coelopa frigida 34 4 58 17 59 2
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Agromyzidae gen. sp. 4
ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ科類 Ephydridae gen. spp. 48 6 15 4 8 4
ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科類 Drosophilidae gen. spp. 26 1
ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科類 Sphaeroceridae gen. spp. 3 8 4 3
ｲｴﾊﾞｴ ｲｴﾊﾞｴ科の一種 Muscidae gen. sp. 1 3 1 1 1

ﾄﾋﾞｹﾗ ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis 1
ﾁｮｳ ﾎﾞｸﾄｳｶﾞ ﾊｲｲﾛﾎﾞｸﾄｳ Phragmataecia castaneae 16

ﾊﾏｷｶﾞ ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ Adoxophyes honmai 2 1 7 1 1
ﾖﾓｷﾞﾈﾑｼｶﾞ Epiblema foenella 1 1 4
ﾄﾋﾞﾓﾝｼﾛﾋﾒﾊﾏｷ Eucosma metzneriana 2 1
ﾎｿﾊﾞﾁﾋﾞﾋﾒﾊﾏｷ Lobesia aeolopa 1
ﾆｾﾏﾒｻﾔﾋﾒﾊﾏｷ Matsumuraeses falcana 1
ﾅﾂﾊｾﾞﾋﾒﾊﾏｷ Olethreutes moderata 2
ﾊﾏｷｶﾞ科類 Tortricidae gen. spp. 6

ﾋﾛｽﾞｺｶﾞ ﾏﾀﾞﾗﾏﾙﾊﾋﾛｽﾞｺｶﾞ Hypophrictis conspersa 1
ﾓﾄｷﾒﾝｺｶﾞ Opogona thiadelta 1

ﾎｿｶﾞ ﾎｿｶﾞ科の一種 Gracillariidae gen. sp. 1
ｽｶﾞ ｺﾅｶﾞ Plutella xylostella 1 1
ﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ ﾎｿｵﾋﾞｷﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ Cryptolechia malacobyrsa 5

ｶﾚﾊﾁﾋﾞﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ Tyrolimnas anthraconesa 8 9 1
ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞｷﾊﾞｶﾞ Autosticha kyotensis 1 9
ﾐﾂﾎﾞｼｷﾊﾞｶﾞ Autosticha modicella 1 1

ﾂﾂﾐﾉｶﾞ ﾂﾂﾐﾉｶﾞ科の一種 Coleophoridae gen. sp. 1 23 17
ｶｻﾞﾘﾊﾞｶﾞ ﾍﾞﾆﾓﾝﾄｶﾞﾘﾎｿｶﾞ Labdia semicoccinea 1 2

ｷﾞﾝｽｼﾞﾄｶﾞﾘﾎｿｶﾞ Stagmatophra niphostica 1
ｷﾊﾞｶﾞ ﾀﾃｼﾞﾏｷﾊﾞｶﾞ Helcystogramma arotraea 1

ｷﾊﾞｶﾞ科類 Gelechiidae gen. spp. 12 91 3
ﾒｲｶﾞ ﾎｿﾊﾞﾔﾏﾒｲｶﾞ Scoparia isochroalis 3 1

ﾖｼﾂﾄｶﾞ Chilo luteellus 2 4 8
ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ Parapediasia teterrella 2 4 1
ﾋﾒﾄｶﾞﾘﾉﾒｲｶﾞ Anania verbascalis 1

目
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表 8.6.1.4 (2) 陸生昆虫類(ライトトラップ調査)確認種一覧(3/3) 

 

 

 

４月５月７月９月10月４月５月７月９月 10月
ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ﾋﾒｱｶｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Bradina trigonalis 2 1

ﾌｷﾉﾒｲｶﾞ属の一種 Ostrinia sp. 1
ﾋﾛﾊﾞｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Paranacoleia lophophoralis 1
ｸﾋﾞｼﾛﾉﾒｲｶﾞ Piletocera aegimiusalis 1
ｺｶﾞﾀｼﾛﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Piletocera sodalis 1
ﾀﾃｼﾏﾉﾒｲｶﾞ Sclerocona acutella 1
ﾋﾒﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞ Elophila turbata 1
ｷﾓﾝﾄｶﾞﾘﾒｲｶﾞ Endotricha kuznetzovi 5 3 1 2 5
ｳｽﾍﾞﾆﾄｶﾞﾘﾒｲｶﾞ Endotricha olivacealis 1
ﾏｴｼﾞﾛﾎｿﾒｲｶﾞ Emmalocera venosella 4 19

ｼｬｸｶﾞ ｺｳｽｱｵｼｬｸ Chlorissa obliterata 1
ﾐｼﾞﾝｷﾋﾒｼｬｸ Idaea trisetata 6 2
ｷﾄｶﾞﾘﾋﾒｼｬｸ Scopula emissaria 15 1
ｷﾞﾝﾊﾞﾈﾋﾒｼｬｸ Scopula epiorrhoe 2
ｸﾛﾃﾝﾔｽｼﾞｶﾊﾞﾅﾐｼｬｸ Eupithecia interpunctaria 1
ﾄﾋﾞｽｼﾞﾋﾒﾅﾐｼｬｸ Orthonama obstipata 2
ﾌﾄｼﾞﾏﾅﾐｼｬｸ Xanthorhoe saturata 1
ｴｸﾞﾘﾂﾞﾏｴﾀﾞｼｬｸ Odontopera arida 1

ｼｬﾁﾎｺｶﾞ ｸﾜｺﾞﾓﾄﾞｷｼｬﾁﾎｺ Gonoclostera timoniorum 1
ﾋﾒｼｬﾁﾎｺ Neostauropus basalis 1

ﾄﾞｸｶﾞ ｽｹﾞﾄﾞｸｶﾞ Laelia coenosa 1 1
ﾋﾄﾘｶﾞ ﾊｶﾞﾀｷｺｹｶﾞ Miltochrista calamina 9

ｸﾛｽｼﾞﾎｿﾊﾞ Pelosia noctis 21
ｸﾛｽｼﾞﾁﾋﾞｺｹｶﾞ Stictane rectilinea 1

ﾔｶﾞ ｳｽﾍﾞﾘｹﾝﾓﾝ Anacronicta nitida 1 1
ｵｵｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ Agrotis tokionis 2
ｵｵﾌﾀｵﾋﾞｷﾖﾄｳ Mythimna grandis 1
ｸｻｼﾛｷﾖﾄｳ Mythimna loreyi 1
ﾌﾀｵﾋﾞｷﾖﾄｳ Mythimna turca 2
ﾋﾒｻﾋﾞｽｼﾞﾖﾄｳ Athetis stellata 1 1
ｷｽｼﾞﾂﾏｷﾘﾖﾄｳ Callopistria japonibia 1
ﾃﾝｵﾋﾞﾖﾄｳ Sesamia turpis 1 1
ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ Spodoptera depravata 2
ｸﾛﾓﾝｺﾔｶﾞ Koyaga senex 1
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ Naranga aenescens 1 1
ﾖﾓｷﾞｺﾔｶﾞ Phyllophila obliterata 1
ｴｿﾞｷﾞｸｷﾝｳﾜﾊﾞ Ctenoplusia albostriata 1
ﾎｿｵﾋﾞｱｼﾌﾞﾄｸﾁﾊﾞ Dysgonia arctotaenia 1
ｸﾛﾃﾝｶﾊﾞｱﾂﾊﾞ Anachrostis nigripunctalis 16 1 1 3
ｳｽｸﾞﾛｾﾆｼﾞﾓﾝｱﾂﾊﾞ Paragona inchoata 10 1 3 4 3
ｸﾛｽｼﾞﾋﾒｱﾂﾊﾞ Schrankia costaestrigalis 1
ｷｼﾀｱﾂﾊﾞ Hypena claripennis 1
ｷﾏｴｱﾂﾊﾞ Adrapsa ablualis 3 1
ｳｽｷﾐｽｼﾞｱﾂﾊﾞ Herminia arenosa 1
ｵｵｼﾗﾅﾐｱﾂﾊﾞ Hipoepa fractalis 1 1 1 1
ｿﾄｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ Hydrillodes lentalis 2 1
ﾋﾛｵﾋﾞｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ Hydrillodes morosa 1
ﾑﾓﾝｷｲﾛｱﾂﾊﾞ Stenhypena nigripuncta 2

13 28 59 33 31 11 72 46 45 15
61 603 452 153 103 84 1532 429 115 39

注1）種名および配列は原則として「環境庁, 1995. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状

－（無脊椎動物編Ⅱ）.」に従った。

注2）「～の一種」、「～類」は便宜上、１種として扱った。
注3） 調査日：4/22,23

合計種数
合計個体数
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表 8.6.1.4 (3) 陸生昆虫類(ベイトトラップ調査)確認種一覧(1/4) 
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４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月７月９月10月 ４月 ５月 ４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月７月９月10月４月 ５月

ﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Hypogastruridae gen. sp. 1142 19 4 160

ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Isotomidae gen. sp. 4 202

ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科類 Entomobryidae gen. spp. 22 10 86 10 7 9 10 50 94 70 12 12 2 1 4 4 97 3 1 15 3 10 45 3 29 1 87 109 15 66 12 424 124 76 1

ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Sminthuridae gen. sp. 45 24 1 14 2 1 3 1 1

ｼﾛﾄﾋﾞﾑｼ ｼﾛﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Onychiuridae gen. sp. 2

ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Neanuridae gen. sp. 1

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica 1 2 2 12 33 4 14 18 8 44 9 2 11 21 24 105 19 1 57 10 34 6 48 79 101 17 5 12 36

ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella germanica 2 4 1

ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ｺｶﾏｷﾘ Statilia maculata 1

ｼﾛｱﾘ ﾐｿﾞｶﾞｼﾗｼﾛｱﾘ ｲｴｼﾛｱﾘ Coptotermes formosanus 8

ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ Reticulitermes speratus 1

ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus campester 8 11 15 29 22 17 2 10 20 20 16 29 82 4 3 16

ﾓﾘｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus sylvestris 96 57 5

ｸﾏｺｵﾛｷﾞ Mitius minor 2 1 3

ﾋｹﾞｼﾛｽｽﾞ Polionemobius flavoantennalis 11 3 16 13 3 10 1 8 52 2

ｼﾊﾞｽｽﾞ Polionemobius mikado 1 9

ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ Teleogryllus emma 2 1 2 1

ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ Velarifictorus micado 1 1 1 5

ｺｵﾛｷﾞ科類 Gryllidae gen. spp. 11 7 4 10 34 49 3

ｸｻﾋﾊﾞﾘ ｷﾝﾋﾊﾞﾘ Natula matsuurai 1

ｷｱｼﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ Trigonidium japonicum 2 1 2 1 1

ｽｽﾞﾑｼ ｽｽﾞﾑｼ Meloimorpha japonicus 23 4 4 2 3 2 3 4 3

ﾏﾂﾑｼ ﾏﾂﾑｼ Xenogryllus marmoratus 1 4 1

ｸﾏｽｽﾞﾑｼ ｸﾏｽｽﾞﾑｼ Sclerogryllus punctatus 6 10 27 9 1 5 10 1 3 7 7 4 1 3 13 13 3 22

ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ Ornebius kanetataki 1 1 3

ｶﾝﾀﾝ ｶﾝﾀﾝ Oecanthus longicauda 1

ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ Euparatettix insularis 1

ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica 1 2

ﾋﾒﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix minor 1

ﾋｼﾊﾞｯﾀの一種 Tetrix sp. 2 1 1

ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾊﾏﾍﾞﾊｻﾐﾑｼ Anisolabis maritima 3 1

ｷｱｼﾊｻﾐﾑｼ Euborellia plebeja 1 51 6 1

ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ Gonolabis marginalis 1 4 1 3

ｵｵﾊｻﾐﾑｼ Labidura riparia japonica 1

ｶﾒﾑｼ ｾﾐ ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ Graptopsaltria nigrofuscata 1 1

ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ Platypleura kaempferi 1

ｱﾜﾌｷﾑｼ ﾎｼｱﾜﾌｷ Aphrophora stictica 2

ﾖｺﾊﾞｲ ﾎｼﾖｺﾊﾞｲ Xestocephalus japonicus 2

ｸﾛﾐｬｸｲﾁﾓﾝｼﾞﾖｺﾊﾞｲ Exitianus indicus 1

ｷｼﾞﾗﾐ ｷｼﾞﾗﾐ属の一種 Psylla sp. 2

ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｸｽｵﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ Sinomegoura citricola 1

ﾍｸｿｶｽﾞﾗﾋｹﾞﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ Acyrthosiphon nipponicum 1

ｱﾌﾞﾗﾑｼ科類 Aphididae gen. spp. 3 17 2 9 1

ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ｳﾁﾜｸﾞﾝﾊﾞｲ Cantacader lethierryi 1

ｻｼｶﾞﾒ ﾓﾓﾌﾞﾄﾄﾋﾞｲﾛｻｼｶﾞﾒ Oncocephalus femoratus 3

ﾏﾀﾞﾗｶﾓﾄﾞｷｻｼｶﾞﾒ Empicoris rubromaculatus 1

ｸﾛﾓﾝｻｼｶﾞﾒ Peirates turpis 2 2

ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒｵｵﾒｶﾒﾑｼ Geocoris proteus 1

ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Metochus abbreviatus 1

ﾐﾅﾐﾎｿﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Paromius exiguus 1

ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾂﾁｶﾒﾑｼ Macroscytus japonensis 2 3 2 1

ｶﾒﾑｼ ｵｵｸﾛｶﾒﾑｼ Scotinophara horvathi 2 1

ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾏｲﾏｲｶﾌﾞﾘ Damaster blaptoides 3 3 1

ｵｵｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ Leptocarabus kumagaii 2

ｺﾋﾒﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ Clivina vulgivaga 1

ﾎｿﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ Scarites acutidens 1 3 3 1 2 1

ｵｵｺﾞﾐﾑｼ Lesticus magnus 1

ｵｵﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus fortis 1 1 1 5

ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus microcephalus 1 1

ｷﾝﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus planicollis 2

ﾏﾙｶﾞﾀﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus subovatus 1

ｱｼﾐｿﾞﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus sulcitarsis 1 2 1 1 1 1 1 1

ﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ属の一種 Pterostichus sp. 1

科目
平成14年度

学名
平成14年度

種
平成14年度 平成14年度

事業実施区域内
水路脇草地 竹林 ヤナギ林

平成14年度 平成15年度

水路脇
事業実施区域外

樹林 草地 ヤナギ林

平成14年度 平成14年度 平成14年度 平成15年度



 

 

表 8.6.1.4 (3) 陸生昆虫類(ベイトトラップ調査)確認種一覧(2/4) 
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４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月７月９月10月 ４月 ５月 ４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月７月９月10月４月 ５月

ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾑﾗｻｷｵｵｺﾞﾐﾑｼ Trigonognatha coreana 1

ｾｱｶﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Dolichus halensis 1 2 2 7 3

ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus arcuaticollis 9 4 1 38 12 21 4 31 6 63 1 9 10 16 1 14 2 9

ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus cycloderus 1

ｺｱｵﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ Amara chalcophaea 1 1 2 3 1

ｵｵﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ Amara gigantea 1 1

ﾅｶﾞﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ Amara macronota 1 12 1 2

ﾋﾒﾂﾔﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ Amara nipponica 2 1

ﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ属の一種 Amara sp. 1

ﾋﾒｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus jureceki 1

ｳｽｱｶｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus sinicus 1 1

ｸﾋﾞﾅｶﾞｺﾞﾓｸﾑｼ Oxycentrus argutoroides 1 1

ｺｸﾛﾋﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Bradycellus subditus 1

ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus difficilis 1 1

ﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus fulvicornis 1

ｵｵｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius micans 1

ｺｶﾞｼﾗｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius variicornis 1 1

ｱﾄﾜｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius virgulifer 7

ﾄｹﾞｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Aephnidius adelioides 1

ﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ ｵｵﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ Brachinus scotomedes 2 1 8

ﾐｲﾃﾞﾗｺﾞﾐﾑｼ Pheropsophus jessoensis 1 1 2 1 1 1 2 1 1

ｶﾞﾑｼ ｾｽｼﾞｹｼｶﾞﾑｼ Cercyon aequalis 1 1 1

ﾋｹﾞﾌﾞﾄﾁﾋﾞｼﾃﾞﾑｼ ﾔﾏﾄﾋｹﾞﾌﾞﾄﾁﾋﾞｼﾃﾞﾑｼ Colon japonicum 1

ﾁﾋﾞｼﾃﾞﾑｼ ﾙｲｽﾁﾋﾞｼﾃﾞﾑｼ Catops angustitarsis 2

ﾁﾋﾞｼﾃﾞﾑｼ属の一種 Catops sp. 5

ｼﾃﾞﾑｼ ﾔﾏﾄﾓﾝｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus japonicus 1

ﾊﾈｶｸｼ ｾｽｼﾞﾁﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Micropeplus fulvus 1

ﾁﾋﾞｸﾛｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus latiusculus 12 19 18 14 1

ﾙｲｽｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus lewisius 1 1 2 4 1 2 11 4

ｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼの一種 Anotylus sp. 13 1 1

ｸﾛﾋﾒｶﾜﾍﾞﾊﾈｶｸｼ Platystethus operosus 2

ｱｵﾊﾞｱﾘｶﾞﾀﾊﾈｶｸｼ Paederus fuscipes 1

ｳｽｱｶﾊﾞﾎｿﾊﾈｶｸｼ Othius medius 1

ｱｶﾊﾞﾎｿﾊﾈｶｸｼ Othius rufipennis 1 1 1

ｸﾛｻﾋﾞｲﾛﾊﾈｶｸｼ Ocypus lewisius 1

ﾋﾒﾎｿｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ Philonthus wusthoffi 1

ﾋﾒｷﾉｺﾊﾈｶｸｼの一種 Sepedophilus sp. 1

ｺｸﾛﾏﾙｸﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Tachinus diminutus 1

ｸﾛｽﾞﾏﾙｸﾋﾞﾊﾈｶｸｼの一種 Tachinus sp. 1 1 50

ｸﾛｽﾞｼﾘﾎｿﾊﾈｶｸｼ Tachyporus celatus 1

ｽﾞｸﾞﾛｱｶﾁﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Atheta weisei 2 5 2 2 1

ﾔﾏﾄﾋﾗﾀｷﾉｺﾊﾈｶｸｼ Gyrophaena niponensis 2

ｱｶｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Santhota sparsa 1

ｸﾋﾞｱｶｱﾘﾉｽﾊﾈｶｸｼ Zyras pictus 2

ﾊﾈｶｸｼ科類 Staphylinidae gen. spp. 1 2 1 2 7 1 1 7 1 22 1 2 5 2 2 12 1

ｱﾘﾂﾞｶﾑｼ ﾎｿｸｼﾋｹﾞｱﾘﾂﾞｶﾑｼ Pilopius discedens 1

ｱﾘﾂﾞｶﾑｼ科の一種 Pselaphidae gen. sp. 1

ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus atripennis 8

ﾋﾒﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera orientalis 1

ｵｵﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera renardi 1

ﾜﾀﾘﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈの一種 Nipponoserica sp. 1 1

ﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ ｼﾗﾌﾁﾋﾞﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ Simplocaria bicolor 1

ｺﾒﾂｷﾑｼ ｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus binodulus 2 6 1 16 2 3 38 2 20 4 4 1 7 1 1 1 24 5 1 4 2 5 2

ﾎｿｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus fuliginosus 1 1

ﾋﾒｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus scrofa 2

ｵｵﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ Aphotistus notabilis 1

ｱｶﾋｹﾞﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ Neopristilophus serrifer 2

ﾆｾｸﾁﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ Lanecarus palustris 7 2

ﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾒﾂｷ Neotrichophorus junior 14

ﾋﾗﾀｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus koikei 1

科目
平成14年度

学名
平成14年度

種
平成14年度 平成14年度

事業実施区域内
水路脇草地 竹林 ヤナギ林

平成14年度 平成15年度

水路脇
事業実施区域外

樹林 草地 ヤナギ林

平成14年度 平成14年度 平成14年度 平成15年度



 

 

表 8.6.1.4 (3) 陸生昆虫類(ベイトトラップ調査)確認種一覧(3/4) 
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４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月７月９月10月 ４月 ５月 ４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月７月９月10月４月 ５月

ｺｳﾁｭｳ ｹｼｷｽｲ ｸﾛﾊﾅｹｼｷｽｲ Carpophilus chalybeus 1 2

ｸﾘｲﾛﾃﾞｵｷｽｲ Carpophilus marginellus 4 10

ｶﾀﾍﾞﾆﾃﾞｵｷｽｲ Urophorus humeralis 1 1

ﾓﾝﾁﾋﾞﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Haptoncus ocularis 3 3 3 2

ﾓﾝﾁﾋﾞﾋﾗﾀｹｼｷｽｲの一種 Haptoncus sp. 2

ｱｶﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ Lasiodactylus pictus 1 2 1 1

ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ Stelidota multiguttata 2 1

ﾈｽｲﾑｼ ﾎｿﾃﾞｵﾈｽｲ Europs temporis 1

ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ ﾋﾗﾑﾈﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ Protosilvanus lateritius 1

ﾋﾒﾌﾀﾄｹﾞﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ Silvanus lewisi 1

ｷｽｲﾑｼ ｹﾅｶﾞｾﾏﾙｷｽｲ Atomaria horridula 1

ｷｲﾛｾﾏﾙｷｽｲ Atomaria lewisi 1 1 1 1

ﾅｶﾞﾏﾙｷｽｲ Atomaria punctatissima 1

ﾏﾙｶﾞﾀｷｽｲ Curelius japonicus 1

ｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ ｷｲﾛﾑｸｹﾞｵｵｷﾉｺ Cryptophilus cryptophagoides 1

ﾋﾒﾑｸｹﾞｵｵｷﾉｺ Cryptophilus propinquus 1 1

ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｾｽｼﾞﾋﾒﾃﾝﾄｳ Nephus patagiatus 1 1

ｸﾛﾍﾘﾋﾒﾃﾝﾄｳ Scymnus hoffmanni 1

ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ Coccinella septempunctata 1

ｺｷﾉｺﾑｼ ﾁｬｲﾛｺｷﾉｺﾑｼ Typhaea stercorea 1

ﾊﾅﾉﾐ ｶｸﾞﾔﾋﾒﾊﾅﾉﾐ Mordellina kaguyahime 1

ﾌﾀｵﾋﾞﾋﾒﾊﾅﾉﾐ Mordellina signatella 1 1

ｱｶﾋﾒﾊﾅﾉﾐ Mordellistenoda aka 1

ｱﾘﾓﾄﾞｷ ｹｵﾋﾞｱﾘﾓﾄﾞｷ Anthelephila cribriceps 1 1 8

ﾖﾂﾎﾞｼﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ Pseudoleptaleus valgipes 2 1 4 29

ﾁﾋﾞｷｶﾜﾑｼ ﾋﾗﾀｸﾁｷﾑｼﾀﾞﾏｼ Prostominia lewisi 1

ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾋﾒｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Gonocephalum persimile 1

ﾊﾑｼ ﾋﾒｷﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ Pagria signata 1 1

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ Medythia nigrobilineata 1 1

ｿﾞｳﾑｼ ﾔｻｲｿﾞｳﾑｼ Listroderes costirostris 1

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ Lissorhoptrus oryzophilus 1

ｳｽｸﾞﾛｱｼﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ Gryporrhynchus obscurus 1

ﾆｾﾏﾂﾉｼﾗﾎｼｿﾞｳﾑｼ Shirahoshizo rufescens 1

ﾊﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科の一種 Braconidae gen. sp. 3 1

ﾋﾒﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種 Ichneumonidae gen. sp. 1 1 1 1

ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis 21 77 80 98 195

ﾃﾗﾆｼﾊﾘｱﾘ Ponera scabra 1

ｹﾌﾞｶﾊﾘｱﾘ Trachymesopus pilosior 1 1 14 1 1 1 1 1 1

ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster matsumurai 1 10 2 1

ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster osakensis 1 48 14 65 22 55 92 117 533 74 6 1

ｸﾎﾞﾐｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster vagula 1 2 5 17

ﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ Leptothorax congruus 5 2 22 15 1 10 19 7 6 3 1 1 3 6 21 26 2 1 2 3 17 40 8 1 1 16 8 1 356 31 9

ﾊﾘﾅｶﾞﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ Leptothorax spinosior 62 54 17 2 5 16 56 6 9

ﾋﾒｱﾘ Monomorium intrudens 1 1 89 14 89 5

ｺﾂﾉｱﾘ Oligomyrmex yamatonis 2

ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens 4 13 58 75 48 6 185 37 78 6 1 42 70 240 91 208 796 48 179 309 39 1 477 2460 12 23 50 362 2607 141 108 38 57 3

ﾄﾌｼｱﾘ Solenopsis japonica 1 15 18

ｳﾛｺｱﾘ Strumigenys lewisi 1 1 1 2 7 1

ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum 2 10 94 28 4 2 137 2 265 92 10 17 2 324 161 33 1 60 128 7 19 14 319 60 20 1 4

ﾙﾘｱﾘ Iridomyrmex itoi 2 2 1 1 4 1 6 1 2 8 8

ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ Camponotus tokioensis 4 1 7 1 1 1 1 17 5 26 24 222 3 7 6 4 1

ｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica japonica 4 2 2 2 2 3 8 49 1 2 45 49 1 3 3 5 4 24 9 51 13

ｱﾒｲﾛｹｱﾘ Lasius umbratus 19 53

ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius japonicus 6 70 315 101 1 165 3 178 148 185 11 1 1 200 17 40 16 4 4 7 133 327 106 1 5

ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes 37 72 88 218 117 62 246 254 301 454 2 10 6 92 61 127 51 6 23 47 83 46 207 45 100 10 10 33 1 911 83 828 3

科目
平成14年度

学名
平成14年度

種
平成14年度 平成14年度

事業実施区域内
水路脇草地 竹林 ヤナギ林

平成14年度 平成15年度

水路脇
事業実施区域外

樹林 草地 ヤナギ林

平成14年度 平成14年度 平成14年度 平成15年度



 

 

表 8.6.1.4 (3) 陸生昆虫類(ベイトトラップ調査)確認種一覧(4/4) 
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４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月７月９月10月 ４月 ５月 ４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月７月９月10月４月 ５月

ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｴｿﾞﾎｿｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Nephrotoma cornicina 1

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の一種 Tipulidae gen. sp. 1

ﾁｮｳﾊﾞｴ ﾁｮｳﾊﾞｴ科の一種 Psychodidae gen. sp. 1 2 3 1

ﾇｶｶ ﾇｶｶ科の一種 Ceratopogonidae gen. sp. 1 1

ﾕｽﾘｶ ﾏﾄﾞｵｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Bryophaenocladius sp. 2

ﾐﾂｵﾋﾞﾂﾔﾕｽﾘｶ Cricotopus trifasciatus 1 1 1

ﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ Smittia aterrima 8 15 2 1 9 3

ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属の一種 Tanytarsus sp. 1

ｶﾊﾞｴ ﾏﾀﾞﾗｶﾊﾞｴ Sylvicola japonica 1

ｹﾊﾞｴ ｸﾛﾄｹﾞﾅｼｹﾊﾞｴの一種 Plecia hadrosoma 1

ﾀﾏﾊﾞｴ ﾀﾏﾊﾞｴ科の一種 Cecidomyiidae gen. sp. 1 1

ｷﾉｺﾊﾞｴ ｷﾉｺﾊﾞｴ科類 Mycetophilidae gen. spp. 1 1 2 1 1 1 1 11 1

ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科類 Sciaridae gen. spp. 81 20 9 8 6 10 4 16 6 3 32 3 5 1 2 2 298 4 78 1 4 2 256 15 3 5

ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ ﾅｶﾞﾚｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ属の一種 Hilara sp. 1

ﾓﾓﾌﾞﾄｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ属の一種 Platypalpus sp. 2

ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞｷﾝﾊﾞｴ属の一種 Dolichopus sp. 3 1

ﾏﾀﾞﾗｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴの一種 Psilopus sp. 1

ﾉﾐﾊﾞｴ ﾉﾐﾊﾞｴ科類 Phoridae gen. spp. 1 4 2 1 6 1 2 1 4 47 2 2 3 2 33 1 1 1 1 8 8 2 2 2

ﾊﾅｱﾌﾞ ﾅﾐﾎｼﾋﾗﾀｱﾌﾞ Eupeodes frequens 1

ｸﾁｷﾊﾞｴ ｸﾁｷﾊﾞｴ科の一種 Clusiidae gen. sp. 1

ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Chloropidae gen. sp. 1

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ｵｳﾄｳｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila suzukii 1

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ属類 Drosophila spp. 1 2 8 2 51 183 1 17 1 1 41 1 13 2 19 1 2 89 4 3 7 4 9 6 1

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科類 Drosophilidae gen. spp. 1 43

ﾄｹﾞﾊﾈﾊﾞｴ ﾄｹﾞﾊﾈﾊﾞｴ科の一種 Heleomyzidae gen. sp. 1

ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科類 Sphaeroceridae gen. spp. 6 1 1 26 2 2 1 10 2 1 4 4 17 1 22 1 1 5 2 3

ﾊﾅﾊﾞｴ ﾊｺﾍﾞﾊﾅﾊﾞｴ Delia echinata 1

ｹﾌﾞｶｸﾛﾊﾅﾊﾞｴ Paregle vetula 1

ﾊﾅﾊﾞｴ科の一種 Anthomyiidae gen. sp. 1 1

ｲｴﾊﾞｴ ﾋﾒｸﾛﾊﾞｴ Hydrotaea ignava 1

ﾔﾏﾄﾄｹﾞﾊﾅﾊﾞｴ Phaonia japonica 1 3 1

ｲｴﾊﾞｴ科類 Muscidae gen. spp. 1 3 1 2 1 4 1 2 3

ｸﾛﾊﾞｴ ｹﾌﾞｶｸﾛﾊﾞｴ Aldrichina grahami 1

ﾋﾛｽﾞｷﾝﾊﾞｴ Lucilia sericata 2 1 1 7 1

ｷﾝﾊﾞｴ Lucilia caesar 1

ﾎﾎｸﾞﾛｵﾋﾞｷﾝﾊﾞｴ Chrysomya pinguis 1 1

ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ Stomorhina obsoleta 1

ﾆｸﾊﾞｴ ｾﾝﾁﾆｸﾊﾞｴ Sarcophaga peregrina 1 1

ｼﾘｸﾞﾛﾆｸﾊﾞｴ Sarcophaga melanura 1 1

ﾅﾐﾆｸﾊﾞｴ Sarcophaga similis 1

ﾆｸﾊﾞｴ属の一種 Sarcophaga sp. 2 1

ﾁｮｳ ﾏｶﾞﾘｶﾞ ﾏｶﾞﾘｶﾞ科の一種 Incurvariidae gen. sp. 1

ﾋﾄﾘｶﾞ ｽｶｼｺｹｶﾞ Chamaita ranruna 1

ｶﾉｺｶﾞ ｶﾉｺｶﾞ Amata fortunei 20 7

ﾔｶﾞ ﾌﾀｵﾋﾞｷﾖﾄｳ Mythimna turca 1

223 18 31 26 31 33 15 31 31 24 26 19 34 27 28 22 27 21 21 12 7 15 37 20 20 8 17 28 18 23 21 21 30 23 23 26 34 21 22 10 19

28550 180 290 586 555 1489 541 988 684 1321 726 234 519 349 405 272 663 1280 169 89 236 55 1159 283 421 313 631 3535 333 297 113 697 3727 457 435 215 2269 425 1548 16 45

11目81科223種28550個体

注1） 種名および配列は原則として「環境庁, 1995. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（無脊椎動物編Ⅱ）.」に従った。

注2） 「～の一種」、「～類」は便宜上、１種として扱った。

科目

7目30科54種4909個体 9目40科68種5531個体

合計種数

合計個体数

総合計

平成14年度

8目24科51種2437個体7目33科69種1779個体 8目36科59種2231個体8目40科71種3100個体 8目33科68種4260個体

学名
平成14年度

種
平成14年度 平成14年度

事業実施区域内
水路脇草地 竹林 ヤナギ林

平成14年度 平成15年度

水路脇
事業実施区域外

樹林 草地 ヤナギ林

8目28科64種4303個体

平成14年度 平成14年度 平成14年度 平成15年度
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表 8.6.1.4 (4) 陸生昆虫類(マレーズトラップ調査)確認種一覧(1/4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica 1 3

ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ｵｵｶﾏｷﾘの一種 Tenodera sp. 1

ﾊﾞｯﾀ ｸｻﾋﾊﾞﾘ ｷｱｼﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ Trigonidium japonicum 1 5

ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ Ornebius kanetataki 4 1

ｷﾘｷﾞﾘｽ ﾂﾕﾑｼ Phaneroptera falcata 1 1

ﾁｬﾀﾃﾑｼ ﾎｿﾁｬﾀﾃ ﾎｿﾁｬﾀﾃの一種 Stenopsocus sp. 1

- ﾁｬﾀﾃﾑｼ類 Psocoptera fam. & gen. spp. 3 1 1

ｶﾒﾑｼ ﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ ﾏﾀﾞﾗﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ Pamendanga matsumurae 1

ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ﾄﾋﾞｲﾛﾊｺﾞﾛﾓ Mimophantia maritima 1 1

ｺｶﾞｼﾗｱﾜﾌｷ ｺｶﾞｼﾗｱﾜﾌｷ Eoscartopis assimilis 1

ｱﾜﾌｷﾑｼ ﾊﾏﾍﾞｱﾜﾌｷ Aphrophora maritima 1

ﾖｺﾊﾞｲ ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ Batracomorphus mundus 1 1 1

ﾎｼﾖｺﾊﾞｲ Xestocephalus japonicus 134 22 2 7

ｶﾝｷﾂﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Apheliona ferruginea 10 1 3

ﾋﾄﾂﾒﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Ishiharella polyphemus 1

ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Edwardsiana flavescens 2

ﾖﾂﾓﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Empoascanara limbata 2 1 1

ﾖﾓｷﾞﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Eupteryx minuscula 8 2

ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Arboridia apicalis 6

ﾎｼﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Limassolla multipunctata 1

ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ亜科類 Typhlocybinae gen. spp. 2 2

ﾋｼﾓﾝﾖｺﾊﾞｲ Hishimonus sellatus 1

ﾌﾀﾃﾝﾖｺﾊﾞｲの一種 Macrosteles sp. 1 2

ﾖｺﾊﾞｲ科類 Cicadellidae gen. spp. 6 2 5 1

ｷｼﾞﾗﾐ ｷｼﾞﾗﾐ属の一種 Psylla sp. 3

ｸﾛﾄｶﾞﾘｷｼﾞﾗﾐ Trioza nigra 1

ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ科類 Aphididae gen. spp. 38 114 2 3 23 17 13

ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｺｱｵｶｽﾐｶﾒ Apolygus lucorum 4 2

ﾊｼﾘｶｽﾐｶﾒ属の一種 Hallodapus sp. 2

ﾊﾅｶﾒﾑｼ ﾔｻﾊﾅｶﾒﾑｼ Amphiareus obscuriceps 1 1 7

ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Nysius plebejus 1 2 2 4

ｸﾛｱｼﾎｿﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Paromius exiguus 2 1

ﾎｼｶﾒﾑｼ ﾌﾀﾓﾝﾎｼｶﾒﾑｼ Pyrrhocoris sibiricus 1

ﾏﾙｶﾒﾑｼ ﾏﾙｶﾒﾑｼ Megacopta punctatissima 1

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ属の一種 Hemerobius sp. 1

ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｷﾊﾞﾈｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Falagria sapida 1

ﾊﾈｶｸｼ科の一種 Staphylinidae gen. sp. 2

ｺｶﾞﾈﾑｼ ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera castanea 2

ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ ﾅｶﾞﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ Aulonothroscus longulus 6 4

ﾁｬｲﾛﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ Trixagus turgidus 1

ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ ﾐﾂｶﾄﾞｺﾅﾋﾗﾀﾑｼ Silvanoprus scuticollis 1

ﾐﾂﾓﾝｾﾏﾙﾋﾗﾀﾑｼ Psammoecus triguttatus 1

ｷｽｲﾑｼ ｹﾅｶﾞｾﾏﾙｷｽｲ Atomaria horridula 1

ｷｽｲﾑｼ科の一種 Crypotphagidae gen. sp. 1

ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｾｽｼﾞﾋﾒﾃﾝﾄｳ Nephus patagiatus 1

ﾋﾒﾏｷﾑｼ ｳｽﾁｬｹｼﾏｷﾑｼ Cortinicara gibbosa 1

ﾔﾏﾄｹｼﾏｷﾑｼ Melanophthalma japonica 1

ﾊﾅﾉﾐ ﾓﾝﾋﾒﾊﾅﾉﾐ属の一種 Mordellina sp. 43 9

ﾊﾅﾉﾐ科類 Mordellidae gen. spp. 19 3

ﾊﾑｼ ﾑﾈﾐｿﾞﾋﾒﾂﾂﾊﾑｼ Coenobius sulcicollis 1

学名目 種科
事業実施区域内 事業実施区域外
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表 8.6.1.4 (4) 陸生昆虫類(マレーズトラップ調査)確認種一覧(2/4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月

ﾊﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科類 Braconidae gen. spp. 1 9 3 6 2 2 6 1 9 4

ﾋﾒﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾞﾁ科類 Ichneumonidae gen. spp. 4 18 3 3 2 7 22 1 8 7

ｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ ｷｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ Brachymeria lasus 1

ｺﾊﾞﾁ上科 ｺﾊﾞﾁ上科類 Chalcidoidea fam. & gen. spp. 11 24 6 11 5 20 10

ﾀﾏﾊﾞﾁ ﾀﾏﾊﾞﾁ科の一種 Cynipidae gen. sp. 23

ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ科の一種 Bethylidae gen. sp. 2

ﾂﾁﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Campsomeriella annulata 1

ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis 113 72

ﾆｾﾊﾘｱﾘ Hypoponera sauteri 2

ﾋﾒｱﾘ Monomorium intrudens 1

ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens 1

ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum 8 1 34

ﾙﾘｱﾘ Iridomyrmex itoi 1 1

ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ Camponotus tokioensis 1 1

ｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica japonica 2 1

ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius japonicus 2 1

ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes 1 1 9 1

ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ科の一種 Pompilidae gen. sp. 1 1

ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾌﾀﾓﾝｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes chinensis 1 2 1

ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes jadwigae 1

ﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ ﾁﾋﾞﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ属の一種 Hylaeus sp. 1 1 1

ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｷｲﾛﾎｿｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Nephrotoma virgata 2 3 2 8

ﾔﾁｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula serricauda 3

ｾｱｶﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Limonia pulchra 1

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科類 Tipulidae gen. spp. 4 7 66 63 28

ﾁｮｳﾊﾞｴ ﾁｮｳﾊﾞｴ科類 Psychodidae gen. spp. 23 31 11

ｶ ｲｴｶの一種 Culex sp. 1

ﾇｶｶ ﾇｶｶ科類 Ceratopogonidae gen. spp. 9 2 205 11 7 1 19 6 1 6

ﾕｽﾘｶ ﾔﾊｽﾞｶﾕｽﾘｶ Procladius sagittalis 22 3 1 1

ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ Ablabesmyia moniliformis 2 4 1 19

ｶｽﾘﾓﾝﾕｽﾘｶ Tanypus punctipennis 1

ﾏﾄﾞｵｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Bryophaenocladius sp. 21 82 1 341

ﾅｶｵﾋﾞﾂﾔﾕｽﾘｶ Cricotopus triannulatus 2

ﾐﾂｵﾋﾞﾂﾔﾕｽﾘｶ Cricotopus trifasciatus 49 5 27

ｺﾑﾅﾄｹﾞﾕｽﾘｶ Limnophyes minimus 1 3 7

ﾋﾒｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Psectrocladius aquatronus 2 84

ﾆｾﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Pseudosmittia sp. 40 87

ﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ Smittia aterrima 3 3 2

ﾌﾁｸﾞﾛﾕｽﾘｶ Chironomus circumdatus 2 1 2 1 1

ﾋｼﾓﾝﾕｽﾘｶ Chironomus flaviplumus 5 15

ｳｽｲﾛﾕｽﾘｶ Chironomus kiiensis 5 4 4 6 1 1

ﾎﾝｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ Chironomus nippodorsalis 1

ﾔﾏﾄﾕｽﾘｶ Chironomus nipponensis 1

ｼｵﾕｽﾘｶ Chironomus salinarius 1 4 1 15 8 2

ｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ Chironomus yoshimatsui 6

ｲｼｶﾞｷﾕｽﾘｶ Cladopelma edwardsi 5

ｼﾛｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ Cryptochironomus albofasciatus 2 6

ｲﾉｳｴﾕｽﾘｶ Dicrotendipes inouei 2

ｲﾎﾞﾎｿﾐﾕｽﾘｶ Dicrotendipes lobiger 1

ﾐﾅﾐﾕｽﾘｶ Nilodorum biroi 7 1

学名目 種科
事業実施区域内 事業実施区域外
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表 8.6.1.4 (4) 陸生昆虫類(マレーズトラップ調査)確認種一覧(3/4) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月５月７月９月10月４月５月７月９月10月

ﾊｴ ﾕｽﾘｶ ﾕﾐｶﾞﾀﾆｾｺﾌﾞﾅｼﾕｽﾘｶ Parachironomus arcuatus 3 2

ﾌﾄｵｹﾊﾞﾈﾕｽﾘｶ Polypedilum convexum 1

ｱｻｶﾜﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum asakawaense 1

ﾐﾔｺﾑﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum kyotoense 2

ﾔﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum nubifer 1 2 6 5 3 4

ｷﾐﾄﾞﾘﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum convictum 1 1

ﾔﾏﾄﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum japonicum 1

ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属の一種 Polypedilum sp. 1

ｵｵﾔﾏﾋｹﾞﾕｽﾘｶ Tanytarsus oyamai 5 1

ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属類 Tanytarsus spp. 2 32 5 33

ﾕｽﾘｶ科類 Chironomidae gen. spp. 125 25 43

ｹﾊﾞｴ ｸﾛﾄｹﾞﾅｼｹﾊﾞｴ Plecia adiastola 1

ﾆｾｹﾊﾞｴ ﾆｾｹﾊﾞｴ科の一種 Scatopsidae gen. sp. 1

ﾀﾏﾊﾞｴ ﾀﾏﾊﾞｴ科類 Cecidomyiidae gen. spp. 4 10 98 52 6 21 12 18 7 7

ｷﾉｺﾊﾞｴ ｷﾉｺﾊﾞｴ科類 Mycetophilidae gen. spp. 5 5 1 1 2 1 3

ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科類 Sciaridae gen. spp. 362 127 72 89 30 194 325 82 241 61

ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ ﾅｶﾞﾚｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ属の一種 Hilara sp. 22 27 22

ﾓﾓﾌﾞﾄｾﾀﾞｶｵﾄﾞﾘﾊﾞｴの一種 Hybos sp. 1 1

ｱｶﾒｾﾀﾞｶｵﾄﾞﾘﾊﾞｴの一種 Syneches sp. 1

ﾓﾓﾌﾞﾄｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ属の一種 Platypalpus sp. 8 2 3

ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Empididae gen. sp. 1 1

ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ﾏﾀﾞﾗｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ Psilopus nebulosus 1

ﾏﾀﾞﾗｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴの一種 Psilopus sp. 1 2 1 28 1

ｱｼﾅｶﾞｷﾝﾊﾞｴ属類 Dolichopus spp. 12 5 4 3 7 2

ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科類 Dolichopodidae gen. spp. 2 1 1 3

ﾉﾐﾊﾞｴ ﾉﾐﾊﾞｴ科類 Phoridae gen. spp. 1 18 4 1 11 44 2

ｱﾀﾏｱﾌﾞ ｱﾀﾏｱﾌﾞ科の一種 Pipunculidae gen. sp. 2 1 4

ﾊﾅｱﾌﾞ ﾍﾘﾋﾗﾀｱﾌﾞ Didea alneti 1

ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ Episyrphus balteatus 1 1 8

ﾅﾐﾎｼﾋﾗﾀｱﾌﾞ Eupeodes frequens 1

ｴｿﾞｺﾋﾗﾀｱﾌﾞ Metasyrphus corollae 1

ｷﾀﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ Sphaerophoria philanthus 71 5 2 6 20 2

ｼﾏﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ Paragus fasciatus 1

ｺﾋﾗﾀﾊﾅｱﾌﾞ属の一種 Pipiza sp. 1

ﾃﾞｶﾞｼﾗﾊﾞｴ ｽﾌｪｺﾐｴﾗ属の一種 Sphecomyiella sp. 6

ﾐﾊﾞｴ ﾋﾗﾔﾏｱﾐﾒｹﾌﾞｶﾐﾊﾞｴ Campiglossa hirayamae 1

ﾋﾛｸﾁﾊﾞｴ ﾀﾞｲｽﾞｺﾝﾘｭｳﾊﾞｴ Rivellia apicalis 1

ｼﾏﾊﾞｴ ｼﾏﾊﾞｴ科類 Lauxaniidae gen. spp. 6 39 7 5 2 4 6 3

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科類 Agromyzidae gen. spp. 7 15 2 2 9 2 1 1

ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科類 Chloropidae gen. spp. 1 5 1 4 11 2 1

ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ科類 Ephydridae gen. spp. 1 3 1 17

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila annulipes 1

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ属類 Drosophila spp. 2 9 2 2

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科類 Drosophilidae gen. spp. 2

ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科類 Sphaeroceridae gen. spp. 8 4 3 7 1 2 1

ﾊﾅﾊﾞｴ ﾊﾅﾊﾞｴ科類 Anthomyiidae gen. spp. 2 9 2 1 10 4

ｲｴﾊﾞｴ ｲｴﾊﾞｴ科類 Muscidae gen. spp. 3 16 14 15 16 83 7 19 13

ｸﾛﾊﾞｴ ﾋﾛｽﾞｷﾝﾊﾞｴ Lucilia sericata 1

ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ Stomorhina obsoleta 1

ﾆｸﾊﾞｴ ﾆｸﾊﾞｴ属類 Sarcophaga spp. 2 53 5 2

学名目 種科
事業実施区域内 事業実施区域外
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資料 8.6.1.5 クモ類                       [本編 p284 対応] 

 

表 8.6.1.5(1) クモ類確認種一覧(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季

No. ４月 ５月 ７月 ９月 10月

1 ｼﾞｸﾞﾓ ｼﾞｸﾞﾓ Atypus karschi ○ ○ ○ ○

2 ｶﾞｹｼﾞｸﾞﾓ ﾔﾏﾄｶﾞｹｼﾞｸﾞﾓ Titanoeca albofasciata ○

3 ﾊｸﾞﾓ ｱｼﾊｸﾞﾓ Dictyna arundinacea ○

4 ﾈｺﾊｸﾞﾓ Dictyna felis ○

5 ﾊｸﾞﾓ属類 Dictyna  spp. ○ ○

6 ﾕｳﾚｲｸﾞﾓ ｲｴﾕｳﾚｲｸﾞﾓ Pholcus phalangioides ○

7 ﾋﾒｸﾞﾓ ｵｵﾋﾒｸﾞﾓ Achaearanea tepidariorum ○

8 ｱｼﾌﾞﾄﾋﾒｸﾞﾓ Anelosimus crassipes ○

9 ｼﾛｶﾈｲｿｳﾛｳｸﾞﾓ Argyrodes bonadea ○ ○

10 ﾎﾞｶｼﾐｼﾞﾝｸﾞﾓ Dipoena castrata ○

11 ﾐｼﾞﾝｸﾞﾓ属の一種 Dipoena sp. ○ ○

12 ｶﾚﾊﾋﾒｸﾞﾓ Enoplognatha transversifoveata ○ ○

13 ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾒｸﾞﾓ Steatoda albomaculata ○

14 ﾊﾝｹﾞﾂｵｽﾅｷｸﾞﾓ Steatoda cavernicola ○

15 ｽﾈｸﾞﾛｵﾁﾊﾞﾋﾒｸﾞﾓ Stemmops nipponicus ○ ○

16 ﾊｲｲﾛﾋﾒｸﾞﾓ Theridion subpallens ○

17 ﾋﾒｸﾞﾓ科類 Theridiidae gen. spp. ○ ○ ○

18 ﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ ﾁﾋﾞﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ Nesticus mogera ○

19 ｻﾗｸﾞﾓ ﾀﾃﾔﾏﾃﾅｶﾞｸﾞﾓ Bathyphantes tateyamaensis ○

20 ﾉｺｷﾞﾘﾋｻﾞｸﾞﾓ Erigone prominens ○

21 ﾋｻﾞｸﾞﾓ属の一種 Erigone sp. ○

22 ｽﾞｷﾝﾇｶｸﾞﾓ Gongylidioides cucullatus ○

23 ｸﾛﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ Hylyphantes graminicola ○

24 ｺﾌﾞｹｼｸﾞﾓ Meioneta nodosa ○

25 ﾂﾒｹｼｸﾞﾓ Meioneta ungulata ○

26 ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 Linyphiidae gen. sp. ○ ○ ○ ○

27 ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ｷｻﾞﾊｼｵﾆｸﾞﾓ Araneus obscissus ○

28 ﾅｶﾑﾗｵﾆｸﾞﾓ Araneus cornutus ○ ○ ○

29 ﾔｴﾝｵﾆｸﾞﾓ Araneus macacus ○

30 ｵﾆｸﾞﾓ Araneus ventricosus ○

31 ｵﾆｸﾞﾓ属類 Araneus  spp. ○ ○ ○

32 ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ Argiope amoena ○ ○

33 ﾅｶﾞｺｶﾞﾈｸﾞﾓ Argiope bruennichii ○ ○ ○

34 ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ属の一種 Argiope sp. ○ ○ ○

35 ｺｶﾞﾈｸﾞﾓﾀﾞﾏｼ Larinia argiopiformis ○ ○ ○ ○ ○

36 ﾄﾞﾖｳｵﾆｸﾞﾓ Neoscona adianta ○ ○ ○ ○

37 ﾔﾏｼﾛｵﾆｸﾞﾓ Neoscona scylla ○ ○

38 ｻﾂﾏﾉﾐﾀﾞﾏｼ Neoscona scylloides ○ ○

39 ｼﾞｮﾛｳｸﾞﾓ Nephila clavata ○ ○ ○

40 ｽﾞｸﾞﾛｵﾆｸﾞﾓ Yaginumia sia ○ ○

41 ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ科の一種 Araneidae gen. sp. ○ ○ ○

42 ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ﾋﾒｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Dyschiriognatha tenera ○

43 ｷﾗﾗｼﾛｶﾈｸﾞﾓ Leucauge subgemmea ○

44 ﾄｶﾞﾘｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Tetragnatha caudicula ○ ○

45 ｷﾇｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Tetragnatha lauta ○

46 ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Tetragnatha praedonia ○ ○ ○ ○ ○

47 ｳﾛｺｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Tetragnatha squamata ○ ○

48 ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ属の一種 Tetragnatha sp. ○

49 ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ科の一種 Tetragnathidae gen. sp. ○

50 ﾀﾅｸﾞﾓ ｺｸｻｸﾞﾓ Agelena opulenta ○

51 ｸｻｸﾞﾓ属の一種 Agelena sp. ○

52 ｼﾓﾌﾘﾔﾁｸﾞﾓ Coelotes insidiosus ○

53 ﾒｶﾞﾈﾔﾁｸﾞﾓ Coelotes luctuosus ○

54 ﾀﾅｸﾞﾓ科の一種 Agelenidae gen. sp. ○ ○

55 ｷｼﾀﾞｸﾞﾓ ｲｵｳｲﾛﾊｼﾘｸﾞﾓ Dolomedes sulfureus ○ ○

56 ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｴﾋﾞﾁｬｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa ebicha ○ ○ ○

57 ﾌｼﾞｲｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa fujiii ○ ○ ○ ○ ○

平成14年度

科 名 種 名 学 名

春季 秋季
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表 8.6.1.5(1) クモ類確認種一覧(2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季

No. ４月 ５月 ７月 ９月 10月

58 (ｺﾓﾘｸﾞﾓ) ﾋﾉﾏﾙｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa japonica ○ ○ ○

59 ﾊﾗｸﾛｺﾓﾘｸﾞﾓ Lycosa coelestis ○ ○ ○ ○ ○

60 ｳﾂﾞｷｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa astrigera ○ ○

61 ﾊﾘｹﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa laura ○ ○

62 ｷｸﾂﾞｷｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa pseudoannulata ○ ○

63 ｵｵｱｼｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pardosa sp. ○

64 ﾁﾋﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pirata procurvus ○ ○ ○ ○

65 ｷﾊﾞﾗｺﾓﾘｸﾞﾓ Pirata subpiraticus ○

66 ｶｲｿﾞｸｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pirata sp. ○ ○

67 ｱﾗｲﾄｺﾓﾘｸﾞﾓ Trochosa ruricola ○ ○

68 ｺﾓﾘｸﾞﾓ科類 Lycosidae gen. spp. ○ ○ ○ ○ ○

69 ｻｻｸﾞﾓ ｻｻｸﾞﾓ Oxyopes sertatus ○ ○

70 ﾌｸﾛｸﾞﾓ ﾔﾏﾄｺﾏﾁｸﾞﾓ Chiracanthium lascivum ○

71 ｺﾏﾁｸﾞﾓ属の一種 Chiracanthium  sp. ○ ○ ○

72 ﾌｸﾛｸﾞﾓ属の一種 Clubiona  sp. ○ ○ ○

73 ｵﾄﾋﾒｸﾞﾓ Orthobula crucifera ○ ○ ○ ○ ○

74 ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ Phrurolithus nipponicus ○

75 ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ属の一種 Phrurolithus sp. ○

76 ﾈｺｸﾞﾓ Trachelas japonicus ○

77 ﾌｸﾛｸﾞﾓ科の一種 Clubionidae gen. sp. ○ ○

78 ｼﾎﾞｸﾞﾓ ｼﾎﾞｸﾞﾓ Anahita fauna ○ ○ ○ ○ ○

79 ﾜｼｸﾞﾓ ｹﾑﾘｸﾞﾓ属の一種 Zelotes sp. ○

80 ﾜｼｸﾞﾓ科の一種 Gnaphosidae gen. sp. ○ ○

81 ｶﾆｸﾞﾓ ﾊﾅｸﾞﾓ Misumenops tricuspidatus ○ ○ ○ ○ ○

82 ｱｽﾞﾏｶﾆｸﾞﾓ Xysticus insulicola ○

83 ｵｵﾔﾐｲﾛｶﾆｸﾞﾓ Xysticus saganus ○ ○ ○

84 ｶﾆｸﾞﾓ属の一種 Xysticus sp. ○ ○

85 ｴﾋﾞｸﾞﾓ ｷﾝｲﾛｴﾋﾞｸﾞﾓ Philodromus auricomus ○ ○

86 ﾔﾄﾞｶﾘｸﾞﾓ Thanatus miniaceus ○ ○

87 ｴﾋﾞｸﾞﾓ属の一種 Philodromus sp. ○ ○ ○

88 ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾈｺﾊｴﾄﾘ Carrhotus xanthogramma ○ ○ ○ ○ ○

89 ﾏﾐｼﾞﾛﾊｴﾄﾘ Evarcha albaria ○ ○

90 ﾔﾊｽﾞﾊｴﾄﾘ Marpissa elongata ○ ○ ○ ○ ○

91 ｵｵﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ属の一種 Marpissa sp. ○

92 ｼﾗﾋｹﾞﾊｴﾄﾘ Menemerus confusus ○

93 ﾀｲﾘｸｱﾘｸﾞﾓ Myrmarachne formicaria ○

94 ｱﾘｸﾞﾓ属の一種 Myrmarachne sp. ○ ○

95 ﾒｶﾞﾈｱｻﾋﾊｴﾄﾘ Phintella linea ○

96 ﾔﾏﾄﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ属の一種 Phintella sp. ○

97 ﾐｽｼﾞﾊｴﾄﾘ Plexippus setipes ○ ○

98 ﾁｸﾆﾊｴﾄﾘ Pseudicius chikunii ○ ○ ○ ○ ○

99 ｲﾅｽﾞﾏﾊｴﾄﾘ Pseudicius vulpes ○ ○

100 ｱｵｵﾋﾞﾊｴﾄﾘ Silerella vittata ○ ○ ○

101 ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ科類 Salticidae gen. spp. ○ ○

計 19科 53種 40種 45種 30種 46種

注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（無脊椎

動物編Ⅰ）.」に従った。

注2)「～の一種」、「～類」等、種まで同定できないものについても便宜上１種として扱った。

101種

平成14年度

科 名 種 名 学 名

春季 秋季



 

183 

表 8.6.1.5(2) クモ類 (ベイトトラップ調査) 確認種一覧(1/5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草地 竹林 ヤナギ林 樹林 草地 ヤナギ林

ｼﾞｸﾞﾓ ｼﾞｸﾞﾓ Atypus karschi 3 1

ﾋﾒｸﾞﾓ ﾎﾞｶｼﾐｼﾞﾝｸﾞﾓ Dipoena castrata

ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾒｸﾞﾓ Steatoda albomaculata

ﾊﾝｹﾞﾂｵｽﾅｷｸﾞﾓ Steatoda cavernicola

ｽﾈｸﾞﾛｵﾁﾊﾞﾋﾒｸﾞﾓ Stemmops nipponicus

ﾋﾒｸﾞﾓ科類 Theridiidae gen. spp.

ﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ ﾁﾋﾞﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ Nesticus mogera

ｻﾗｸﾞﾓ ﾀﾃﾔﾏﾃﾅｶﾞｸﾞﾓ Bathyphantes tateyamaensis 1

ﾉｺｷﾞﾘﾋｻﾞｸﾞﾓ Erigone prominens

ﾋｻﾞｸﾞﾓ属の一種 Erigone sp. 1 1

ｽﾞｷﾝﾇｶｸﾞﾓ Gongylidioides cucullatus

ｸﾛﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ Hylyphantes graminicola 1

ｺﾌﾞｹｼｸﾞﾓ Meioneta nodosa

ﾂﾒｹｼｸﾞﾓ Meioneta ungulata 1

ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 Linyphiidae gen. sp. 1 1

ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ科の一種 Araneidae gen. sp. 1

ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ﾋﾒｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Dyschiriognatha tenera

ﾀﾅｸﾞﾓ ﾀﾅｸﾞﾓ科の一種 Agelenidae gen. sp.

ｷｼﾀﾞｸﾞﾓ ｲｵｳｲﾛﾊｼﾘｸﾞﾓ Dolomedes sulfureus

ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｴﾋﾞﾁｬｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa ebicha 1 1

ﾌｼﾞｲｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa fujiii 9 3 19 27 1 15

ﾋﾉﾏﾙｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa japonica

ﾊﾗｸﾛｺﾓﾘｸﾞﾓ Lycosa coelestis 1 2 4 21

ﾊﾘｹﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa laura

ｵｵｱｼｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pardosa sp. 1 1

ﾁﾋﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pirata procurvus

ｶｲｿﾞｸｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pirata sp. 1 4 1 1 1

ｱﾗｲﾄｺﾓﾘｸﾞﾓ Trochosa ruricola

ｺﾓﾘｸﾞﾓ科類 Lycosidae gen. spp.

ﾌｸﾛｸﾞﾓ ｺﾏﾁｸﾞﾓ属の一種 Chiracanthium sp.

ﾌｸﾛｸﾞﾓ属の一種 Clubiona sp. 3

ｵﾄﾋﾒｸﾞﾓ Orthobula crucifera 1

ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ Phrurolithus nipponicus 1

ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ属の一種 Phrurolithus sp.

ﾌｸﾛｸﾞﾓ科の一種 Clubionidae gen. sp.

ｼﾎﾞｸﾞﾓ ｼﾎﾞｸﾞﾓ Anahita fauna 2

ﾜｼｸﾞﾓ ｹﾑﾘｸﾞﾓ属の一種 Zelotes sp.

ﾜｼｸﾞﾓ科の一種 Gnaphosidae gen. sp. 1

ｶﾆｸﾞﾓ ｵｵﾔﾐｲﾛｶﾆｸﾞﾓ Xysticus saganus

ｶﾆｸﾞﾓ属の一種 Xysticus sp.

ｴﾋﾞｸﾞﾓ ｷﾝｲﾛｴﾋﾞｸﾞﾓ Philodromus auricomus

ｴﾋﾞｸﾞﾓ属の一種 Philodromus sp.

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｵｵﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ属の一種 Marpissa sp. 1

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾀｲﾘｸｱﾘｸﾞﾓ Myrmarachne formicaria

ﾐｽｼﾞﾊｴﾄﾘ Plexippus setipes

ｱｵｵﾋﾞﾊｴﾄﾘ Silerella vittata

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ科類 Salticidae gen. spp.

8 2 6 6 7 6

18 7 27 33 10 40

注１） 種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現

      －（無脊椎動物編Ⅰ）.」に従った。

注２） 「～の一種」、「～類」は便宜上、１種として扱った。

注３） 調査日：4/22,23

4月

事業実施区域内 事業実施区域外

合計種数

合計個体数

平成14年

学 名種科
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表 8.6.1.5(2) クモ類 (ベイトトラップ調査)認確種一覧(2/5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草地 竹林 ヤナギ林 樹林 草地 ヤナギ林

ｼﾞｸﾞﾓ ｼﾞｸﾞﾓ Atypus karschi 2 4 2

ﾋﾒｸﾞﾓ ﾎﾞｶｼﾐｼﾞﾝｸﾞﾓ Dipoena castrata

ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾒｸﾞﾓ Steatoda albomaculata

ﾊﾝｹﾞﾂｵｽﾅｷｸﾞﾓ Steatoda cavernicola

ｽﾈｸﾞﾛｵﾁﾊﾞﾋﾒｸﾞﾓ Stemmops nipponicus 4

ﾋﾒｸﾞﾓ科類 Theridiidae gen. spp.

ﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ ﾁﾋﾞﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ Nesticus mogera

ｻﾗｸﾞﾓ ﾀﾃﾔﾏﾃﾅｶﾞｸﾞﾓ Bathyphantes tateyamaensis

ﾉｺｷﾞﾘﾋｻﾞｸﾞﾓ Erigone prominens

ﾋｻﾞｸﾞﾓ属の一種 Erigone sp.

ｽﾞｷﾝﾇｶｸﾞﾓ Gongylidioides cucullatus 1

ｸﾛﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ Hylyphantes graminicola

ｺﾌﾞｹｼｸﾞﾓ Meioneta nodosa

ﾂﾒｹｼｸﾞﾓ Meioneta ungulata

ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 Linyphiidae gen. sp. 1 1

ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ科の一種 Araneidae gen. sp. 1

ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ﾋﾒｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Dyschiriognatha tenera 1

ﾀﾅｸﾞﾓ ﾀﾅｸﾞﾓ科の一種 Agelenidae gen. sp.

ｷｼﾀﾞｸﾞﾓ ｲｵｳｲﾛﾊｼﾘｸﾞﾓ Dolomedes sulfureus

ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｴﾋﾞﾁｬｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa ebicha 1 1 1

ﾌｼﾞｲｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa fujiii 1 2 1 7 3

ﾋﾉﾏﾙｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa japonica 1

ﾊﾗｸﾛｺﾓﾘｸﾞﾓ Lycosa coelestis 13 2 1 2 1 9

ﾊﾘｹﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa laura 1

ｵｵｱｼｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pardosa sp.

ﾁﾋﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pirata procurvus 1

ｶｲｿﾞｸｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pirata sp. 2 4 4 5 2

ｱﾗｲﾄｺﾓﾘｸﾞﾓ Trochosa ruricola

ｺﾓﾘｸﾞﾓ科類 Lycosidae gen. spp. 2 1 1 6 5

ﾌｸﾛｸﾞﾓ ｺﾏﾁｸﾞﾓ属の一種 Chiracanthium sp.

ﾌｸﾛｸﾞﾓ属の一種 Clubiona sp. 1 1

ｵﾄﾋﾒｸﾞﾓ Orthobula crucifera 1 1 5

ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ Phrurolithus nipponicus

ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ属の一種 Phrurolithus sp.

ﾌｸﾛｸﾞﾓ科の一種 Clubionidae gen. sp.

ｼﾎﾞｸﾞﾓ ｼﾎﾞｸﾞﾓ Anahita fauna 1 2

ﾜｼｸﾞﾓ ｹﾑﾘｸﾞﾓ属の一種 Zelotes sp.

ﾜｼｸﾞﾓ科の一種 Gnaphosidae gen. sp.

ｶﾆｸﾞﾓ ｵｵﾔﾐｲﾛｶﾆｸﾞﾓ Xysticus saganus

ｶﾆｸﾞﾓ属の一種 Xysticus sp. 1

ｴﾋﾞｸﾞﾓ ｷﾝｲﾛｴﾋﾞｸﾞﾓ Philodromus auricomus 1

ｴﾋﾞｸﾞﾓ属の一種 Philodromus sp.

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｵｵﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ属の一種 Marpissa sp.

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾀｲﾘｸｱﾘｸﾞﾓ Myrmarachne formicaria

ﾐｽｼﾞﾊｴﾄﾘ Plexippus setipes

ｱｵｵﾋﾞﾊｴﾄﾘ Silerella vittata

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ科類 Salticidae gen. spp.

10 5 7 6 6 11

25 13 13 17 11 32

注１） 種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現

      －（無脊椎動物編Ⅰ）.」に従った。

注２） 「～の一種」、「～類」は便宜上、１種として扱った。

注３） 調査日：4/22,23

合計種数

合計個体数

平成14年

5月

事業実施区域内 事業実施区域外
学 名種科
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表 8.6.1.5(2) クモ類 (ベイトトラップ調査) 確認種一覧(3/5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草地 竹林 ヤナギ林 水路脇 樹林 草地 ヤナギ林 水路脇

ｼﾞｸﾞﾓ ｼﾞｸﾞﾓ Atypus karschi 2 1 2 1

ﾋﾒｸﾞﾓ ﾎﾞｶｼﾐｼﾞﾝｸﾞﾓ Dipoena castrata 1

ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾒｸﾞﾓ Steatoda albomaculata 1

ﾊﾝｹﾞﾂｵｽﾅｷｸﾞﾓ Steatoda cavernicola

ｽﾈｸﾞﾛｵﾁﾊﾞﾋﾒｸﾞﾓ Stemmops nipponicus 1

ﾋﾒｸﾞﾓ科類 Theridiidae gen. spp.

ﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ ﾁﾋﾞﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ Nesticus mogera 1 1 1

ｻﾗｸﾞﾓ ﾀﾃﾔﾏﾃﾅｶﾞｸﾞﾓ Bathyphantes tateyamaensis

ﾉｺｷﾞﾘﾋｻﾞｸﾞﾓ Erigone prominens 1 1

ﾋｻﾞｸﾞﾓ属の一種 Erigone sp.

ｽﾞｷﾝﾇｶｸﾞﾓ Gongylidioides cucullatus

ｸﾛﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ Hylyphantes graminicola

ｺﾌﾞｹｼｸﾞﾓ Meioneta nodosa 1 2 1

ﾂﾒｹｼｸﾞﾓ Meioneta ungulata

ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 Linyphiidae gen. sp. 1 1 2

ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ科の一種 Araneidae gen. sp.

ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ﾋﾒｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Dyschiriognatha tenera

ﾀﾅｸﾞﾓ ﾀﾅｸﾞﾓ科の一種 Agelenidae gen. sp. 1

ｷｼﾀﾞｸﾞﾓ ｲｵｳｲﾛﾊｼﾘｸﾞﾓ Dolomedes sulfureus 2

ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｴﾋﾞﾁｬｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa ebicha

ﾌｼﾞｲｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa fujiii 3 1

ﾋﾉﾏﾙｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa japonica

ﾊﾗｸﾛｺﾓﾘｸﾞﾓ Lycosa coelestis 5 1 1 2 5

ﾊﾘｹﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa laura 1 1

ｵｵｱｼｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pardosa sp.

ﾁﾋﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pirata procurvus 10 24 5 5 25 2

ｶｲｿﾞｸｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pirata sp.

ｱﾗｲﾄｺﾓﾘｸﾞﾓ Trochosa ruricola 1 1 2 1 6

ｺﾓﾘｸﾞﾓ科類 Lycosidae gen. spp. 59 18 19 8 6 10 40

ﾌｸﾛｸﾞﾓ ｺﾏﾁｸﾞﾓ属の一種 Chiracanthium sp.

ﾌｸﾛｸﾞﾓ属の一種 Clubiona sp.

ｵﾄﾋﾒｸﾞﾓ Orthobula crucifera 1

ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ Phrurolithus nipponicus

ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ属の一種 Phrurolithus sp.

ﾌｸﾛｸﾞﾓ科の一種 Clubionidae gen. sp.

ｼﾎﾞｸﾞﾓ ｼﾎﾞｸﾞﾓ Anahita fauna 1 1 1

ﾜｼｸﾞﾓ ｹﾑﾘｸﾞﾓ属の一種 Zelotes sp.

ﾜｼｸﾞﾓ科の一種 Gnaphosidae gen. sp. 1 1

ｶﾆｸﾞﾓ ｵｵﾔﾐｲﾛｶﾆｸﾞﾓ Xysticus saganus 6 22 3 16 14 65

ｶﾆｸﾞﾓ属の一種 Xysticus sp.

ｴﾋﾞｸﾞﾓ ｷﾝｲﾛｴﾋﾞｸﾞﾓ Philodromus auricomus

ｴﾋﾞｸﾞﾓ属の一種 Philodromus sp.

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｵｵﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ属の一種 Marpissa sp.

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾀｲﾘｸｱﾘｸﾞﾓ Myrmarachne formicaria 1

ﾐｽｼﾞﾊｴﾄﾘ Plexippus setipes

ｱｵｵﾋﾞﾊｴﾄﾘ Silerella vittata 1

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ科類 Salticidae gen. spp. 1

8 5 10 11 5 6 7 10

85 45 53 27 36 23 31 122

注１） 種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状

      －（無脊椎動物編Ⅰ）.」に従った。

注２） 「～の一種」、「～類」は便宜上、１種として扱った。

注３） 調査日：4/22,23

合計種数

合計個体数

学 名種科

平成14年

7月

事業実施区域内 事業実施区域外
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表 8.6.1.5(2) クモ類 (ベイトトラップ調査) 確認種一覧(4/5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草地 竹林 ヤナギ林 水路脇 樹林 草地 ヤナギ林 水路脇

ｼﾞｸﾞﾓ ｼﾞｸﾞﾓ Atypus karschi

ﾋﾒｸﾞﾓ ﾎﾞｶｼﾐｼﾞﾝｸﾞﾓ Dipoena castrata

ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾒｸﾞﾓ Steatoda albomaculata

ﾊﾝｹﾞﾂｵｽﾅｷｸﾞﾓ Steatoda cavernicola 2

ｽﾈｸﾞﾛｵﾁﾊﾞﾋﾒｸﾞﾓ Stemmops nipponicus

ﾋﾒｸﾞﾓ科類 Theridiidae gen. spp. 1 1

ﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ ﾁﾋﾞﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ Nesticus mogera

ｻﾗｸﾞﾓ ﾀﾃﾔﾏﾃﾅｶﾞｸﾞﾓ Bathyphantes tateyamaensis

ﾉｺｷﾞﾘﾋｻﾞｸﾞﾓ Erigone prominens

ﾋｻﾞｸﾞﾓ属の一種 Erigone sp.

ｽﾞｷﾝﾇｶｸﾞﾓ Gongylidioides cucullatus

ｸﾛﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ Hylyphantes graminicola

ｺﾌﾞｹｼｸﾞﾓ Meioneta nodosa

ﾂﾒｹｼｸﾞﾓ Meioneta ungulata

ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 Linyphiidae gen. sp. 2

ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ科の一種 Araneidae gen. sp.

ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ﾋﾒｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Dyschiriognatha tenera

ﾀﾅｸﾞﾓ ﾀﾅｸﾞﾓ科の一種 Agelenidae gen. sp.

ｷｼﾀﾞｸﾞﾓ ｲｵｳｲﾛﾊｼﾘｸﾞﾓ Dolomedes sulfureus

ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｴﾋﾞﾁｬｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa ebicha

ﾌｼﾞｲｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa fujiii 1 6 4 1 23 10

ﾋﾉﾏﾙｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa japonica 1

ﾊﾗｸﾛｺﾓﾘｸﾞﾓ Lycosa coelestis 8 2 6 7 1 4 5 1

ﾊﾘｹﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa laura

ｵｵｱｼｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pardosa sp.

ﾁﾋﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pirata procurvus 2 1 2 1 4 4

ｶｲｿﾞｸｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pirata sp.

ｱﾗｲﾄｺﾓﾘｸﾞﾓ Trochosa ruricola

ｺﾓﾘｸﾞﾓ科類 Lycosidae gen. spp. 1 1

ﾌｸﾛｸﾞﾓ ｺﾏﾁｸﾞﾓ属の一種 Chiracanthium sp.

ﾌｸﾛｸﾞﾓ属の一種 Clubiona sp.

ｵﾄﾋﾒｸﾞﾓ Orthobula crucifera 1 2

ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ Phrurolithus nipponicus

ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ属の一種 Phrurolithus sp.

ﾌｸﾛｸﾞﾓ科の一種 Clubionidae gen. sp. 1

ｼﾎﾞｸﾞﾓ ｼﾎﾞｸﾞﾓ Anahita fauna 2 1 1 2 1

ﾜｼｸﾞﾓ ｹﾑﾘｸﾞﾓ属の一種 Zelotes sp.

ﾜｼｸﾞﾓ科の一種 Gnaphosidae gen. sp.

ｶﾆｸﾞﾓ ｵｵﾔﾐｲﾛｶﾆｸﾞﾓ Xysticus saganus 3 2 1 2

ｶﾆｸﾞﾓ属の一種 Xysticus sp.

ｴﾋﾞｸﾞﾓ ｷﾝｲﾛｴﾋﾞｸﾞﾓ Philodromus auricomus

ｴﾋﾞｸﾞﾓ属の一種 Philodromus sp. 1

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｵｵﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ属の一種 Marpissa sp.

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾀｲﾘｸｱﾘｸﾞﾓ Myrmarachne formicaria

ﾐｽｼﾞﾊｴﾄﾘ Plexippus setipes

ｱｵｵﾋﾞﾊｴﾄﾘ Silerella vittata

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ科類 Salticidae gen. spp.

5 4 7 6 4 5 6 3

14 10 17 14 27 13 24 3

注１） 種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状

      －（無脊椎動物編Ⅰ）.」に従った。

注２） 「～の一種」、「～類」は便宜上、１種として扱った。

注３） 調査日：4/22,23

合計種数

合計個体数

学 名種科

平成14年

9月

事業実施区域内 事業実施区域外
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表 8.6.1.5(2) クモ類 (ベイトトラップ調査) 確認種一覧(5/5) 

 

草地 竹林 ヤナギ林 水路脇 樹林 草地 ヤナギ林 水路脇

ｼﾞｸﾞﾓ ｼﾞｸﾞﾓ Atypus karschi

ﾋﾒｸﾞﾓ ﾎﾞｶｼﾐｼﾞﾝｸﾞﾓ Dipoena castrata

ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾒｸﾞﾓ Steatoda albomaculata

ﾊﾝｹﾞﾂｵｽﾅｷｸﾞﾓ Steatoda cavernicola

ｽﾈｸﾞﾛｵﾁﾊﾞﾋﾒｸﾞﾓ Stemmops nipponicus

ﾋﾒｸﾞﾓ科類 Theridiidae gen. spp.

ﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ ﾁﾋﾞﾎﾗﾋﾒｸﾞﾓ Nesticus mogera

ｻﾗｸﾞﾓ ﾀﾃﾔﾏﾃﾅｶﾞｸﾞﾓ Bathyphantes tateyamaensis

ﾉｺｷﾞﾘﾋｻﾞｸﾞﾓ Erigone prominens

ﾋｻﾞｸﾞﾓ属の一種 Erigone sp.

ｽﾞｷﾝﾇｶｸﾞﾓ Gongylidioides cucullatus

ｸﾛﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ Hylyphantes graminicola

ｺﾌﾞｹｼｸﾞﾓ Meioneta nodosa

ﾂﾒｹｼｸﾞﾓ Meioneta ungulata

ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 Linyphiidae gen. sp.

ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ科の一種 Araneidae gen. sp.

ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ﾋﾒｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Dyschiriognatha tenera

ﾀﾅｸﾞﾓ ﾀﾅｸﾞﾓ科の一種 Agelenidae gen. sp.

ｷｼﾀﾞｸﾞﾓ ｲｵｳｲﾛﾊｼﾘｸﾞﾓ Dolomedes sulfureus

ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｴﾋﾞﾁｬｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa ebicha 1

ﾌｼﾞｲｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa fujiii 2 4 16 7 1

ﾋﾉﾏﾙｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa japonica 2

ﾊﾗｸﾛｺﾓﾘｸﾞﾓ Lycosa coelestis 1 4 8 6 3

ﾊﾘｹﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa laura

ｵｵｱｼｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pardosa sp.

ﾁﾋﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pirata procurvus 4 1 4 2

ｶｲｿﾞｸｺﾓﾘｸﾞﾓ属の一種 Pirata sp.

ｱﾗｲﾄｺﾓﾘｸﾞﾓ Trochosa ruricola 2 1

ｺﾓﾘｸﾞﾓ科類 Lycosidae gen. spp. 1

ﾌｸﾛｸﾞﾓ ｺﾏﾁｸﾞﾓ属の一種 Chiracanthium sp. 1

ﾌｸﾛｸﾞﾓ属の一種 Clubiona sp.

ｵﾄﾋﾒｸﾞﾓ Orthobula crucifera 1

ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ Phrurolithus nipponicus

ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ属の一種 Phrurolithus sp. 1

ﾌｸﾛｸﾞﾓ科の一種 Clubionidae gen. sp.

ｼﾎﾞｸﾞﾓ ｼﾎﾞｸﾞﾓ Anahita fauna 1 1

ﾜｼｸﾞﾓ ｹﾑﾘｸﾞﾓ属の一種 Zelotes sp. 1 1 1

ﾜｼｸﾞﾓ科の一種 Gnaphosidae gen. sp.

ｶﾆｸﾞﾓ ｵｵﾔﾐｲﾛｶﾆｸﾞﾓ Xysticus saganus 1 2 1 1

ｶﾆｸﾞﾓ属の一種 Xysticus sp.

ｴﾋﾞｸﾞﾓ ｷﾝｲﾛｴﾋﾞｸﾞﾓ Philodromus auricomus

ｴﾋﾞｸﾞﾓ属の一種 Philodromus sp.

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｵｵﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ属の一種 Marpissa sp.

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾀｲﾘｸｱﾘｸﾞﾓ Myrmarachne formicaria

ﾐｽｼﾞﾊｴﾄﾘ Plexippus setipes 1

ｱｵｵﾋﾞﾊｴﾄﾘ Silerella vittata

ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ科類 Salticidae gen. spp.

6 1 5 3 6 1 6 4

11 1 12 10 24 2 17 7

注１） 種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状

      －（無脊椎動物編Ⅰ）.」に従った。

注２） 「～の一種」、「～類」は便宜上、１種として扱った。

注３） 調査日：4/22,23

合計種数

合計個体数

学 名種科

平成14年

10月

事業実施区域内 事業実施区域外
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資料 8.6.1.6 土壌動物                       [本編 p287 対応] 

 

表 8.6.1.6(1) 土壌動物確認種一覧(1/3) 

春季 夏季 秋季

No. 目 名 科 名 種 名 学 名 ５月 ７月 10月

1 ｳｽﾞﾑｼ ｺｳｶﾞｲﾋﾞﾙ ｺｳｶﾞｲﾋﾞﾙ属の一種 Bipalium sp. ○

2 ﾏｲﾏｲ ｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ﾋﾒｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ Neosuccinea lyrata horticola ○

3 ﾅﾀﾈｶﾞｲ ﾅﾀﾈｶﾞｲ Punctum amblygonum ○

4 ｺｳﾗﾅﾒｸｼﾞ ﾁｬｺｳﾗﾅﾒｸｼﾞ Limax marginatus ○

5 ﾍﾞｯｺｳﾏｲﾏｲ ｷﾋﾞｶﾞｲ Gastrodontella multivolvis ○

6 ﾊﾘﾏｷﾋﾞ Parakaliella harimensis ○ ○

7 ｳﾗｼﾞﾛﾍﾞｯｺｳ Urazirochlamys doenitzii ○ ○

8 ﾌﾄﾐﾐｽﾞ ﾌﾄﾐﾐｽﾞ ﾌﾄﾐﾐｽﾞ属類 Pheretima spp. ○ ○ ○

9 ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ ﾂﾘﾐﾐｽﾞ ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科の一種 Lumbricidae gen. sp. ○

10 ｲﾄﾐﾐｽﾞ ﾋﾒﾐﾐｽﾞ ﾋﾒﾐﾐｽﾞ科類 Enchytraeidae gen. spp. ○ ○ ○

11 ｶﾆﾑｼ ｺｹｶﾆﾑｼ ﾁﾋﾞｺｹｶﾆﾑｼ Microbisium pygmaeum ○ ○

12 ﾀﾞﾆ ﾔﾄﾞﾘﾀﾞﾆ ﾔﾄﾞﾘﾀﾞﾆ科類 Parasitidae gen. spp. ○ ○ ○

13 ｷﾂﾈﾀﾞﾆ ｷﾂﾈﾀﾞﾆ科の一種 Veigaiidae gen. sp. ○

14 ﾂﾌﾞﾄｹﾞﾀﾞﾆ ﾂﾌﾞﾄｹﾞﾀﾞﾆ科類 Ologamasidae gen. spp. ○ ○

15 ﾏﾖｲﾀﾞﾆ ﾏﾖｲﾀﾞﾆ科類 Ascidae gen. spp. ○ ○

16 ｶｻﾞﾘﾀﾞﾆ ｶｻﾞﾘﾀﾞﾆ科の一種 Ameroseiidae gen. sp. ○

17 ﾔﾘﾀﾞﾆ ﾔﾘﾀﾞﾆ科の一種 Eviphididae gen. sp. ○

18 ﾎｺﾀﾞﾆ ﾎｺﾀﾞﾆ科類 Parholaspididae gen. spp. ○ ○ ○

19 ﾄｹﾞﾀﾞﾆ ﾄｹﾞﾀﾞﾆ科類 Laelapidae gen. spp. ○

20 ｲﾄﾀﾞﾆ ｲﾄﾀﾞﾆ科の一種 Uropodidae gen. sp. ○ ○

21 ﾋｻｼﾀﾞﾆ ﾋｻｼﾀﾞﾆ科の一種 Scutacaridae gen. sp. ○

22 ﾊｼﾘﾀﾞﾆ ﾊｼﾘﾀﾞﾆ科の一種 Eupodidae gen. sp. ○

23 ｱｷﾞﾄﾀﾞﾆ ｱｷﾞﾄﾀﾞﾆ科の一種 Rhagidiidae gen. sp. ○

24 ﾃﾝｸﾞﾀﾞﾆ ﾃﾝｸﾞﾀﾞﾆ科の一種 Bdellidae gen. sp. ○

25 ｲﾚｺﾀﾞﾆ ｲﾚｺﾀﾞﾆ科の一種 Phthiracaridae gen. sp. ○

26 ﾀﾃｲﾚｺﾀﾞﾆ ﾀﾃｲﾚｺﾀﾞﾆ科の一種 Oribotritiidae gen. sp. ○

27 ﾍｿｲﾚｺﾀﾞﾆ ﾍｿｲﾚｺﾀﾞﾆ科類 Euphthiracaridae gen. spp. ○ ○

28 ﾋﾜﾀﾞﾆ ﾋﾜﾀﾞﾆ科の一種 Hypochthoniidae gen. sp. ○ ○

29 ﾊﾗﾐｿﾞﾀﾞﾆ ﾊﾗﾐｿﾞﾀﾞﾆ科の一種 Epilohmanniidae gen. sp. ○

30 ｵﾆﾀﾞﾆ ｵﾆﾀﾞﾆ科の一種 Camisiidae gen. sp. ○ ○ ○

31 ﾓﾝﾂｷﾀﾞﾆ ﾓﾝﾂｷﾀﾞﾆ科の一種 Trhypochthoniidae gen. sp. ○

32 ﾂｷﾉﾜﾀﾞﾆ ﾂｷﾉﾜﾀﾞﾆ科の一種 Nanhermanniidae gen. sp. ○

33 ｳｽﾞﾀｶﾀﾞﾆ ｳｽﾞﾀｶﾀﾞﾆ科の一種 Liodidae gen. sp. ○

34 ﾂﾉｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾆ ﾂﾉｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾆ科の一種 Damaeidae gen. sp. ○ ○

35 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾀﾞﾆ ｲﾁﾓﾝｼﾞﾀﾞﾆ科の一種 Eremulidae gen. sp. ○ ○

36 ｸﾓｽｹﾀﾞﾆ ｸﾓｽｹﾀﾞﾆ科の一種 Eremobelbidae gen. sp. ○

37 ﾀﾞﾙﾏﾀﾏｺﾞﾀﾞﾆ ﾀﾞﾙﾏﾀﾏｺﾞﾀﾞﾆ科の一種 Astegistidae gen. sp. ○

38 ﾂﾌﾞﾀﾞﾆ ﾂﾌﾞﾀﾞﾆ科類 Oppiidae gen. spp. ○ ○ ○

39 ｺｿﾃﾞﾀﾞﾆ ｺｿﾃﾞﾀﾞﾆ科の一種 Haplozetidae gen. sp. ○ ○

40 ｵﾄﾋﾒﾀﾞﾆ ｵﾄﾋﾒﾀﾞﾆ科類 Scheloribatidae gen. spp. ○ ○ ○

41 ﾌﾘｿﾃﾞﾀﾞﾆ ﾌﾘｿﾃﾞﾀﾞﾆ科類 Galumnidae gen. spp. ○ ○ ○

42 ｸﾓ ｼﾞｸﾞﾓ ｼﾞｸﾞﾓ Atypus karschi ○ ○

43 ｻﾗｸﾞﾓ ﾉｺｷﾞﾘﾋｻﾞｸﾞﾓ Erigone prominens ○

44 ﾆｾｱｶﾑﾈｸﾞﾓ Gnathonarium exsiccatum ○

45 ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 Linyphiidae gen. sp. ○ ○ ○

46 ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｴﾋﾞﾁｬｺﾓﾘｸﾞﾓ Alopecosa ebicha ○

47 ｺﾓﾘｸﾞﾓ科類 Lycosidae gen. spp. ○ ○ ○

48 ﾌｸﾛｸﾞﾓ ｵﾄﾋﾒｸﾞﾓ Orthobula crucifera ○ ○

49 ｶﾆｸﾞﾓ ｵｵﾔﾐｲﾛｶﾆｸﾞﾓ Xysticus saganus ○

50 ｶﾆｸﾞﾓの一種 Xysticas sp. ○

51 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｵｶﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ ｵｶﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ Armadillidium vulgare ○ ○ ○

52 ﾂﾑｷﾞﾔｽﾃﾞ ﾐｺｼﾔｽﾃﾞ ﾐｺｼﾔｽﾃﾞ科の一種 Diplomaragnidae gen. sp. ○

53 ｵﾋﾞﾔｽﾃﾞ ﾔｹﾔｽﾃﾞ ﾔｹﾔｽﾃﾞ科の一種 Paradoxosomatidae gen. sp. ○

54 ｲｼﾑｶﾃﾞ ｲｼﾑｶﾃﾞ ｲｼﾑｶﾃﾞ属の一種 Lithobius sp. ○

55 ｲｼﾑｶﾃﾞ科類 Lithobiidae gen. spp. ○ ○ ○
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表 8.6.1.6(1) 土壌動物確認種一覧(2/3) 

春季 夏季 秋季

No. 目 名 科 名 種 名 学 名 ５月 ７月 10月

56 ﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ科類 Hypogastruridae gen. spp. ○ ○ ○

57 ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Neanuridae gen. sp. ○ ○

58 ｼﾛﾄﾋﾞﾑｼ ｼﾛﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Onychiuridae gen. sp. ○ ○ ○

59 ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ科類 Isotomidae gen. spp. ○ ○ ○

60 ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科類 Entomobryidae gen. spp. ○ ○ ○

61 ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Sminthuridae gen. sp. ○ ○ ○

62 ｼﾛｱﾘ ﾐｿﾞｶﾞｼﾗｼﾛｱﾘ ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ Reticulitermes speratus ○ ○ ○

63 ｶﾒﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ科の一種 Aphididae gen. sp. ○ ○

64 ｻｼｶﾞﾒ ｻｼｶﾞﾒ科の一種 Reduviidae gen. sp. ○

65 ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾂﾁｶﾒﾑｼ Macroscytus japonensis ○

66 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾁﾋﾞﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Polyderis microscopicus ○ ○ ○

67 ｵｵｺﾞﾐﾑｼ Lesticus magnus ○

68 ﾋﾒﾂﾔﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ Amara nipponica ○

69 (ｺｳﾁｭｳ) (ｵｻﾑｼ) ｸﾋﾞﾅｶﾞｺﾞﾓｸﾑｼ Oxycentrus argutoroides ○

70 ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus difficilis ○

71 ﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus fulvicornis ○ ○

72 ﾂﾔﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus iridicolor ○ ○

73 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾎｿｾｽｼﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Copelatus weymarni ○

74 ﾊﾈｶｸｼ ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾊﾈｶｸｼ Megarthrus japonicus ○

75 ﾙｲｽｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus lewisius ○

76 ﾋｻﾞｸﾞﾛﾒﾀﾞｶﾊﾈｶｸｼ Stenus distans ○

77 ﾒﾀﾞｶﾊﾈｶｸｼ属の一種 Stenus sp. ○ ○

78 ﾌﾀﾎｼｼﾘｸﾞﾛﾊﾈｶｸｼ Astenus bicolon ○ ○

79 ｷｱｼｸﾛｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾈｶｸｼ Astenus latifrons ○

80 ﾂﾏｸﾞﾛﾅｶﾞﾊﾈｶｸｼ Lathrobium unicolor ○

81 ｱﾗﾊﾀﾞﾄﾞｳﾅｶﾞﾊﾈｶｸｼ Palaminus japonicus ○ ○

82 ｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾈｶｸｼ Rugilus rufescens ○ ○

83 ｳｽｱｶﾊﾞﾎｿﾊﾈｶｸｼ Othius medius ○

84 ｱｶﾊﾞﾎｿﾊﾈｶｸｼ Othius rufipennis ○ ○

85 ﾂﾏｷﾂﾔﾅｶﾞﾊﾈｶｸｼ Nudobius apicipenniss ○

86 ｸﾛｽﾞﾏﾙｸﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Tachinus nigriceps ○ ○ ○

87 ﾏﾙｸﾋﾞﾊﾈｶｸｼ属類 Tachinus spp. ○

88 ｸﾛｽﾞｼﾘﾎｿﾊﾈｶｸｼ Tachyporus celatus ○

89 ｽﾞｸﾞﾛｱｶﾁﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Atheta weisei ○

90 ｸﾋﾞｱｶｱﾘﾉｽﾊﾈｶｸｼ Zyras pictus ○

91 ﾊﾈｶｸｼ科類 Staphylinidae gen. spp. ○ ○ ○

92 ｱﾘﾂﾞｶﾑｼ ﾎｿｸｼﾋｹﾞｱﾘﾂﾞｶﾑｼ Pilopius discedens ○

93 ｱﾘﾂﾞｶﾑｼ科の一種 Pselaphidae gen. sp. ○

94 ﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ ｸﾘｲﾛｹｼﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ Scaphisoma castaneipenne ○

95 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ ﾋﾒﾁﾋﾞﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Cyphon puncticeps ○

96 ｺｶﾞﾈﾑｼ ｵｵｺﾌｷｺｶﾞﾈ Melolontha frater ○

97 ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera castanea ○

98 ﾜﾀﾘﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈの一種 Nipponoserica sp. ○

99 ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ Anomala albopilosa ○

100 ﾊﾝﾉﾋﾒｺｶﾞﾈ Anomala puncticollis ○ ○

101 ﾏﾒｺｶﾞﾈ Popillia japonica ○

102 ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ Protaetia orientalis ○

103 ｶﾅﾌﾞﾝ Rhomborrhina japonica ○

104 ｺｶﾞﾈﾑｼ科類 Scarabaeidae gen. spp. ○ ○

105 ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾆｾｸﾁﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ Lanecarus palustris ○

106 ｺﾒﾂｷﾑｼ科類 Elateridae gen. spp. ○ ○ ○

107 ｷｽｲﾑｼ ｷｲﾛｾﾏﾙｷｽｲ Atomaria lewisi ○

108 ﾋﾒﾏｷﾑｼ ｸﾛｵﾋﾞｹｼﾏｷﾑｼ Corticaria ornata ○

109 ｱﾘﾓﾄﾞｷ ｹｵﾋﾞｱﾘﾓﾄﾞｷ Anthelephila cribriceps ○ ○

110 ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾍﾞﾆﾓﾝｷﾉｺｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Platydema subfascia ○

111 ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ科の一種 Tenebrionidae gen. sp. ○

112 ﾊﾑｼ ｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ属の一種 Altica sp. ○

113 ｿﾞｳﾑｼ ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ Lissorhoptrus oryzophilus ○
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表 8.6.1.6(1) 土壌動物確認種一覧(3/3) 

春季 夏季 秋季

No. 目 名 科 名 種 名 学 名 ５月 ７月 10月

114 ﾊﾁ ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ科の一種 Bethylidae gen. sp. ○

115 ｱﾘ ﾉｺｷﾞﾘﾊﾘｱﾘ Amblyopone silvestrii ○

116 ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis ○ ○ ○

117 ﾆｾﾊﾘｱﾘ Hypoponera sauteri ○ ○ ○

118 ﾃﾗﾆｼﾊﾘｱﾘ Ponera scabra ○

119 ｹﾌﾞｶﾊﾘｱﾘ Trachymesopus pilosior ○ ○ ○

120 ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster osakensis ○ ○ ○

121 ﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ Leptothorax congruus ○ ○

122 ﾊﾘﾅｶﾞﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ Leptothorax spinosior ○ ○ ○

123 ｺﾂﾉｱﾘ Oligomyrmex sauteri ○

124 ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens ○ ○ ○

125 ﾄﾌｼｱﾘ Solenopsis japonica ○ ○ ○

126 ｳﾛｺｱﾘ Strumigenys lewisi ○

127 ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum ○ ○ ○

128 ﾙﾘｱﾘ Iridomyrmex itoi ○

129 ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius japonicus ○ ○

130 ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes ○ ○

131 ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科類 Tipulidae gen. spp. ○ ○

132 ﾕｽﾘｶ ｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Orthocladius sp. ○

133 ﾏﾄﾞｵｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Bryophaenocladius sp. ○

134 ｽﾐﾃｨｱ属の一種 Smittia aterrima ○

135 ｽﾐﾃｨｱ属の一種 Smittia sp. ○ ○ ○

136 ﾀﾏﾊﾞｴ ﾀﾏﾊﾞｴ科類 Cecidomyiidae gen. spp. ○ ○

137 (ﾊｴ) ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科類 Sciaridae gen. spp. ○ ○

138 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一種 Dolichopodidae gen. sp. ○ ○ ○

139 ﾋﾗﾀｱｼﾊﾞｴ ﾋﾗﾀｱｼﾊﾞｴ科の一種 Platypezidae gen. sp. ○

140 ﾉﾐﾊﾞｴ ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種 Phoridae gen. sp. ○ ○

141 ｲｴﾊﾞｴ ｲｴﾊﾞｴ科の一種 Muscidae gen. sp. ○

142 ﾁｮｳ ｶﾉｺｶﾞ ｶﾉｺｶﾞ Amata fortunei ○ ○

計 19目 83科 84種 90種 65種
注1)種名および配列は原則として以下の文献に従った。

・青木淳一, 1991. 日本産土壌動物検索図説. 東海大学出版会.

・環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（無脊椎動物編Ⅰ）.

・環境庁, 1995. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（無脊椎動物編Ⅱ）.

・環境庁, 1998. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（無脊椎動物編Ⅲ）.

注2)「～の一種」、「～類」等、種まで同定できないものについても便宜上１種として扱った。
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表 8.6.1.6(2) 土壌動物(ツルグレン法)確認種一覧(1/2) 

5月 7月10月5月 7月10月5月 7月10月5月 7月10月5月 7月10月5月 7月 10月

ﾌﾄﾐﾐｽﾞ ﾌﾄﾐﾐｽﾞ ﾌﾄﾐﾐｽﾞ属類 Pheretima spp. 1 1 1 1

ｲﾄﾐﾐｽﾞ ﾋﾒﾐﾐｽﾞ ﾋﾒﾐﾐｽﾞ科類 Enchytraeidae gen. spp. 5 18 18 2 6 1 1 19 17

ｶﾆﾑｼ ｺｹｶﾆﾑｼ ﾁﾋﾞｺｹｶﾆﾑｼ Microbisium pygmaeum 2 3

ﾀﾞﾆ ﾔﾄﾞﾘﾀﾞﾆ ﾔﾄﾞﾘﾀﾞﾆ科類 Parasitidae gen. spp. 14 4 1 35 3 7 2 26

ﾂﾌﾞﾄｹﾞﾀﾞﾆ ﾂﾌﾞﾄｹﾞﾀﾞﾆ科類 Ologamasidae gen. spp. 9 3 22 71 4 1 73

ﾏﾖｲﾀﾞﾆ ﾏﾖｲﾀﾞﾆ科類 Ascidae gen. spp. 6 1 1 1 2

ｶｻﾞﾘﾀﾞﾆ ｶｻﾞﾘﾀﾞﾆ科の一種 Ameroseiidae gen. sp. 5 3

ﾔﾘﾀﾞﾆ ﾔﾘﾀﾞﾆ科の一種 Eviphididae gen. sp. 4 1

ﾎｺﾀﾞﾆ ﾎｺﾀﾞﾆ科類 Parholaspididae gen. spp. 18 1 1 1 28 8 11 9 12 14

ﾄｹﾞﾀﾞﾆ ﾄｹﾞﾀﾞﾆ科類 Laelapidae gen. spp. 16 2 23 7

ｲﾄﾀﾞﾆ ｲﾄﾀﾞﾆ科の一種 Uropodidae gen. sp. 2 6 3

ﾋｻｼﾀﾞﾆ ﾋｻｼﾀﾞﾆ科の一種 Scutacaridae gen. sp. 1 322

ﾊｼﾘﾀﾞﾆ ﾊｼﾘﾀﾞﾆ科の一種 Eupodidae gen. sp. 3

ｱｷﾞﾄﾀﾞﾆ ｱｷﾞﾄﾀﾞﾆ科の一種 Rhagidiidae gen. sp. 3

ﾃﾝｸﾞﾀﾞﾆ ﾃﾝｸﾞﾀﾞﾆ科の一種 Bdellidae gen. sp. 1

ｲﾚｺﾀﾞﾆ ｲﾚｺﾀﾞﾆ科の一種 Phthiracaridae gen. sp. 6 3

ﾀﾃｲﾚｺﾀﾞﾆ ﾀﾃｲﾚｺﾀﾞﾆ科の一種 Oribotritiidae gen. sp. 1

ﾍｿｲﾚｺﾀﾞﾆ ﾍｿｲﾚｺﾀﾞﾆ科類 Euphthiracaridae gen. spp. 11 3 2 10 34 4 3 2

ﾋﾜﾀﾞﾆ ﾋﾜﾀﾞﾆ科の一種 Hypochthoniidae gen. sp. 63 28 2

ﾊﾗﾐｿﾞﾀﾞﾆ ﾊﾗﾐｿﾞﾀﾞﾆ科の一種 Epilohmanniidae gen. sp. 1

ｵﾆﾀﾞﾆ ｵﾆﾀﾞﾆ科の一種 Camisiidae gen. sp. 101 72 10 6 2 36 4

ﾓﾝﾂｷﾀﾞﾆ ﾓﾝﾂｷﾀﾞﾆ科の一種 Trhypochthoniidae gen. sp. 8

ﾂｷﾉﾜﾀﾞﾆ ﾂｷﾉﾜﾀﾞﾆ科の一種 Nanhermanniidae gen. sp. 26

ｳｽﾞﾀｶﾀﾞﾆ ｳｽﾞﾀｶﾀﾞﾆ科の一種 Liodidae gen. sp. 1

ﾂﾉｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾆ ﾂﾉｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾆ科の一種 Damaeidae gen. sp. 1 2

ｲﾁﾓﾝｼﾞﾀﾞﾆ ｲﾁﾓﾝｼﾞﾀﾞﾆ科の一種 Eremulidae gen. sp. 3 1

ｸﾓｽｹﾀﾞﾆ ｸﾓｽｹﾀﾞﾆ科の一種 Eremobelbidae gen. sp. 12

ﾀﾞﾙﾏﾀﾏｺﾞﾀﾞﾆ ﾀﾞﾙﾏﾀﾏｺﾞﾀﾞﾆ科の一種 Astegistidae gen. sp. 141

ﾂﾌﾞﾀﾞﾆ ﾂﾌﾞﾀﾞﾆ科類 Oppiidae gen. spp. 86 1 137 5 316 52 31 6 84 19

ｺｿﾃﾞﾀﾞﾆ ｺｿﾃﾞﾀﾞﾆ科の一種 Haplozetidae gen. sp. 12 1 3

ｵﾄﾋﾒﾀﾞﾆ ｵﾄﾋﾒﾀﾞﾆ科類 Scheloribatidae gen. spp. 97 1 1 21 8 1 14 18 12 1 6

ﾌﾘｿﾃﾞﾀﾞﾆ ﾌﾘｿﾃﾞﾀﾞﾆ科類 Galumnidae gen. spp. 88 1 39 119 2 3 14 2

ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ﾆｾｱｶﾑﾈｸﾞﾓ Gnathonarium exsiccatum 1

ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 Linyphiidae gen. sp. 1 1 2 3 1

ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｺﾓﾘｸﾞﾓ科類 Lycosidae gen. spp. 1 1

ｶﾆｸﾞﾓ ｶﾆｸﾞﾓの一種 Xysticas sp. 1

ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｵｶﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ ｵｶﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ Armadillidium vulgare 1 1 26 3 4 10 40 4

ﾂﾑｷﾞﾔｽﾃﾞ ﾐｺｼﾔｽﾃﾞ ﾐｺｼﾔｽﾃﾞ科の一種 Diplomaragnidae gen. sp. 1

ｲｼﾑｶﾃﾞ ｲｼﾑｶﾃﾞ ｲｼﾑｶﾃﾞ科類 Lithobiidae gen. spp. 1 1 3 2

ﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ科類 Hypogastruridae gen. spp. 1 1 2 1 4 5 1

ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Neanuridae gen. sp. 1 34 5 4 1 6 2 66

ｼﾛﾄﾋﾞﾑｼ ｼﾛﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Onychiuridae gen. sp. 1 1 2 1 25 1 62 25

ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ科類 Isotomidae gen. spp. 1 1 2 75 346 37 2 13 1 7 41 5

ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科類 Entomobryidae gen. spp. 9 12 2 3 4 1 11 8

ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Sminthuridae gen. sp. 2 4 1

ｼﾛｱﾘ ﾐｿﾞｶﾞｼﾗｼﾛｱﾘ ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ Reticulitermes speratus 13

ｶﾒﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ科の一種 Aphididae gen. sp. 4 5

ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾁﾋﾞﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Polyderis microscopicus 2 1 14 2 15

ﾊﾈｶｸｼ ﾙｲｽｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus lewisius 1

ﾒﾀﾞｶﾊﾈｶｸｼ属の一種 Stenus sp. 1

ﾂﾏｸﾞﾛﾅｶﾞﾊﾈｶｸｼ Lathrobium unicolor 1

ｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾈｶｸｼ Rugilus rufescens 1

ｱｶﾊﾞﾎｿﾊﾈｶｸｼ Othius rufipennis 1

ﾂﾏｷﾂﾔﾅｶﾞﾊﾈｶｸｼ Nudobius apicipenniss 1

ｸﾛｽﾞﾏﾙｸﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Tachinus nigriceps 1

ｸﾋﾞｱｶｱﾘﾉｽﾊﾈｶｸｼ Zyras pictus 1

ﾊﾈｶｸｼ科類 Staphylinidae gen. spp. 1 1 1 11 3 2

ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺｶﾞﾈﾑｼ科類 Scarabaeidae gen. spp. 1 1

ｺﾒﾂｷﾑｼ ｺﾒﾂｷﾑｼ科類 Elateridae gen. spp. 4

ｿﾞｳﾑｼ ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ Lissorhoptrus oryzophilus 1

平成14年度

学名種科
ヤナギ林

目
草地

事業実施区域外事業実施区域内

草地 竹林 ヤナギ林 樹林
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表 8.6.1.6(2) 土壌動物(ツルグレン法)確認種一覧(2/2) 

5月 7月10月5月 7月10月5月 7月10月5月 7月10月5月 7月10月5月 7月 10月

ﾊﾁ ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ科の一種 Bethylidae gen. sp. 1

ｱﾘ ﾆｾﾊﾘｱﾘ Hypoponera sauteri 3 1

ﾃﾗﾆｼﾊﾘｱﾘ Ponera scabra 3 1

ｹﾌﾞｶﾊﾘｱﾘ Trachymesopus pilosior 10 2 12 2

ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster osakensis 6

ﾊﾘﾅｶﾞﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ Leptothorax spinosior 1

ｺﾂﾉｱﾘ Oligomyrmex sauteri 35

ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens 29 31 7 1

ﾄﾌｼｱﾘ Solenopsis japonica 4 28 2

ｳﾛｺｱﾘ Strumigenys lewisi 2

ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum 1 4 1

ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius japonicus 3 12

ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes 3

ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科類 Tipulidae gen. spp. 3

ﾕｽﾘｶ ﾏﾄﾞｵｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Bryophaenocladius sp. 4 2

ｽﾐﾃｨｱ属の一種 Smittia sp. 2 12

ﾀﾏﾊﾞｴ ﾀﾏﾊﾞｴ科類 Cecidomyiidae gen. spp. 8 2 1 13 1 6

ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科類 Sciaridae gen. spp. 4 4 1 22 1 3 11

ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一種 Dolichopodidae gen. sp. 1 2 2 1 4 3 1 2

ﾉﾐﾊﾞｴ ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種 Phoridae gen. sp. 1 1

ｲｴﾊﾞｴ ｲｴﾊﾞｴ科の一種 Muscidae gen. sp. 1

ﾁｮｳ ｶﾉｺｶﾞ ｶﾉｺｶﾞ Amata fortunei 1 1

82 2 28 16 1 29 14 3 21 21 3 23 14 21 14 11 15 30 9

4052 5 518 59 1 461 104 5 841 143 3 525 109 155 446 26 216 416 19

注1） 種名および配列は原則として以下の文献に従った。

・青木淳一, 1991. 日本産土壌動物検索図説. 東海大学出版会.

・環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（無脊椎動物編Ⅰ）.

・環境庁, 1995. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（無脊椎動物編Ⅱ）.

・環境庁, 1998. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（無脊椎動物編Ⅲ）.

注2） 「～の一種」、「～類」は便宜上、1種として扱った。

平成14年度

学名種科
ヤナギ林

合計種数

目

合計個体数

草地

事業実施区域外事業実施区域内

草地 竹林 ヤナギ林 樹林
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７ 陸生植物 

 ７．１ 調査結果の概要 

資料8.7.1.1-1 植物相調査の調査結果                   [本編ｐ357対応] 

 
表8.7.1.1-1(1) 陸生植物確認種一覧(1/5) 

立木 植生
春季 夏季 秋季 秋季 秋季

1 シダ植物 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ Lycopodium clavatum ○
2 ﾄｸｻ ｽｷﾞﾅ Equisetum arvense ○ ○ ○
3 ｲﾇﾄﾞｸｻ Equisetum ramosissimum ○
4 ｾﾞﾝﾏｲ ｾﾞﾝﾏｲ Osmunda japonica ○ ○
5 ｳﾗｼﾞﾛ ｺｼﾀﾞ Dicranopteris linearis ○
6 ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ ｲﾜﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Hypolepis punctata ○ ○ ○
7 ﾌﾓﾄｼﾀﾞ Microlepia marginata ○
8 ﾜﾗﾋﾞ Pteridium aquilinum  var. latiusculum ○ ○ ○ ○
9 ｲﾉﾓﾄｿｳ ｲﾉﾓﾄｿｳ Pteris multifida ○
10 ｼｼｶﾞｼﾗ ｼｼｶﾞｼﾗ Struthiopteris niponica ○
11 ｵｼﾀﾞ ﾍﾞﾆｼﾀﾞ Dryopteris erythrosora ○ ○ ○ ○
12 ﾋﾒｼﾀﾞ ﾐｿﾞｼﾀﾞ Stegnogramma pozoi ssp. mollissima ○
13 ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ Thelypteris japonica ○ ○
14 種子植物 ﾏﾂ ｱｶﾏﾂ Pinus densiflora ○ ○ ○ ○ ○
15 裸子植物亜門 ｸﾛﾏﾂ Pinus thunbergii ○ ○ ○ ○ ○
16 ｲﾇﾏｷ ﾗｶﾝﾏｷ Podocarpus macrophyllus var. maki ○
17 種子植物 ﾔﾏﾓﾓ ﾔﾏﾓﾓ Myrica rubra ○
18 被子植物亜門 ﾔﾅｷﾞ ﾎﾟﾌﾟﾗsp. Populus nigra var. italica ○
19 離弁花亜網 ﾔﾏﾅﾗｼ Populus sieboldii ○ ○ ○ ○ ○
20 ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ Salix chaenomeloides ○ ○ ○ ○ ○
21 ｶﾜﾔﾅｷﾞ Salix gilgiana ○ ○ ○
22 ｷﾇﾔﾅｷﾞ Salix kinuyanagi ○ ○
23 ﾀﾁﾔﾅｷﾞ Salix subfragilis ○ ○ ○
24 ﾔﾅｷﾞsp. Salix sp. ○ ○ ○ ○ ○
25 ｶﾊﾞﾉｷ ﾊﾝﾉｷ Alnus japonica ○ ○ ○ ○
26 ｵｵﾊﾞﾔｼｬﾌﾞｼ Alnus sieboldiana ○ ○
27 ﾌﾞﾅ ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ Quercus phillyraeoides ○ ○ ○ ○ ○
28 ﾆﾚ ﾑｸﾉｷ Aphananthe aspera ○ ○
29 ｴﾉｷ Celtis sinensis var. japonica ○ ○ ○ ○ ○
30 ｱｷﾆﾚ Ulmus parvifolia ○ ○ ○
31 ｹﾔｷ Zelkova serrata ○
32 ｸﾜ ｸﾜｸｻ Fatoua villosa ○
33 ｲﾁｼﾞｸ Ficus ｃａｒｉｃａ ○
34 ｶﾅﾑｸﾞﾗ Humulus japonicus ○ ○ ○
35 ｲﾗｸｻ ﾅﾝﾊﾞﾝｶﾗﾑｼ Boehmeria nivea ○
36 ｶﾗﾑｼ Boehmeria nivea ssp. nipononivea ○ ○
37 ﾀﾃﾞ ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ Persicaria hydropiper ○ ○ ○
38 ｼﾛﾊﾞﾅｻｸﾗﾀﾃﾞ Persicaria japonica ○ ○ ○ ○
39 ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria lapathifolia ○ ○ ○

40 ｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria longiseta ○ ○ ○
41 ｲｼﾐｶﾜ Persicaria perfoliata ○ ○ ○ ○
42 ﾎｿﾊﾞﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ Persicaria praetermissa ○
43 ﾊﾙﾀﾃﾞ Persicaria vulgaris ○
44 ｵｵﾊﾙﾀﾃﾞ Persicaria vulgaris var. pubescens ○
45 ｲﾀﾄﾞﾘ Reynoutria japonica ○ ○ ○ ○
46 ｽｲﾊﾞ Rumex acetosa ○
47 ﾋﾒｽｲﾊﾞ Rumex acetosella ○ ○ ○
48 ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ Rumex crispus ○ ○
49 ｷﾞｼｷﾞｼ Rumex japonicus ○
50 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ Phytolacca americana ○ ○ ○
51 ｻﾞｸﾛｿｳ ｸﾙﾏﾊﾞｻﾞｸﾛｿｳ Mollugo verticillata ○
52 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ｽﾍﾞﾘﾋﾕ Portulaca oleracea ○ ○
53 ﾋﾒﾏﾂﾊﾞﾎﾞﾀﾝ Portulaca pilosa ○
54 ﾅﾃﾞｼｺ ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ Arenaria serpyllifolia ○
55 ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ Cerastium glomeratum ○
56 ﾂﾒｸｻ Sagina japonica ○ ○
57 ﾉﾐﾉﾌｽﾏ Stellaria alsine var. undulata ○
58 ｳｼﾊｺﾍﾞ Stellaria aquatica ○ ○ ○
59 ｺﾊｺﾍﾞ Stellaria media ○ ○
60 ｱｶｻﾞ ｼﾛｻﾞ Chenopodium album ○ ○ ○ ○
61 ｹｱﾘﾀｿｳ Chenopodium ambrosioides ○ ○ ○ ○
62 ﾋﾕ ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ Achyranthes bidentata  var. japonica ○ ○ ○
63 ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ Achyranthes bidentata var. tomentosa ○ ○ ○
64 ﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ Alternanthera sessilis ○ ○
65 ｲﾇﾋﾞﾕ Amaranthus lividus ○
66 ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ Amaranthus patulus ○ ○
67 ﾎﾅｶﾞｲﾇﾋﾞﾕ Amaranthus viridis ○ ○
68 ﾓｸﾚﾝ ｵｶﾞﾀﾏﾉｷ Michelia compressa ○ ○ ○
69 ｼｷﾐ ｼｷﾐ Illicium anisatum ○ ○
70 ｸｽﾉｷ ｸｽﾉｷ Cinnamomum camphora ○ ○ ○ ○ ○
71 ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ Cinnamomum japonicum ○

№ 学 名
平成14年度

植物相分類 科 名 種 名
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表8.7.1.1-1(1) 陸生植物確認種一覧(2/5) 

立木 植生
春季 夏季 秋季 秋季 秋季

72 （種子植物) (ｸｽﾉｷ) ﾀﾌﾞﾉｷ Machilus thunbergii ○ ○ ○
73 （被子植物亜門） ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ｾﾝﾆﾝｿｳ Clematis terniflora ○
74 （離弁花亜網） ﾀｶﾞﾗｼ Ranunculus sceleratus ○
75 ｱｹﾋﾞ ｱｹﾋﾞ Akebia quinata ○
76 ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ Akebia trifoliata ○
77 ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus orbiculatus ○ ○ ○ ○
78 ﾂﾊﾞｷ ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ Camellia japonica ○
79 ｻｻﾞﾝｶ Camellia sasanqua ○ ○ ○ ○
80 ﾋｻｶｷ Eurya japonica ○ ○
81 ﾓｯｺｸ Ternstroemia gymnanthera ○
82 ｹｼ ﾀｹﾆｸﾞｻ Macleaya cordata ○
83 ｱﾌﾞﾗﾅ ｾｲﾖｳｱﾌﾞﾗﾅ Brassica napus ○
84 ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine flexuosa ○
85 ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ Lepidium virginicum ○ ○ ○
86 ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ Nasturtium officinale ○
87 ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ Raphanus sativus var. raphanistroides ○
88 ｲﾇｶﾞﾗｼ Rorippa indica ○
89 ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ Rorippa islandica ○ ○
90 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ ﾒｷｼｺﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum mexicanum ○
91 ﾂﾙﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum sarmentosum ○ ○ ○
92 ﾄﾍﾞﾗ ﾄﾍﾞﾗ Pittosporum tobira ○ ○ ○ ○ ○
93 ﾊﾞﾗ ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ Agrimonia japonica ○ ○
94 ﾋﾞﾜ Eriobotrya japonica ○ ○ ○
95 ｽﾞﾐ Malus toringo ○
96 ｵｷｼﾞﾑｼﾛ Potentilla supina ○ ○
97 ｿﾒｲﾖｼﾉ Prunus  × yedoensis ○
98 ｻｸﾗsp. Prunus  sp. ○ ○ ○
99 ﾀﾁﾊﾞﾅﾓﾄﾞｷ Pyracantha angustifolia ○ ○ ○ ○
100 ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ Rhaphiolepis umbellata ○ ○ ○ ○
101 ﾉｲﾊﾞﾗ Rosa multiflora ○ ○ ○ ○
102 ﾃﾘﾊﾉｲﾊﾞﾗ Rosa wichuraiana ○ ○ ○
103 ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ Rubus parvifolius ○ ○ ○
104 ﾏﾒ ｸｻﾈﾑ Aeschynomene indica ○ ○
105 ﾈﾑﾉｷ Albizia julibrissin ○ ○ ○ ○
106 ﾔﾌﾞﾏﾒ Amphicarpaea bracteeata ssp. edgeworthii var. japonica ○
107 ｶﾜﾗｹﾂﾒｲ Cassia mimosoides ssp. nomame ○
108 ｱﾚﾁﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ Desmodium paniculatum ○ ○ ○ ○
109 ﾂﾙﾏﾒ Glycine max ssp. soja ○ ○ ○
110 ｺﾏﾂﾅｷﾞ Indigofera pseudo-tinctoria ○ ○ ○
111 ﾀｲﾜﾝｺﾏﾂﾅｷﾞ Indigofera tinctoria ○
112 ﾏﾙﾊﾞﾔﾊｽﾞｿｳ Kummerowia stipulacea ○ ○ ○
113 ﾔﾊｽﾞｿｳ Kummerowia striata ○ ○ ○
114 ﾒﾄﾞﾊｷﾞ Lespedeza cuneata ○ ○ ○ ○
115 ﾏﾙﾊﾞﾊｷﾞ Lespedeza cyrtobotrya ○ ○ ○
116 ﾈｺﾊｷﾞ Lespedeza pilosa ○ ○ ○
117 ｺﾒﾂﾌﾞｳﾏｺﾞﾔｼ Medicago lupulina ○
118 ｸｽﾞ Pueraria lobata ○ ○ ○ ○
119 ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ Trifolium dubium ○
120 ｼﾛﾂﾒｸｻ Trifolium repens ○ ○ ○
121 ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ Vicia hirsuta ○
122 ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ Vicia sepium ○
123 ｶｽﾏｸﾞｻ Vicia tetrasperma ○
124 ｶﾀﾊﾞﾐ ｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata ○ ○ ○
125 ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis stricta ○ ○ ○
126 ﾌｳﾛｿｳ ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ Geranium carolinianum ○ ○
127 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｴﾉｷｸﾞｻ Acalypha australis ○ ○ ○
128 ｵｵﾆｼｷｿｳ Euphorbia maculata ○ ○
129 ｺﾆｼｷｿｳ Euphorbia supina ○ ○
130 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ Mallotus japonicus ○ ○ ○ ○ ○
131 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ Sapium sebiferum ○ ○ ○ ○ ○
132 ﾕｽﾞﾘﾊ ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ Daphniphyllum teijsmannii ○
133 ﾐｶﾝ ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ Zanthoxylum ailanthoides ○
134 ｳﾙｼ ﾇﾙﾃﾞ Rhus javanica  var. roxburgii ○ ○ ○ ○
135 ﾊｾﾞﾉｷ Rhus succedanea ○ ○ ○ ○
136 ｶｴﾃﾞ ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ Acer palmatum ○
137 ﾓﾁﾉｷ ｲﾇﾂｹﾞ Ilex crenata ○
138 ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ Ilex rotunda ○ ○ ○ ○
139 ﾆｼｷｷﾞ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ Celastrus orbiculatus ○
140 ﾏｻｷ Euonymus japonicus ○ ○ ○
141 ﾏﾕﾐ Euonymus sieboldianus ○
142 ﾌﾞﾄﾞｳ ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ Cayratia japonica ○
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表8.7.1.1-1(1) 陸生植物確認種一覧(3/5) 

立木 植生
春季 夏季 秋季 秋季 秋季

143 （種子植物) (ﾌﾞﾄﾞｳ) ﾂﾀ Parthenocissus tricuspidata ○
144 （被子植物亜門） ｴﾋﾞﾂﾞﾙ Vitis ficifolia  var. lobata ○ ○ ○
145 （離弁花亜網） ｸﾞﾐ ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ Elaeagnus pungens ○ ○ ○
146 ｽﾐﾚ ｺｽﾐﾚ Viola japonica ○
147 ﾐｿﾊｷﾞ ﾎｿﾊﾞﾋﾒﾐｿﾊｷﾞ Ammannia coccinea ○ ○
148 ｱｶﾊﾞﾅ ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ Ludwigia epilobioides ○ ○
149 ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera biennis ○ ○ ○ ○
150 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera laciniata ○ ○ ○
151 ｳｺｷﾞ ﾔﾂﾃﾞ Fatsia japonica ○
152 ｾﾘ ﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ Torilis japonica ○
153 種子植物 ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ ﾏﾝﾘｮｳ Ardisia crenata ○
154 被子植物亜門 ｻｸﾗｿｳ ｵｶﾄﾗﾉｵ Lysimachia clethroides ○
155 合弁花亜網 ﾇﾏﾄﾗﾉｵ Lysimachia fortunei ○
156 ｶｷﾉｷ ｶｷﾉｷ Diospyros kaki ○ ○ ○
157 ｴｺﾞﾉｷ ｴｺﾞﾉｷ Styrax japonicus ○
158 ﾓｸｾｲ ﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum japonicum ○ ○ ○ ○ ○
159 ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum lucidum ○ ○
160 ｷｮｳﾁｸﾄｳ ｷｮｳﾁｸﾄｳ Nerium indicum ○
161 ｶﾞｶﾞｲﾓ ｶﾞｶﾞｲﾓ Metaplexis japonica ○ ○ ○
162 ｱｶﾈ ﾒﾘｹﾝﾑｸﾞﾗ Diodia virginiana ○ ○
163 ﾔｴﾑｸﾞﾗ Galium spurium var. echinospermon ○ ○
164 ﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ Hedyotis diffusa ○
165 ﾅｶﾞｴﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ Hedyotis diffusa f. longipes ○ ○
166 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ Paederia scandens ○ ○ ○ ○
167 ｱｶﾈ Rubia argyi ○
168 ﾋﾙｶﾞｵ ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ Calystegia soldanella ○
169 ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ Cuscuta pentagona ○ ○ ○
170 ﾏﾙﾊﾞﾙｺｳ Ipomoea coccinea ○ ○
171 ﾏﾙﾊﾞｱﾒﾘｶｱｻｶﾞｵ Ipomoea hederacea var. integriuscula ○ ○
172 ﾏﾒｱｻｶﾞｵ Ipomoea lacunosa ○
173 ｱｻｶﾞｵ Ipomoea nil ○
174 ﾎｼｱｻｶﾞｵ Ipomoea triloba ○
175 ﾑﾗｻｷ ﾊﾅｲﾊﾞﾅ Bothriospermum tenellum ○
176 ｷｭｳﾘｸﾞｻ Trigonotis peduncularis ○
177 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ Callicarpa japonica ○ ○ ○
178 ｸｻｷﾞ Clerodendrum trichotomum ○
179 ｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ Verbena brasiliensis ○ ○ ○
180 ﾀﾞｷﾊﾞｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ Verbena incompta ○ ○
181 ﾊﾏｺﾞｳ Vitex rotundifolia ○ ○ ○
182 ｼｿ ﾎﾄｹﾉｻﾞ Lamium amplexicaule ○ ○
183 ｲﾇｺｳｼﾞｭ Mosla punctulata ○
184 ﾅｽ ｱﾒﾘｶｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum americanum ○ ○
185 ﾜﾙﾅｽﾋﾞ Solanum carolinense ○
186 ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ Solanum lyratum ○ ○
187 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum nigrum ○ ○
188 ｼﾞｬｶﾞｲﾓ Solanum tuberosum ○
189 ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ﾏﾂﾊﾞｳﾝﾗﾝ Linaria canadensis ○ ○
190 ｳﾘｸｻ Lindernia crustacea ○
191 ﾄｷﾜﾊｾﾞ Mazus pumilus ○
192 ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica arvensis ○
193 ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica persica ○ ○
194 ﾉｳｾﾞﾝｶｽﾞﾗ ｷﾘ Paulownia tomentosa ○ ○ ○ ○
195 ｵｵﾊﾞｺ ﾂﾎﾞﾐｵｵﾊﾞｺ Plantago virginica ○ ○
196 ｽｲｶｽﾞﾗ ｽｲｶｽﾞﾗ Lonicera japonica ○
197 ｻﾝｺﾞｼﾞｭ Viburnum odoratissimum  var. awabuki ○ ○ ○ ○
198 ｷｷｮｳ ｷｷｮｳｿｳ Specularia perfoliata ○
199 ﾋﾅｷﾞｷｮｳ Wahlenbergia marginata ○
200 ｷｸ ﾌﾞﾀｸｻ Ambrosia artemisiifolia var. elatior ○
201 ｵﾄｺﾖﾓｷﾞ Artemisia japonica ○ ○ ○
202 ﾖﾓｷﾞ Artemisia princeps ○ ○ ○ ○
203 ﾉｺﾝｷﾞｸ Aster ageratoides ssp. ovatus ○
204 ｷﾀﾞﾁｺﾝｷﾞｸ Aster pilosus ○
205 ﾎｳｷｷﾞｸ Aster subulatus ○
206 ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ Aster subulatus var. subulatus ○ ○
207 ｳﾗｷﾞｸ Aster tripolium ○
208 ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens frondosa ○ ○ ○
209 ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens pilosa ○ ○
210 ﾀｳｺｷﾞ Bidens tripartita ○
211 ｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza bonariensis ○ ○ ○
212 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza sumatrensis ○ ○ ○ ○
213 ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ Eclipta alba ○ ○
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表8.7.1.1-1(1) 陸生植物確認種一覧(4/5) 

立木 植生
春季 夏季 秋季 秋季 秋季

214 (種子植物) ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ Eclipta prostrata ○ ○ ○
215 (被子植物亜門) ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ Erechtites hieracifolia ○ ○ ○

216 (合弁花亜網) ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron canadensis ○ ○ ○ ○
217 ﾊﾙｼﾞｵﾝ Erigeron philadelphicus ○
218 ｹﾅｼﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron pusillus ○ ○
219 ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ Eupatorium chinense var. oppositifolium ○ ○
220 ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ Galinsoga ciliata ○
221 ﾊﾊｺｸﾞｻ Gnaphalium affine ○ ○
222 ﾁﾁｺｸﾞｻ Gnaphalium japonicum ○
223 ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ Gnaphalium pensylvanicum ○ ○ ○
224 ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ Gnaphalium spicatum ○ ○
225 ﾋﾒﾌﾞﾀﾅ Hypochoeris glabra ○
226 ｵｵｼﾞｼﾊﾞﾘ Ixeris debilis ○
227 ﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata ○
228 ｼﾞｼﾊﾞﾘ Ixeris stolonifera ○
229 ﾖﾒﾅ Kalimeris yomena ○
230 ｱｷﾉﾉｹﾞｼ Lactuca indica ○ ○ ○
231 ﾎｿﾊﾞｱｷﾉﾉｹﾞｼ Lactuca indica f. indivisa ○ ○
232 ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Lapsana apogonoides ○ ○
233 ﾔﾌﾞﾀﾋﾞﾗｺ Lapsana humilis ○
234 ｺｳｿﾞﾘﾅ Picris hieracioides var. glabrescens ○
235 ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ Senecio vulgaris ○
236 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago altissima ○ ○ ○ ○
237 ｵﾆﾉｹﾞｼ Sonchus asper ○ ○
238 ｱｲﾉｹﾞｼ Sonchus oleraceo-asper ○ ○
239 ﾉｹﾞｼ Sonchus oleraceus ○ ○ ○
240 ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Stenactis annuus ○ ○ ○
241 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum officinale ○ ○
242 ｲｶﾞｵﾅﾓﾐ Xanthium italicum ○ ○ ○
243 ｵｵｵﾅﾓﾐ Xanthium occidentale ○ ○ ○
244 ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Youngia japonica ○ ○
245 種子植物 ﾕﾘ ﾆﾗ Allium tuberosum ○
246 単子葉植物網 ﾀｶｻｺﾞﾕﾘ Lilium formosanum ○ ○
247 ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ Ophiopogon japonicus ○
248 ｷﾐｶﾞﾖﾗﾝ Yucca recurvifolia ○
249 ﾔﾏﾉｲﾓ ﾔﾏﾉｲﾓ Dioscorea japonica ○ ○
250 ｱﾔﾒ ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ Sisyrinchium atlanticum ○ ○
251 ｲｸﾞｻ ｲｸﾞｻ Juncus effusus var. decipiens ○ ○ ○
252 ｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ Juncus leschenaultii ○
253 ﾎｿｲ Juncus setchuensis var. effusoides ○ ○ ○
254 ｸｻｲ Juncus tenuis ○
255 ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ Luzula capitata ○
256 ﾂﾕｸｻ ﾂﾕｸｻ Commelina communis ○ ○ ○ ○
257 ｲﾈ ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron racemiferum ○ ○
258 ｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron tsukushiense  var. transiens ○
259 ｺﾇｶｸﾞｻ Agrostis alba ○ ○
260 ﾊﾅﾇｶｽｽｷ Aira elegans ○
261 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ Alopecurus aequalis ○
262 ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ Andropogon virginicus ○ ○ ○ ○
263 ﾄﾀﾞｼﾊﾞ Arundinella hirta ○ ○
264 ﾐﾅﾄｶﾗｽﾑｷﾞ Avena barbata ○
265 ｶﾗｽﾑｷﾞ Avena fatua ○ ○
266 ｺﾊﾞﾝｿｳ Briza maxima ○
267 ﾋﾒｺﾊﾞﾝｿｳ Briza minor ○ ○
268 ｲﾇﾑｷﾞ Bromus catharticus ○ ○ ○
269 ｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ Bromus japonicus ○ ○
270 ﾋｹﾞﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ Bromus rigidus ○
271 ﾔﾏｱﾜ Calamagrostis epigeios ○ ○ ○ ○
272 ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ Coix lacryma-jobi ○
273 ｼﾛｶﾞﾈﾖｼ Cortaderia selloana ○ ○ ○
274 ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ Cynodon dactylon ○ ○ ○
275 ｶﾓｶﾞﾔ Dactylis glomerata ○
276 ﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ciliaris ○ ○ ○ ○

277 ｺﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria radicosa ○ ○
278 ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria violascens ○
279 ｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli ○ ○
280 ｹｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli var. echinata ○ ○ ○
281 ｵﾋｼﾊﾞ Eleusine indica ○ ○
282 ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ Eragrostis curvula ○ ○ ○
283 ｶｾﾞｸｻ Eragrostis ferruginea ○ ○ ○
284 ｺｽｽﾞﾒｶﾞﾔ Eragrostis poaeoides ○ ○
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表8.7.1.1-1(1) 陸生植物確認種一覧(5/5) 

  
 
 

注1） 種名及び配列は「植物目録（環境庁、1987）」に準じた。 

2)  準備書における確認種について、一部干拓地では見られないと思われる山地性の種が掲載されているとの指摘があり、平成 14 年度

調査時の標本の確認を行うとともに、現地踏査により、再度確認調査を行った。現在、干拓地は乾燥化により植生が単調化しており、

確認できない種もあったことから、有識者の指導・助言を得て確認種数等を整理した。 

立木 植生
春季 夏季 秋季 秋季 秋季

285 (種子植物) (ｲﾈ) ﾆﾜﾎｺﾘ Eragrostis multicaulis ○ ○ ○
286 (単子葉植物網) ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ Festuca arundinacea ○
287 ﾑﾂｵﾚｸﾞｻ Glyceria acutiflora ○
288 ﾁｶﾞﾔ Imperata cylindrica var. koenigii ○ ○ ○ ○
289 ｻﾔﾇｶｸﾞｻ Leersia sayanuka ○
290 ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ Lolium multiflorum ○
291 ﾎｿﾑｷﾞ Lolium perenne ○
292 ﾊﾁｼﾞｮｳｽｽｷ Miscanthus condensatus ○ ○ ○
293 ｵｷﾞ Miscanthus sacchariflorus ○ ○ ○ ○
294 ｽｽｷ Miscanthus sinensis ○ ○ ○ ○
295 ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius ○ ○
296 ﾇｶｷﾋﾞ Panicum bisulcatum ○ ○ ○
297 ｵｵｸｻｷﾋﾞ Panicum dichotomiflorum ○ ○ ○ ○
298 ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum dilatatum ○ ○
299 ｱｲｱｼ Phacelurus latifolius ○ ○ ○
300 ﾖｼ Phragmites australis ○ ○ ○ ○
301 ﾂﾙﾖｼ Phragmites japonica ○ ○
302 ﾓｳｿｳﾁｸ Phyllostachys pubescens ○ ○ ○ ○
303 ﾊﾁｸ Phyllostachys nigra var. henonis ○
304 ｸﾛﾁｸ Phyllostachys nigra ○ ○
305 ﾈｻﾞｻ Pleioblastus chino var. viridis ○
306 ﾒﾀﾞｹ Pleioblastus simonii ○ ○ ○ ○
307 ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa annua ○
308 ﾋｴｶﾞｴﾘ Polypogon fugax ○
309 ﾇﾒﾘｸﾞｻ Sacciolepis indica var. oryzetorum ○ ○
310 ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria faberi ○ ○ ○
311 ｺﾂﾌﾞｷﾝｴﾉｺﾛ Setaria pallide-fusca ○ ○
312 ｷﾝｴﾉｺﾛ Setaria pumilla ○ ○

313 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria viridis ○ ○ ○ ○
314 ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ Sorghum halepense ○ ○
315 ﾈｽﾞﾐﾉｵ Sporobolus fertilis ○
316 ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ Vulpia myuros ○ ○
317 ｼﾊﾞ Zoysia japonica ○ ○
318 ｶﾞﾏ ﾋﾒｶﾞﾏ Typha angustifolia ○ ○
319 ｶﾞﾏ Typha latifolia ○
320 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｱｾﾞﾅﾙｺ Carex dimorpholepis ○ ○
321 ｼｵｸｸﾞ Carex scabrifolia ○
322 ｱｾﾞｽｹﾞ Carex thunbergii ○
323 ｱｲﾀﾞｸｸﾞ Cyperus brevifolius ○
324 ﾋﾒｸｸﾞ Cyperus brevifolius  var. leiolepis ○ ○
325 ｸｸﾞｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus compressus ○ ○
326 ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus difformis ○
327 ﾎｿﾐｷﾝｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus engelmannii ○
328 ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus eragrostis ○ ○
329 ﾋﾒﾑﾂｵﾚｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus ferruginescens ○
330 ｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus globosus ○
331 ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus iria ○ ○
332 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ Cyperus microiria ○ ○
333 ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus polystachyos ○ ○ ○
334 ｶﾜﾗｽｶﾞﾅ Cyperus sanguinolentus f. nipponicus ○
335 ﾃﾝﾂｷ Fimbristylis dichotoma ○
336 ﾋﾃﾞﾘｺ Fimbristylis miliacea ○ ○
337 ﾒｱｾﾞﾃﾝﾂｷ Fimbristylis velata ○ ○
338 ｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ Scirpus wichurae ○
計 - 81科 338種 220種 203種 205種 23種 72種

№ 分類 科 名 種 名 学 名
平成14年度

植物相
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資料8.7.1.1-2 立木調査の調査結果                   [本編p359対応] 

 

表8.7.1.1-2 立木調査確認リスト（1/9） 

No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m)
1 ﾀﾁﾊﾞﾅﾓﾄﾞｷ 2.0 3.0 82 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 7.0 163 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.5
2 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.8 6.0 1.5 2.5 3.5 83 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 3.5 164 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0
3 ﾈﾑﾉｷ 5.0 10.0 8.0 2.5 6.0 84 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 7.0 165 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0
4 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 4.0 7.0 85 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0 166 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.5

6.0 2.5 3.0 4.5 86 ｱｶﾒｶ ｼﾜ 4.5 6.0 167 ｱｶﾒｶ ｼﾜ 2.5 1.8
4.0 2.0 87 ｱｶﾒｶ ｼﾜ 3.0 3.0 168 ｱｶﾒｶ ｼﾜ 3.0 2.8

6 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 9.0 88 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 8.0 169 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.5 3.5
7 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.3 5.0 89 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.8 5.5 5.5 170 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.5 2.5
8 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 5.0 4.0 90 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.5 171 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.0
9 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 4.0 91 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.0 172 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0
10 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 5.0 4.0 92 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.0 3.5 173 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.5
11 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.5 93 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.5 174 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0
12 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 5.0 94 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.5 175 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.5
13 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.3 3.5 95 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.0 176 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0
14 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.5 96 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.5 177 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.0
15 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.5 97 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.0 178 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.5
16 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.0 98 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.0 179 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 7.5
17 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.0 2.5 99 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 180 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 8.0
18 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.3 3.5 100 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 181 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.0
19 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.5 4.5 101 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.8 3.5 182 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.5
20 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.0 2.5 102 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.5 183 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.5
21 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5 103 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.0 6.0 5.0 4.5 3.0
22 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 6.0 104 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.0 6.0
23 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.5 2.5 105 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.5 185 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.5
24 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 5.0 106 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.0 186 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.0
25 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 6.5 107 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 5.0 187 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.5 3.0
26 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.5 108 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.0 188 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 5.0
27 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.5 109 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 189 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.5
28 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.0 110 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 6.5 190 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0
29 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.5 6.5 6.0 111 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 7.0 191 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5
30 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 3.5 112 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.0 192 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 7.0 3.0
31 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 7.0 4.0 113 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.0 4.0 4.5 193 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5
32 ﾋｻｶｷ 2.5 4.0 114 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.5 3.5 4.5 194 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 5.0
33 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 8.0 115 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.6 4.0 195 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5
34 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 7.0 116 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.6 4.5 196 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 6.0
35 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 15.0 5.5 117 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.0 197 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.0
36 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 5.5 6.0 118 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.3 5.0 2.5 198 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 6.0
37 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 5.0 119 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.0 199 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 7.0
38 ﾊｾﾞﾉｷ 7.0 24.0 4.0 4.0 4.0 3.0 200 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5
39 ﾊｾﾞﾉｷ 4.0 7.0 2.5 201 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 8.0
40 ｶｷﾉｷ 3.0 6.0 121 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.3 4.5 202 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 5.5
41 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 7.0 122 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.3 6.0 203 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.0
42 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.0 123 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.0 204 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.0
43 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 4.5 124 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.8 3.0 205 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0
44 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.5 125 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.5 206 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.5
45 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 6.0 5.5 4.5 126 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.0 207 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 7.5 4.5
46 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 5.0 4.0 4.0 127 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.0 208 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.0
47 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.5 2.5 3.0 128 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0 209 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5
48 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.0 129 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 3.0 210 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 7.0
49 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 1.5 130 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 7.0 211 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0
50 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.5 131 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 3.5 212 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 8.0 5.5
51 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 3.0 132 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 213 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 8.5 6.0
52 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 4.0 133 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0 214 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.3 7.5
53 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.0 134 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0 215 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.3 5.5
54 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.5 135 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 3.0 216 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.5
55 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.5 136 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0 217 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0
56 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.5 137 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 7.5 218 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.5
57 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 4.0 138 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.5 219 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0
58 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.0 139 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.8 4.0 220 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.0
59 ﾔﾏﾓﾓ 3.0 6.0 4.0 140 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0 221 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.3 3.5 2.5 5.5
60 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.5 141 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.0 222 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.5
61 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.5 142 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0 223 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 5.0 6.0 3.5 5.5
62 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 3.5 143 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.8 4.0 4.0 224 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.6 8.5 4.5
63 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.5 144 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.3 6.0 5.0 225 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.0
64 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 1.5 145 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.5 226 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 3.5
65 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.3 2.5 146 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.0 5.5 5.5 227 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.0
66 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.5 147 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5 2.0 228 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 7.5 5.0
67 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.5 148 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.5 2.5 229 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.0
68 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 1.5 149 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.8 8.0 230 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.3 5.0
69 ﾊｾﾞﾉｷ 3.0 4.0 2.5 150 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.0 231 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 7.0
70 ｴﾉｷ 3.0 3.5 151 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.5 232 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 5.0
71 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.5 152 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0 233 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.5
72 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 5.5 153 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.5 2.0 234 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 9.0
73 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.0 154 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 1.5 235 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.6 7.5
74 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.0 155 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.8 236 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5
75 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 8.0 156 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.5 237 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5
76 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 6.5 157 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.0 238 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.0
77 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 3.5 158 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0 239 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 7.0 4.0
78 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0 159 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 5.0 3.5 240 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.5
79 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 6.0 2.5 160 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.5 241 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0
80 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.0 161 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.0 242 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.8 4.5
81 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.5 162 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 7.0 3.0 5.0 243 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 7.0

胸高直径(cm)

5 ｱｷﾆﾚ 3.0

胸高直径(cm) 胸高直径(cm)

120 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.6

184 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0
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表8.7.1.1-2 立木調査確認リスト（2/9） 
No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m)
244 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 6.0 324 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.0 4.0 405 ﾇﾙﾃﾞ 2.8 3.0
245 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.5 325 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.0 406 ﾇﾙﾃﾞ 1.5 2.5

2.0 2.0 3.0 2.5 326 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 7.0 7.0 5.0 407 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.5
2.0 327 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 8.0 408 ﾇﾙﾃﾞ 3.3 3.0

247 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.0 328 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0 409 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0
248 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.5 329 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 7.0 410 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 2.5 3.5
249 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0 330 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 6.0 411 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.8 1.5 1.5
250 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.5 331 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.5 4.0 412 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 3.3
251 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 3.5 332 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.0 413 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.0 4.0 3.5
252 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.0 333 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 4.0 414 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 4.0
253 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.6 6.0 334 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.5 415 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 4.0
254 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 335 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 6.5 416 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.2
255 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 4.0 336 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 5.0 417 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.3
256 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.5 337 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.5 418 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.7
257 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.3 3.5 338 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 8.0 419 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.3
258 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.5 339 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.0 420 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.5
259 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.0 6.0 340 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.0 421 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 2.5
260 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 10.0 341 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 5.5 422 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0
261 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.0 342 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 5.0 423 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.5
262 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 3.0 343 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.0 3.5 424 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.8
263 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.5 344 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.0 425 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.8
264 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.5 345 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.0 426 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.0
265 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 6.0 346 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.0 4.5 427 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.5
266 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 7.0 347 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.8 4.0 428 ﾇﾙﾃﾞ 2.8 2.8
267 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 7.0 348 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.0 6.0 429 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 1.8
268 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 7.0 349 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.0 430 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.5
269 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.5 350 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 6.0 431 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.8
270 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 4.0 351 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 9.0 432 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.0
271 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0 352 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 433 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.5
272 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 5.5 353 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 8.0 434 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.4
273 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 7.0 354 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0 2.0 435 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 3.8
274 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 3.5 355 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.0 436 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.5
275 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.5 356 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 5.0 437 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 1.6
276 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 4.5 5.5 357 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.5 438 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.5
277 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 7.5 358 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5 439 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.3
278 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.2 5.5 5.0 359 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0 440 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 5.5
279 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 8.5 360 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5 441 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.8 2.0
280 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 4.0 361 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.0 442 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 3.5
281 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.0 362 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 8.0 443 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.5
282 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.5 363 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.5 444 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.8
283 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.0 6.5 364 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0 445 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.8
284 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 5.0 365 ｸｽﾉｷ 5.5 9.0 7.5 8.0 14.0 446 ﾇﾙﾃﾞ 3.8 3.8
285 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.5 6.0 366 ｱｶﾏﾂ 6.0 20.0 447 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 1.5 2.0
286 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.0 6.5 367 ｱｶﾏﾂ 6.0 19.0 17.0 28.0 448 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.0 2.0
287 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.0 368 ｸｽﾉｷ 3.0 3.5 449 ﾇﾙﾃﾞ 2.3 2.5
288 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.0 3.5 2.0 2.0 2.0 450 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.3
289 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 10.0 4.5 451 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.5 1.0
290 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 8.0 7.0 3.5 370 ｱｶﾏﾂ 2.5 17.0 452 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 4.2
291 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 4.0 4.0 371 ﾀﾁﾊﾞﾅﾓﾄﾞｷ 2.0 5.0 4.0 2.5 5.0 453 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.5
292 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 3.5 6.0 3.0 372 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 12.0 35.0 454 ﾇﾙﾃﾞ 2.0 1.0
293 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 4.0 373 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 4.5 7.5 455 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 3.5
294 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 6.0 374 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 4.0 4.0 456 ﾇﾙﾃﾞ 2.3 2.0
295 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 6.0 375 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.0 2.0 457 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.8
296 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.0 376 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.0 2.5 458 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 3.3
297 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.5 377 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.5 4.5 459 ﾇﾙﾃﾞ 2.3 2.2
298 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 4.0 378 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 4.5 3.5 460 ﾇﾙﾃﾞ 2.2 2.5

6.0 6.5 2.5 7.0 379 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.0 3.0 461 ﾇﾙﾃﾞ 2.2 2.0
5.0 380 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.5 6.0 462 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.8

300 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 381 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 4.2 6.5 463 ﾇﾙﾃﾞ 2.0 1.8
301 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.0 382 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 4.0 4.5 464 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.0
302 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 1.5 383 ﾇﾙﾃﾞ 1.8 1.5 465 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.0 2.5 1.8
303 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.5 384 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.8 466 ﾇﾙﾃﾞ 2.2 2.5
304 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.5 1.0 1.5 385 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 3.0 467 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.3 2.5
305 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.0 386 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.5 468 ﾇﾙﾃﾞ 2.3 2.5 2.3 1.5
306 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 4.0 387 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.0 469 ﾇﾙﾃﾞ 2.8 2.3 2.5
307 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.0 5.0 7.0 388 ﾇﾙﾃﾞ 2.6 2.5 470 ﾇﾙﾃﾞ 2.8 3.0
308 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 8.0 389 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.8 471 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.5
309 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 7.5 390 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 3.3 472 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 1.5
310 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.0 391 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 3.0 473 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 1.5
311 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 3.5 392 ﾇﾙﾃﾞ 2.8 3.3 474 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.8
312 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 5.0 393 ﾇﾙﾃﾞ 2.8 3.5 475 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 2.8
313 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.5 394 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.8 476 ﾇﾙﾃﾞ 3.3 4.0
314 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 9.0 395 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 3.0 477 ﾇﾙﾃﾞ 2.3 2.3
315 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 9.0 396 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.5 478 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.5 2.5
316 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 7.5 397 ﾇﾙﾃﾞ 2.8 2.8 479 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 2.5
317 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 398 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.3 480 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.8
318 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 6.5 3.5 399 ﾇﾙﾃﾞ 2.6 2.8 481 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.0
319 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 7.5 400 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.3 482 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 1.8
320 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.5 401 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.8 483 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.8
321 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 6.5 402 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0 484 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 7.0
322 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 7.5 403 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.3 485 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.0
323 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 7.0 404 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 2.5 486 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.0

246 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5

胸高直径(cm) 胸高直径(cm)

299 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0

胸高直径(cm)

369 ｸｽﾉｷ 3.0
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表8.7.1.1-2 立木調査確認リスト（3/9） 

No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m)
487 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.2 2.0 565 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 4.0 5.0 641 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 4.5
488 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.5 566 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.0 2.5 642 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0
489 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.0 567 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.2 3.0 643 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.0
490 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.3 3.5 568 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.5 4.0 644 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 7.5
491 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 5.5 3.0 569 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 4.0 5.0 645 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.5
492 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.5 570 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.8 3.0 646 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.5
493 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.5 571 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.0 1.5 647 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.5 5.0
494 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.0 1.5 1.5 572 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.5 4.5 648 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 8.0
495 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.3 2.0 573 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.0 4.5 649 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 6.5 3.0
496 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.0 574 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.8 4.0 650 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 7.0
497 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 3.0 575 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 5.0 8.5 4.5 651 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.0
498 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 3.0 14.0 6.0 7.0 6.0 652 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 7.0
499 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 3.0 5.0 653 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.5
500 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 3.5 577 ｻｸﾗsp. 3.5 11.0 9.5 654 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 10.0
501 ﾊｾﾞﾉｷ 5.0 9.0 578 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.0 4.0 655 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 9.0
502 ﾇﾙﾃﾞ 3.2 5.0 3.0 579 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.0 4.0 656 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 6.5
503 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 6.0 580 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 4.0 657 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.0
504 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 4.0 581 ｱｶﾏﾂ 7.0 28.0 27.0 658 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5
505 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0 582 ﾈﾑﾉｷ 2.8 7.0 5.0 2.5 659 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.0
506 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 5.0 3.0 583 ｸﾛﾏﾂ 5.0 18.0 660 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 5.5
507 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0 584 ｻｸﾗsp. 5.0 13.5 10.0 661 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 7.0
508 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0 585 ｻｸﾗsp. 2.6 3.5 4.0 4.0 662 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.5
509 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0 2.0 586 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 6.0 7.0 7.0 4.5 663 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
510 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 5.0 587 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 7.0 11.0 664 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
511 ﾇﾙﾃﾞ 3.4 8.0 8.0 588 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.5 3.0 2.8 4.5 1.5 665 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5
512 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 4.0 589 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 4.0 8.0 666 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0
513 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0 590 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 7.0 12.5 667 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.0
514 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 6.0 9.5 10.0 5.0 10.0 668 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
515 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0 8.0 15.0 6.5 4.0 669 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
516 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 7.0 4.0 670 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0
517 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 6.0 592 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.0 7.0 671 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
518 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 6.0 593 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 7.0 8.0 5.5 672 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0
519 ﾇﾙﾃﾞ 3.2 8.0 594 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 8.0 9.0 4.0 5.5 9.5 673 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 3.0
520 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 7.0 595 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 5.0 5.0 674 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.5
521 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 5.0 596 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 7.0 9.0 10.0 675 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
522 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 4.0 597 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 8.0 10.0 9.0 8.0 676 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
523 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 4.0 598 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 9.0 15.0 4.0 6.0 5.5 677 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.5
524 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 6.0 10.0 10.0 3.5 4.5 678 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0
525 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 10.0 3.0 679 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.0
526 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 9.0 600 ｱｶﾏﾂ 6.5 28.0 17.0 21.0 28.0 680 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.5
527 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 12.0 7.0 601 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.5 5.0 681 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.0
528 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 9.0 602 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.5 5.0 682 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 3.5
529 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 9.0 8.5 603 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.0 683 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 7.5
530 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.0 604 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.0 684 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.5
531 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 2.0 605 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.0 685 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 11.0
532 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.5 1.5 606 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.5 686 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 6.5
533 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.0 2.0 607 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.5 687 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.5
534 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 4.0 608 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.5 688 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.7
535 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.3 1.5 1.5 1.5 609 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.0 689 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 3.0
536 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.2 2.5 1.0 610 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 3.5 690 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 7.0
537 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 1.5 611 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.0 2.5 691 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
538 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.0 1.0 612 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.2 2.5 692 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 8.5
539 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.0 613 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.5 693 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 9.0
540 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 3.5 2.5 614 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.5 694 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 8.0
541 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.0 6.5 7.0 4.5 1.0 2.5 695 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 6.5
542 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.0 3.0 4.0 696 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.0
543 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.0 6.5 616 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 3.5 697 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 6.0 7.0
544 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.2 4.0 617 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 6.5 698 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 3.5
545 ｻｸﾗsp. 2.5 5.0 618 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 5.0 699 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 10.0
546 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 3.5 5.0 2.5 619 ｷﾘ 5.0 15.0 700 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0

4.0 6.0 4.0 5.0 620 ｷﾘ 4.8 16.0 701 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 8.5
6.0 4.5 18.0 15.0 16.0 15.0 702 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 9.5
8.0 6.5 6.0 5.5 15.0 703 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 6.5
4.5 622 ｸﾛﾏﾂ 5.0 35.0 704 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 11.0
6.5 2.5 5.5 5.6 623 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0 705 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.0
7.0 5.5 624 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 6.5 706 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 11.5
3.0 2.5 5.0 3.0 625 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.0 707 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 13.5
5.5 8.0 626 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.0 708 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 9.0

551 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.8 3.5 3.0 2.0 2.0 627 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.0 709 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.5
552 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 6.5 628 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.0 710 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 7.5
553 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.8 3.5 629 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 8.5 711 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
554 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 9.0 630 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.5 712 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 4.5
555 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.3 2.5 631 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.0 713 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0
556 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 6.0 12.0 632 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.5 3.5 714 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.5
557 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 6.0 15.0 633 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.0 715 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
558 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.0 3.0 634 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 6.0 716 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
559 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.5 2.0 635 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.6 717 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
560 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.5 4.5 636 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.5 718 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
561 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.5 4.5 637 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 6.0 719 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.8 2.5
562 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.8 2.0 638 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.5 720 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0
563 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.5 4.5 639 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 7.5 721 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
564 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 4.0 6.0 640 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 5.0 722 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
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表8.7.1.1-2 立木調査確認リスト（4/9） 

No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m)
723 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 805 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 7.0 887 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
724 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 5.8 806 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 9.0 888 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 8.0
725 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 6.5 807 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.5 889 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 7.5
726 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0 808 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 14.0 890 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 8.0
727 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.3 809 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 13.0 891 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 5.5
728 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.3 4.6 810 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 7.0 892 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 7.0
729 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.8 811 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 12.0 893 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
730 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.3 812 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 8.0 894 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 11.0
731 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 8.5 813 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.6 6.0 895 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 5.0
732 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 6.5 814 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.8 5.0 896 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
733 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.5 815 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.0 897 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
734 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 816 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.5 898 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0
735 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.8 817 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 899 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 10.0
736 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.3 818 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.8 900 ｷﾘ 11.7 31.0
737 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 819 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 901 ｷﾘ 11.7 24.0
738 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 5.5 820 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5 902 ｷﾘ 4.0 5.0
739 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.0 821 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 903 ｷﾘ 5.5 13.3
740 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 6.0 6.5 822 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 4.0 904 ｷﾘ 11.0 27.5
741 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 12.0 823 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.0 905 ｷﾘ 12.0 39.0
742 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 3.0 824 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.8 906 ｷﾘ 12.5 26.0
743 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 7.0 825 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.0 907 ｷﾘ 11.7 22.0
744 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 11.0 826 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 4.5 908 ｷﾘ 10.0 20.0
745 ﾔﾏﾅﾗｼ 11.0 17.0 827 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 6.5 909 ｷﾘ 10.0 37.0 12.0
746 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 16.0 828 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 6.5 910 ｷﾘ 7.0 32.0
747 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 7.0 829 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 11.0 5.0 911 ｷﾘ 6.0 10.0
748 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 9.0 830 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 10.0 912 ｷﾘ 5.0 6.0
749 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.5 831 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 12.0 11.0 30.0 3.0 7.0 14.0
750 ﾔﾏﾅﾗｼ 12.0 16.0 832 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 8.5 3.0
751 ﾔﾏﾅﾗｼ 12.0 17.0 833 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.0 914 ｷﾘ 6.0 10.0
752 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.5 834 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 4.0 915 ｷﾘ 6.0 8.0 11.5
753 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5 1.0 1.0 835 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 916 ｷﾘ 4.5 7.0 4.0
754 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 6.5 836 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 11.0 917 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 9.0 13.0 25.0 15.0 12.0
755 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 12.0 837 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 11.5 918 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 9.0 13.0
756 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 7.0 838 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.5 919 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 9.0 14.0
757 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 9.0 839 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 14.0 6.0 10.0 9.0 12.0
758 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 5.0 840 ﾔﾏﾅﾗｼ 11.0 15.0 7.0
759 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 7.0 841 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 10.0 921 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 9.0 9.0
760 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 14.0 842 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 13.0 922 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 8.0 14.0 11.0 10.0
761 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 13.0 843 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 11.0 923 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.5
762 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 8.0 844 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 10.0 924 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0
763 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 845 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 9.5 925 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.5
764 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 5.0 846 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 6.0 926 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 9.0 11.0
765 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.0 847 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 15.5 927 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 8.0 11.0
766 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.8 848 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 6.0 928 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 9.0 13.0
767 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 849 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 12.5 929 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 9.0 11.0
768 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0 850 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 8.0 930 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 8.0 13.0
769 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 8.0 9.0 851 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.5 6.0 2.0 931 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 10.5
770 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 9.0 852 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 932 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.0
771 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 5.0 853 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 933 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 4.5 4.0
772 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.5 854 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 5.0 934 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.0
773 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.5 855 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 9.0 935 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.5
774 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.2 856 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 6.0 936 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0
775 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.0 5.0 857 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 11.5 937 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.0
776 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 858 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 16.0 938 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.0
777 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0 859 ﾔﾏﾅﾗｼ 12.0 18.0 939 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 14.0 8.0
778 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0 860 ﾔﾏﾅﾗｼ 12.0 22.0 940 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 11.0
779 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 7.0 861 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 5.0 941 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 3.5
780 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 8.0 862 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 9.0 942 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 5.5
781 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 5.0 863 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 7.0 943 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 6.0
782 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 9.0 864 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 944 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.5 3.0
783 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 14.0 865 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0 945 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.2 3.5
784 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.0 866 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 946 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.2 3.5
785 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 867 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.5 947 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.3 2.5
786 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 11.5 868 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.5 2.5 1.0 948 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 8.5
787 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 869 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0 949 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 10.5
788 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 5.5 870 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 950 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 11.0
789 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 6.0 871 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0 951 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 8.5
790 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 7.0 872 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 5.0 952 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.5
791 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 873 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 9.0 953 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 2.0
792 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.0 874 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.0 954 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.5
793 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 8.0 875 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 955 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 10.0
794 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 7.0 876 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 4.5 956 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 9.0
795 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 877 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 10.0 957 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 12.0
796 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 12.0 11.0 878 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 10.5 958 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 9.5 8.0
797 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 879 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 10.0 959 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 9.0
798 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0 880 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 9.0 960 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 8.5
799 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 881 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 9.0 961 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.8 9.0
800 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 6.0 882 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 10.0 10.0 962 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 8.5
801 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 9.0 883 ﾔﾏﾅﾗｼ 10.0 13.0 963 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 7.5
802 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 7.5 884 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 12.0 964 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 10.0 9.0 10.0
803 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 885 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.5 965 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 9.0
804 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0 2.5 886 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.0 966 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 10.0

胸高直径(cm) 胸高直径(cm) 胸高直径(cm)

913 ｷﾘ 8.0

920 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 9.0
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表8.7.1.1-2 立木調査確認リスト（5/9） 

No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m)
967 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 7.0 8.0 1047 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 2.5 2.0 2.0 1.2
968 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 6.5 1048 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 5.0 2.0 1.2
969 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 3.0 1049 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.0 1130 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5
970 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.8 7.5 1050 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1131 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 2.0
971 ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ 5.0 21.0 1051 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.7 1132 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0

3.5 7.0 6.0 3.0 1052 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1133 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.6
6.0 4.5 1053 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1134 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0
4.0 3.5 4.0 3.0 1054 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.3 1135 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
3.5 4.5 1055 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5 1136 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5

974 ｸﾛﾏﾂ 4.5 11.0 9.5 11.0 1056 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1137 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0
975 ｴﾉｷ 2.8 3.0 1057 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.5 1138 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.2
976 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.2 3.0 1058 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1139 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.5
977 ｸﾛﾏﾂ 3.2 13.0 1059 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.0 1140 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.5
978 ｷﾘ 4.5 9.5 2.8 1060 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5 1141 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
979 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 3.0 3.0 1061 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.2 1142 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
980 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.0 1062 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.4 1143 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.5
981 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.5 1063 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 1144 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.2
982 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.0 1064 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.0 1145 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0
983 ｻｸﾗsp. 3.5 6.0 5.5 2.0 2.0 1065 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.5 1146 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5
984 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 4.0 1066 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.5 1147 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.3
985 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.5 1067 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 2.0 2.8 1148 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.5
986 ｱｶﾏﾂ 2.5 13.0 1068 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.2 1149 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5
987 ｸｽﾉｷ 2.5 5.5 1069 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5 1150 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5
988 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 3.5 1070 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.8 1151 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.7
989 ｴﾉｷ 4.0 12.0 1071 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1152 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5
990 ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ 4.0 9.5 1072 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1153 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0
991 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 2.8 8.0 1073 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 1.8 1.8 2.5 1154 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.7 1.5 1.5
992 ｷﾘ 6.0 8.0 6.0 1074 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0 1155 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0
993 ｷﾘ 3.8 4.0 1075 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1156 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0
994 ｱｶﾒｶ ｼﾜ 2.2 2.5 1.5 1.0 1.5 1076 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.0 1157 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.2
995 ｸｽﾉｷ 6.0 14.0 1077 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.8 1.5 1158 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 2.2
996 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 5.5 3.5 5.0 1078 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.3 1159 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0
997 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 1.8 1079 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.4 1160 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.8
998 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.3 1080 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0 1161 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.8
999 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.3 1081 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1162 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.8
1000 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.5 1082 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 1.8 1163 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
1001 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.0 1083 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1164 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.0
1002 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 1.7 1084 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 1.5 1165 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0
1003 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 2.0 1085 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1166 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.0
1004 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 2.5 1086 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.0 1167 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.6
1005 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 2.3 2.5 1087 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.5 1168 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 2.8
1006 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 2.8 1088 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.5 1169 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.0
1007 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 1.5 1089 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.3 1.4 1170 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5 2.5
1008 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 2.5 1090 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0 1171 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.5 2.5 1.0
1009 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.5 1091 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.5 1172 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5
1010 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.3 1092 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.8 1.3 1173 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5
1011 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.0 1093 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.4 1174 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.0
1012 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 7.5 1094 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5 1175 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0
1013 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 1.8 1095 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0 1.2 1.0 1176 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.0
1014 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.5 1096 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.7 1177 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
1015 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.8 1097 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1178 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.3
1016 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 1.8 1098 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1.8 1.5 1.2 1.0
1017 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0 1.3 1099 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 0.8
1018 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.0 1100 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 2.8 1180 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.8
1019 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 5.0 1101 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.5 1181 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.8
1020 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 1.5 1102 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.7 1182 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5
1021 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0 1103 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1183 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.5
1022 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0 1104 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.2 1184 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.6
1023 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 2.0 2.5 1.5 1105 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1185 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.5
1024 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.0 1106 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1186 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.8
1025 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 1.5 1107 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.8 1187 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.8
1026 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.0 2.4 2.0 1108 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.8 1188 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
1027 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 1.5 1109 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0 1189 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.0
1028 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0 2.4 1110 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1190 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.8
1029 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 1.5 1111 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1191 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.8
1030 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.2 1112 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1192 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.5
1031 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.2 6.0 1113 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1193 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5
1032 ｸｽﾉｷ 2.5 5.5 1114 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1194 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.8
1033 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 3.5 14.0 11.0 11.0 1115 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 2.0 2.0 1195 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.0 1.8
1034 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.2 3.5 1.5 2.0 1116 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1196 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5
1035 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.5 1117 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0 1197 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
1036 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.3 1118 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1198 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.8
1037 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 2.0 1119 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.5 1199 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.3
1038 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 2.8 1120 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.8 2.0 1200 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.3 1.3
1039 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.5 1121 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.0 1201 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.8
1040 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1122 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.8 2.0 1202 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1.8
1041 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.0 1123 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0 1203 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5 1.7 0.8
1042 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0 1124 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 1204 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 1.4 1.4
1043 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 3.5 1125 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 1205 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.5
1044 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.0 1126 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1206 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.8 1.5 0.8
1045 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0 1127 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.3 1207 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.8
1046 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1128 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.5 1208 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5

972 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5

胸高直径(cm)

973 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.8

2.51129 ﾔﾏﾅﾗｼ

1179 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5

胸高直径(cm) 胸高直径(cm)
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表8.7.1.1-2 立木調査確認リスト（6/9） 

No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m)
1209 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.5 1290 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 3.8 1372 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5
1210 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1291 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.0 1373 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.5
1211 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1292 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.0 1374 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5
1212 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 8.0 1293 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1375 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
1213 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 1294 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 1376 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.5
1214 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.5 1295 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1377 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5
1215 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.0 3.5 1296 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1378 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.8
1216 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.5 1297 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 3.0 1379 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.8
1217 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 2.8 1298 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1380 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.0
1218 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.7 1299 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1381 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
1219 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5 1300 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.5 1382 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
1220 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.5 1301 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.0 1383 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.5
1221 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.0 1302 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.5 1384 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.5
1222 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1303 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.0 1385 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
1223 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.0 1304 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.5 1386 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 5.5
1224 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.5 1305 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0 1387 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.5
1225 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 3.5 1306 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1388 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.5
1226 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 1307 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5 1389 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.0
1227 ｸﾛﾏﾂ 3.2 12.0 1308 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 1390 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.0
1228 ｱｶﾏﾂ 2.2 9.5 1309 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.8 1391 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.5
1229 ｱｶﾏﾂ 4.5 26.0 1310 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.0 1392 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 5.5
1230 ｷﾘ 3.5 8.0 1311 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.5 1393 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.0
1231 ｸﾛﾏﾂ 5.5 30.0 1312 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.5 1394 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5
1232 ｱｶﾏﾂ 6.0 23.0 1313 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 5.5 2.5 3.0 1395 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.0
1233 ﾈﾑﾉｷ 3.5 7.5 6.0 1314 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 6.5 1396 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 4.0

4.5 4.5 6.0 5.0 1315 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5 1397 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.0
5.5 1316 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.0 1398 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.0

1235 ﾈﾑﾉｷ 3.0 6.0 5.5 1317 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.5 1399 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 6.5
1236 ｸﾛｶ ﾈﾓﾁ 2.2 5.5 1318 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.8 1400 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 7.0
1237 ｱｶﾏﾂ 5.5 16.5 1319 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0 1401 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 5.0
1238 ﾊｾﾞﾉｷ 4.0 11.0 1320 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 1402 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 4.5
1239 ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ 2.0 5.0 1321 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.5 1403 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 6.5
1240 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.2 1322 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.2 1404 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 5.0
1241 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1323 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 1.8 1405 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 6.0
1242 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 1324 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1406 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 7.5
1243 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 1325 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1407 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.0
1244 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.5 1326 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.8 1408 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
1245 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.7 1327 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5 1409 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0
1246 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1328 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.0 1410 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
1247 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.8 1329 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 1411 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.0
1248 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.0 1330 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 1412 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.5
1249 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.0 1331 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.3 1413 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 7.0
1250 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.2 1.6 1332 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1414 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5
1251 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1333 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.8 1415 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0
1252 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.8 1334 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.8 1416 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0
1253 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1335 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.4 1417 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0
1254 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1336 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.3 1418 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.0 3.0
1255 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 1337 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.0 1419 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 4.0
1256 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.0 1338 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.6 1420 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0
1257 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.2 1339 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 6.0 1421 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5
1258 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1340 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.0 1422 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 5.0
1259 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5 1341 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 8.0 1423 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 5.5
1260 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1342 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1424 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 3.5
1261 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1343 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.8 1425 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.2
1262 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1344 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1426 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 4.0
1263 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.5 1345 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.5 1427 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 5.5
1264 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.5 1346 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.2 1428 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 4.0
1265 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5 1347 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.3 1429 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
1266 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.2 1348 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.5 2.4 1430 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5
1267 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.8 1349 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.5 1431 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
1268 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5 1350 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 9.5 1432 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.8
1269 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1.5 1351 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.5 1433 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5
1270 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5 1352 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 9.5 1434 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.3
1271 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.2 1353 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 8.5 1435 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
1272 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5 3.0 1354 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.0 1436 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5
1273 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1355 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 8.5 1437 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.8
1274 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.2 1356 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.5 1438 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.0
1275 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1357 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 11.0 1439 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0
1276 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.2 1358 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 7.0 1440 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.5
1277 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.5 1359 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.5 1441 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 5.5
1278 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0 1360 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.5 1442 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 6.0
1279 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1361 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0 1443 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0
1280 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 3.8 1362 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 8.0 1444 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0
1281 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5 1363 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 6.5 1445 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 6.5
1282 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1364 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5 1446 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.5
1283 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1365 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0 1447 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.5
1284 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 7.0 1366 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1448 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 7.5
1285 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.8 1367 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 8.5 1449 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 7.0
1286 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 1.8 1368 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.0 1450 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 6.5
1287 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.0 1369 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.5 1451 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 6.5
1288 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 5.0 1370 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1452 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 6.0
1289 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 5.5 1371 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 6.5 1453 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.5
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表8.7.1.1-2 立木調査確認リスト（7/9） 

No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m)
1454 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 7.0 1536 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.5 1597 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0
1455 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 7.5 1537 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1598 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0
1456 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.0 1538 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 5.0 1599 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.8 2.0
1457 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.0 1539 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.0 1600 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.8
1458 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 3.5 1540 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0 1601 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 4.0
1459 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 5.5 1541 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.8 1602 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5 1.8 2.0 1.5
1460 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 6.0 1542 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1603 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.5
1461 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 5.5 1543 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5 1604 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
1462 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 5.5 1544 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.8 1605 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.0 3.5 3.5
1463 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.5 1545 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5 1606 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
1464 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 6.0 1546 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.3 1607 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5
1465 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 6.0 1547 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.5 1608 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
1466 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 7.0 1548 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.5 1609 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5
1467 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 9.0 1549 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5 1610 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5
1468 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 6.5 1550 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0 1611 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.5
1469 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 5.0 1551 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.2 3.3 1612 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
1470 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.0 1552 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 2.5 1613 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
1471 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 6.0 1553 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.0 2.0 1614 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 4.0
1472 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.2 1554 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.8 3.0 1615 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0
1473 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 5.5 3.5 1555 ｴﾉｷ 2.5 3.0 1616 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.8
1474 ﾔﾏﾅﾗｼ 9.0 6.5 7.0 5.5 3.0 6.5 1617 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0
1475 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.0 6.5 4.0 4.5 7.0 1618 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.5
1476 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 7.5 6.0 3.0 6.0 1619 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.8
1477 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.5 1557 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.5 5.5 3.5 1620 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
1478 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 9.5 4.0 3.5 2.5 2.0 1621 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.3
1479 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 9.0 1.3 4.5 1622 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
1480 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.5 4.0 1.5 1.5 1.8 1623 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5
1481 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 9.0 1.8 7.0 1.5 3.5 1624 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
1482 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0 1.0 11.0 8.5 1.5 1625 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.5
1483 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 1.8 3.5 1.0 1.8 1626 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0
1484 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.5 4.0 3.5 3.0 3.5 1627 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5 2.0 2.0 1.0
1485 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 7.0 4.0 8.0 3.0 3.5 1628 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.3 2.8
1486 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 13.0 10.0 5.5 1629 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.4
1487 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.5 5.5 16.0 15.0 2.5 1630 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5
1488 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.8 1.5 2.5 3.5 2.0 1631 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0
1489 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 10.0 6.0 8.0 8.5 1632 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.8
1490 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.8 11.0 10.0 1633 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.5
1491 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 14.0 13.0 5.0 3.5 1634 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0
1492 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 2.0 3.0 3.0 11.0 10.0 1635 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.3
1493 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 4.5 4.0 1636 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.2
1494 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5 13.0 11.0 11.0 14.0 1637 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.5
1495 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 8.0 11.0 1638 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
1496 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.3 6.0 4.0 4.0 12.5 1639 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.5 11.0
1497 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 5.0 1640 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 4.0
1498 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 3.5 3.5 5.0 1.8 1641 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 3.5
1499 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 4.0 2.0 1.5 2.5 1642 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.5
1500 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1566 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 11.0 10.0 1643 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.5
1501 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.0 1567 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 5.0 1644 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 1.7
1502 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.5 4.5 3.5 2.5 2.0 1645 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.5 5.0 2.5 4.0
1503 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.0 4.5 1646 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 1.8 2.5 1.5 2.0
1504 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.8 1569 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 2.5 3.0 2.0 3.0 1647 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 4.0 10.5 9.0 8.5
1505 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.5 1570 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.5 10.0 6.0 20.0 1.7 5.3 4.0 2.5
1506 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 5.5 1571 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 6.0 4.5 2.5 3.5 3.5
1507 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 7.0 4.0 4.0 9.0 3.0 1649 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 3.5 3.5 4.8 2.8
1508 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.0 2.5 4.0 3.0 2.0 1650 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 4.0 3.5 2.0 4.0
1509 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 2.0 4.5 11.0 4.0 7.0 2.0 2.5 3.0 1.5
1510 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.5 5.0 2.0 4.5 3.0 2.0 2.0 1.5
1511 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.0 7.0 6.5 5.0 4.0 2.5 2.0 3.0 1.8
1512 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 4.5 12.0 6.0 12.0 1.5 2.5 1.5 1.5
1513 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.5 1574 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 3.0 1.8
1514 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.0 1575 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.5 1653 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.0 2.0 1.0
1515 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 5.5 1576 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1654 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.7 2.8
1516 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 6.0 1577 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 3.5 1655 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.4 3.0 2.5
1517 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0 1578 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1656 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0 2.0 2.6 2.0
1518 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.5 1579 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.5 1.8 2.2 1.5 1.5
1519 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.5 1580 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 2.3 2.5
1520 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1581 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 1658 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.5
1521 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 2.5 1582 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.8 1659 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.5
1522 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 6.5 1583 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.5 1660 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.8
1523 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.5 1584 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 5.5 5.5 3.5 5.5
1524 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.0 1585 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.3 5.5 6.5
1525 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5 1586 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5 1662 ｱｶﾒｶ ｼﾜ 3.0 3.5
1526 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 8.0 1587 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5 1663 ｱｶﾒｶ ｼﾜ 3.0 2.5 2.7 2.5 2.0
1527 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.0 1588 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5 1664 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5 2.5 1.0 1.5 2.0
1528 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.5 1589 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1665 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0 2.0 2.8
1529 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 6.0 1590 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.2 1666 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.5
1530 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 6.0 1591 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5 1667 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.8 1.5
1531 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5 1592 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1668 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.0
1532 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.5 1593 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.0 4.0 2.0 1.6 1.3 1.5
1533 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 2.3 1594 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1.5
1534 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0 1595 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1670 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 5.0 9.5 7.5 2.5
1535 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.0 1596 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.8 1671 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.8

1559 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5

1563 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0

1564

1562 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.5

1572 ﾔﾅｷﾞ属の一種

ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0

1565 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0

1560 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5

1561 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0

1652 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5

1657 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5

1661

ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5

ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0

1558

1556

1568 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5

1573 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0

5.0

1648 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0

1651 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0

4.5

1669 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ

胸高直径(cm) 胸高直径(cm) 胸高直径(cm)

 



 

205 

表8.7.1.1-2 立木調査確認リスト（8/9） 

No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m)
2.3 3.0 3.0 1.5 1731 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 6.0 7.0 1811 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 1.5
3.0 3.5 3.0 1732 ﾄﾍﾞﾗ 2.0 1.5 1812 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5

1673 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 4.0 1733 ﾄﾍﾞﾗ 2.5 3.0 1813 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0
2.0 2.0 3.0 2.5 1734 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 9.0 10.0 8.0 1814 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5
1.5 1.5 1.8 1.5 1735 ﾄﾍﾞﾗ 1.5 1.0 1815 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5
1.8 1.8 1736 ｴﾉｷ 4.0 2.0 1816 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5

1675 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.8 1737 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 7.0 5.0 6.0 8.0 1817 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0
1676 ｱｶﾒｶ ｼﾜ 3.0 3.0 3.6 2.8 2.8 1738 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 6.5 6.0 1818 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0

3.5 3.0 3.3 3.0 1739 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 6.0 5.5 8.0 6.0 1819 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5
3.0 3.8 3.0 4.5 1740 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 8.0 6.0 1820 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5

1678 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.8 1.3 2.3 2.3 6.0 6.5 4.0 6.0 1821 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.5
3.0 1.8 1.5 4.0 4.0 7.0 7.0 4.0 1822 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 7.0
3.5 5.0 4.5 1823 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5

1680 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 4.5 7.0 4.5 4.0 5.0 1824 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
2.5 3.0 4.0 4.0 6.5 7.0 1825 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.5
5.0 2.0 4.0 4.0 1743 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 5.0 1826 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 9.0

1682 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 2.5 2.3 2.5 1744 ﾄﾍﾞﾗ 1.8 0.5 1827 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.0
1683 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0 3.0 2.5 1745 ｸｽﾉｷ 1.2 0.5 1828 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 12.0
1684 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 1.8 2.8 1746 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 5.0 6.0 1829 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 10.0
1685 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.0 2.0 1747 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 7.0 1830 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 3.0

2.5 2.0 1.0 1.0 1748 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 8.0 7.0 1831 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.5
1.0 1749 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 7.5 9.0 1832 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.0
2.5 1.0 1.6 2.0 1750 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 5.5 5.5 1833 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 3.5
4.0 3.5 2.5 1751 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 6.5 5.5 1834 ﾔﾏﾅﾗｼ 11.0 3.5
2.5 3.0 3.0 2.5 1752 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 1835 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 9.0
1.5 1.0 3.3 2.0 1753 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 1.5 1836 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.5 15.0
2.8 1.0 1754 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 5.0 1837 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 4.5

1689 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.0 1755 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 6.0 1838 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 11.0
1690 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5 2.0 1.2 1756 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 1839 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.0

1.3 1.5 1.3 1.5 1757 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1840 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 6.0
1.5 1758 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1841 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0
1.6 1.5 1.5 1.2 1759 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1842 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 8.0
1.5 1.5 1.8 1760 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 2.0 1843 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 6.5
3.0 1.2 1.2 2.0 1761 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 2.0 1844 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.0
1.5 1762 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 1.5 1845 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 7.5

1694 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.0 4.0 1763 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 1.5 1846 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.5
3.0 2.8 1.5 2.5 1764 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 1847 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 6.0
2.0 1.2 1.8 2.0 1765 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 4.0 1848 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 12.0
2.8 1.0 1.0 1.0 1766 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 1849 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0
1.8 1.2 1767 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 1.5 1850 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.5
4.0 1.5 1.5 1.0 1768 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 1851 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 10.0
1.3 1.1 1769 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 1852 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0
5.0 7.0 6.0 5.5 1770 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 1853 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 6.0 10.0
3.0 4.0 4.5 4.5 1771 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.0 1854 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0
2.5 3.5 4.5 6.0 1772 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5 1855 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 8.0
3.0 3.0 5.0 3.5 1773 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5 1856 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 7.0

1698 ｷﾘ 6.0 10.0 1774 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 1857 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 13.0
1699 ｷﾘ 5.8 10.0 1775 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 1858 ﾔﾏﾅﾗｼ 8.0 12.0

4.0 3.5 3.5 3.5 1776 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 1859 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 6.0
3.0 3.5 1777 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 1860 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 7.0

1701 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.8 4.0 4.0 5.0 1778 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1861 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 7.5
1702 ｱｶﾏﾂ 5.0 15.0 15.0 1779 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 1862 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.5

3.3 6.0 4.0 3.5 1780 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 11.0 1863 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5
7.5 8.0 4.5 5.5 1781 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1864 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 3.0
2.0 1782 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 10.0 1865 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 5.0

1704 ｱｶﾏﾂ 7.0 26.0 1783 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 8.0 1866 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
1705 ﾄﾍﾞﾗ 2.0 1.5 1784 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 1867 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0
1706 ﾄﾍﾞﾗ 2.0 1.5 1785 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 3.0 1868 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0
1707 ﾄﾍﾞﾗ 1.8 1.0 1786 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.0 5.0 1869 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 1.5
1708 ﾄﾍﾞﾗ 2.2 1.0 1787 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 4.0 1870 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0
1709 ﾄﾍﾞﾗ 2.4 2.0 1788 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 1871 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5
1710 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 5.0 5.0 7.0 5.5 1789 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 5.0 1872 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0
1711 ﾄﾍﾞﾗ 1.8 1.0 1790 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0 1873 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0
1712 ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ 2.4 1.5 1791 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 2.0 1874 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 6.0
1713 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 7.0 6.5 1792 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1875 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0
1714 ﾄﾍﾞﾗ 2.5 1.5 1793 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 1876 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.5 9.0
1715 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 6.0 12.0 10.0 6.0 1794 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 5.0 1877 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 5.0

8.0 7.0 8.0 5.0 1795 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.5 1878 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 8.0
5.5 6.0 8.5 9.0 1796 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1879 ﾔﾏﾅﾗｼ 6.5 6.5

1717 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 6.5 1797 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 1880 ﾔﾏﾅﾗｼ 7.0 11.0
1718 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 8.0 6.0 1798 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.5 1881 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 4.0
1719 ﾄﾍﾞﾗ 2.0 1.0 1799 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 1882 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 4.0
1720 ﾄﾍﾞﾗ 2.0 1.5 1800 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 4.0 1883 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0
1721 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 7.0 6.5 6.5 1801 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.0 1.5 1884 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.5 5.0
1722 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 2.0 2.0 1802 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 2.0 1885 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.5
1723 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 2.2 1.5 1803 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1886 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5
1724 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 4.5 7.0 1804 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1887 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0
1725 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 11.0 12.0 1805 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5 1888 ﾔﾏﾅﾗｼ 4.0 4.0
1726 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 6.0 6.0 8.0 1806 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.0 1889 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 4.5
1727 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 3.5 2.0 1807 ﾔﾏﾅﾗｼ 2.5 1.5 1890 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.0 2.5
1728 ﾄﾍﾞﾗ 2.0 1.5 1808 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1891 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.5 4.0
1729 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 13.0 12.0 1809 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0 1892 ﾔﾏﾅﾗｼ 5.0 6.0
1730 ﾄﾍﾞﾗ 2.0 1.0 1810 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 2.0 1893 ﾔﾏﾅﾗｼ 3.5 3.0

1692

1674 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0

ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5

1688 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.5

1703

1700 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ

1697 ﾔﾅｷﾞ属の一種 7.0

1695 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0

1691 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ

4.5

1672 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0

1677 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.6

1681 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0

胸高直径(cm) 胸高直径(cm) 胸高直径(cm)

1741 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0

ﾔﾅｷﾞ属の一種1742

1686

1687

1696 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0

1693 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5

2.5

1716 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.5

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 3.0

2.5

1679
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表8.7.1.1-2 立木調査確認リスト（9/9） 

No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m) No. 種 樹高(m)
1894 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 10.0 1971 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 11.0 2042 ｱｷﾆﾚ 2.0 12.0
1895 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 10.0 1972 ﾇﾙﾃﾞ 4.5 6.0 5.0 3.0 7.0 5.0
1896 ｸｽﾉｷ 2.0 2.5 1973 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 4.0 8.0
1897 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 11.0 6.0 7.0 10.0 1974 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 8.0 2044 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.2 4.5
1898 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 7.0 9.0 14.0 1975 ﾇﾙﾃﾞ 4.0 4.0 2045 ｱｶﾏﾂ 2.5 19.0
1899 ﾄﾍﾞﾗ 2.0 2.0 1976 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 5.0 2046 ｱｶﾏﾂ 2.2 11.0

11.0 6.0 7.0 7.0 1977 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 8.0 13.0 9.0 8.5 10.0
7.0 5.0 9.0 8.0 1978 ﾇﾙﾃ 4.0 6.0 7.5 7.0 8.0 7.0

1901 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 9.0 1979 ﾇﾙﾃ 5.0 8.0 6.0
1902 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 8.0 5.5 7.0 1980 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 7.0 10.0 11.0 21.0 8.0
1903 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 8.0 7.0 1981 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 5.0 17.0
1904 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 8.0 5.0 1982 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 6.0 2049 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 10.0
1905 ｸｽﾉｷ 3.0 2.0 1983 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 4.0 2050 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 6.0 3.0 3.0
1906 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 6.5 10.0 5.0 1984 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 9.0 2051 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 11.0
1907 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 8.0 9.0 6.0 1985 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 11.0 2052 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 15.0
1908 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 7.0 7.0 1986 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 8.0 2053 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 4.0
1909 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 9.0 1987 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 7.0 11.0 3.0 19.0 5.0
1910 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 12.0 7.0 8.0 8.0 1988 ﾇﾙﾃﾞ 4.0 6.0 5.5 5.0 17.0 4.0
1911 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 7.0 8.0 1989 ﾇﾙﾃﾞ 2.0 2.0 13.0 8.0 13.0 17.0
1912 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 12.0 1990 ﾇﾙﾃﾞ 4.5 6.0 10.0
1913 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 10.0 1991 ﾇﾙﾃﾞ 4.0 4.5 17.0 9.5 15.0 9.5
1914 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 9.0 1992 ﾇﾙﾃﾞ 4.5 5.0 16.0
1915 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 9.0 1993 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 16.0 2057 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.5 14.0
1916 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 9.0 15.0 13.0 18.0 1994 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 11.0 2058 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 22.0 15.0

6.0 7.0 6.0 5.0 1995 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 8.0 2059 ｴﾉｷ 3.0 4.5 3.5
7.0 6.0 1996 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 10.0 2060 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.2 18.0 7.5 7.5 11.0

1918 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 6.0 1997 ﾇﾙﾃﾞ 4.5 7.5 2061 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 18.0
1919 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 5.0 4.0 4.0 1998 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 3.5 2062 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 2.8 5.0
1920 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 4.5 4.0 1999 ﾇﾙﾃﾞ 4.0 7.0 2063 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 28.0
1921 ﾀﾁﾊﾞﾅﾓﾄﾞｷ 2.0 1.0 2000 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 5.5 2064 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 10.0 10.0 8.5 7.5

9.0 7.0 10.0 8.0 2001 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 5.5 9.0 6.5 4.5 3.5
10.0 10.0 2002 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 5.0 6.5 8.5 6.5 6.0
13.0 13.0 18.0 11.0 2003 ﾇﾙﾃﾞ 4.0 7.0 9.0 9.0 8.0 6.5
10.0 12.0 2004 ﾇﾙﾃﾞ 4.0 4.5 11.0

1924 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 10.0 10.0 12.0 2005 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 12.0 7.0 4.5 5.5 4.0
1925 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 12.0 9.0 5.0 2006 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 14.0 3.0 5.5 5.0
1926 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0 15.0 12.0 8.0 8.0 2007 ﾇﾙﾃﾞ 5.5 15.0 9.0 7.0 5.0 4.5
1927 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 4.0 2008 ﾇﾙﾃﾞ 5.5 10.0 7.0
1928 ｴﾉｷ 2.0 1.5 2009 ﾇﾙﾃﾞ 5.5 9.0 16.0 11.0 13.0 14.0
1929 ﾄﾍﾞﾗ 2.0 1.5 2010 ﾇﾙﾃﾞ 5.5 9.0 7.5 9.0 6.5 6.2

9.0 14.0 7.0 11.0 2011 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 8.0 2069 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.5 5.0 4.0 3.5
12.0 2012 ﾇﾙﾃﾞ 4.0 10.0 2070 ｻｸﾗsp. 3.5 5.5

1931 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 11.0 2013 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 8.0 11.0 2071 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.5 5.5 5.5 3.5
1932 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 6.0 2014 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 10.0 2072 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 5.0
1933 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 6.0 5.0 6.5 2015 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 11.0 2073 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 15.0 13.0
1934 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 4.0 2016 ﾇﾙﾃﾞ 4.0 8.0 2074 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 5.0
1935 ｱｶﾏﾂ 4.0 13.0 2017 ﾇﾙﾃﾞ 4.5 6.0 6.0 2075 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 8.0
1936 ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ 4.0 8.0 6.0 6.0 2018 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 12.0 2076 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 5.0
1937 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 9.0 2019 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 11.0 2077 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 14.0 8.0 7.0 9.0

4.5 9.0 5.0 5.0 2020 ﾇﾙﾃﾞ 4.5 8.0 2078 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 10.0 5.5
6.0 2021 ﾇﾙﾃ 5.5 16.0 2079 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 8.0 11.0 8.0 7.0

1939 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 12.0 10.0 2022 ﾇﾙﾃ 5.0 11.0 10.0 2080 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 5.0
1940 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5 6.5 2023 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 4.0 2081 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 7.0
1941 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 7.0 6.5 6.0 8.0 2024 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 10.0 2082 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 4.5
1942 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 9.0 8.0 2025 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 15.0 2083 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 3.5 4.0
1943 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 13.0 11.0 7.0 2026 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.5 2084 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 5.0
1944 ｴﾉｷ 2.5 2.0 2027 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0 2085 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 9.0 7.0
1945 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 7.0 2028 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 3.0 2086 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 4.0
1946 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 10.0 16.0 9.0 2029 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0 2087 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 3.0
1947 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 9.0 6.0 7.0 10.0 11.0 9.0 13.0 17.0 2088 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 5.0 6.0
1948 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 9.0 5.0 5.0 5.0 4.5 2089 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 15.0
1949 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 9.0 7.0 9.0 8.0 2031 ﾀﾁﾊﾞﾅﾓﾄﾞｷ 1.7 2.5 2090 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 8.0
1950 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 3.0 9.0 10.0 9.0 9.0 2091 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 4.0
1951 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0 3.0 4.5 8.5 7.0 18.0 2092 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 13.0
1952 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 15.0 18.0 11.0 4.0 6.0 4.0 6.0 2093 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 4.0
1953 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 12.0 7.0 13.0 4.0 14.0 9.0 8.0 2094 ｱｶﾏﾂ 3.5 14.0
1954 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 7.0 5.0 6.5 18.0 6.0 5.0 3.5 2095 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 20.0
1955 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 4.5 6.5 6.0 2096 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 6.0 4.0
1956 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5 4.0 2034 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 20.0 2097 ﾊｾﾞﾉｷ 4.5 6.0
1957 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0 13.0 6.0 8.0 3.5 4.5 6.0 2098 ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ 3.0 6.5 4.5 3.0
1958 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 19.0 9.0 4.0 6.0 4.5 2099 ｶｷﾉｷ 2.5 3.0
1959 ｷﾘ 4.5 11.0 7.0 8.0 13.0 11.0 2100 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 6.0 3.0
1960 ｷﾘ 5.0 17.0 5.0 5.0 5.5 6.0 2101 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 5.0
1961 ｷﾘ 4.0 9.0 2036 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 5.0 2102 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 4.0
1962 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 14.0 2037 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5 16.0 2103 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 5.0
1963 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 5.0 2038 ｴﾉｷ 4.0 5.5 2104 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 4.0
1964 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0 10.0 16.0 11.0 10.0 2105 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.0
1965 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 3.5 7.0 13.0 5.5 8.0 2106 ﾇﾙﾃﾞ 3.5 7.0
1966 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 4.0 6.0 12.0 8.0 6.0 2107 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 6.0
1967 ﾇﾙﾃﾞ 2.0 2.0 11.0 2108 ﾇﾙﾃﾞ 3.0 5.0
1968 ﾇﾙﾃﾞ 4.0 6.0 10.0 7.0 9.0 6.0 2109 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 2.0
1969 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 13.0 8.0 6.0 11.0 2110 ﾇﾙﾃﾞ 2.5 3.0
1970 ﾇﾙﾃﾞ 5.0 9.0 2041 ｴﾉｷ 4.0 6.0 2111 ｱｶﾏﾂ 4.0 14.0

2112 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0 7.0 8.0 5.0

1938

1900 ﾔﾅｷﾞ属の一種 6.0

5.5

6.0

5.5

5.5

1930 ﾔﾅｷﾞ属の一種

ﾔﾅｷﾞ属の一種

ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0

ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0

2054 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5

2055

1922 ﾔﾅｷﾞ属の一種

1917

1923 ﾔﾅｷﾞ属の一種

ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.5

ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.0

2056

2065 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0

ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5

ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ 4.0

2030

2033

2032

2040 ﾔﾅｷﾞ属の一種 3.5

4.5

2039 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0

2035 ﾔﾅｷﾞ属の一種

2043 ﾔﾅｷﾞ属の一種 2.0

2048 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0

2047 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0

2068 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.0

2066 ﾔﾅｷﾞ属の一種 4.0

2067 ﾔﾅｷﾞ属の一種 5.5

胸高直径(cm) 胸高直径(cm) 胸高直径(cm)
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資料8.7.1.1-3 植生調査の調査結果                   [本編p360対応] 

 

  それぞれの群落の断面模式図を図8.7.1.1-3(1)～(16)に示した。 

ａ ヤナギ群落 

この群落は本干拓地及びその隣接地域に最も多く見られる木本植物群落で、樹高5～6mのヤナ

ギsp.と林床にセイタカアワダチソウ・ヘクソカズラ・ススキ・チガヤ等が多く出現し、やや湿

潤な所ではシオクグが優占することもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(1) ヤナギ群落断面模式図（調査地点No.33） 

 

ｂ ヤマナラシ群落 

一部に植林と考えられる樹高12mに達する高木林が見られるが、それ以外にも数ヶ所に群落が

みられ、大半は6m前後の低木林である。林床にはセイタカアワダチソウ・ススキ・ヘクソカズ

ラ・ノイバラ等が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(2) ヤマナラシ群落断面模式図（調査地点No.32） 
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ｃ アカメガシワ群落 

遷移の初期に進入して林縁等に生育する種としてアカメガシワ等があり、干拓地内でも低木

群落を形成している。ヤナギ林よりさらに乾燥した立地に成立するので、土手状に土が盛り上

がっている所に成立している。荒地の指標種であるイワヒメワラビの出現頻度が高く、セイタ

カアワダチソウ・ススキ・ノイバラが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(3) アカメガシワ群落断面模式図（調査地点No.6） 

 

ｄ モウソウチク群落 

植林されたものと考えられる。15mに達するモウソウチクの林で、草本層にハチジョウススキ、

イワヒメワラビが生育している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(4) モウソウチク群落断面模式図（調査地点No.23） 
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ｅ メダケ群落 

シロバナサクラタデが出現しており、以前は地下水位が高く、周辺には水がたまっていたこ

とが推定される。また、メダケの生育密度が高く、遮光により陽性植物であるセイタカアワダ

チソウ、チガヤ等が少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(5) メダケ群落断面模式図（調査地点No.4） 

 

ｆ トベラ－クスノキ群落 

植栽された樹木で構成される群落で、植栽の初期には早期の緑化等の目的でハンノキが植栽

されたと考えられる。その後クスノキ・トベラ・マサキ・ウバメガシ・サザンカ・モッコク・

サンゴジュ等の常緑広葉樹やアカマツ等が植えられ、現在の植栽林が形成された。しかしアカ

マツは全て枯死している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(6) トベラ-クスノキ群落断面模式図（調査地点No.37） 
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ｇ セイタカアワダチソウ群落 

1.6～3mに達するセイタカアワダチソウが優占する群落で、干拓地全域に見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(7) セイタカアワダチソウ群落断面模式図（調査地点No.12） 

 

ｈ チガヤ群落 

セイタカアワダチソウ・ヤマアワ・メドハギが高い頻度で出現し、干拓地全域に見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(8) チガヤ群落断面模式図（調査地点No.48） 
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ｉ オギ群落 

草丈3mに達するオギの優占する群落で混生種はセイタカアワダチソウ・イシミカワ・ヨモギ

等が僅かに見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(9) オギ群落断面模式図（調査地点No.24） 

 

ｊ ススキ－ハチジョウススキ群落 

干拓地内は海岸地域のためにハチジョウススキが非常に多く、ススキよりも個体数が多い。

両方をまとめてススキ－ハチジョウススキ群落とした。優占種はいずれも塊状になって生育す

るので、その間にはセイタカアワダチソウ・イワヒメワラビ・チガヤ・ヤマアワが高い頻度で

出現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(10) ススキ－ハチジョウススキ群落断面模式図（調査地点No.30） 
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ｋ ヨシ群落 

本来ヨシは泥土内に地下茎を伸ばして繁殖する水湿地の種で、アゼスゲやシオクグと結びつ

いて群落を構成する。干拓地北側（鍋田川）ではヨシ群落が広がり、下層にシオクグが優占す

る植分が見られた（№53）。しかし干拓地内に出現するヨシの優占する植分はオオクサキビ・ヤ

マアワ・セイタカアワダチソウ・オオアレチノギク・メドハギ・チガヤ等が頻度、被度ともに

高い植分が多くなっている。干拓地北側の生育環境はヨシの生育に適した泥土で、満潮時に約

50～80cm冠水し、常に湿潤状態を保っている。それに対して、干拓地内は乾燥化によりヨシが

繁茂できる環境は減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(11) ヨシ群落断面模式図（調査地点No.38） 

 

ｌ クズ群落 

クズが繁茂して下層の草本類を被い尽くしている植分が見られる。クズは林縁植生の構成種

で、特に結びつきの強い種はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(12) クズ群落断面模式図（調査地点No.42） 
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ｍ オオクサキビ群落 

オオクサキビが優占し、イガガヤツリ・アキノエノコログサ・ヨモギ・メヒシバ・オオイヌ

タデ・セイタカアワダチソウ等が高い頻度で出現する。なお、春から夏にかけてのオオクサキ

ビが優占する前の時期には裸地の部分が目立ち、やや水たまりが出来やすいところにはヒメク

グ・カワラスガナ・メアゼテンツキ等のカヤツリグサ科植物が目立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(13) オオクサキビ群落断面模式図（調査地点No.25） 

 

ｎ ワラビ群落 

ススキ草原の指標種であるワラビが独占して草丈1mに達する群落である。混生する種がほと

んどないことが特徴である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(14) ワラビ群落断面模式図（調査地点No.20） 
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ｏ メリケンカルカヤ群落 

メリケンカルカヤが小群状に生育し、その隙間を縫ってホソイ・シロバナサクラタデ等が高

い頻度で出現する比較的草丈の低い草本群落である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(15) メリケンカルカヤ群落断面模式図（調査地点No.9） 

 

ｐ アイアシ群落（調査範囲外鍋田川）  

本来、河口部の波の影響の少ない塩湿地に群落を形成する種であり、干拓地内にも僅かに分

布が認められたが、群落としてまとまったものはみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.7.1.1-3(16) アイアシ群落断面模式図（調査地点No.54） 
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それぞれの群落の群落組成表を表8.7.1.1-3(1)～(8)に示した。 

 

表8.7.1.1-3(1) 木本類群落

36 33 47 44 34 32 16 7 6 23 2 3 4 37
－ － － － － － － － － 15 － － － 12
－ － － － － － － － － 5 － － － 8
－ － － － － － － － － 90 － － － 60
－ － － － － 12 10 － － － － － － 8
－ － － － － 6 5 － － － － － － 6
－ － － － － 80 70 － － － － － － 40
6 5 6 6 5 6 5 5 5 － 5 5 4 6
1 1.5 1.5 2 1 1.5 1 1.5 1.5 － 1 1 1 1.5
70 100 80 60 65 40 5 90 90 － 100 100 95 90
1.2 1.5 1.5 2 1.4 1.5 1.6 1.5 1.5 1.2 1 1 0.8 1.5
0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
95 80 100 90 30 90 80 80 90 30 5 5 5 60
－ － － 1 － － － － － － － － － －
－ － － 0 － － － － － － － － － －
－ － － 60 － － － － － － － － － －

10×10 10×10 5×10 5×10 5×10 10×10 10×10 8×10 10×10 10×10 5×5 5×5 5×5 6×10
9 17 16 20 14 13 9 13 10 3 4 8 4 17

ﾔﾅｷﾞ群落区分種

ヤナギsp. S 4･3 5･5 4･4 3･4 3･4 ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・

ﾔﾏﾅﾗｼ群落区分種
ﾔﾏﾅﾗｼ T2 ・ ・ ・ ・ ・ 4･5 4･4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S ・ ・ ・ ・ ・ 2･2 1･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ 1･1 1･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ群落区分種

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ S ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ 5･5 5･5 ・ ・ ・ ・ 1･1

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･3 1･3 ・ ・ ・ ・ ＋

ﾓｳｿｳﾁｸ群落区分種

ﾓｳｿｳﾁｸ T1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5･5 ・ ・ ・ ・

ﾒﾀﾞｹ群落区分種

ﾒﾀﾞｹ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5･5 5･5 5･5 ・

ﾄﾍﾞﾗ-ｸｽﾉｷ群落区分種

ﾄﾍﾞﾗ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･1
H ・ 2･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3･4

ｸｽﾉｷ T1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3･2
H1 ・ ・ ＋ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋
H2 ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾏｻｷ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3･4
ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3･3

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･1
ﾊﾝﾉｷ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2･1

S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･1
ｻﾝｺﾞｼﾞｭ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･2
ｱｶﾏﾂ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･1
ｻｻﾞﾝｶ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋

ﾓｯｺｸ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋
伴     生     種
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ H1 ＋･2 3･3 5･5 4･5 1･2 3･4 5･5 4･4 1･3 ・ ・ ＋ ＋ ＋

H2 ・ ・ ・ 2･3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ｽｽｷ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・

H 2･3 1･1 ＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ 1･1 3･3 ・ 1･1 ＋ ・ ＋
ﾍｸｿｶｽﾞﾗ S ＋ ・ ＋ ・ ＋ ・ ＋ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・

H1 ＋･2 ＋ 2･3 ＋ ＋ ＋ 1･2 ・ ＋ ・ ・ ・ ・ 1･1
H2 ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾁｶﾞﾔ H1 1･1 1･3 ・ ・ 2･3 3･3 ・ ＋ ＋ ・ ・ ＋ ＋ ・
H2 ・ ・ ・ 1･1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾉｲﾊﾞﾗ S ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋
H1 ・ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋ ＋･2 2･3 1･1 ・ ・ ・ ・ ＋
H2 ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾔﾏｱﾜ H1 ＋ ＋ ＋ ・ 1･3 ・ ＋ ＋ ・ ・ ・ ・ ・
H2 ・ ・ ・ 1･1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾖﾓｷﾞ H1 ＋ ＋ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ＋ ・
H2 ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾍﾞﾆｼﾀﾞ H ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ＋ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ﾒﾄﾞﾊｷﾞ H ＋ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・
ｲﾜﾋﾒﾜﾗﾋﾞ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･1 1･1 3･3 ・ ・ ・ ・
ｵｷﾞ H1 ・ ・ ＋ ・ ・ 1･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H2 ・ ・ ・ 1･1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ｱﾚﾁﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ H ・ ＋ ・ ・ ＋ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ｱｾﾞｽｹﾞ H1 ・ ＋ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H2 ・ ・ ・ 1･1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ｴﾉｷ S ・ ・ ＋ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋
ﾂﾕｸｻ H ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ＋
ﾖｼ H1 ・ ・ ・ ・ ＋･2 ＋ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・

H2 ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ｲｼﾐｶﾜ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ＋ ＋ ・ ・ ・ ・ ・

調査区面積［㎡］
出現種数

低木層(S)植生高（最小）［ｍ］
低木層(S)植被率［％］
草本層１(H1)の植生高（最大）［ｍ］
草本層１(H1)の植生高（最小）［ｍ］

草本層２(H2)の植生高（最大）［ｍ］
草本層２(H2)の高さ（最小）［ｍ］
草本層２(H2)の植被率［％］

亜高木層(T2)植生高（最小）［ｍ］
亜高木層(T2)植被率［％］
低木層(S)植生高（最大）［ｍ］

草本層１(H1)の植被率［％］

高木層(T1)植生高（最大）［ｍ］
高木層(T1)植生高（最小）［ｍ］
高木層(T1)植被率［％］
亜高木層(T2)植生高（最大）［ｍ］

その他の出現種；ｼｵｸｸﾞNo.36(H3･4)･No.33(H1･1),ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞNo.16(H1＋)･No.44(H2＋),ﾈｽﾞﾐﾓﾁNo.34(S＋)･No.33(H＋),ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞNo.33(H＋)･No.32(H＋),ﾀﾌﾞﾉｷ

No.44(H＋)･No.37(H＋),ﾊﾁｼﾞｮｳｽｽｷNo.23(H1･1)･No.33(H＋),ｴﾋﾞﾂﾞﾙNo.2(S＋,H＋)･No.3(S＋),ﾇｶｷﾋﾞNo.7(H＋)･No.44(H2＋),ｱｶﾒﾔﾅｷﾞNo.33(S1･1)･No.34(S＋),ﾂﾙﾏﾒ

№36(S＋,H＋）,ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ№47（H1･1）,ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ№47（H＋）,ｵｵｸｻｷﾋﾞ№47（H＋）,ｸﾛﾏﾂ№44（H1＋）,ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ№44（H2＋）,ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ№44（H2＋）,ｱｾﾞﾅﾙｺ№44（H2＋）,

ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ№34(H1･2）,Prunus sp.№32（S＋）,ﾏﾝﾘｮｳ№16（H＋）,ｾﾞﾝﾏｲ№7（H＋）,ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ№7（H＋）,ｼﾛﾊﾞﾅｻｸﾗﾀﾃﾞ№3（H＋）,ホソイ№34（H＋）

調査地点番号
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表8.7.1.1-3(8)オオクサビキ群落 

 

 
 

25 28 29 45
0.8 0.6 0.7 0.4
0 0 0 0
100 80 85 60
2×2 2×2 2×2 1×1
7 9 7 7

ｵｵｸｻｷﾋﾞ群落区分種
ｵｵｸｻｷﾋﾞ H 3･4 4･4 1･2 1･1
群団･群集標徴種
ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ H ＋ ・ ・ ・
ｹｲﾇﾋﾞｴ H ・ ＋ ・ ・
伴 生 種
ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ H 1･2 ＋ ＋ 2･2
ﾒﾋｼﾊﾞ H ・ ＋ 3･4 1･2
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ H ＋･2 ・ ＋ ＋
ﾖﾓｷﾞ H ・ ＋ ＋ ＋
ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ H ・ ＋ ・ ＋
ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ H ＋ ＋ ・ ・
その他の出現種；ｲｼﾐｶﾜ№25(1･1),ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ№25(1･2),ｼﾛ
ｻﾞ№28(＋),ｲｶﾞｵﾅﾓﾐ№28(＋),ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ№29(＋･2),ｹｱﾘﾀｿｳ
№29(2･3),ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ№45(＋)

調査地点番号

出現種数
調査区面積［㎡]

草本層（H）植生高（最大）［ｍ］
草本層（H）植生高（最小）［ｍ］
草本層（H）植被率［％］
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８ 水生生物 

 ８．１ 調査結果の概要 

資料 8.8.1.1 魚類                         [本編 p184 対応] 

 

表 8.8.1.1 魚類(漁具捕獲調査)確認種一覧 

St.a St.b St.c St.d St.e St.h St.i St.j 合計 St.a St.b St.c St.d St.e St.h St.i St.j 合計

1 ｺｲ ｺｲ ｷﾞﾝﾌﾞﾅ Carassius carassius langsdorfii 0 1 1
2 ｶﾀﾞﾔｼ ｶﾀﾞﾔｼ ｶﾀﾞﾔｼ Gambusia affinis affinis 6 6 2 11 22 30 14 79
3 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ ｺﾉｼﾛ Konosirus punctatus 25 25 20 20
4 ｻｯﾊﾟ Sardinella zunasi 1 1 0
5 ｽｽﾞｷ ｽｽﾞｷ ｽｽﾞｷ Lateolabrax japonicus 6 6 28 28
6 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ Mugil cephalus cephalus ○ ○ 24 ○ ○ 12 36 7 ○ ○ 7
7 ﾊｾﾞ ﾁﾁﾌﾞ Tridentiger obscurus 2 3 7 2 14 13 22 10 15 18 78

0 6 0 2 56 3 7 14 88 2 11 36 52 55 10 15 32 213

注１） 種名および配列は原則として「新日本動物図鑑」に従った。

注２） 春季調査：平成14年5月13,22日 秋季調査：平成14年10月21,23日
注３） ○：目視確認を示す。
注４） 単位：個体数/5回投網、5回ﾀﾓ網

合計

平成14年度
No. 目 科 種 学 名 秋季春季

 

 



 

資料 8.8.1.2 底生動物                                              [本編 p387 対応] 

 

表 8.8.1.2 底生動物(定量採集調査)確認種一覧 

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1
腔腸動物
花虫綱

ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ － ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 Actiniaria 2 0.06 2 0.06 1 0.37 1 0.15 2 0.52 2 0.03 2 0.03

2 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 Lineidae 2 0.03 3 0.19 5 0.22 4 0.07 1 + 2 0.04 7 0.11 1 0.1 1 0.10
3 － 異紐虫目 Heteronemertini 1 + 8 0.01 9 0.01
4 遊在 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eteone属の一種 Eteone  sp. 7 0.01 7 0.01
5 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia 2 0.02 2 0.02 4 0.04
6 ﾊﾔﾃｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys caeca 1 0.01 1 0.01
7 Nephtys属の一種 Nephtys  sp. 1 0.01 1 0.01
8 ｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ Neanthes diversicolor 1 + 1 0.00 1 + 1 +
9 ｺﾞｶｲ科 Nereididae
10 ﾁﾛﾘ Glycera属の一種 Glycera subaenea 3 0.07 11 0.51 14 0.58 5 0.4 5 0.40
11 Glycera属の一種 Glycera  sp. 10 0.18 5 0.61 15 0.79 1 0.01 4 0.08 3 + 8 0.09 4 0.02 4 0.17 8 0.19
12 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Goniada属の一種 Goniada  sp. 1 0.01 2 0.01 3 0.02 2 0.04 2 0.04 5 0.1 5 0.10
13 ﾅﾅﾃｲｿﾒ ｽｺﾞｶｲｲｿﾒ Diopatra bilobata 1 0.43 1 0.43 1 0.34 1 0.34
14 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora属の一種 Polydora  sp. 2 + 2 +
15 Pseudopolydora属の一種 Puseudopolydora  sp. 18 0.01 18 0.01 1 + 1 0.00 1 + 1 +
16 Spio属の一種 Spio sp. 2 0.01 2 0.01 1 + 1 + 2 0.00 1 + 1 +
17 ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx 2 0.01 2 0.01
18 ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ Prionospio japonica 122 0.06 64 0.04 8 0.01 194 0.11 29 0.01 29 0.01 2 + 28 0.03 30 0.03
20 ｵﾌｪﾘｱｺ ｶｲ Armandia属の一種 Armandia  sp. 14 0.04 14 0.04
21 ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella属の一種 Capitella  sp. 2 + 2 + 2 + 3 + 5 0.00 3 + 2 + 5 +
22 Heteromastus属の一種 Heteromastus  sp. 485 0.38 165 0.16 18 0.03 668 0.57 266 0.35 266 0.35 182 0.35 50 0.08 232 0.43
19 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 Serpulidae

23
触手動物
箒虫綱

箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis属の一種 Phoronis  sp. 2 + 2 +

24 新腹足 ｵﾘｲﾚﾖﾊﾞｲ ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ Reticunassa festiva 8 0.86 8 0.86
25 異腹足 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ｸﾚﾊｶﾞｲ Papyriscala latifasciata 1 0.03 1 0.03
26 ﾏﾙｽﾀ ﾚｶ ｲ ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ Corbicula japonica 1 5.89 1 5.89
27 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻﾘ Ruditapes philippinarum
28 ﾊﾞｶｶﾞｲ ｼｵﾌｷｶﾞｲ Mactra veneriformis 10 41.01 10 46.79 20 87.80 11 17.65 11 17.65 2 30.26 1 0.26 3 30.52
29 ﾏﾃｶﾞｲ ﾏﾃｶﾞｲ Solen strictus 1 4.59 1 4.59
30 ﾆｯｺｳｶ ｲ ｼﾗﾄﾘｶ ｲ属の一種 Macoma  sp. 2 0.85 2 0.85
31 ﾌﾅﾀｶﾞｲ ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ Trapezium liratum 3 2.12 3 2.12
32 ｳﾐﾀｹﾓﾄﾞｷ ｵｷﾅｶﾞｲ ｿﾄｵﾘｶﾞｲ Laternula limicola 3 0.12 3 0.12 1 1.14 1 1.14 1 3.49 1 3.49
33 ｱﾐ ｱﾐ ﾆﾎﾝｲｻｻﾞｱﾐ Neomysis japonica
34 ｸﾏ ﾃ ｨｱｽﾃｨﾘｽ ｻｻ ﾅﾐｸｰﾏ属一種 Dimorphostylis  sp. 1 + 1 + 2 +
35 等脚 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属一種 Cyathura  sp. 13 0.15 8 0.14 6 0.08 27 0.37 21 0.22 2 0.02 1 + 24 0.24 23 0.21 2 0.02 25 0.23
36 ﾍﾗﾑｼ ﾍﾗﾑｼ科 Idoteidae 7 + 7 0.00
37 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ Gnorimosphaeroma oregonensis 2 0.02 2 0.02
38 ｴﾋ ﾔﾄ ﾘﾑｼ ｴﾋ ﾔﾄ ﾘﾑｼ科 Bopyridae 2 0.02 2 0.02
39 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ Grandidierella japonica 3 0.01 3 0.01 11 + 11 0.00 1 0.01 1 0.01
40 十脚 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon属の一種 Crangon uritai 3 0.13 1 0.01 4 0.14
41 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｽｼﾞｴﾋﾞ Palaemon paucidens
42 ｽﾅﾓｸﾞﾘ ﾆﾎﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ Callianassa japonica
43 ｽﾅﾓｸﾞﾘ属の一種 Nihonotrypaea  sp. 1 + 11 0.34 6 0.09 18 0.43 2 0.01 1 + 3 0.01 4 0.55 4 0.55
44 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ Pilumnus minutus 1 0.6 1 0.60
45 ｶｸﾚｶﾞﾆ ｳﾓﾚﾏﾒｶﾞﾆ Pseudopinnixa carinata 3 0.02 3 0.02 1 0.04 1 0.04 2 0.04 6 0.27 8 0.31
46 ｽﾅｶﾞﾆ ｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus abbreviatus
47 ｲﾜｶﾞﾆ ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ Acmaeopleura toriumii 4 0.16 5 0.09 9 0.25
48 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ Hemigrapsus penicillatus 1 0.04 1 0.04
49 ｲｿｶﾞﾆ Hemigrapsus sanguineus 3 0.02 3 0.02 2 1.23 2 1.23

50
節足動物
昆虫綱

ﾊｴ ﾕｽﾘｶ ﾕｽﾘｶ(幼虫) Chironomidae

51 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ ﾍﾋﾞﾊｾﾞ Chaenogobius mororanus 1 0.6 1 0.60
52 ﾋﾒﾊｾﾞ Favonigobius gymnauchen 1 0.1 1 0.10
53 ﾊｾﾞ科 Gobiidae 1 0.05 1 0.05
計 7門9綱 16目 37科 12種 19種 23種 36種 14種 7種 10種 21種 12種 12種 5種 22種
注1）種名及び配列は原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成12年度河川版 財）リバーフロント整備センター」に従った。
注2)調査日 春季：平成14年5月13,22日 秋季：平成14年10月21日  冬季：平成15年1月21日
注3)採取方法：スミスマッキンタイヤー型採泥器
注4)湿重量の+は0.01g未満をあらわす。
注5)単位 個体数：個 湿重量：(g)/0.15cm2

目分類№

平成14年度

学名種名科 冬季秋季春季
St.k St.l St.m 合計St.k St.l St.m 合計St.k St.l St.m 合計

紐形動物
無針綱
環形動物
多毛綱

53種

節足動物
甲殻綱

軟体動物
二枚貝綱

軟体動物
腹足綱

脊椎動物
硬骨魚綱

 

 

 

2
20
 



 

資料 8.8.1.3 潮間帯生物                                             [本編 p391 対応] 

 

表 8.8.1.3  潮間生物(定量採集調査)確認種一覧 

春季 秋季

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1
腔腸動物
花虫綱

ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Haliplanella属の一種 Haliplanella sp. 1 + 1 +

2 紐形動物 針紐虫 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ Tetrastemma nigrifrons 1 + 1 +
3 有針綱 ｴﾑﾌﾟﾚｸﾄﾈﾏ ﾖﾂﾒﾋﾓﾑｼ Nemertopsis gracilis 5 0.01 8 0.02 13 0.03
4 環形動物 遊在 ｺﾞｶｲ ｲｼｲｿｺﾞｶｲ Perinereis nuntia  var.vallata 1 0.04 1 0.04
5 多毛綱 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ Perinereis nuntia  var.brevici 3 0.18 10 0.23 13 0.41 14 0.14 14 0.14
6 ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ Pseudonereis variegata 1 0.01 1 0.01 1 0.05 1 0.05
7 ｺﾞｶｲ Neanthes japonica 45 0.04 45 0.04 1 0.02 1 0.02
8 ｱｼﾅｼｺﾞｶｲ Neanthes succinea 2 + 7 0.44 9 0.44
9 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora属の一種 Polydora sp. 2 + 39 0.02 41 0.02 1 + 1 +
10 ｲﾄｺ ｶｲ ｲﾄｺ ｶｲ科 Capitellidae 1 + 1 +
11 軟体動物 中腹足 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ﾀﾏｷﾋﾞ Littorina brevicula 2 0.36 2 + 4 0.36 1 0.14 1 0.01 2 0.15
12 腹足綱 ｺﾋ ﾄｳﾗｳｽ Peasiella roepstorffiana 1 + 1 +
13 軟体動物 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ Mytilus galloprovincialis 2 + 3 0.02 5 0.02
14 二枚貝綱 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊ ﾘｶ ｲ Limnoperna fortunei kikuchii 45 4.55 75 31.68 36 3.93 156 40.16 45 5.31 84 3.73 129 9.04
15 ｸﾛｸﾞﾁ Vignadula atrata 2 0.03 2 0.03 8 0.38 8 0.38
16 ｳｸ ｲｽｶ ｲ ｲﾀﾎ ｶ ｷ ﾏｶ ｷ Crassostrea gigas 199 502.09 86 64.49 54 180.44 155 568.19 494 1315.21 59 150.68 50 44.36 94 355.02 302 617.72 505 1167.78
17 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾌﾅｶﾞﾀｶﾞｲ ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ Trapezuim liratum 3 0.35 3 0.35
18 節足動物 完胸 ｲﾜﾌｼ ﾂﾎ ｲﾜﾌｼ ﾂﾎ Chthamalus challengeri 5 0.03 5 0.03
19 甲殻綱 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite 16 0.48 8 0.48 32 0.83 56 1.79
20 ﾖｰﾛｯﾊ ﾌｼ ﾂﾎ Balanus jmprovisus 1 0.10 264 17.22 265 17.32 13 0.35 13 0.35
21 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus albicostatus 531 80.94 1066 61.84 120 24.09 1717 166.87 624 101.60 896 72.93 25 1.84 71 11.91 1616 188.28
22 ﾄ ﾛﾌｼ ﾂﾎ Balanus kondakovi 10 1.57 19 2.42 29 3.99 16 0.08 263 15.69 2 0.03 281 15.80
23 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｷｽｲﾀﾅｲｽ Sinelobus sp. 18 + 18 +
24 等脚 ｺﾂﾌ ﾑｼ ｲｿｺﾂﾌ ﾑｼ属の一種 Gnorimosphaeroma  sp. 27 0.26 27 0.26 50 0.12 9 0.02 59 0.14
25 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾂﾉﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita setiflagella 24 0.02 24 0.02 19 0.04 19 0.04
26 ｼﾐｽ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋ Melita shimizui 1 + 1 +
27 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾌｻｹﾞﾓｸｽﾞ Hyale barbicornis 190 0.22 75 0.08 265 0.30 100 0.15 292 0.36 392 0.51
28 ﾄ ﾛｸﾀ ﾑｼ ﾄ ﾛｸﾀ ﾑｼ属類 Corophium spp. 34 0.01 34 0.01 4 + 4 +
29 十脚 ｲﾜｶﾞﾆ ｲｿｶﾞﾆ Hemigrapsus sanguineus 3 0.58 6 1.91 9 2.49 3 0.06 14 0.72 17 0.78
30 ｹﾌｻｲｿｶ ﾆ Hemigrapsus penicillatus 7 0.05 5 0.54 12 0.59 2 0.05 50 1.44 11 0.53 63 2.02
31 － ｶﾆ類ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 Megalopa 1 + 1 + 2 +
32 節足動物 双翅 ﾕｽﾘｶ ﾔﾏﾄｲｿﾕｽﾘｶ Telmatogeton japonica 2 + 4 + 1 + 7 +
33 昆虫綱 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae 1 + 1 +
計 ５門７綱 14目 20科 12種 8種 13種 10種 24種 7種 6種 12種 19種
注1)種名および配列は原則として「環境庁, 1993. 日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（無脊椎動物編）」に従った。
注2)調査日 春季：平成14年5月13,22日 秋季：平成14年10月21日
注3)採取方法：25cm×25cmｺﾄﾞﾗｰﾄ内採取
注4)湿重量の+は0.01g未満をあらわす。
注5)単位 個体数：個 湿重量：(g)/0.0625cm2
注6)カニ類メガロパ期幼生については、イワガニ科の確認種と同一である可能性があるため、1種としなかった。
注7)「～の一種」、「～類」等、種まで同定できないものについても便宜上１種として扱った。

科 名目 名分 類No.

25種 注6)

平成14年度

学 名種 名

32種

St.f St.g St.n St.n St.o 合計St.o 合計 St.f St.g

 

 

2
21
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第３項 人と自然との豊かな触れ合い、歴史的文化的な遺産の保存及び良好な景観

の保全を旨として調査、予測及び評価されるべき環境要素 
 

10 景観 

10．１ 調査結果の概要 

資料 8.10.1.1 眺望景観の調査結果                   [本編 p441 対応] 

 

主要な眺望地点における眺望状況写真（平成 14 年 9 月 12 日撮影、平成 14 年 12 月 5 日

撮影、平成15年2月25日撮影及び平成17年10月25日･10月27日撮影）を写真8.10.1.1(1)

～8.10.1.1(20)に示す。なお、眺望地点 No.4、No.5 については、撮影時期による変化は

ほとんど見られない。 

 

(1)平成 14 年 9 月 12 日撮影 

 

写真 8.10.1.1(1) 調査地点 No.1 からの眺望 

 

 

写真 8.10.1.1(2) 調査地点 No.2 からの眺望 
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写真 8.10.1.1(3) 調査地点 No.3 からの眺望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8.10.1.1(4) 調査地点 No.4 からの眺望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8.10.1.1(5) 調査地点 No.5 からの眺望 
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(2)平成 14 年 12 月 5 日撮影 

 

写真 8.10.1.1(6) 調査地点 No.1 からの眺望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8.10.1.1(7) 調査地点 No.2 からの眺望 

 

 

 

 

 

 

 

   

写真 8.10.1.1(8) 調査地点 No.3 からの眺望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8.10.1.1(9) 調査地点 No.4 からの眺望 
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写真 8.10.1.1(10) 調査地点 No.5 からの眺望 
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(3)平成 15 年 2 月 25 日撮影 

 

写真 8.10.1.1(11) 調査地点 No.1 からの眺望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8.10.1.1(12) 調査地点 No.2 からの眺望 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8.10.1.1(13) 調査地点 No.3 からの眺望 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

写真 8.10.1.1(14) 調査地点 No.4 からの眺望 
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写真 8.10.1.1(15) 調査地点 No.5 からの眺望 （冬季） 
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(4)平成 17 年 10 月 25･27 日撮影 

 

写真 8.10.1.1(16) 調査地点 No.1 からの眺望(平成 17 年 10 月 25 日撮影) 

 

 

写真 8.10.1.1(17) 調査地点 No.2 からの眺望(平成 17 年 10 月 25 日撮影) 

 

 

写真 8.10.1.1(18) 調査地点 No.3 からの眺望(平成 17 年 10 月 25 日撮影) 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8.10.1.1(19) 調査地点 No.4 からの眺望(平成 17 年 10 月 27 日撮影) 
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写真 8.10.1.1(20) 調査地点 No.5 からの眺望(平成 17 年 10 月 27 日撮影) 
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12．温室効果ガス等 

12．１ 予測及び評価 

資料8.12.1.1 工事の実施                        [本編p402対応] 

 

工事の実施による二酸化炭素の排出量の予測方法を以下に示す。 

 

(1) 予測方法 

1) 建設機械の稼働に伴う二酸化炭素排出量 

ａ 予測式 

建設機械の稼動に伴う二酸化炭素排出量は、次式により算出した。 

 

∑
=

××××
n

1m
12/44 ）（＝ｌ mhmm kkefWE  

 

ｍ  ：建設機械機種 

Ｗｍ ：建設機械種別燃料使用量（L/h） 

ｅｆｍ ：燃料種別 CO2排出係数（kgC/L） 

ｋｈ ：稼働時間数（6h/日） 

ｋｍ ：工事全期間の建設機械種別延べ稼働台数（台） 
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ｂ 予測条件 

工事全期間の建設機械種別延べ稼働台数については、工事計画（機械工程根拠）をもと

に表 8.12.1.1(1)に示すとおり設定した。また、わんぱく原っぱ盛土工事の土砂の敷均し

及び転圧については、タイヤローラー（延べ 1,504 台）及びブルドーザー（延べ 2,598 台）

が稼働するものとして、工事中の延べ稼働台数に加算した。建設機械種別燃料使用量につ

いては「建設機械等損料算定表 平成 16 年度版」（日本建設機械化協会、平成 16 年）を

もとに設定した。 

燃料種別の CO2排出係数については表 8.12.1.1(2)に示すとおり設定した。 

 

表 8.12.1.1(1) 工事全期間の建設機械種別延べ稼働台数及び燃料使用量 

建 設 機 械 
延べ稼働台数 

(台日) 

燃料 

種別 

燃料使用量 

(L/h) 

ﾏｶﾀﾞﾑﾛｰﾗｰ 12ｔ 592 軽油 6.0 

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ 8ｔ 592 軽油 7.1 

ﾊﾞｯｸﾎｰ（平積 0.6ｍ３） 1,625 軽油 18 

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ 21ｔ 9,725 軽油 27 

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10ｔ積み 2,033 軽油 12 

出典）「建設機械等損料算定表 平成 16 年度版」（日本建設機械化協会、平成 16 年） 

 

表 8.12.1.1(2) 燃焼種別 CO2排出係数 

                             単位:kgC/L 

燃料種別 CO2排出係数 

ガソリン 0.6433 

軽  油 0.7212 

出典）「環境アセスメントの技術」（（社）環境情報科学センター編、平成 11 年 8 月） 
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2) 工事用車両の走行に伴う二酸化炭素排出量 

ａ 予測式 

工事用車両の走行に伴う二酸化炭素排出量は次式により算出した。 

∑
=

××
n

1m
mm2 kLefE ）（＝  

 
ｍ ：交通車種（小型車・大型車） 

ｅｆｍ ：車種別 CO2排出係数（g/台･km） 

Ｌ ：走行距離（km） 

ｋｍ ：工事全期間の車種別延べ交通量（台） 
 

ｂ 予測条件 

工事用車両の走行は、ストックヤード土砂搬出入車両とわんぱく原っぱ盛土工事の土砂

搬入車両がある。ストックヤードは 2年次より供用を開始しているが、全ての施設が供用

を開始するまでは工事中に含め、その間の土砂搬出入車両台数は、工事計画（機械工程根

拠の延べ台数）より、大型車 123,492 台と設定した。また、わんぱく原っぱ盛土工事の土

砂搬入車両については、盛土が完了する 5年次までの期間に 200 万 m3の土砂を搬入する計

画であることから、大型車が延べ 400,000 台であるとした。 

また、走行距離については、近隣市町村の工事車両を使用することを想定し 30km（片道）

とした。車種別の CO2排出係数については、表 8.12.1.1(3)に示すとおりとした。 

 

表 8.12.1.1(3) 車種別 CO2排出係数 

単位:g/台･km 

車種 

Ａ 

排出係数 

（g-CO2/台･km）

Ｂ 

車種構成比 

（％） 

Ａ×Ｂ 

（g-CO2/台･km）

ガソリン車 

ディーゼル車 

227.98 

457.00 

0.6 

99.4 

1.37 

454.26 大型車 

計 － － 455.63 

出典）排出係数：「環境アセスメントの技術」（（社）環境情報科学センター編、平成 11 年 8 月） 

車種構成比：「道路環境影響評価の技術手法」（（財）道路環境研究所、平成 12 年 11 月） 
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資料 8.12.1.2 存在及び供用                      [本編 p403 対応] 

 

存在及び供用による二酸化炭素の排出量の予測方法を以下に示す。 

 

(1) 予測方法 

1) 作業機械の稼働に伴う二酸化炭素排出量 

ａ 予測式 

作業機械の稼動に伴う二酸化炭素排出量は、次式により算出した。 

 

∑
=

××××
n

1m
3 12/44 ）（＝ mhmm kkefWE  

 
ｍ     ：作業機械機種 

Ｗｍ ：作業機械種別燃料使用量（L/h） 

ｅｆｍ ：燃料種別 CO2排出係数（kgC/L） 

ｋｈ ：稼働時間数（７h/日） 

ｋｍ ：1年間の機種別延べ稼働台数（台） 
 

ｂ 予測条件 

稼働台数は、ストックヤードにおける建設発生土の搬出入作業を最大で 25t トラック 6

台で行い、25 日/月稼働するものとして表 8.12.1.2(1)に示すとおり設定した。また、建

設機械種別燃料使用量については「建設機械等損料算定表 平成 16 年度版」（日本建設機

械化協会 平成 16 年）をもとに設定した。 

燃料種別の CO2排出係数については表 8.12.1.2(2)に示すとおり設定した。 

 

表 8.12.1.2(1) 供用時の作業機械種別稼働台数及び燃料使用量 

建 設 機 械 
延べ稼働台数 

(台) 
燃料種別 

燃料使用量 

(L/h) 

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 25ｔ積み 1,800 軽油 20 

出典）「建設機械等損料算定表 平成 16 年度版」（日本建設機械化協会、平成 16 年） 

 

表 8.12.1.2(2) 燃焼種別 CO2排出係数 

                             単位:kgC/L 

燃料種別 CO2排出係数 

軽  油 0.7212 

出典）「環境アセスメントの技術」（（社）環境情報科学センター編、平成 11 年 8 月） 
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2) 発生車両の走行に伴う二酸化炭素排出量 

ａ 予測式 

ア 一般道路の走行に伴う二酸化炭素排出量 

ストックヤードへの搬出入車両及び発生車両が一般道路を走行する際の二酸化炭素発

生量は、次式により算出した 

∑
=

××
n

1m
mm4 KLefE ）（＝  

 

ｍ ：交通車種（小型車・大型車） 

ｅｆｍ ：車種別 CO2排出係数（g/台･km） 

Ｌ ：走行距離（km） 

ｋｍ ：１年間の車種別延べ交通量（台） 

 

イ 事業計画区域内の走行に伴う二酸化炭素排出量 

搬出入車両、発生車両の事業計画区域内の走行に伴う二酸化炭素発生量は、次式により

算出した。 

 

∑∑
==

××
n

1
ijii

1
5 mLefE

ｉ

ｌ

ｊ

）（＝  

 

ｉ ：交通車種（小型車・大型車） 

ｊ ：走行ルート 

ｅｆｉ ：車種別 CO2排出係数（g/台･km） 

Ｌｊ ：ルート別走行距離（km） 

ｍｉｊ ：1年間の車種別ルート別交通量（台） 

 

ｂ 予測条件 

ア 一般道路の走行に伴う二酸化炭素排出量 

車種別交通量は、事業計画における来車台数より、大型車（ストックヤードの搬出入車

両）は最大 150 台/日（片道）で 25 日/月（300 日/年）であることから、1年間の延べ交

通量を 45,000 台と設定した。小型車（発生車両）については、年間の入り込み客数が約

49.5 万人であることから、1台あたり 3人乗車するとして、1年間の延べ交通量を 165,000

台と設定した。 

走行距離については、大型車は近隣市町村の工事車両を使用することを想定し 30km（片

道）とした。小型車については、事業計画（公園緑地設計）における誘致圏範囲である 20.6km

（都市公園利用実態調査における広域公園の平均誘致圏距離）とした。 

車種別の CO2排出係数については、表 8.12.1.2(3)に示すとおり設定した。 
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表 8.12.1.2(3) 車種別速度別 CO2排出係数 

単位:g/台･km 

車種 

Ａ 

排出係数 

（g-CO2/台･km）

Ｂ 

車種構成比 

（％） 

Ａ×Ｂ 

（g-CO2/台･km）

ガソリン車 

ディーゼル車 

227.98 

457.00 

0.6 

99.4 

1.37 

454.26 大型車 

計 － － 455.63 

ガソリン車 

ディーゼル車 

185.74 

198.90 

72.7 

27.3 

135.03 

54.30 小型車 

計 －  189.33 

出典）排出係数：「環境アセスメントの技術」（（社）環境情報科学センター編、平成 11 年 8 月） 

車種構成比：「道路環境影響評価の技術手法」（（財）道路環境研究所、平成 12 年 11 月） 

 

 

イ 事業計画区域内の走行に伴う二酸化炭素排出量 

事業実施区域内における車両の走行距離は、出入り口である緑風橋から各施設または駐

車場までの距離とした。ストックヤードへの搬出入車両（大型車）については 0.71km、各

施設を利用する一般の発生車両（小型車）については、各駐車場への距離として表

8.12.1.2(4)に示すとおりとした。 

車種別交通量は、事業計画における来車台数より、大型車（ストックヤードの搬出入車

両）は最大 150 台/日（片道）で 25 日/月（300 日/年）であることから、1年間の延べ交

通量を 45,000 台と設定した。小型車（発生車両）については、年間の入り込み客数が約

49.5 万人であることから、1台あたり 3人乗車するとして、1年間の延べ交通量を 165,000

台と設定した。 

車種別速度別の CO2排出係数については、表 8.12.1.2(5)に示すとおり設定した。 

 

表 8.12.1.2(4) 各駐車場の事業計画区域内走行距離 

駐車場 
事業計画区域内 

走行距離（km） 
収容台数（台） 

駐車場１ 0.68  48 （14 ％） 

駐車場２ 0.73  93 （26 ％） 

駐車場３ 0.73  49 （14 ％） 

駐車場４ 1.91  14 （4 ％） 

駐車場５ 1.67  14 （4 ％） 

駐車場６ 1.44  74 （21 ％） 

駐車場７ 1.70  14 （4 ％） 

駐車場８ 1.49  14 （4 ％） 

駐車場９ 1.99  32 （9 ％） 

合 計 －  352 （100 ％） 
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表 8.12.1.2(5) 車種別速度別 CO2排出係数 

単位:g/台･km 

車種 

Ａ 

排出係数 

（g-CO2/台･km）

Ｂ 

車種構成比 

（％） 

Ａ×Ｂ 

（g-CO2/台･km）

ガソリン車 

ディーゼル車 

227.98 

457.00 

0.6 

99.4 

1.37 

454.26 大型車 

計 － － 455.63 

ガソリン車 

ディーゼル車 

185.74 

198.90 

72.7 

27.3 

135.03 

54.30 小型車 

計 －  189.33 

出典）排出係数：「環境アセスメントの技術」（（社）環境情報科学センター編、平成 11 年 8 月） 

車種構成比：「道路環境影響評価の技術手法」（（財）道路環境研究所、平成 12 年 11 月） 
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